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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　プロローグ







　──カラクリ仕掛けの乗り物は、どうにもあまり好きになれない。

　大型のものが特に駄だ目めだ。長く揺られていると、ひどく落ち着かない気分になる。

　これが仮に蒸気自動車やシエルバレなら、挙動が直じかに身体からだに伝わってくるし、操そう縦じゆう者しやも目視できるため問題はないのだ。けれど、蒸気船のように『見ず知らずの赤の他人に、自分の行く末を委ゆだねている状態』が長時間続くと、次第に居心地の悪さが込み上げてくるようになる。

　三ヵ月前、フランスに渡航する際が、まさにそうだった。

　長い道のりとは得てして先行きの不安がついて回るもので、故郷を離れて異国の地を踏ふまんとするあのときの自分は、独ひとりということもあり過度の心労で随分参っていたように思う。

　幸さいわい、今は孤独による辛つらみは殆ほとんどない。が、だからといって手離しの安心にはやはり程遠く、学園を発たってまだ二日だというのに、秋あき津つ慧けい太た郎ろうは早くも疲労感を覚おぼえ始はじめていた。

「…………はぁ」

「あっ、また辛しん気き臭くさい顔して！　あんたそれ、もう何度目よ？」

　連発される溜ため息いきを聞きき咎とがめたか、対面に座った人影が呆あきれ気ぎ味みに告げてくる。二段ベッドの下の段で荷物を広げ、先刻から怪あやしい作業に没頭しているのは、枯かれ葉は色いろの髪かみの娘だった。

　ジャンヌ＝アンリエット・カジミール・ファーブル。愛称アンリ。慧太郎の親友にして恩人の少女だ。今は魔女の道具ウイツチクラフトか何かを製作しているらしく、彼女の視線はぴたりと手元に据すえられたまま動こうとしない。何もこんなときにやらなくても、と少し思いはしたものの、

「……ごめん。もしかして邪じや魔ました？」

「ってほどでもないけど、まぁ無視もできないかな。なに、やっぱり具合悪いの？」

「や、そうじゃなくてさ。なんとなく苦手なんだ、こういう状況って」

　ガタゴトと常つねに揺れ続けている狭い室内。向かい合って設置された二段ベッドの、もう一方の下段に寝ね転ころがっていた慧太郎は、アンリに応じながらゆっくりと身を起こした。部屋に一つきりの窓は僅わずかに開けられていて、吹き込んでくる涼風には強い緑の匂においが混じっている。初夏の香りだ。外の風景は延々と草原が続き、飛ぶような速さで後ろに流れていた。

「こういう状況？　それって相部屋が嫌ってこと？」

　アンリが重ねて訊きいてきた。ハシバミ色の瞳ひとみを、一いつ瞬しゆんこちらに寄越しながら。

「……あんたがそこにぶーたれるのって反則じゃない？」

　嘆きたいのは寧むしろこっちのほうだ、と言わんばかりの口調だった。さもありなん。何しろお互い同じ聖カトリーヌ学園の制服を着ていても、慧太郎は性別を女と偽いつわっている身だ。異性と同室になったアンリには、この二日間、何かにつけて色々と面倒をかけてきた。

「い、いや、そういう意味でもなくて、え～っと……」

「なら、どういう意味よ？　お姉ちゃんに聞かせてごらんなさい。返答次第によっちゃ、あんたに英国流りゆう儀ぎの真しん髄ずい『女じよ尊そん男だん卑ぴ』を教え込まなきゃいけなくなるけど」

「男卑は余計だ！　レディ・ファーストって、そんな極端な教えじゃないだろ！」

　何気ない会話があわや説教に発展しかけ、慧けい太た郎ろうは話題を変えるべく慌あわてて視線を泳がせた。

　と、そこでふと思い出したのは、ここ暫しばらく一言も発していない二人の同室者の存在だ。助けを求める気持ちで、まず頭上に──つまり自分側のベッドの上段に呼びかける。

「クロエ、起きてるか？　気分はどう？　少しは良くなった？」

「……川の向こうで、死んだ祖父が手招きしています……ふふ、あちらは楽しそうだぁ……」

「行くな！　絶対に行っちゃ駄だ目めだからな、それ!?」

　返ってきたクロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクランの声は、常つね日ひ頃ごろとは打って変わって別人のように弱々しかった。乗り物酔いでずっと寝込みっ放しの彼女だけれど、まだまだ復調とはいかないらしい。馬術部に所属している人間がそれもどうなのかと思う。

　次にアンリ側のベッドの上段で、黙々と本を読よみ耽ふける黒くろ髪かみの少女に目を向けた。

「マルティナは？　なんかすごい集中してるけど、本は面白い？」

「男性局部の描写が曖あい昧まいね。五点」

「きみはきみでナニ読んでるんだよ!?」

　こちらは逆に相変わらず過ぎて困る。自分の性別がバレている件や、実は彼女が魔ま女じよであることなど、今や『もう一人の秘密の共有者』ともいえるマルティナ・ロセリーニだが、その人柄については知れば知るほど謎なぞが深まる一方だ。慧太郎は再び溜ため息いきをついてしまった。

「もぉ、ほんとに何よ？　さっきから。そんなに汽車はお気に召めさない？」

　さすがに少し心配になったのか、アンリが手を休めて顔を上げる。彼女が口にした台詞せりふで慧太郎は、今、自分が乗っているモノのことを改めて意い識しきした。

　産業革命の申し子、蒸気機関車。

　近年の敷ふ設せつラッシュによって欧州の至る場所を走るようになった、一八四〇年現在でもっとも一般的な長距離移動手段。慧太郎たちがいるのは、その二等客車の一室だった。

「……まぁ、思ってたほど悪くはないよ。四六時中、足場が揺れてるのは疲れるけど」

「夜行列車だもの、そりゃね。目的地まではほぼノンストップよ。ってか、揺れなんて言ったらルクレール号のときは、もっと大変だったんじゃない？」

「あれはすごく立派な船だったから。大おお時し化けにでも遭あわない限り、意外と平気だったんだよ」

　だが、それでも不安は常つねにつきまとった。だから足元を這はうこの微震は、きっとさほど重要ではないのだ。体たい幹かんのブレは武術の大敵だが、それを封じる術すべも慧太郎は心得ているのだし。

　問題はもっと根本的な部分、おそらく自分の性格と今の境遇にあるのだろう。

　ルクレール号に乗船していたときは、主おもに未知に対する恐怖が原因だった。己おのれの行く道を明快にしたいという生来の心根に、それがずっと爪つめを立て続けていた。けれど、今は──

「…………」

　誰だれかに乗せられている。

　最近ふとした拍ひよう子しにそんなことを考える機会が多くなった。

　一冊の本を巡めぐり『死しに神がみ』と争った、あの二ヵ月前の事件からだ。

　慧けい太た郎ろうは思わず三度目の溜ため息いき──一応、今度は誰の耳にも届かないよう気を遣った──をつくと、次いでベッドから立ち上がり、なるべく自然体を装よそおって部屋のドアに向かう。無論、刀袋に収めて壁かべに立てかけてあった愛刀・無む垢く嬢じよう矩のり安やすも一緒だ。

「？　慧太郎、どっか行くの？」

「ちょっとそのへんをぶらぶらしてくるよ。気晴らしにさ」

　こちらが不調の原因を隠そうとしていることに、たぶんアンリは気づいたはずだった。が、そこには敢あえて触れず、彼女は「あっそ」と簡かん単たんに納得するだけに留めて、

「でも、あんまり遅くならないようにね？　あと一時間くらいで到着するはずだから」

「分かった。じゃ、クロエのことよろしく」

　それだけ言い置いて部屋を出た。少し遅れてドアの向こうから、「行ってらっさい、ケイ……うぷ」「小腹が空すいたわ、けーたろ。ただの独ひとり言ごとだけど」という、クロエとマルティナの呟つぶやきが聞こえてきたが、前者はともかく後者は「何か売店で買って来い」という意味なのか。

　慧太郎は苦笑して、ほどなく歩き出した。隘あい路ろに等間隔で並んだ他の客室から、ひっきりなしに響ひびいてくる少女たちの声を耳にしつつ、蒸気機関車の進路とは真逆の方角に向かって。

　終点はフランス王国が首都パリ。音に聞こえし彼かの『花の都』だった。




　聞けば、今回のような聖せい歌か隊たいのパリ行きは、さほど珍めずらしいことでもないらしい。

　ブルターニュ地方はフィニステール県、その端の端に存在する聖カトリーヌ学園は、主に貴族の令れい嬢じようたちが通うフランスでも有数の名門校だ。だから、擁ようする聖歌隊も相応の認知と評価を世間より受けており、学外で歌声を披ひ露ろうする機会も多いとは以前から小耳に挟んでいた。

　さすがにパリは距離があるため頻ひん繁ぱんにという話ではなかったが、スケジュールを調整して溜まった公演依頼を一挙に清算すべく、年に一度は必ずこうして遠路はるばる赴おもむいているのだという。不定期だけれど要はある種の恒こう例れい行事みたいなもの、とはクロエの談だ。

　およその日程は、汽車での往復に四日、パリ各所を回るのに五日。計九日間の長旅となる。

　しかし、そんな栄はえある聖歌隊の出張公演に、なぜ同じ学園の生徒というだけで慧太郎が混じっているかといえば──これが慧太郎自身にも、いまいちよく分かっていなかった。

　一応断わっておくが、勝手について来たわけではない。学園側の許可はちゃんと得てある。

　慧太郎の役割は、そのものずばり『労働力』。アンリが学園長のマザー・テレーズと交渉し、そんな名目で半なかば強引に同道させたのだ。もちろん、本当の理由はまったく別だった。

「……アンリは『会わせたい人がいる』とか言ってたけど、いったい誰だれだろ？」

　車両の連結部を渡り、三等客車に向かいながら、ついそんなことをぼやく。

　アンリの説明によれば、その『会わせたい人』とやらは今現在パリにおり、既すでに面会の約束も取りつけてあるらしい。彼女はその人物に〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉、それに慧けい太た郎ろうの左目のことを相談するのが目的だと話していたが、肝かん心じんの相手の素性については妙に口を濁にごした。

　──正しよう味みの話をしちゃうとさ、ちょっと顔を合わせにくい相手なのよ。

　──や、普段は基本的に手紙でやり取りしてる奴やつなんだけどね？　ついこの前、あいつが文面で自じ慢まんげにひけらかした新説に、あたし思いっきりケチつけちゃってさ。

　──まぁ、直じかに話す機会なんて滅多にないから腹を括くくったけど……ハァ、憂ゆう鬱うつだわ。

　そう語ったアンリはいかにも気が進まなげで、手紙のことを抜きにしても相手に苦手意い識しきを持っているのが丸分かりだった。だから慧太郎もあまり突っ込んだ質問をできなかったのだ。

　察するに、件くだんの人物とはおそらく学者か何かなのだろう。それも極きわめて優ゆう秀しゆうな。

「うぅ、会っていきなり解剖とかされなきゃいいけど……」

　だが是ぜ非ひはない。当事者なのだから慧太郎が直接足を運ぶのは当然、他者に意見を仰あおいでこの左目──〈蟲天の瞳エレクトロン〉のことが少しでも分かるなら万ばん々ばん歳ざいだ。それにアンリが自分のためを思って決断してくれたことなのだから、慧太郎はこれまでどおり彼女を信じるだけだった。

　と、そんなことを考えながら、暫しばらく列車のなかを進んでいた慧太郎だったが、

「……あれ？　おっかしいな。あの移動売店、どこ行った？」

　初めは単なる気分転換だったつもりが、マルティナの要望に応こたえようと売店を探しているうちに、いつしか四等客車まで来てしまっていた。昨日きのう見かけたときは、恰かつ幅ぷくのいいおばさんが通路一いつ杯ぱいにカートを押して歩いていたので、見落とすはずもないのだけれど。

「もっと先かな？　それとも一等客車のほう？」

　諦あきらめて引き返す。のは、なんとなく癪しやくだ。わざわざここまでやって来たのだから。

　もうこうなったら手間だが全車両を虱しらみ潰つぶしにするしかないだろう。そう考えて慧太郎は座席と乗客ひしめく四等客車の一両目を抜け、連結部に続く扉とびらに手をかけようとした。

　しかし、それよりも早く──

「「!?」」

　いきなり扉が勝手に横へスライドした。

　直後、どんっと何かが強く胸を叩たたく。いや、扉を向こうから開けた『誰かが』だ。

　今しも車両に入ってきた間の悪い客と、どうやら正面からぶつかったらしい。そう気づくやいなや慧太郎は大いに焦あせった。ぱっと見た限り相手がかなり小柄で、しかも結構な勢いで衝しよう突とつしてきたため、自分はともかく向こうは転倒するかもしれないと思ったのだ。そして、すぐ背後は野の晒ざらしの連結部。下へ手たをすれば、そのまま手て摺すりを越えて落車する危険があった。

「くっ……！」

　瞬しゆん間かん的てきに膝ひざを抜き、全重心を後ろに弾はじき飛とばす。同時に、目の前の人影の手首を掴つかんだ。

　案の定、相手は後ろに倒れかかっていた。しかし思い切り手を引いてやれば、目方の軽さが幸さいわいしたのだろうか？　人間ひとりぶんの重量が、拍ひよう子し抜ぬけするほどすんなりと、再びこちらの胸に飛び込んでくる。違和感を覚おぼえながらも、今度はそれをがっちりと受け止めた。

[image: ]

　一いつ拍ぱく置いて扉とびらが独ひとりでに閉まる。人影が手にしていた紙袋から、パンや菓子が零こぼれ落おちた。

　それから暫しばしの静せい寂じやくを経て、慧けい太た郎ろうは安あん堵どにふっと肩の力を抜いた。

「び、びっくりしましたの……」

　そう呟つぶやいたのは腕のなかの人物だった。こちらの胸板に顔を押しつけたままなので、もごもごと聞き取りづらい声だ。だから莵とにも角かくにも、まずはその華きや奢しやな肩を解放してやる。よろけるように後退した相手の細かな容姿を、慧太郎はそこで初めてしっかりと目まの当あたりにした。

　端的に言って、かなり驚おどろいた。無礼にもまじまじと凝ぎよう視ししてしまうほどに。

　相手が目の覚さめるような美少女だったから──ではない。

　フランスでは奇き矯きようそのものの彼女の装しよう束ぞくが、慧太郎にとって馴な染じみ深ぶかいものだったからだ。

「き、着物？」

　着物だった。ただし生地や柄こそ上等でも、女性が日常的に着用する類たぐいの品ではない。

　高級な反たん物ものを敢あえてそのように仕立てたのか、桜の花が散る優ゆう美びな浅あさ葱ぎ色いろの小こ袖そでに女おんな袴ばかまを合わせていた。足元では頑丈そうな革かわ製せいのブーツが、その爪つま先さきを僅わずかに裾すそから覗のぞかせている。

　日本人である慧けい太た郎ろうの目からしても些いささかおかしな風ふう体ていだったが、それを着こなしているのが白人の少女で場所が異国となれば尚なおのこと驚きの度合いは大きい。加えて、豊かな亜あ麻ま色いろの髪かみを有す彼女には不思議とその格かつ好こうがよく似合っているから三度びっくりだ。

「……キモーノを知ってる？　それに、東洋人風のお顔……まさかっ、日本人女性ジヤポネーズ!?」

　先の台詞せりふでこちらの人種に当たりをつけたか、少女がハッと目を見開いて大おお仰ぎように叫んだ。

　次いで彼女は、真剣な表情で何かを思案したのち、やおら居住まいを正して深く腰を折ってみせる。それが何を意味する動作か、もちろん慧太郎は知っていた。

「……お辞じ儀ぎ？」

「ッ、やっぱり！」

　途端、少女がバネ仕掛けの人形のように顔を上げた。

　あまりの食いつきの良さに驚くこちらの前で、彼女は大きな飴あめ色いろの瞳ひとみをきらきらと輝かせ、そのうえ胸の前で握った両の拳こぶしを上下に振ってみせまでする。大変な興こう奮ふん状態だ。

「やっぱり！　やっぱりやっぱりやっぱり！　オジーギまでご存じなら日本の方ですのね!?」

「へ？　あ、ああ、うん。そう、だけど……」

「あぁ、なんて幸運なんて奇き縁えん！　『棚たなからオカモチ』とはまさにこのことですの！」

　棚から慳貪箱おかもちとはまた痛そうな。もしかして『棚から牡ぼ丹た餅もち』と言いたいのだろうか？　などと怪け訝げんに思う間もあればこそ、今度は少女が突然その場に這はいつくばった。

　すべての指を揃そろえて床につき、接地するほど頭を垂れたその姿勢は、やはり慧太郎には馴な染じみ深ぶかい、というか一いつ家か言げんあると称しても過言ではない、日本最上級の礼だ。

「ど、土下座!?」

　土下座だった。アンリが命名したところによれば、またの名を『ダンゴムシのポーズ』。

　で、突然丸まった雌めすのダンゴムシ──違った。少女は顔を伏せたまま告げてきた。

「危ナイ所ヲ助ケテ頂キ、マッコト感かん謝しやノ至リゼヨ！　オオキニナー、シャッチョウサ～ン」

　と、かなり訛なまりのきつい、しかもヘンテコな日本語で。

「………………………………………………」

　正直、一いつ瞬しゆん、遠回しに馬ば鹿かにされているのかとも思った。

　が、ダンゴムシと化した少女に、ふざけた気配は微み塵じんもない。その背中には決然としたものさえ宿っている。肝かん心じんの土下座の完成度も申し分なく、異国人の身でよくぞここまでと唸うなりたくなるほどだった。ならば、武家の子としてこの場で取るべき対応は一つだけだ。

「なんの！　お気になさらず！」

　相手が真剣ならば、こちらも真剣で。慧太郎もまた土下座で返すことにした。

　錐きり揉もみしつつ天井高くまで跳ちよう躍やくし、とんぼを打ったのち体勢を整え、そのまま床目掛けて急降下。着地と同時に土下座が完成するという荒あら業わざだ。気配を感じて顔を上げた少女が、本家本元の日本の伝統芸を前にして、感動で息を詰つまらせるのが分かった。

「なんて、なんて綺き麗れいなダンゴムシですの……っ！」

「ふふ、きみのほうこそ。とても立派なダンゴムシだ」

　ダンゴムシ＝土下座が共通認にん識しきとしてあるのには驚おどろいたが、とにかくその瞬間、慧けい太た郎ろうはまだ名前も知らない彼女と確かに深く通じ合えた気がした。

　周囲から聞こえてくる他の乗客たちの「ママン、あの人たち怖いよーっ！」「駄だ目めよ、見ては駄目！」「おい、誰だれか人呼んでこいよ！」という声も暫しばらくは耳に入ってこないほどに。




　その後、はたと我われに立ち返って悪目立ちしていることに気づき、慧太郎は少女の先導で逃げるように別の車両へ移った。彼女がつい今しがた売店を見たと語ったからだ。

「ちょっと小腹が空すいてしまって、摘つまむものが欲しかったんですの」

　そう言って少女が掲げたのは、当初から手に持っていたあの紙袋だった。確かに今こうして慧太郎が目の前の売り子から、金きん銭せんと引き換えに受け取った袋と同じものだ。四等客車の三両目でようやくマルティナのお遣いを済ませ、慧太郎は少女と連れ立って来た道を戻る。

「こういうとき不便ですのよね、移動売店って。見つからなかったら、あとは食堂車くらいしか選せん択たく肢しがありませんもの」

「確かに。きみはそっちで済ませようとは思わなかったの？」

「あいにく部屋から全然出てこない自じ堕だ落らくな連れのぶんも頼まれていましたから」

「部屋？　じゃあ、きみは一等か二等の──」

「ええ、一等客車ですの。家族でパリまで旅行に行くんですのよ」

　なるほどな、と得心する。一等客車で寝泊りするほどの相手となれば、それはほぼ貴族か市民富裕層ブルジヨワジーに違いなく、だとすれば彼女の奇妙な装よそおいにも一応は説明がつくからだ。

　何しろ欧州は今、日本ブームジヤポニスムに沸わいている。日本の様々な物品が目を疑うような額で取り引きされ、上流階級ではそれらを持つことがある種の付加価値ステータスと見なされているくらいだ。実際に着物を着て外出する者は稀まれだろうが、彼女が良家の娘である可能性は高いように思われた。

　慧太郎は改めて隣となりを歩く少女を横目に眺める。たぶん、年ねん齢れいは自分よりもやや下。背丈はまぁ歳とし相応だ。服装の奇抜さはさておき、仕草や言葉遣いはとても上品で大人びている。ただ、おっとりした物腰に反して、瞳ひとみは常つねに稚ち気きを湛たたえて強く、少し独特の空気を纏まとっていた。

「でも、売店をあたら探し回ったことも、今となっては『怪け我がのコーモンサマ』ですの。だって、こうして本物のオサムラ～イに出会えましたもの！」

　少女が続けた。ほくほく顔で頬ほおに手を当てて、やたらめったら嬉うれしそうに。

　ちなみに正しくは『怪我の功こう名みよう』だ。負傷した光みつ圀くに公こうは早く介かい抱ほうしてあげてください。

「……日本のこと随分詳くわしいみたいだけど、好きなの？」

「ええ、たっくさんお勉強しましたのよ？　例たとえるなら『岩の上で三年も』！」

「そ、そう。けど、その割にはあちこち大だい胆たんに間違えて……いや、やっぱりいい」

　何しろ岩の上で三年も勉強に励んだのだ。努力は認めてあげるべきだろう。

「人ひと伝づてに色々とお話を伺うかがって、昔からオサムラ～イに憧あこがれていましたの。女性のオサムラ～イがいるというのは『寝耳にお湯』ですけど……やっぱり貴女あなたもアクダイカン斬きったりローニン斬ったり自分のお腹斬ったりしましたの？　特に最後のなんて絶対死ぬと思いますの！」

「死ぬよ！　切腹したら普通は死ぬ！　だから、その『なんで生きてますの？』みたいな期待の眼まな差ざしはやめてくれ！　あと耳に湯を流し込むのは拷ごう問もんだ！」

「あ、日本式の謙けん遜そんですのね？　知ってますのよ。『能ある鷹たかは深ふか爪づめする』んですの」

「しないよ!?」

　繰くり返かえす。努力は認めてあげるべきだ。でも、さすがに深爪はどうかと思う。

　その後も少女のトンチキな質問は続いた。「背中に背負っているそれは、やっぱり幾いく人にんもの血を吸った業わざ物もののカタ～ナですの？」とか「チョンマゲはどこに収納してますの？」とか「日本では殿との方がた同士の恋愛に寛かん容ようって本当ですの？」とか、もういちいち答えていたらキリがないくらいに。特に日本刀にはいたく興味がある様子で、自分も誕たん生じよう日びに親のコレクションを一振り譲ゆずってもらったのだと、いかにもお嬢じよう様さまらしいエピソードまで披ひ露ろうしてくれた。

「その銘なも『剛ごう刀とうタヌキ』ですの！　ごねにごねて譲ってもらった逸いつ品ぴんですのよ？」

「………………たぬき…………」

　たぶんそれ、きみの親おや御ごさんが大金ふっかけられただけで、二に束そく三さん文もんの粗そ悪あく品ひんだよ──などという残ざん酷こくな真実を、こんな明あけ透すけな笑顔を前にして、いったい誰だれが指摘できるだろう？

　さて、そんなふうに珍ちん妙みような会話をしながら暫しばらく進むうち、ほどなく二等客車の自室の前に到着した。慧けい太た郎ろうは部屋のドアを指差し、かつてなくツッコミどころ満載の娘に告げる。

「ここが僕の部屋。友達と一緒なんだ。さっき話した同じ学園の同級生たち」

「あぁ、フランスに留学して来てから『一いつ杯ぱいのカケソバを啜すすった仲』という……」

「『同じ釜かまの飯めしを食った仲』ね。っていうかそれ、もう原型がなんだか分からないんだけど？」

「……むむ、変ですの。ちゃんと教わったとおり言ってますのに」

　誰に教わったのかは知らないが、その人物は日本に何か恨うらみでもあるのだろうか。

　そんなことを考えていたら、続けて少女がおずおずと切り出してきた。

「あの、もしよろしかったら、もう少しお喋しやべりしませんこと？」

「？　っていうと？」

「日本のことを、もっと他にも色々教えて頂きたいんですの。会ったばかりの方にこんなお願い恐きよう縮しゆくですけれど……ほ、ほら、『袖そで擦すり合あったらヤッチマイナー』とも言いますし！」

「言わないから。殺さつ伐ばつとし過ぎだからそれ」

　ともあれ、慧太郎は考えた。アンリの話ではじきにパリらしいが、この少女には親切にしてもらった恩がある。あと少しくらいならマルティナの空すきっ腹ぱらも保もつだろうか、と。

　けれど、そのときだった。不意に少女が、弾はじかれたようにあさっての方角を振ふり仰あおいだ。

　なんというか、まるで背後から突然、何者かに肩でも叩たたかれたように。

「…………ッ、もう！　駄だ目め人間のくせに注文だけは一丁前にして！」

　次いで何やら憤ふん慨がいした様子になると、そんな意味不明なことまで口走ってみせる。こちらに憚はばかってか一応は小声だったものの、慧太郎の耳には彼女の独白などすべて筒抜けだった。

　駄目人間？　誰が？　そう目を白黒させているうちに、やがて少女は観念したように息をつき、しょんぼりと肩を落とす。そして、いかにも未練たらたらな風ふ情ぜいでこちらに向き直った。

「……ごめんなさい。急用を思い出しましたの。日本の話を伺うかがいたいという申し出は、勝手な言い分ですけれど取り消させてくださいまし」

「え？　あ、あぁ、そうなんだ。うん、それじゃ仕方ないね」

「はい。本当に申し訳ありませんの」

　ぺこりと再びお辞じ儀ぎをして、少女がのろのろと身を翻ひるがえす。せっかく会えた日本人と存分に語り合えないのがよほど残念なのか、先刻までのはしゃぎっぷりが嘘うそのように消沈していた。

　その様があまりにも不ふ憫びんだったからだろう。慧けい太た郎ろう自身このまま彼女と別れるのがどことなく寂しく感じられて、余計な真ま似ねとは思いつつも、つい立ち去る背中に呼びかけてしまった。

「──僕はケイ。秋あき津つケイだ。きみの名前は？」

　少女がはたと足を止める。大きく見開かれた瞳ひとみが、ややあってこちらを振り返った。

「ノ……ノエ、ですの」

「そうか。ならノエ、きみもこの列車に乗ってるってことは、パリに用があるんだろ？　運が良ければ向こうでまた会えるかもしれない。楽しみはそのときに取っておきなよ」

　なんの保証もない言葉だった。アンリあたりに聞かせたら、きっとまたキツいお叱しかりを受けるに違いない。応こたえられもしない期待を相手に抱かせてどうするの！　とかなんとか言われて。

　けれど、果たして少女──ノエは、やがて花開く蕾つぼみのように表情を綻ほころばせると、

「はい！　そのときは是ぜ非ひまた仲良くしてくださいましね、ケイ様！」

　最後にもう一度だけ深く腰を折って、あとはそれっきり振り返ることもなく、小走りに車両を出て行った。残された慧太郎は、ちょっとしたつむじ風にでも遭あったような気分で、それから暫しばらくは彼女の背中が消えた扉とびらの先に、ぼんやりと視線を彷徨さまよわせていたと思う。

　なんというか、とにかく変わった娘だった。

　格かつ好こうも言動も。登場の仕方も雰ふん囲い気きも。何から何まで余すところなく。

「ノエ、か」

　その名前を舌先で何度か転ころがしているうち、自然と口端が緩ゆるまってくるのを自覚する。

　部屋を出たとき胸中で堆たい積せきしていた靄もや々もやも今は不思議と感じない。どうやらノエのおかげで思った以上に良い気晴らしができたらしい。彼女に感かん謝しやしたい気分だった。

「約束しちゃったからな。パリで再会できればいいけど」

　慧けい太た郎ろうは苦笑しつつドアを開けて帰室する。めいめいに「おかえり」を告げてくる同室者三人に、思いがけず土産みやげ話ばなしが出来たけれど、さてノエのことをどう語ったものやら。何せあれだけ卦け体たいな少女だ。信しん憑ぴよう性せいを持たせて説明するのは、なかなか骨の折れる作業に思われた。




　　　　○




「ただいま戻りましたの」

「……ったく遅えよ、お前は。いったいどこまで行ってやがった？」

　一等客車の自室に戻ると、さっそくとばかりに駄だ目め人間が、叱しつ責せきを飛ばしてきた。

　部屋のベッドに腰掛けた男の理り不ふ尽じんさは、毎度のこととはいえ少々面白くない。特に今回の場合はなおさらだ。ノエはぷぅと頬ほおを膨ふくらませ、持っていた紙袋をテーブルの上に置いた。

「まるでノエが悪いみたいに言いますのね。売店を探して列車のなかを方々歩かされたのは誰だれのせいだと思ってますの？　まずは労をねぎらってくださいまし、お父様」

　お父様──つまり駄目人間であるところのノエの父は、駄目人間らしくだらしない姿勢でふんぞり返ったまま、やはり駄目人間さながらに娘の正当な言い分を一いつ蹴しゆうした。

「阿あ呆ほか。娘が親に尽つくすのは世の摂せつ理りだ。なんで労ねぎらわにゃいかん」

「お、横暴ですの！　ノエ、今、『馬の耳にダイブツ』って言葉が脳のう裏りに浮かびましたのよ!?」

「おお、もしくは『釈しや迦かに忍にん法ぽう』な。いいから早よ飯めしを寄越せ」

　などと倣ごう岸がんに要求してくる父に、ノエは渋々買ってきたパン類を袋から出して渡す。

「前々から思ってたんですけど……お父様がよく教えてくださる日本の知ち識しきって、ほんとにちゃんと合ってますの？　部屋を出てからの数十分で、すご～く疑念が強まりましたの」

「あァん？　てめ、なに唯ゆい一いつ絶ぜつ対たい神しんたるこの父を疑って……いや、それより『部屋を出てからの数十分』ってのはなんだ？　なんぞ変わったことでもあったのか？」

「ええ、とっても素敵な出会いが。途中、誰だれかさんに急せかされたのは立腹ものでしたけれど」

　喋しやべりながらジトっと批難を込めて見み詰つめてみるも、父はパンを頬ほお張ばったまま無言で続きを促うながすばかりだ。なので仕方なくノエは、あの大和やまと撫子なでしこ──秋あき津つケイと出会ったことや、彼女に何度か日本語の用法を窘たしなめられたことを、適当にかいつまんで説明してやった。

「はあ？　フランスに日ひノ本もとの女だぁ？」

　すると父は、僅わずかに目を剥むいたあと、たちまち不ふ機き嫌げんそうな顔になり、

「……チッ、要いらんことしやがって。正しい日本のあれこれなんぞ、ノエに教えたところで面白くもなんともないじゃねーか。間違った知識を吹ふい聴ちようさせるから笑えるんじゃねーか」

「？　何をぶつぶつ仰おつしやってますの？」

「うんにゃ別に。それよりお前、コレを忘れてったろ？」

　嘆息と共にかぶりを振り、次いで父は自分の傍かたわらに置いてあった二つの物を、こちらにひょいと投げ渡してきた。一方は手の込んだ造りの装飾品で、もう一方は布袋に収まった長い棒状の品だ。ノエがその両者を器用に受け取れば、父はまず棒状の品のほうを指差して続けた。

「そいつはお前の手足の延長だ、だから肌身離さず持っておけ──そう言ってあったよな？」

「……閉所では却かえって邪じや魔まになると思いましたの。護ご身しんの術すべなら他にもあるわけですし」

「たわけ。手前の身体からだの一部を邪魔に感じるなんざ、まさしく未熟の証明だろうが。状況に合わせて流りゆう儀ぎまで変えるような小こ賢ざかしさを今から染みつけるな。お前にゃまだ早い」

　父はにべもなくそう吐き捨て、次いで人差し指を今度は装飾品のほうへ滑すべらせる。

「で、そっちに関しては常つねに身に着けてろとまでは言わん。ちと派手だしな。だが、心こころ構がまえとして最低限、携帯だけはしておけ。つーか、もう少し自分の立場を自覚しろ」

「お、お父様が『立場を自覚』とか仰いますの!?　よりにもよってお父様が!?」

「当たり前だ。いつも反面教師を演じてやってるパパンの苦労を無む駄だにするんじゃねえ」

　自分の駄目さ加減はすべてお前のため、みたいな恩着せがましい言い草には、さすがにノエも反骨心がむくむくと湧わき上あがった。しかし、それについて文句をつけるよりも早く、部屋に備えつけてあった伝でん声せい管かんから間延びした声が響ひびく。今からトンネルを通過するため窓を閉めろ、というような旨むねの通達だった。事実、その言葉どおり間もなく室内に夜が訪れる。

「──お、珍めずらしいな」

　闇やみの向こうで父がふと声を発したのは、トンネルに入ってから数分ほど経った頃ころだった。

「おい、ノエ。ちょっと窓の外を見てみろ」

「？　どうしましたの急……わ、わわ！」

　ノエは暗中で視線を転じ、思わず歓声をあげる。そこに満天の星空があったからだ。

　いや、空と呼ぶには些いささか距離が近過ぎるか。それに光量こそ淡あわいものの、星それ自体もかなり大きい。一メートル以上はあろうかという青い輝きの群れが、どういうわけかトンネルの内ない壁へきをびっしりと覆おおい尽つくしていた。その幻げん想そう的てきな光景に、ノエはいっとき呆ぼう然ぜんと見入る。

「『幽玄ボタルリユシオル・アビム』だ。そういやもうそんな季節だっけな」

「〈蟲ギヴル〉ですの？」

「ああ。どうもこのトンネルを巣にしてやがるらしいや。さっき近くにデカイ川も流れてたしな。俺おれの故郷じゃ『人が死後に変わる姿だ』とか言われてる縁えん起ぎの悪い〈蟲ギヴル〉なんだが」

　確かに生物だけあって青い輝きは、よく見るとそれぞれ微妙に蠢うごめいており、まるで宙を舞まう人ひと魂だまのようにも映った。もっとも、ノエはその光景をさほど不気味とは感じなかったけれど。

「綺き麗れいですのね……」

「ふん、なんぞ暗示めいてやがるけどな」

　ほどなく、蒸気機関車がトンネルを抜けた。次いで再び伝声管がのんびりと喋しやべり出だし、もうじき終点であることを教えてくれる。前方から流れてくる黒煙に気をつけながら、窓を開けて僅わずかに身を乗り出せば、なるほど遠方にそれらしき街まち並なみが見えた。

　パリだ。

　フランス王国の首都にして、欧州における流行の発信地。

　まだ仔し細さいを判別できる距離ではなかったものの、そのうち有名な建造物も車窓から拝めるかもしれない。エトワール凱がい旋せん門もんとかルーヴル美術館とか、あとはノートルダム寺院とか。

「ふふ、わくわくしますの」

「そいつぁ結構。ならノエ、ここからの光景をようく目に焼きつけておけよ」

　目的地が近づいても、依然、だらけた態度の父が、しかし僅わずかに目め尻じりを力ませていた。その口元に浮かぶ肉にく食しよく獣じゆうめいた笑みを認めて、ノエは自分の血までざわついてくるのを感じる。

　父が重ねて述べた。何せ、と僅かに一呼吸ぶんの間を置いたのち、

「──花の都の真っ当な姿なんぞ、たぶんこれで見納めだろうからな」

　静かなるその言葉。含まれたるその真意。

　ノエはたまらず声をあげて笑った。はしたなくならないよう口元に手を当て、なるべく声量を落とすように努めながら。けれど、発作みたく込み上げてくる衝しよう動どうに己おのが身を任せて。

「ええ。本当に、わくわくしますの♪」

　心の底から、うっとりと。













　　　　第一章　斯くて役者は揃い踏み







　コンサートホールに澄んだ歌声が響ひびいている。

　軽やかに、高らかに。ときに大だい胆たんともいえる奔ほん放ぽうさで、ともすれば飴あめ細ざい工くにも似て繊せん細さいに。

　若さゆえの瑞みず々みずしい感受性で以もって、黒い制服に身を包んだ二〇名余りの乙女おとめたちが、およそ三〇〇〇人にも及ぶ満座の聴ちよう衆しゆうに向けて一丸となって美しい調べを紡つむぎ続つづけている。

　伴奏はアンリの弾くリードオルガンアルモニオム。多彩な顔を持つ捻ひねくれ者もののムシ好き女は、今、シスター・フランソワが振る指揮棒に合わせ、音楽家としての己おのれを遺い憾かんなく発揮していた。彼女が鍵けん盤ばんの上で滑すべらかに指を踊らせれば、それだけで会場の空気が色づき鮮やかさを増すかのよう。

　オルガンの音色を下地に斉唱を奏でるのは、もちろんクロエを始めとする他の聖せい歌か隊たいメンバーたちだ。ステージの上で横三列に行ぎよう儀ぎ良く並び、堂々たる姿で存分に喉のどを震わせている。唯ゆい一いつ、中央二列目の眼鏡めがねを掛けた少女だけが、どこまでも熱とは無む縁えんの様子だけれど、そんなマルティナの『らしさ』も、この場においては却かえって頼もしく映った。

　目め眩まいがするほど高い天井からは、煌こう々こうとシャンデリアの光が降り注ぐ。だだっ広い会場に居並ぶ客たちの面おも持もちは、バルコニー席の賓ひん客きやくも含めて皆一様に真剣だ。歌が始まるまで浮かんでいた、「たかが学生」といった侮あなどりの表情など、もはや欠片かけらも見当たらない。

　誰だれもが聖カトリーヌ学園の歌い手たちに魅みせられ、ホール内を満たす厳おごそかな旋律に身を委ゆだねていた。舞ぶ台たい袖そでからその光景を窺うかがう慧けい太た郎ろうも、半なかば部外者の身とはいえ誇らしくなる。

「……すごいな、みんな」

「ええ。日ひ頃ごろの成果がよく出ていますね」

　息を噛かむような囁ささやき声ごえでそう応じたのは、傍かたわらに佇たたずむマザー・テレーズだった。更さらに彼女の隣となりには、童顔の歴史教師シスター・ミレーユの姿もある。片や慈じ母ぼの如ごとき微笑を浮かべ、片や興こう奮ふんに頬ほおを紅こう潮ちようさせて、両者とも片時も視線を逸そらさず壇だん上じようの生徒たちを見守っていた。

　もっとも、ミレーユがひっそりと送るエールには、露ろ骨こつな下心が込められていたけれど。

「皆さ～ん、頑張ってくださ～い。今日の出来如何いかんによっては～、明日の自由時間が練習に変わっちゃうんで～す。先生もホテルで待機になるので、それじゃ街まちを見て回れませ～ん」

　学園長のテレーズはともかく、なぜ聖歌隊と無関係のミレーユが今ここにいるのかは甚はなはだ謎なぞだ。一応、引率役という肩書きはついているものの、物もの見み遊ゆ山さんが目的だろうことは疑うべくもない。いい歳としこいた女性の駄だ目め過ぎる発言に、慧太郎は軽く頭痛を覚おぼえて目頭を揉もむ。

　と、そうこうするうちに、やがて聖歌隊の歌が終わった。

　客席から割れんばかりの拍はく手しゆが巻き起こり、生徒たちが品の良い会え釈しやくでそれに応こたえる。

　パンフレットによれば、このあと本日のメイン・イベントとして、どこぞの有名なプロ合唱団が歌うはずなのだが、客の反応を見るにやはりアンリたちは期待以上の活かつ躍やくを果たしたらしい。遂ついにはアンコールの声まであがり、皆、はにかむように笑顔の花を咲かせていた。

　慧けい太た郎ろうも惜おしみない拍はく手しゆを送りながら、横に立つマザー・テレーズに話しかける。

「……少しほっとしました。無事に終わってくれて何よりです」

「いえいえ、本番はこれからですとも。何しろ日程の半分もまだ消化していませんから」

　そう冷静に語るテレーズだけれど、当然その顔つきはまんざらでもなさげだ。ミレーユなど跳とび上あがって喜んでいる。彼女の場合、感かん激げきの理由がやや不純だが、それも今はいいだろう。

　ともあれ、聖カトリーヌ学園聖せい歌か隊たい・出張公演の旅、その三日目。パリ有数の規模を誇る新築の大コンサートホール、『サル・プレイエル』にて催もよおされた演奏会で、聖歌隊はアンコールに応じてもう一曲歌声を披ひ露ろうしたのち、拍手喝かつ采さいのなかその出番を終えた。

　前座として招待されたことを鑑かんがみれば、まず大成功と言っていい結果ではなかろうか？




「みんな～、お疲れさま～。すごかったわ～。先生、感動しちゃいました～」

　コンサート終了後、しどけない笑みを浮かべたミレーユが楽屋に姿を見せたのは、聖歌隊メンバーの大半が既すでに身み支じ度たくを整え終え、思い思いに過ごしていた頃ころだった。

　テレーズやフランソワと一緒に、支配人の元へ挨あい拶さつに行ったはずのミレーユが、どういうわけか一人でその場に現れたのだ。女生徒の誰だれかが挙手して理由を尋たずねれば、

「うん、それがね～。支配人さんがなんだか大喜びで～、また近々出てくれないか～って、すごい熱心にオファーを持ちかけてきてるの～。話がちょっと長引きそうだから～、わたしはみんなを連れて先にホテルに戻ってなさいって、マザーに言われて来ました～」

　ということらしい。疲れている身としては願ってもなく、撤てつ収しゆうはてきぱきと恙つつがなく進んだ。

　それから建物の外に出て、用意されていた人数ぶんの馬車に順番に乗り込み、あとはホテルまで御ぎよ者しやにお任せ。欧州一の美しさと名高い彼かのシャンゼリゼ通りをまっしぐらだ。

　演奏会は夕方に始まったため辺りはもう暗く、街がい路ろのそこかしこに建つ都と市し防ぼう衛えい設せつ備びの誘ゆう蜜みつ灯とうには『枯渇バピヨン・ド・チョウニユイ・ヴアンピール』が群がっていた。生き物の血を吸う危険な〈蟲ギヴル〉だが、既すでにこうして有効な対策は確立されている。アンリによれば確か益えき虫ちゆうの側面も持つのだったか。

　で、そのアンリだった。帰りの馬車のなか、初めに口を開いたのは。

「にしても、さすがはパリ。身なりのいい客が多かったわねー」

　彼女は慧太郎の対面に座っていて、車内には他にクロエとマルティナがいた。アンリが大半の生徒の前で猫を被かぶりたがるため、必然的にこの四人で行動する機会が多くなるのだ。

「特にバルコニー席。あそこにいた客たち見た？　なんか『着飾ることに命賭かけてます！』みたいな連中ばっかりだったんだけど。パリの劇場で窃せつ盗とうが多いのも頷うなずけるわ」

「アンリエット。せっかく来てくれたお客様に、そういう言い方はないでしょう？」

　向かい合って設置された二人掛けの椅い子すのうち、慧けい太た郎ろうの隣となりに腰を下ろしているクロエが、すかさずいつもの調子で諫かん言げんを放った。アンリも多少はそう思ったのか僅わずかに怯ひるんだのち、

「や、まぁそうなんだけど……でも実際すごかったじゃない？　なんか求愛中のクジャクみたいなオバサンとかもいてさ。あたし、演奏中に気づいて爆ばく笑しようしかけたわよ」

「あ～、確かにいたなぁ。帽ぼう子しから突き出た羽飾りに、周まわりの人が迷惑そうにしてたっけ」

「……ぷっ」

　言葉で応じたのは慧太郎、吹き出したのはクロエだった。アンリが得たりと破顔する。

「はっは～ん？　その反応からするに、さてはあんたもヤバかったわね？　クロエ」

「し、仕方がないではないですか！　あんなものを見たら誰だれだって……ッ、アンリエットはオルガンだからまだいい！　わたしなんて一番前で歌っていたんですよ!?」

「……うん。クロエ、途中で頬ほおの筋肉ぴくぴくさせてたな。あれヒヤッとしたよ、僕」

「見られてたーっ！」

　クロエが頭を抱えて叫ぶ。その動きに合わせ、制服に包まれた豊かな胸が重そうに揺れて、たちまちアンリが目つきを尖とがらせた。「……なんか馬車が狭いわね」などと呟つぶやきながら。

「あんたってば相変わらず忌いま々いましいおっぱいだわ。もう取っちゃいなさいよ、鬱うつ陶とうしい」

「取れませんよっ、何を言い出すんですか!?　というかアンリエット！　人の身体的特徴をいつまでもねちねちと論あげつらうのは感心しない！　わたしのだらしないのに罪はありません！」

「あるわよ！　温情の余地なく死罪よ！　だって、あんたのせいで世のなかの可哀かわい想そうな子たちが、今よりずっと肩身の狭い思いをするもの！　そうでしょ、マルティナ!?」

「…………さらっと人を日陰者扱いしてきたわね？」

『可哀想な子』に認定されたマルティナは、馬車に乗ってから今までずっと本を読んでいたのだけれど、アンリに水を向けられてようやく顔を上げた。そして無表情で淡々と続ける。

「ぺたんこは可哀想じゃない。けーたろも前に『需要はある』と下げ衆すな顔でほざいてたもの」

「捏ねつ造ぞう過ぎるだろ！　まったく身に憶おぼえがないぞ!?」

「『舐なめればどれも同じ味がする、ヒヒ』とも言っていたわ」

「慧太郎、あんたって子は……っ！」「魔ま性しようです！　魔性の女です、ケイは！」

　なんで二人ともあっさり信じるんだよ！　と叫びたいのをぐっと堪こらえる。下へ手たに反論したところで被害が増大するだけだと、この二ヵ月余りで慧太郎も既すでに学習していたからだ。最近では三人の息が妙に合ってきて、皆、なかなかに困ったマドモアゼルなので油断ならない。

　とまれ、慧太郎はふと思った。車内で他愛ないお喋しやべりを続ける三人の少女を眺めながら、いつの間にかどうにもおかしな関係が築かれたものだな、と。

　最初は慧太郎とアンリの二人だけだった。なのに、そこにクロエとマルティナが加わって、今では恐ろしく面倒な相関図が描かれつつある。いや、友達が少ないアンリのことを考えれば、こうやって秘密を共有し合う仲間ができたのは、大変喜ばしい話でもあるのだけれど。

　しかしながら、周囲に幾いくつも隠し事をしているこの輪のなかでさえ、互いに重大な秘密を持っているとなれば、やはりそれは『一ひと筋すじ縄なわではいかない間柄』と称す以外にないだろう。

　クロエが弁わきまえているのは、主おもにアンリの秘密だけ。彼女は未いまだに慧けい太た郎ろうが男だと知らない。

　マルティナは知っているものの、その『知っている』という事実や、彼女自身が魔ま女じよであることを、慧太郎は相変わらずアンリにも明かせていない。当人に口止めされているからだ。

　そして、そのクロエとマルティナに対して、慧太郎は自分がルクレール号沈没事件の犯人という冤えん罪ざいをかけられていることや、〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの秘密結社である〈ブリュム・ド・シャルール〉と並々ならぬ因いん縁ねんがあることを、罪悪感に駆かられながらも胸に秘め続けている──

　と、以上のことを踏ふまえて現在の己おのれらの状況を客観的に再確認すると、これがまったく奇跡的というか綱つな渡わたりというか。とにかく、ほとほと奇妙な関係に映るのだった。

　友人に嘘うそをついたままでは不誠実だ。だから慧太郎は、せめて自分の素性に関する諸もろ々もろだけでも打ち明けようかと思ったことがある。しかし、アンリはそれを許さなかった。

　──駄だ目めよ、絶対に駄目。二人を『また』厄やつ介かい事ごとに巻き込むつもり？

　──秘密っていうのはね、慧太郎。ただ知っているだけで場合によっては、本人を害するものなのよ。テロ組そ織しきまで絡からむような話、あの子たちにできるはずないじゃない。

　そう。話せないのには相応の事情があるのだ。死しに神がみやバチカンが絡んできた二ヵ月前の一件にしても、初めこそ行きがかり上の都合だったとはいえ、途中からは慧太郎の主義に周囲をつき合わせて──マルティナはそうとも言い切れないが──しまったという感が強い。

　また二人を巻き込むのか？　そう問われれば、どうしたって慧太郎の口は堅くなった。

　不思議なもので、これがアンリだと申し訳なく思いこそすれ、寧むしろどんな苦境であっても彼女には自分の傍かたわらにいてほしいと、そんな罪深い欲求さえ抱いてしまうのだけれど。

「……な、何よ、慧太郎」

「へ？」

「急にそんな、晩夏のセミみたいな生々しい目つきで、人の顔をじ～っと見み詰つめてきて……」

　知らず知らずのうちに視線が吸い寄せられていたらしい。アンリが椅い子すの上で居心地悪そうに身じろぎしていた。心なしか頬ほおも赤い。珍めずらしい反応のような気がする。

「お、お姉ちゃんにそういう、やらしい感じの視線を向けるのは……だ、駄目よ？」

「向けてない向けてない！　というか言いがかりも甚はなはだしいだろ、それは!?」

「そ、そう？　ならいいけど──ってクロエ、あんた何してんの？」

「くぬっ、くぬっ！　わたしの目の青いうちは、このような空気断じて……ッ！」

　クロエが突然、慧太郎とアンリの視線を遮さえぎるように、横から何もない空間へ手刀を叩たたき込こみ始はじめた。まるでそこに見えない糸があって、それをどうにか断ち切ろうとするかのように。

『……人目も憚はばからず二人っきりの世界を作るのもどうかと思うけど、同性と信じ込んでる相手にジェラシー燃やすほうも大たい概がいね。乱れた性とか大好きよ』

　ラテン語でそう呟つぶやいたのはマルティナだった。が、内容のほうは何が何やらさっぱりだ。

　ほどなくして、クロエが手刀の素振りをやめた。彼女は険けわしい面おも持もちでぜぇはぁと息をついたのち、一転、不自然なくらい明るい表情になってこう告げてくる。

「と、ところでケイ！　明日の昼間は丸々自由時間ですが、何かご予定はありますか？　もしよろしければ、わたしと一緒にパリの名所を巡めぐりましょう！　ぜひそうしましょう！」

「え？　あ、あぁ、う～ん……そ、そうだなぁ」

　いきなりの話題変更についてゆけず、しどろもどろになってしまう。ちらりとアンリのほうを窺うかがってみると、彼女は胸の前で小さくバツ印を作っていた。分かっている、明日はどうしても外はずせない用事があるのだ。しかし、そのことを正直に話せば、クロエはまたついて来ると言い出しかねない。ここはアンリの言に従って、やはり巻き込むのは避けるべきだった。

　さて、いったいどうやって彼女の誘いを無難に断わったものやら。




　　　　○




　翌日、慧けい太た郎ろうとアンリは示し合わせて早朝のうちに宿を出た。

　寮りよう生活で早寝早起きが身に染みついている同室のクロエやマルティナ、それに聖せい歌か隊たいのメンバーや教師たちもまだ起きていない時刻のことだ。空は今しがた白み始めたばかりだった。

　なぜ、こんな早朝にコソコソ黙って外出したかといえば、その理由は言わずもがな。結局あのあと慧太郎は、クロエの誘いを断わる上う手まい口実を見つけられなかったのである。

　昨日はなんとか明確な返答を避け、有う耶や無む耶やのうちに話を切り上げて就寝したけれど、一晩経てばまた同じことの繰くり返かえしになるのは必ひつ定じよう。人知れず行動するのが吉と考えた次第だった。

「──とはいえ、これからどうする？　約束って確か九時なんだろ？」

　アンリと並んで人通りの少ない小道を進みながら、慧太郎は欠伸あくびを噛かみ殺ころしつつ言った。

　吐いた息は思いがけず白い。日本ならもう今ぐらいの時期は薄うす着ぎで大丈夫だったけれど、フランスは一年を通してさほど気温が上がることはないのだ。だから今け朝さは、二人ともそれなりに厚着をしてきていた。慧太郎は髪かみを解いた男装で、アンリは動きやすい飛行服姿だ。

「少し時間を潰つぶしましょ。どっか開いてるカフェの一つくらいあるはずよ」

「うん、それはまぁいいんだけど……でも、さすがに驚おどろいたよ。まさかきみが、学園からシエルバレを持ってきてるなんてさ」

　毎度の如ごとくマザー・テレーズと取り引きをして、アンリはそんな無茶を通したらしい。もちろん他の生徒たちには内緒で、だ。パリまでの道中お世話になった、あの蒸気機関車の貨物車両に、まさか馴な染じみの赤い飛行機械が積まれていたとは。さすがに想像だにしなかった。

「だって、集団行動じゃ色々時間が限られてくるもの。移動くらい短たん縮しゆくしたいじゃない？」

「そりゃごもっとも。聖歌隊は夕方頃ごろからまた練習だっけ？」

「そ。今日は人前で歌う予定こそないけど、明日以降はもう出ずっぱりだしね。暇ひまを見てちょこちょこ全体の調整をするのは当然よ。自由時間があっただけ儲もうけものと考えなきゃ」

　そんなふうに会話をしているうち、運良く小さな喫きつ茶さ店てんを見つけたため、店主に渋い顔をされつつもコーヒー一いつ杯ぱいで実に三時間も粘ねばった。そのあと、ホテルからほど近くにある駐機場に向かえば、ずらりと並んだ軽飛行機のなかに、確かに見慣れたシルエットを発見する。

「よしよし。ちゃんと業者の人、運んでおいてくれたみたいね」
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「ちなみに訊きいていいものかどうか少し迷うけど、積荷とか荷運びの料金って、自腹？」

「……フフ、当然自腹よ。マザーの口利きで格安にしてもらったけどね……」

　アンリが煤すすけた笑みを浮かべた。なるほど道理で。カフェで店主の苛いら立だちを察した慧けい太た郎ろうが、何かコーヒー以外のメニューを頼もうとしたら、やけに必死になって止めてきたわけだ。

「もうこれ以上の出費は許されないわ！　というわけで、まだちょっと早いけど寄り道抜きで行くわよ！　燃料代も馬ば鹿かにならないんだから！」

　分かった分かった、と語気を荒げるアンリを宥なだめながらその後ろに跨またがり、直後、短滑走路を用いてシエルバレで一気に夏の空へ。慧太郎たちは瞬またたく間まに一羽の鳥となった。

　朝あさ靄もやを貫つらぬいて高度一〇〇メートルまで上昇すれば、眼下にはようやく活気を見せ始めたパリの街まち並なみが広がる。あちこちの建物から突き出たパイプからは蒸気が噴き出し、道路をゆく自動車や自動二輪、路面機関車からは騒そう々ぞうしい機械音の重奏。さすがは大都会というべきか、やがて警けい察さつカラーに塗られた自じ動どう甲かつ冑ちゆうや、開店の準備に勤いそしむ給仕服の最新型自動人形まで姿を現し始めた。空にはシエルバレの姿も散見されるが、その数はイースよりも格段に多い。そのため、街まちの各所から空中交通整理用の小さな熱気球が次々に浮かび上がってくる。なかには液体燃料アンフイニーネを販売する民間の気球も存在し、空で補給を提供する新商売なのだとアンリが教えてくれた。不意にどこからか「おはようございますボンジユール！」と挨あい拶さつされて振り向けば、郵便配達の黄色いシエルバレがすぐそばを通り過ぎてゆく。「いい朝ですね！」「ええ、本当に！　でも危ないから前は見てください!?」きちんと聞こえたかどうか。

　はっきり言って、ちょっと感動した。

　イースの街を初めて拝んだときも充分驚おどろかされたけれど、パリの目新しさといったらその比ではなかった。何しろ視線を巡めぐらせれば、そのたびに気になるものを発見する。

「上から見るとシャンゼリゼ通りって綺き麗れいだなぁ。向こうのガラス張りの屋根はなんだろ？」

「たぶん、アーケードでしょ。そういやイースにはなかったっけ」

「うわ、なんだあれ！　道をのそのそ動いてる変なのがいる！　まさか〈蟲ギヴル〉!?」

「お馬ば鹿かっ、あれは自走式の広こう告こく塔とうよ！　ただの機械！」

「なら、あっちの芝生が敷しかれたやたらと広い施設は？　周まわりを客席が囲ってるけど」

「レース場。前に言わなかった？　シエルバレを使った賭かけ事ごとがあるのよ。低空を周回飛行してタイムを競い合うの。長距離レースとなると、さすがに街なかじゃ無理だけどね」

「じゃ、じゃあじゃあ！　凱がい旋せん門もんの上で裸はだか踊おどりしてる、あのオジサンは!?」

「……心の風か邪ぜに罹かかった人よ。目を合わせちゃ駄だ目め」

　とかなんとか矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせていたら、そのうち遂ついにアンリがぶち切れた。

「あ～もうっ、うるさ────い！　なに、なんなのあんた!?　子供なの!?」

「い、いや、どれも珍めずらしくてつい……っていうかきみは、なんでそんなに淡白なのさ？」

「だってあたし、パリにはもう何度か来てるもの。個人でも聖せい歌か隊たいでも」

「な!?　なんだよ、それ！　ずるいぞ一人だけ！　僕らはいつも一緒だと思ってたのに！」

「あんたがフランスに来る前なんだから、しょうがないでしょーが！　あと、いつも一緒とか誤解を招きそうなこと平気で口にするなッ！　責任取らせるわよ!?」

　真っ赤になって怒ってくるアンリとやいのやいの言い合いながら、シエルバレはセーヌ川を越えて南のパンテオン区に進む。パリ大学という場所に赴おもむき、そこである人物と会うためだ。

　ある人物──無論それは、慧けい太た郎ろうがこの旅に同道した本当の目的、アンリが『パリで会わせたい』と語っていた例の学者とおぼしき人物のことだった。

　アンリはその相手に苦手意い識しきがあるようだが、さすがに事ここに至っては彼女の心情を慮おもんぱかって質問を避けるというわけにもいかない。パリの風景に興こう奮ふんしていた慧太郎は、暫しばらくして落ち着きを取り戻したあと、眼前でシエルバレのハンドルを握るアンリに尋たずねてみた。

「……今から会いに行くその人ってさ、やっぱり生物学者か何かなのか？」

「ううん、専門は地質学。でも生物学にも精通してるの」

「やっぱり優ゆう秀しゆうな学者なんだろ？」

「ええ、すこぶるつきにね。まだ若いのに学会じゃ既すでに名が知られた相手よ。イギリス人なんだけど、今、ナンテールのほうのパリ大学にいてね」

　ナンテールというのはパリの郊外に存在する別の街まちの名前だ。なぜそこにも『パリ大学』があるのだろう？　そう訝いぶかしく思って尋たずねてみると、どうもパリ大学というのは一〇以上の独立した大学施設を指す総称らしいと分かった。件くだんの人物はその『ナンテールのほうのパリ大学』に専門分野で意見を求められ、たまたまこの時期に渡払する予定になっていたのだという。

「で、ちょうどきみも同じ時期に聖せい歌か隊たいの用件でパリ行きが決まってたから、『パリのほうのパリ大学』──えっと、パリ第一大学パンテオン・ソルボンヌだっけ？　で落ち合おうって話になった、と」

「そ。向こうもあたしに会いたいって手紙で言ってたからさ。タイミング良かったわね」

「ふぅん。それで、その人の名前は？」

「チャールズ。チャルーズ・ロバート──」

　アンリが答えかけた、そのときだった。突とつ如じよ、眼下から絹きぬを裂くような悲鳴が聞こえた。

　慧けい太た郎ろうは慌あわてて声が響ひびいた方角に視線を向ける。見れば、シエルバレはいつの間にか何かの施設とおぼしき建物の付近上空までやって来ていた。おそらく、あれが件の大学なのだろう。建ち並ぶ建築物といい広い敷しき地ちといい、どこか聖カトリーヌ学園に通ずる雰ふん囲い気きがある。

　そして、その大学の敷地内にある歩道の一画で、二人の男女が何やらぎゃあぎゃあと騒さわいでいた。一方はぱっと見で大学の生徒だろうと分かる女性で、自分のスカートを手で押さえながら涙目で喚わめいている。で、もう一方は三〇代そこそこの男性だ。どうやら彼が女性のスカートの裾すそを掴つかみ、なんというか、こう──捲まくろうとしているのが事の原因のようだった。

　真っ昼間から痴ち漢かんだろうか？　そう思って耳を澄ませば、二人のやり取りが聞こえてきた。

『やめてっ、やめてください！　急に何をするんですか!?』

『何を、だと？　ふははは、ならば答えよう！　学術的好奇心のためだぁ！』

『学術的!?　わたしの下着と学問になんの関係が!?』

『違うッ！　下着ではなくおケツだ！　分からんだろうなぁ、凡人には！　だがしかし私が思うに、お前のような顔だけはいいノータリン娘のおケツと森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりには、何か密接な繋つながりがあるはずなのだ！　だからさぁ、私におケツを晒さらせ！　天才たるこの私に、凡人としてせめて、おケツを捧ささげろ！　なぁに恥ずかしいのは最初だけだ！　すぐに気持ち良く──』

「くたばれえええええええええええええッッッ！」

　という凄すさまじい絶ぜつ叫きようはアンリが発したものだった。直後、シエルバレがいきなり爆ばく発はつ的てきに加速し、問題の現場へ猛もう禽きん類るいさながらに急降下を始める。突然のことに慧太郎は舌を噛かまないよう気をつけるので精せい一いつ杯ぱいだ。混乱しているあいだに、機体は速度に反して柔らかく車輪で地を噛み、そこらに屯たむろしていた野次馬たちを飛とび退のかせながら歩道を突き進むと、

「……ぬぅ!?　何やら宿敵の気配！」

　などと口走っていた変態を、そのまま容よう赦しやなく轢ひき殺ころした。

　いや嘘うそだ。それくらいの迫力はあったけれど。でも、さすがに轢くのはやり過ぎだ。

　アンリもなけなしの理性でそう考えたのだろう。彼女は激げき突とつの寸前でシエルバレにぐるんっと見事なターンを決めさせると、自機に振り回されるがままに勢いの乗った蹴けりを、男の横っ腹に叩たたき込こんだ。相手はくの字になって吹っ飛び、ごろごろと石いし畳だたみを転ころがったのち倒れ伏して動かなくなる。慧けい太た郎ろうはといえば、降ふって湧わいた惨さん劇げきにもはや言葉もなかった。

　そして、ほどなく完全に停止したシエルバレの上で、加害者が理り不ふ尽じんにも吼ほえた。

「何やってんのよ、この色情狂！　説教するから、きりきり立つ！」

「ぐ、ぐぉぉぉ……アンリエット・ファーブル、お前はなんという非道を……っ！」

　驚おどろいたことに返答があった。男が震えながらも身を起こしたのだ。その神経質そうな面おも差ざしは憤ふん怒ぬに染まり、掛けていた眼鏡めがねは壊れ整っていた髪かみも乱れて、仕立てのいいスーツも今やズタボロだったが、とりあえず割と元気そうな様子ではあった。痩やせ身みなのに意外と頑丈だ。

「……ッ、死ぬぞ！　普通こんなことされたら死ぬぞ!?　天才だって人間なんだぞ!?」

「黙んなさい！　なに、白昼堂々わいせつ行為に及んでるのよ!?　結婚したって言うから少しは真ま人にん間げんになったかと思えば、前に会ったときより症状が悪化してるじゃない！」

「やかましい、お前に何が分かる!?　結婚は人生の墓場！　男にとっては虜りよ囚しゆう生活にも等しいのだ！　ワイフのおケツばかりで食しよく傷しよう気ぎ味みになった私が、別のおケツを求めて何が悪い!?」

「一から百まで全部悪いわッ！　いい歳としこいて自分を正当化する癖くせ、まだ直ってないわけ!?」

　事態についてゆけず呆ぼう然ぜんとなる慧太郎や衆人たちを尻しり目めに、シエルバレから降りたアンリは声を荒げながらずかずかと男に近づいてゆく。対して男も立ち上がると、アンリに向けて大おお股またで歩を進めた。両者はやがて道の真ん中で対たい峙じし、至近から睨にらみ合あって嚇かく然ぜんと火花を散らす。

「だいたい何!?　手紙に書いてあった、あのヘンテコな説！　環かん境きようの厳きびしさによって生物の淘とう汰たが起こるっていうのまでは理解できるけど、爪つま弾はじきになったほうが変異を来たすとか納得がいかない！　何度も言うけど突飛だわ！　頭、沸わいてるんじゃない!?」

「なにおう!?　あれは私がビーグル号で世界一周した五年のあいだで得た知ち識しきや資料を総動員して辿たどり着ついた結論なのだぞ!?　今はまだ諸しよ処しよの煮に詰つめこそ甘いが、ゆくゆくは『自し然ぜん選せん択たく説せつ』と名づけて公表するつもりでいるのだ！　それをよくもヘンテコなどと……っ！」

「当たり前でしょ！　生物の極端な変異は〈蟲ギヴル〉や〈裸蟲ミルメコレオ〉っていう例を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんっ、間違いなく魔ま術じゆつ的てきな要因が関係してるもの！　常識的な生物には不可能よ！」

「ハッ、性しよう懲こりもなく進化論批判か！　お前たち否ひ定てい派はも芸がないな！」

「あたしは部分的否定！　それに、ただ感情的に他説を拒こばむだけの連中と一緒にしないで！」

「……ふん、確かにな。お前が手紙で送ってきたアナバチを例とした指摘は、なるほど入念な生せい態たい観かん察さつに裏打ちされた鋭いものだった。『進化論を適用して考えると、明らかに劣おとった変異を遂とげる種が出てくる。それは不可解であり、同時に進化とも呼べない』だったな？」

「ええ、そうよ。何か反論はある？」

「ある！　あるとも！　自し然ぜん選せん択たく説せつに至った今の私なら論破できる！　それは誤あやまりだとな！」

「……生物が不自由な生態へシフトするとしたら、それは環かん境きように強しいられたものだって言いたいのね？　だから一部の動物たちが持つ不要な器官も退化の名な残ごりとして説明がつく、って」

「なんだ、分かっているではないか！　そう、そのとおりだ！　今はまだ別環境への適応が完全に終わっていないだけ！　彼らは皆、長い長～い進化の途上にあるのだよ！」

「でも、殆ほとんど机き上じようの空論でしょ!?　証明する方法が何も──」

「ま、待った待った！　ちょっと待った！　はい、二人ともそこまでーっ！」

　放っておけばこのまま延々と舌戦を繰くり広ひろげかねないと、ここでようやく慧けい太た郎ろうは我に返って両者のあいだに割って入った。周囲にあれだけいた人ひと集だかりは今やない。難しい言葉を闇やみ雲くもに乱らん舞ぶさせて怒鳴り合う二人に、これ以上関わっては本気でヤバイと判断したのだろう。最初に被害に遭あっていたあの女性も含めて、皆とっくにどこかへ逃げてしまっていた。

　アンリと男が一いつ旦たん語気を収め、不可解そうな目をこちらに向けてくる。

「ちょっと何よ、慧太郎。今いいところなんだから邪じや魔ましないで」

「そうだぞ、レディ。もう少しでこのクソ生意気な小娘をぎゃふんと言わせてやれるのだ」

「言わせてどうする!?　今日の主しゆ旨しを思い出せ！　いや、思い出してください！」

　慧太郎が必死でそう仲ちゆう裁さいに努めれば、アンリと男も自分が些いささか冷静さを欠いていたことを自覚したのだろう。「うっ」「むっ」とそれぞれ唸うなって、渋々といった体ていではあったが、ひとまず距離を取ってくれる。慧太郎は胸を撫なで下おろし、次いでアンリに向かって訊きいた。

「え～っと、それでアンリ。やっぱりこの人が？」

「……そうよ。さっき話した優ゆう秀しゆうな地質学者。またの名を『ミスター紙かみ一重ひとえ』」

　なるほど。アンリが彼を苦手としているのは、てっきり相手の才能にある種の羨せん望ぼうと敬意を抱いているからなのだろうと睨にらんでいたのだが、どうやら違ったらしい。いや、それも正解の一つなのかもしれないが、しかしもっと単純にまず『相手が極度の変人だから』という由ゆ々ゆしき理由があったわけだ。何しろこの学者らしからぬ男ときたら、

「──おい、ところで東洋風のレディ。お前はどうして男装などしている？　見み目め麗うるわしいのにもったない。ズボンなど穿はかれては、生でおケツが拝めんではないか」

　と、初対面の慧太郎にさえこんな調子なのだ。そりゃ女性なら誰だれだって忌き避ひもするだろう。

「ケツケツ、うるさい！　それより自己紹介！　なんなら、あたしがしてあげましょうか!?」

「ハッ、要いらん世話だ！　英えい国こく紳しん士したる者、名乗り上げもまた一流！」

　男は昂こう然ぜんと叫ぶやいなや、ズバッと気取ったふうに珍ちん妙みようなポーズを決め、歌か舞ぶ伎き役やく者しやも裸足はだしで逃げ出す大おお見み得えを切ってみせる。ただし、発言内容はもはや狂きよう気きの沙さ汰ただった。

「我が名はダーウィン！　チャールズ・ロバート・ダーウィン！　遠からずして歴史に名を残すこと請うけ合あいの地質学会が寵ちよう児じにして、そこに双そう丘きゆうあらばまず女性の乳ち房ぶさよりも臀でん部ぶを連想する漢おとこ！　なにぃ、サインが欲しいだと!?　ならば早くその目め障ざわりなズボンを脱げェ！」

　自称・天才の奇き天て烈れつ過ぎる言動に、アンリが思わずといった調子で天を仰あおぐ。慧けい太た郎ろうもなんだか無性に空とか海とか、そういう穢けがれのないモノを眺めたくなった。

　いや、もうこれ紙かみ一重ひとえとかじゃ済まないんじゃ……？　胸中でそう呻うめきながら。




　　　　○




　朝、目を覚さましてみれば、部屋に四つあるベッドのうち、二つがもぬけの空からになっていた。

　なので、ロシュジャクラン家が末まつ裔えいは、たちどころに事態を察したものだった。

「ぬうぅ……さてはあの二人、こっそりデートに出かけましたね!?」

「落ち着いて。けーたろとアンリエットは女よ」

「それがなんだと言うのです!?　同性だって逢あい引びきの一つや二つくらいします！」

『………………え？』

　自分のベッドでえっちらおっちらドレスに着替えていたマルティナが、何かとんでもない奇説を耳にした顔つきで振り返った。が、まぁたぶん思い過ごしだろう。気にしないことに決めて、既すでに装よそおいを改め終えたクロエは、やきもきと室内を行ったり来たりする。

　聖せい歌か隊たいが宿泊している、この『ホテル・ド・グロワール』は格式高いホテルだ。所在地はシャンゼリゼ通りの界かい隈わいで、設あつらえられた調度品も文句なしに一級、そのうえ各部屋の間取りも広い。だから、こうして考えごとをしながら歩き回るのにも労はなかった。

「昨日きのう、いくらお誘いしてもケイがなかなか首を縦たてに振らないので、変だとは思っていましたが……くっ、案の定とは！　いつも二人でコソコソと何をしているのやら！」

「別にほっとけばいい」

「ほっとけません！　マルティナは悔しくないのですか!?　せっかく距離が縮ちぢまったと思っても、たまにこういうことがある！　我々は仲間外はずれにされているのですよ!?」

　クロエが足を止めて奮ふん然ぜんと告げれば、マルティナはかくんと小首を傾かしげ、

「仲間外れだと、何か問題？」

「寂しいではないですか！　二人に構かまってもらえないのはなんか嫌です！」

『……直球で来たわね、このわんこ貴族』

「とにかく、こうしてはおれない！　我々も今すぐ街まちへ行きましょう、マルティナ！」

　具体的に街のどこへ？　と訊きかれても困るけれど、このままじっとしていても埒らちが明あかない。身み支じ度たくを整えたマルティナをせっつき、クロエは彼女と連れ立って部屋をあとにした。

　一応、廊下にある姿見で最後に格かつ好こうをチェックすれば、流は行やりのドレスを身に纏まとった自分がこちらを見返している。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、やや長身。胸の大きさには自信があるが、下半身はどうだろう？　よく安産型と評されるのだ。逆にアンリエットは素晴らしい脚きやく線せん美びの持ち主なのに。

「……やはり、わたしは総合力でアンリエットに劣おとっているのでしょうか？」

「繰くり返かえすけど、けーたろは女よ。振り向かせようとする相手が間違ってるわ」

　歩きながら思わず心中を吐と露ろすると、隣となりをちまちました歩幅で進むマルティナがそう応じてきた。彼女はいつもどおり黒一色の出いで立たちで、頭には小こ洒じや落れたミニハットを被かぶっている。

「べ、別にそういう意味で言ったわけでは……」

「なら、狙ねらいはアンリエット？　そんなについてないのがいいの？」

「だから違います！　わたしはもっと健けん全ぜんな、ごく普通の恋愛を望んでいる！　あ、ああと、つ、つ、つつついてないとか言わないでくださいお願いですからッ！」

「ごく普通の、ね」

　短くぼやいたマルティナが、そこでふと思案げに目を眇すがめた。次いで神妙に問うてくる。

「じゃあ仮に、だけど──もしけーたろが男だったら？」

「もちろん、両親に会って頂きます」

　その瞬しゆん間かん、どういうわけかマルティナが、いきなり「ぶっ！」とすごい勢いで噴いた。彼女らしからぬ反応だ。よく分からなかったけれど、ともあれクロエは続ける。

「あぁいえ、ほら、最近どうも家から送られてくる手紙に、結婚が云うん々ぬんとかよく書かれているものですから。わたしは女で一人っ子のため、家か督とくの相続などで色々ややこしいのですよ」

「そ、そう。貴族も大変ね」

「ええ、まったく。──ところで話は変わりますが、なぜ女同士では子供が作れないのでしょうね？　いえ、特に深い意味などありませんが」

『……気をつけなさい、けーたろ。この隠かくれ肉にく食しよく獣じゆう、どうしても貴方あなたがいいみたいよ』

　マルティナが口のなかで、もごもごと何かを呟つぶやく。その内容は上う手まく聞き取れなかったが、たぶん母国語なのだろう。ちょっと前までは満足に話したこともなかった彼女と、今ではこうして当たり前に会話できることが、クロエとしては嬉うれしくてたまらなかった。

　何しろケイにしろアンリエットにしろ、こんなふうに自分に遠慮なく接してくれる相手は、学園だと意外なほど少ないのだ。他に思い当たる人物といえば、せいぜい剣術部の先せん輩ぱいであるミゼットくらいなもので、あとは皆、自分をよく慕したってくれるけれども、その遇し方は『対等の相手』に為なすものではない。どこか一線を引いている節ふしがあるように思う。

『ムシ殺しのロシュジャクラン』という異称。ゆえに相手がその事実を知ろうが知るまいが、いつも貴族たらんと気を張ってしまう自分。周囲とのあいだに溝みぞを感じる原因はそのあたりにあるだろう。クロエもまたアンリエット同様、学園では猫を被っているようなものだ。

　しかし、だからこそすべてを知っていて、なお本気でぶつかってきてくれる相手は得え難がたい。

　クロエは今の四人の関係が気に入っていた。最近では、アンリエットと仲良くし過ぎて、逆に疎そ遠えんになってしまった女生徒もいるが、それでもとてもとても気に入っていた。

「──マルティナ、やっぱりわたしは仲間外はずれは嫌です。良くないと思う」

「そ。なら、好きにすれば？」

　ひどく素っ気ない言葉だったけれど、マルティナはちゃんとつき合ってくれるらしい。

　二ヵ月前のあの事件でもそうだった。ケイに自分の過去を打ち明けたとき、その場で同じく話を聞いていた彼女は、最後に「ん」とあっさり返答しただけ。「だから何？」とでも続けたげなその反応が、しかし実のところクロエにはやたら新鮮で痛快だったのだ。

「ふふっ、マルティナは変わっていますね。ちょっとヘンだと思います」

「へいき。クロエほどじゃない」

「たまにですが、そうやって名前でも呼んでくれますし」

「ロシュジャクランって長いもの。エマニュエルは舌噛かみそ」

　そんな会話を交わしながら廊下を進み、昇降機でホテルの一階まで降りてみれば、ロビーには私服姿の聖せい歌か隊たいの面々がちらほら見受けられた。自分たちと同じくこれから街まちへ繰くり出だすところなのだろう。正面玄関の近くでは、何やらマザー・テレーズが見慣れない男性と話をしている。三〇代前半くらいの長身の青年で、どういうわけか手に豪ごう華かな花束を抱えていた。

　いったい誰だれだろう？　そう少し疑問に思っていたら、不意にテレーズとばっちり目が合い、

「あぁ、ちょうど良かった！　ロシュジャクラン、こちらへ来てください」

　と、なぜか声をかけられてしまう。クロエは首を傾かしげつつ、テレーズの元へ向かった。

「はい、マザー。何かご用でしょうか？」

「ええ。今、貴女あなたを部屋まで呼びに行こうと思っていたところなの。こちらの方がぜひ貴女と話をしたいと仰おつしやっていましてね。──ムッシュ・リグワール、この子がそうですよ」

「存じています、マザー。一年ほど前のものですが、彼女の写真を頂いておりますので」

　そう言って前に進み出たのは、例の花束を持った男性だった。リグワールという名前らしい相手は、近くで見るとちょっと気け圧おされてしまうくらいの美形で、おそらく若き実業家か何かなのだろう。身なりは良くとも派手過ぎはせず、また挙きよ措そに貫かん禄ろくはあっても傲ごう慢まんさがない。本人の人柄もあるのかもしれないが、一見した限りでは快活な好漢という印象があった。

　そのリグワール氏は、こちらに慇いん懃ぎんに会え釈しやくしたのち、花束を差し出してきてこう続けた。

「お初にお目にかかります、マドモアゼル。私はアルテュール・リグワール。聖カトリーヌ学園の出資者の一人で、明日、我が屋や敷しきにて催もよおされるパーティーに、貴女がた聖歌隊をお招きする予定となっている者です。まずは、これを受け取って頂けますか？」

「え、あ……は？　あ、いえ、わ、わたしにですかっ？」

　学園の出資者で、聖歌隊を招待？　俄にわかに驚おどろきの言葉をぽんぽんと向けられ、そのうえ相当に値が張るとおぼしき見事な薔ば薇らの花束まで手渡された。クロエはもう何が何やらだ。

「わ、わたしは別に、聖歌隊の代表というわけではないのですが……」

「はは、なんなら貴女個人への贈おくり物ものと解釈してもらっても構かまいませんよ？」

「なっ……？」

　歯の浮くような台詞せりふがさらりと飛び出す。それがまったく気き障ざに感じられないのだからまた凄すごい。いきなり何を言い出すのかと、クロエは頬ほおが熱くなるのを感じた。

　いや、そもそも突とつ拍ぴよう子しもない発言というなら、まず初めからして大いにおかしかったか。

「あの、さきほどわたしの写真を『頂いた』と仰おつしやっていましたが、それは誰だれから……？」

「貴女あなたのご両親からですよ、マドモアゼル・クロエ」

「ち、父上と母上が!?」

「あぁ……やはり。その様子だと私のことは、何も聞かされていないのですね？　貴女はとても気難しいところがあるため、手紙などのやり取りも控えてくれと父君に頼まれ、長年、私も募つのる想おもいを押し殺してきましたが……今いま更さらながらそのことを少し悔いています」

　リグワールが悲しげに目を伏せる。いかにも感かんに堪たえないといった具合に。しかし、彼のそんな仕草をクロエは殆ほとんど見ていなかった。告げられた内容があまりにも意味深過ぎたからだ。

　嫌な予感がした。それも、とびきり嫌な予感が。

　まさか……そんな、あり得ない。何かの冗じよう談だんではないのか？

　そう必死になって脳のう裏りに浮かんだ考えを否ひ定ていしようとするも、実家からの手紙に近ちか頃ごろ『その手の話』が多いことを先刻マルティナに語ったのは、他ならぬクロエ自身だった。

「ずっとお会いしたかった、クロエ。この日をどれだけ待ち望んだことか」

　リグワールが穏おだやかに言う。クロエは心の準備さえ何一つできないまま、ただ呆ぼう然ぜんとホテルのロビーに立たち尽つくし、続けられる決定的な一言を耳にした。すぐ背後ではマルティナが、いつもどおり渇き切った瞳ひとみで、じっとこちらを見み詰つめていたように思う。

「──自分の許婚いいなずけと直じかに会って話せる、この日を」




　　　　○




　アンリが〈蟲天の瞳エレクトロン〉や〈蟲ギヴル〉といった専門分野のことで、珍めずらしく他者の助言を仰あおごうと考えたのは、やはり二ヵ月前に起こったあの事件が原因だったのだろう。

　人を〈裸蟲ミルメコレオ〉に変える魔ま本ほん。それにまつわる因いん縁ねんから凶きよう行こうを重ねていた男、死しに神がみベノワ。

　そのベノワの口から僅わずかに語られた〈ブリュム・ド・シャルール〉の実態や、バチカンの犯した悪行と彼らが信じる終末の予言。シメーラに関する諸もろ々もろなど、真偽不明の情報の数々。

　そして、ベノワが迎えた最さい期ご──模造品だったとはいえ、自みずからの〈蟲天の瞳エレクトロン〉から生まれた〈儚き者エフエメラ〉に喰くわれたその死に様が、アンリに信条を捨てさせる決断をさせたのだ。

　もはやちっぽけなプライドに拘こだわっている場合ではない、と。

　下へ手たをすれば慧けい太た郎ろうもベノワと同じ末路を辿たどるかもしれないのだから、と。

　実際に口に出してそう告げられたわけではないが、慧太郎はまず間違いあるまいと半なかば確信していた。先のダーウィンとの一幕を思い返せばなおさらだ。あれほどの論戦を繰くり広ひろげられる相手に頭を下げて一方的に懇こん願がんするのは、例たとえいっときとはいえ同じ土ど俵ひようから自みずから降りることを意味している。それはアンリにとって甚はなはだ屈くつ辱じよく的てきに違いないのだった。

　ありがたい話だ、と慧けい太た郎ろうは思う。自分のためにそこまで己おのれを折ってくれた彼女を、本当にかけがえのない友人だと心から再さい認にん識しきする。

　する、のだが、しかし──

「い、痛い痛い痛い痛いッ！　ムッシュ・ダーウィン、これ、すごく痛いんですけど！」

「えぇい、ガタガタ喚わめくな！　いいおケツしたレディなのだから我が慢まんしろ！」

「……あんた、ほんとにそのクスリ大丈夫なんでしょうね……？」

　この人選にはやはり問題があったのでは？　という根本的な疑問を投げかけざるを得ない。

　パリ第一大学の研究室に通されてから二時間余り。慧太郎の口から吐き出されるものは今や悲鳴だけとなりつつあった。いや、別に解剖の真っ最中とかそんな大おお仰ぎような話ではないのだ。寝台に暴れないよう括くくりつけられ、左目に薬品を何種類か数滴零こぼされただけなのだから。

　しかし、これが痛い。もうほんと、洒落しやれにならないくらい、どの薬も全部痛い。

　なあんだ、たかが目薬か──そんな拍ひよう子し抜ぬけを得ていた一時間前の己の甘さを嗤わらう。

　何しろ斬きられても刺されても僅わずかな苦鳴で済ませられる自分が、次々に目に差される液体の前では子供みたく泣き叫ぶことしかできないのだ。目がもげ落ちるかと錯さつ覚かくするほどだった。

　寝台の傍かたわらに立つダーウィンとアンリの会話を、激げき痛つうに喘あえぎながらも断片的に拾った限りでは、どうも常人には試せない類たぐいの劇げき薬やくを用いたらしい。薬品名は難し過ぎてどれも聞き取れなかったが、アンリがまるで医者に「ご臨りん終じゆうです」と告げられたような顔をしているのが、ひどく印象的だった。なまじ〈蟲天の瞳エレクトロン〉の回復力があるぶん、やりたい放題だ。

　そのくせ、ようやく検査が終わって戒いましめを解かれ、最終的に出てきた結論というのが、

「うむ、駄だ目めだな。びたいち分からん。私の手には余る」

　なのだから、即座に跳はね起おきて愛刀に手を伸ばした自分を、いったい誰だれが責められるというのか。いいや責められまい。なのに、事に及ぶ寸前でアンリに後ろから羽は交がい絞じめにされた。

「ま、待った待った、慧太郎！　気持ちは分かるけど落ち着いて！」

「放してくれ、アンリ！　彼あ奴やつめは敵だ！　殺やらねば殺られる！」

「うん、敵よ？　敵だけど！　今、殺るのはまずいわ！　深呼吸しましょう、深呼吸！」

　さすがに抜刀するほど前後不覚には陥おちいらなかったものの、鞘さやぐるみのまま二、三発小突く程度なら許されると本気で思った。が、アンリの必死の呼びかけもあって、どうにか我を取り戻し、小ぢんまりした研究室のなか、長なが机づくえを挟んで三人それぞれ席につく。

　ちなみに室内には、自分たちの他にあともう一人、二〇代半なかばほどの男性がいた。

　ウィリアム・スキナー。ダーウィンの助手で今回の渡仏の折、師と一緒に英国からやって来たという人物だ。気弱げな顔立ちをした彼は、部屋の隅すみで何かの資料を整理していて、こちらの会話には加わらなかったものの、途中、美お味いしい紅茶を皆に振ふる舞まってくれた。

　しかし──と、慧けい太た郎ろうは湯気を立てるティーカップを呷あおりながら、改めて室内をぐるりと見回してみて辟へき易えきと思う。まったく実に汚い部屋だな、と。

　いや、元は招いたダーウィンのために大学側が用意した研究室なので、粗そ末まつとかいうそういうことは全然ないのだ。けれど、どうにも肝かん心じんの客人の使い方が荒い。とにかく実験道具やら標本やらの雑多な物で溢あふれ返かえっていて、簡かん単たんに言ってしまえばアンリの学がく生せい寮りようの部屋とそっくりだった。きっと学者というのは、基本、空間を上う手まく活用できない人種なのだろう。

　で、そんな人種の一人であるダーウィンに向けて、もう一人であるアンリが静かに訊きいた。

「──それで、いったいどういうこと？　あんたの手に余る、っていうのは？」

「ふはは、字じ面づらのとおりだ。天才の手に余る。つまり世の大多数の凡ぼん愚ぐの手にも余る！」

　収しゆう獲かくゼロでも無む駄だに偉そうなダーウィンに、早くもアンリがイラッときたのが分かった。

「もう少し具体的に言って。あんた地質学者なんだから、鉱物とかはお手の物でしょ？」

「だから、分からんのだ。どういった理屈か、琥こ珀はくが損傷した眼球と完全に融ゆう合ごうを果たしているらしい。目の表面から採取した細さい胞ぼう組そ織しきには、通常の琥珀と完全に未知の成分が混ざっていた。なぜソレが視神経を繋つなげて視覚を獲得しているのかとか、平時において黒目と白目を作って〈裸蟲ミルメコレオ〉よろしく瞳ひとみに擬ぎ態たいしている方法とか、そのへんについては見当もつかん」

「……なら、琥珀に入ってる虫は？」

「そちらも同様だ。お前の言うとおり、見た目は確かにハッチョウトンボに酷こく似じしているが、微妙に違う種ではないかと私も思う。爾じ来らい、トンボは古来からあまり特徴が変わっていないとされる生物だからな。下へ手たをすればとんでもない大昔に絶滅した虫かもしれんぞ？」

「ッ、それじゃあたしが独自に調べて判明したことと、殆ほとんど何も変わらないじゃない！」

　アンリが衝しよう動どう的てきに掌てのひらで机つくえを叩たたいた。検査を依頼するに当たって、既すでに幾いくつか事情を説明してあるダーウィンが、さも嫌そうに顔をしかめる。構かまわずアンリは語気強く更さらに言いい募つのった。

「あんた、天才でしょ!?　他にもっとこう……なんか重要な事実とか掴つかめなかったの!?」

「……お前も大たい概がい、無茶を言う。そもからして〈蟲天の瞳エレクトロン〉は実在が怪あやしまれている物質なのだ。それが『このレディの左目に収まっている』とか突然言われ、そのうえ『何が起こるか分からんから一切傷はつけるな』とまで要求されて、それでどうやって詳くわしく調べろと？　というかな、これは寧むしろお前の得意とするオカルトの領分ではないのか？」

「分かってるわよ、そんなことくらい！　でも……それでもこの三ヵ月間、あたしじゃ何も事態を進展させられなかったから、藁わらにも縋すがる思いであんたを頼ったんじゃない！」

「ほう、藁にも縋るときたか。無理なものは無理だがな！　魔ま術じゆつ方面で他に優すぐれた先せん達だつは？」

　アンリが黙りこくる。魔術はまだ日の目を見て歴史が浅く、そのうえただでさえ限られた技術の継けい承しよう者しやを、国が発掘する端から軍に帰属させてしまうため、未いまだどの大学にも専攻分野として開設されていないのだ。となれば、あとは個人的なツテのみが物を言う。

「……一人いる。あたしの師匠せんせいよ。でも今は会えないの」

「なんだ、永と久わの別離か？　ハンカチ必須か？」

「そうじゃなくてっ、単に一箇か所しよに長居したがらない性分の人なのよ。放ほう浪ろう癖へきがあるの。かなり前に、実家のほうに手紙が届いたんだけど、どうも今はアメリカに渡ってるらしくて。『カウガールやりながら、バッファロー追っかけてる』みたいなことが書いてあったわ」

「ぬぅ、なんたる奇抜さエクセントリツク……っ！　私の専売特許なので訴えるぞ!?」

　自分が変わり者だという自覚は一応あるらしい。ダーウィンは拳こぶしを握って震えたのち、

「──ならば、残された手は一つだな。すべての事情を弁わきまえていそうな相手を締しめ上あげるしかあるまい。その〈ブリュム・ド・シャルール〉とかいうテロ組そ織しきをふん捕まえろ」

「やっぱりそこに行き着くのかぁ……」

　アンリが慨がい嘆たんの息を洩もらす。何か話に気になる点でもあったのか、それまで黙って資料と向き合っていたスキナーが、ふと顔を上げてこちらを見た。けれど、慧けい太た郎ろうと目が合うと慌あわてて作業に戻ってしまう。奥手な性質なのだろう、悪いことをしたかもしれない。

「なら、さっき話したシメーラに関する新説で、何か思いついたことは？」

「彼かの〈蟲ギヴル〉が実は外部から寄生する生物ではない、というアレか？　ふむ、興味深いな。そちらについては仮説でいいなら幾いくつか立つ。どれ、ちょっと列挙して──」

　と、二人の会話はまだ続いていたが、そこで不意に慧太郎は気になるものを発見した。

　窓の外だ。情報の共有化が必要のため、頭が追いつかないながらもアンリたちのやり取りを聞いていた慧太郎だったが、さすがに疲れてなんとなく外の景色を見やったときだった。

　この研究室は建物の三階にあるのだけれど、そこから見下ろせる中庭とおぼしき広場の陰に、ちょっと無視できないモノを見つけてしまったのだ。ゆえに、慧太郎は即座に立ち上がった。

「アンリ、僕ちょっと席を外はずしてもいいかな？　なんだか退屈になってきた」

「はあ？　何言ってんの、あんた。当事者がこんな大切な話、聞かないでどうす──」

「……少し気になることがあるんだ」

　憤ふん慨がいしたように言いかけた彼女へ、さりげなく腰を上げざまに顔を寄せて囁ささやく。それだけですぐに理解してくれたのだろう。アンリは腕を組んで舌を鳴らす演技までして、

「ハァ、しょーがないわね。いいわ、あとでもう一回あたしの口から説明してあげる。二度手間になっちゃうけど。その代わり、あんまり遠くまで行っちゃ駄だ目めよ？」

「ああ、分かった。勝手を言ってごめん」

　そんな白々しいやり取りを交わしたあと、慧太郎はダーウィンとスキナーに会え釈しやくして、研究室を出た。そして、すぐさま疾しつ走そうに入って廊下を駆かけ抜ぬけ、あっという間に玄関から外へ飛び出す。物の十数秒だ。学生の姿があちこちに見受けられる中庭、その隅すみのほうにある茂みの陰に、やはり発見した人影は今も蹲うずくまっていた。これで隠れているつもりだろうか？

「──でも、確かに隠おん密みつ行動とか苦手そうですよね、ムッシュ」

「ッ、ぬぉ!?」

　身を屈かがめていた不審人物が奇声を発して跳とび上あがる。その拍ひよう子しに手に持っていた双そう眼がん鏡きようが芝生に落ちた。互いに立って向き合ってみると、これが人ひと並なみ外はずれた巨漢だ。そりゃ蹲うずくまったくらいじゃ人目を凌しのぐのは無理だろう。あと、非常に立派なモミアゲの持ち主だった。

「ぼ、坊やか!?　脅おどかすなよっ、こっちは今……っていうか、なんでここにいる!?」

「それは僕のほうが訊ききたいですよ、ヴィドックさん」

　フランソワ・ヴィドック。まことに数奇な経歴を経て、現在、世界で唯ゆい一いつの私し立りつ探たん偵ていとして名を馳はせる男。慧けい太た郎ろうにとっては恩ある相手で、アンリにとっては商しよう売ばい敵がたきの一人だ。自分たちとは何かと縁えんのある人物だが、こんなところでいったい何をやっているのやら。

「……ったく、行く先々でぶつかりやがるなぁ。どうしてパリに？　あのお転てん婆ばも一緒か？」

「はい、アンリも一緒です。パリには学園の行事で少し」

「だったら、この大学にはなんの用向きだ？」

「ある人に会いに来たんです。アンリの知り合いの地質学者で、チャールズ──」

「チャールズ・ロバート・ダーウィンか!?」

　ヴィドックが目を剥むいた。驚おどろいたのは慧太郎もだ。なぜヴィドックが彼の名前を知っているのか。あぁいや、著名な学者らしいから別に変ではないのか。問題なのは今の反応だ。

「そうか、くそっ……迂う闊かつだった！　ダーウィンはアンリエットと馴な染じみか！　だからナンテールの大学からパリに来やがったんだな!?　今日ここで、お前らと会うために！」

「え、ええ、そうですけど。あの、ムッシュ……？」

「助手は!?　ウィリアム・スキナーって野郎も、くっついて来てるだろう!?」

「ムッシュ・スキナー？　彼なら今、研究室でアンリたちと──」

　そのときだった。俄にわかに大学の構内が騒さわがしくなり始めたのは。

　慧太郎は言葉を止めて何事かと視線を巡めぐらせる。どうも正門のほうから誰だれかがやって来たらしい。学生たちが口々に「うっそ、本物!?」「やだ、何しに来たの……？」「ここは神聖な学まなび舎やだぞ！」「帰れ帰れ！」などと言って人ひと集だかりを作りつつあった。

　騒ぎの正体はすぐに知れた。間もなく人ひと垣がきが自おのずと割れ、その向こうから隊列を組んだ屈強な一団が姿を現したのだ。自分らを阻はばむ者など何もない、そう言いたげな一糸乱れぬ力強い足運びで、纏まとった黝あおぐろい地の衣装を颯さつ爽そうと風に靡なびかせながら。全員が武装しており、腰にはサーベルと短たん銃じゆう、背には各おの々おのマスケット銃や榴りゆう弾だん発はつ射しや機きを担かついでいる。だから一目で分かった。

　軍人だ。間違いない。でも、なぜ軍隊が大学に押し入って来る？

「チッ、遅かった……っ！　連中、もう嗅かぎつけやがったか。珍めずらしく仕事が早ぇな。しかも指揮を取ってるのは、よりにもよってあいつかよ」

　吐き捨てたのは傍かたわらのヴィドックだった。鋭く細められた彼の視線は、軍人たちを率いる先頭の壮漢に向けられている。ちょっと一度見たら忘れられない容姿の男だった。

　なんというか、丸い。身長が平均男性のそれをかなり下回っているうえ、横幅があるせいで極端にずんぐりむっくりして見える。けれど、肥満なのかと思えば、そうではない。筋肉なのだ。過剰ともいえる筋肉に隈くまなく身体からだを鎧よろわれている。軍服が内側からはち切れそうだった。

　ちょび髭ひげを蓄えた面相はまるで巌いわおの如ごとし──なのだが、やはり身体つきのせいか、どこか可お笑かしみを覚おぼえてしまう。慧けい太た郎ろうはふと日本の『達磨だるま』を連想した。うん、よく似ている。

「で、誰だれです？　というか、なんで軍が？　あれ、国こつ家か憲けん兵ぺい隊たいですよね？」

「先頭の奴やつはちょっとした有名人だ。連中が動いたのは、そりゃ相応の理由があるからさ」

　ヴィドックが苦みばしった表情を浮かべた。次いで呆あきれたようにこちらを見み詰つめてきて、

「……つくづく事件に好かれる体質だな、お前さんたちは。探たん偵ていとしちゃ羨うらやましい限りだぜ」

「ま、待ってください。それ、どういう意味ですか？」

「今すぐ相棒を迎えに行けってことだよ。アンリエットの奴、下へ手たをすると連中の捕とり物ものに巻き込まれるかもしれんぞ」




　　　　○




　研究室の扉とびらが荒っぽく開けられたのは、いよいよ議論が白熱し始めたときのことだった。

　ノックもなしの不作法さで、ぞろぞろ部屋に入ってきたのは、なんと十数人にも及ぶ軍人たち──国家憲兵隊だ。アンリは反射的にきつく眉まゆ根ねを寄せてしまった。未み登とう録ろくの魔ま女じよにとって軍人は厄やつ介かいの種でしかない。事情は分からないが、嫌な連中が現れたものだった。

「？　突然なんだ、お前たちは。筋肉の押し売りか？　なら間に合っている！」

「──残念ながら違います、ムッシュ。吾わが輩はい、売れるほど筋肉は持ち合わせておりませぬ」

　頓とん珍ちん漢かんな抗議を向けたダーウィンに、これまた微妙にズレた回答を寄越したのは、指揮官とおぼしき筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの小男だった。寧むしろ少しくらい売ったほうが良さそうな体形をしている。

　小男は部下たちを背後に残し、こちらに近づいて来ながら続けた。アンリのほうをちらりと一いち瞥べつし、僅わずかに怪け訝げんそうな表情を見せるも、すぐにダーウィンへ向き直ってしまう。

「吾輩はフランス国家憲兵隊が少佐、エルネスト・オージェ・ド・ラ・ボーメスニル。本日はご高名なるチャールズ・ダーウィン殿どのに、やんごとなき用件があって罷まかり越こした」

「……ボーメスニル？」

　アンリは口のなかで小さく呟つぶやいた。聞きき憶おぼえのある名だ。しかし、ど忘れしたかすぐには思い出せない。はて、誰だったか。割と著名な人物だったように思うのだけれど。

「ほう、この私に肉団子ミートボールが用だと？　私には欠片かけらもないがな！　しかし暴力にはたちまち屈する主義なので、よしっ聞いてやろう。だから痛いのはなるべくナシの方向で頼む」

「それは貴き殿でん次第──いえ、貴殿の助手の返答次第ですな」

　ボーメスニルの鋭い眼光が、ダーウィンから外はずれて、別の人物へ据すえられる。部屋の隅すみで顔を青あお褪ざめさせているウィリアム・スキナーに、だ。彼は突然現れた物々しい憲けん兵ぺいたちに怯おびえてか、ちょっと尋じん常じようではないくらい震えていた。ダーウィンの表情が僅わずかに真剣味を帯びる。

「スキナーの……？　待て、それはどういうことだ？」

「我々が今日ここに参上したのは、厳げん密みつには彼を拘こう束そくするためだからです。貴き殿でんの助手にはある疑いが掛けられている。よって貴殿にも取り調べを受けて頂くが、宜よろしいか？」

「宜しいわけあるか、ド凡人！　私はおケツ愛好の罪に問われてもやむなしだが、しかしなぜスキナーが!?　疑いとはなんの──あ、やめて！　ごめん、ぶたないで！」

　ボーメスニルが肩を怒いからせて近づいて来たため、ダーウィンが情けなく悲鳴をあげて頭を抱える。だが、彼はダーウィンの傍かたわらをすり抜けると、そのままスキナーの元に向かった。

「皆まで言わずとも、すべて承知しているな？」

「っ……」

　スキナーがびくりと身を竦すくませる。歩あゆみを止めないボーメスニルの眼まな差ざしは酷こく薄はくだった。

「もしつまらぬ言いい逃のがれを考えておるなら時間の無む駄だだ。部屋にある刃物なりなんなりで、指の先にほんの僅かで良い、傷をつけてみよ。それで貴き様さまが潔けつ白ぱくかどうかはすぐに証明される」

「「「!?」」」

　その言葉には、スキナーのみならず、アンリやダーウィンも絶句した。

　ボーメスニルが口にしたのは『検じや邪けん』だ。過去においてバチカンが異端を狩り出すために行なった簡かん単たんな識しき別べつ法ほう。疑いのある者に聖水をかけたり、熱した十字架を握らせたりするのだ。しかし、現在のヨーロッパで検邪といえば、それはもっぱら『当人から切り離された体たい組そ織しきが即座に化石化を始めるか否いなか』を確かめるための処置を指す。つまりスキナーは──

「まさかっ、嘘うそでしょ？」「ば……馬ば鹿かなっ、何を卑ひ猥わいなことを！」

　アンリは呆ぼう然ぜんと呻うめき声ごえをあげ、ダーウィンは大いに取り乱す。要求を為なしたボーメスニルだけが不動。スキナーにあと数歩まで迫せまったところで歩みを止めていた。

　そして、肝かん心じんのスキナーはといえば、ふっと観念したように自じ嘲ちようの笑みを浮かべると、

「…………がああああああああッ！」

　直後、猛もう烈れつな勢いで動きを見せた。まるで人が変わったように叫ぶや、めきめきと肉体を膨ぼう張ちようさせて、己おのが正体を露あらわにしたのだ。複眼に長い触角、独特の形状の口こう吻ふん、破れた服から覗のぞく背中の鞘しよう翅しには斑はん点てん模様。おそらくカミキリムシの〈裸蟲ミルメコレオ〉だろう。そのままスキナーは床を蹴けると、ボーメスニルに目掛けて襲おそいかかった。一いつ瞬しゆんの出来事だったと思う。

「ッ、少佐！」「おのれ、化ばけ物ものが！」「少佐をお助けしろ！」

　突発的なスキナーの挙に、憲兵隊員たちが一いつ斉せいに色めき立つ。それぞれ手にした武器を構かまえて、ただちに上官の元へ駆かけ寄よろうとした。しかし、そんな部下たちの助勢を、

「ならん！　そこで控えて見ておれ！」

　当のボーメスニルが大だい喝かつで以もって制す。驚おどろいたことに、彼は〈裸蟲ミルメコレオ〉化したスキナーの突とつ撃げきを受けても、小揺るぎともしなかった。いや、それどころか彼の肩口に喰くらいついたスキナーのほうが、突然、短く悲鳴をあげて後ろに跳とび退すさってしまう。見れば、スキナーの顎あごに配された牙きばが何本か砕くだけており、ボーメスニルは肩に何か鈍にび色いろの輝きを纏まとっていた。

「ッ、鎧よろい!?」

　鎧だ。それ以外の物には見えない。重厚なプレートアーマーらしきものの胴体部分だけを、いつの間にかボーメスニルは軍服の上から着込んでいたのだ。

　いや、胴体だけではない。見ているそばから、徐々に腕も足も頭も、すべてが鎧に包まれていく。どこからか出現した鋼こう鉄てつが粘土みたく形状を変えながら、彼の肉体を隅すみ々ずみまで覆おおい尽つくしてゆくのだ。アンリはその瞬しゆん間かん、ボーメスニルの足元で展開した魔ま法ほう円えんを見み逃のがさなかった。

　結局、三秒とかからなかっただろう。彼が完全装備の甲かつ冑ちゆう騎き士しに変わるまで。

　時じ代だい錯さく誤ごな装よそおい、なのに古臭さはない。意い匠しようがどこか近代的なせいか、丸っこい輪郭なのに妙に洗練されて見える。ただ、籠こ手ての部分だけは鈍器めいた無骨さだった。ボーメスニルの生なま身みの部分で確認できるのは、今や兜かぶとの面めん頬ぽおに刻まれた切スれリ込ツみトから覗のぞく双そう眸ぼうのみだ。

　その双眸を爛らん々らんと滾たぎらせて、ボーメスニルが凄すご味みのある声で言った。

「……馬ば脚きやくを露あらわしおったな、奸かん賊ぞく」

「ひっ」

　スキナーが短く悲鳴をあげるのと同時、ボーメスニルが一挙に前に出た。まるで拳けん闘とう士しのようなファイティングポーズを取り、仰ぎよう々ぎようしい外見に反して銃じゆう弾だんの如ごとき素早さで。

「吾わが輩はい、吶とつ・喊かんッ！」

　という咆ほう哮こうと共にまず放たれたのは右のストレート。これをへっぴり腰で奇跡的に避けたスキナーだったが、思わず脇わきへ逃げたときには既すでに、ボーメスニルが地を這はうようなダッキングで先回りを果たしている。間かん髪はつ入れず打ち込まれたのは抉えぐり込こむような肝臓打ちリバーブローだった。

　今度はモロに喰くらった。どんっ、と重たい衝しよう撃げき音おんが響ひびき渡わたり、スキナーが口から胃液と鮮血を吐き散らして、なす術すべもなく顔面から床に倒れ伏す。そこをすかさずボーメスニルが押さえ込み、あまりにも鮮やか過ぎる捕ほ縛ばく劇げきを決めた。電撃的な手て際ぎわだ。

　そして、この段に至れば既すでにアンリも、相手が何者か過あやまたず理解していた。

「あ、あんた……まさか『鉄鋼男爵フエール・バロン』!?」

「む。吾輩をご存じか。恐きよう縮しゆくである、マドモアゼル」

　本来、公おおやけにできない魔ま術じゆつの徒とという存在でありながら、軍功を重ねて少佐の地位にまで昇のぼり詰つめ、今や民間にまでその名が轟とどろいている、世にも珍めずらしい爵しやく位い持ちの軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師し。それがこの『鉄てつ鋼こう男だん爵しやく』エルネスト・オージェ・ド・ラ・ボーメスニルだ。間違いなくフランスでもっとも有名な魔術師の一人であり、たかが〈裸蟲ミルメコレオ〉の確保で動くには大物過ぎる人物だった。

　アンリが瞠どう目もくしているあいだに、ボーメスニルが乱暴にスキナーを引っ立てる。彼は失神したらしく、ぐったりと脱力していた。これに冷静でいられなかったのはダーウィンだ。

「ま、待て待て待て！　我々はイギリス国こく籍せきの人間だぞ!?　いくら〈裸蟲ミルメコレオ〉とはいえ、それだけで勝手に身柄を拘こう束そくするなど、許されるわけが──」

「彼が〈ブリュム・ド・シャルール〉と関与している疑いがあるとしても、ですかな？」

　鎧よろい姿すがたのボーメスニルが放った言葉に、ダーウィンがひとたまりもなく糾きゆう弾だんの続きを失った。

　驚きよう愕がくしたのは、もちろんアンリも同じだ。けれど、頭のどこか冷静な部分では納得もしていた。なるほど、それならばボーメスニルが直じき々じきに出張ったのも頷うなずける、と。

「その狼ろう狽ばいぶりからするに、どうやら貴き殿でんはご自身の助手がテロ組そ織しきと通じていることはおろか、そもそも〈裸蟲ミルメコレオ〉であったことさえ知らなかったようですな？」

「か、確証はあるのか!?　証拠がないと駄だ目めだって、さっき私はある奴やつに言われたぞ!?」

「無論です。極きわめて確度の高い情報を得たがゆえ、こうして不ぶ躾しつけとは知りつつも強引な手段に訴えさせて頂いた。なぜこの男が貴殿の傍かたわらに侍はべりながら彼かの組織と関わっていたのかは不明ですが、それはこれから吾わが輩はいが徹てつ底てい的てきに問い詰めて詳つまびらかにする所存」

　とまれ、とボーメスニルは戦せん闘とうの余よ韻いんを吐き出すように息をつき、

「やはり僭せん越えつながら、貴殿にも本部までご足労願いたい。協力して頂けますな？」

「くっ……！」

　ダーウィンは歯は軋ぎしりせんばかりに震えたが、自分が同行しなければスキナーが何をされるか分からないと考えたのだろう。苛いら々いらと髪かみを掻かき毟むしりながら、さして間も置かず首しゆ肯こうした。

「あぁ、分かった！　行くっ、行ってやるとも、この天才がな！　だからその手を放せ、着ぐるみオヤジ！　スキナーはもう抵抗できんだろうが！　何度も言うが暴力はやめろ！」

「……失礼。下へ手たに〈裸蟲ミルメコレオ〉に手心を加えるのは危険なものですから」

　ボーメスニルは抱えたスキナーに、兜かぶとの奥から僅わずかに同情的な視線を向けた。

「確かに、少しやり過ぎましたな。吾輩もまだまだ甘──」

「はんっ。そんな惰だ弱じやくな後悔を抱くくらいなら、端はなからやるなという意見もあるぞ？」

　声が響ひびいたのは、まったくの出し抜けだった。

　女の声だ。当然、アンリが発したものではない。第三者の声だった。

　研究室に集つどった一同が思わず凝ぎよう然ぜんとなった次の瞬しゆん間かん、けたたましい音と共に部屋の窓ガラスが割れ、室内に何か二つの黒い塊かたまりが凄すさまじい勢いで飛び込んできた。

　どちらも人間──だったように思う。

　少なくともその瞬間は、事態が次から次へと急転し過ぎて、アンリは殆ほとんど状況を呑のみ込こめていなかった。ただ、人間だとしたら冗じよう談だんみたいな凸でこ凹ぼこコンビだな、と思ったくらいだ。

　その凸凹コンビは、場に現れるなり我が物顔で、まるで嵐あらしの如ごとく暴れ回った。

　まず一方の小さいほうが、懐ふところから何か飛び道具らしきものを投じ、ボーメスニルを即座に足止めする。その間にもう一方の大きいほうが彼に急迫し、横殴りの一いち撃げきを叩たたき込こんだ。

　素手で鎧を打ったとは思えぬ壮絶な音が響き、今やかなりの重量になっているはずのボーメスニルが、難なく壁かべ際ぎわまで吹き飛ばされた。彼の腕のなかにスキナーはおらず、破れた衣服だけが残されている。襲しゆう撃げきした巨影が打撃の刹せつ那なに、まんまとその身柄を強ごう奪だつしていたからだ。

　スキナーを奪うばった相手が後ろに退ひく。代わって前に出たのは矮わい躯くのほうで、そいつが再び懐ふところから何かを擲なげうった。狙ねらいはやはりボーメスニルだ。なんとか壁に激げき突とつするのを免まぬがれ、スキナーを取り戻さんと突撃の構かまえを見せていた彼が、しかし飛来した謎なぞの武器に機先を制される。咄とつ嗟さに籠こ手てで受けるが、寧むしろそれが仇あだとなった。その投具があろうことか蛇へびのように、ボーメスニルの腕に巻きついたからだ。驚きよう愕がくする間こそあれ、次いで迫せまったやはり同じ道具が、今度は片足に絡からみついて彼に膝ひざを屈させる。『鉄てつ鋼こう男だん爵しやく』がたまらず叫んだ。

「これは……『ボーラ』か!?」

　アンリも知っていた。複数の紐ひもの先端に球状の錘おもりを備えたそれは間違いなくボーラだ。東南アジア発はつ祥しようの、本来は狩猟道具として用いられる代しろ物ものである。

「イノシシを狩るには動きを封じてしまうに限る。一つ勉強になったな、チョビ髭ひげ」

　せせら笑いは矮躯が発したものだった。窓が割れる前に揶や揄ゆを投げてきたのも彼女だろう。漆しつ黒こくの外がい套とうを纏まとった人物で、頭ず巾きんまで被かぶっているため、人相はまったく読み取れない。ただ、女性だとしても背丈があまりに低過ぎる。成人男性の太ふと腿ももくらいまでしか身長がなかった。

「噂うわさに聞く『鉄鋼男爵』がこの程度となると、フランス政府の底も知れるな」

「……余計ナ挑発ヲ、スルナ……無意味、ダ……」

　訥とつ々とつとした口調でそう語ったのは巨きよ躯くのほうだった。やけに声がくぐもっているが、どう考えても男だろう。格かつ好こうこそ矮躯と同じ頭巾を被った黒ずくめでも、こちらは怪物じみた偉い丈じよう夫ふだった。何しろ頭が天井付近にある。上うわ背ぜいが三メートルに届こうかという完全人類規格外なのだ。ヴィドックのおかげで巨漢に耐性があるアンリでさえ暫しばし呆あつ気けに取られてしまった。

「で、でっか！　ちっさ！　何この凄すさまじいキワモノっぷり……っ！」

　異様に過ぎる二人組だ。ボーメスニルも加えれば、今すぐサーカス団が開けそう。

　しかし、アンリが一番気になったのは何よりも彼らの衣装だった。凸でこ凹ぼこコンビが着ているあの黒いローブのような外套は、忘れたくても忘れられない、ある人物が纏っていたものとよく似ている。スキナーを狙った点から見ても、おそらくこの二人組は──

「……〈ブリュム・ド・シャルール〉だな？」

　ボーメスニルも同じ結論に至ったらしい。彼は立ち上がりながら続けて述べた。

「よもや本命が釣つれるとはな。まことに好都合である」

「好都合？　盆ぼん暗くらめ、貴き様さまはもはや死に体よ。手足のそいつは簡かん単たんには外はずれんぞ」

　応じたのはやはり矮躯の女性だった。対してボーメスニルは満身に戦意を漲みなぎらせると、

「……してやられた手前、嘲ちよう弄ろうは甘んじて受けよう。だが、一線級の軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しの力を些いささか舐なめ過すぎだ、国こく賊ぞく。この程度の戒いましめ何するものぞ」

　言うやいなや、ボーメスニルの足元で再び魔ま法ほう円えんが発生。相応に柔じゆう靭じんと見て取れたボーラのワイヤーが、いとも容易たやすく独ひとりでに切れてしまう。矮わい躯くの女が頭ず巾きんの奥で驚おどろきを露あらわにした。

　おそらく錬れん金きん術じゆつの一種だろう。ワイヤーの構造を部分的に脆もろくしたらしい。ボーメスニルが纏まとっている鎧よろいも同じ技術の延長と思われる。ただ、簡かん易い魔ま術じゆつとすればそれ相応の対価が必要なはずなので、身体からだのどこかに複雑な起動式や呪じゆ物ぶつを大量に所持しているとアンリは見た。

　更さらにボーメスニルが動く。彼はやおら大きく腕を振りかぶると、持ち前の豪ごう腕わんを手近にあった長なが机づくえに叩たたき込こんだ。破は砕さい音おん──は、しない。なぜなら殴りつけられた瞬しゆん間かん、籠こ手ての先で三度魔ま法ほう円えんが発生し、木製の机のその部分だけが、突とつ如じよどろりと液状化したからだ。

「吾わが輩はい、猛もう・襲しゆうッ！」

　の掛け声と共に殴り飛ばされた『机つくえ飛沫しぶき』は、宙を飛ぶ過程で再び形状を変えながら固体化し、先端を尖とがらせた無数の木の槍やりとなって矮躯の女に殺到した。

　さしもの相手もこれには慌あわてたらしく、はしっこい動きで巨きよ躯くの男のそばまで退ひく。彼が小こ脇わきに抱えたスキナーがいれば、敵の飛び道具を封殺できると踏ふんだのだろう。事実、続けて木こっ端ぱの散さん弾だんを見み舞まおうとしていたボーメスニルが忌いま々いましげに腕を止めた。だが、業ごう腹はらだったのは女のほうも同じらしく、辛からくも難を逃のがれるや聞き慣れない単語を交えて吐き捨てる。

「……えぇい、妙な錬丹法リエンジンシユーを！　なんだ今のは!?」

「エルネスト個人ハ……数々ノ暴徒鎮ちん圧あつニ、尽じん力りよくシタ……白はく兵へい戦せんト市し街がい戦せんノ、達人ダ……ボーメスニル家ハ、古クカラ続ク魔術師ノ、血統ラシイ……侮あなどレルモノデハ、ナイ」

　傍かたわらに滑すべり込こんできた相棒を、そう咎とがめたのは巨躯の男だった。女のほうは彼の言い様に気に喰くわなげな素振りを見せたものの、ほどなく鼻を鳴らして獣けもののように低く腰を落とし、

「ふん、小こ癪しやく極きわまるがそのようだ。いいだろう、一流と認めて今度は確実に──」

「駄だ目めダ……目的ハ、果タシタ。即座ニ……撤てつ退たいヲ」

「……既すでに目的を果たしたからこそ、あとは趣味の時間という意見もあるぞ？　ないか？」

「ナイ、ナ……撤退ダ」

　そう端的に切って捨てられ、矮躯の女が「ぬぅ」と小さく唸うなる。しょげたように肩を落とすと、またしても懐ふところをもぞもぞやって、何やら紐ひもの生えた竹筒らしきものを取り出した。

　思いがけずトンチキなやり取りを見せられたうえ、その動作があまりにもぞんざい且かつ自然だったため、場にいた誰だれもが反応に遅れたと思う。ボーメスニルが「む、いかん！」と叫んだときには、既に矮躯の女は竹筒の紐を引いて、それを室内の中央に投げ込んでいた。

　直後、視界が真っ白に塗ぬり潰つぶされた。竹筒から凄すさまじい勢いで白煙が噴出し、研究室を瞬またたく間まに呑のみ込こんだのだ。アンリにとっては、まさかのお株かぶ奪うばいだった。

「ッ、煙幕!?」

　叫びながら、すかさず口元を手で押さえる。人体に有害な物質を含んでいる虞おそれもあったからだ。ダーウィンや憲けん兵ぺいたちの慌てふためく声があがるなか、ただ一人、ボーメスニルだけが的確に指示を飛ばしていたが、どちらにしても決定的な隙すきであることに違いはなかったろう。

「さらばだ、愚ぐ鈍どんな狗いぬども！　次の機会あらば、そのときは存分に──」

「行ク、ゾ……」

「あ、おい!?　引っ張るな！　まだ捨すて台詞ぜりふの途中だぞ！」

　そんな会話がどこからか聞こえた。同時に、再びガシャンッと窓が割れる音も。

　やがて、少しずつ煙が晴れ始めれば、案の定、二人組とスキナーの姿は室内から完全に消えていた。どうやら見事に逃にげ果おおせたらしい。逆に収まりがつかないのはボーメスニルで、彼は先刻までの冷静さをかなぐり捨てて、八つ当たり気味に床へ拳こぶしを打ち込んだ。

「……なんたる無様かッ！　直じかに拳を交えておきながら、おめおめ奴やつ儕ばらを逃がすとは！」

「少佐、いかがいたします!?」

「無論、追う！　一部はここでダーウィン殿どのとマドモアゼルを警けい護ごせよ！　奴らはおそらく屋外へ出たが、あれだけ人目を惹ひく風ふう体ていだ！　今ならばまだ捕ほ捉そくできるやもしれん！」

　この会話に内心で沫あわを食ったのはアンリだ。今まで自分を蚊か帳やの外に置いて事が進行していたため、このままなし崩くずし的てきに退散できるかと考えていたのだが、甘い目算だったらしい。現場に居合わせた以上、参考人として取り調べくらいは受けるはずで、もしそうなったら最後、自分は所持品から魔ま女じよであることがバレる。軍属にさせられるのだけは勘かん弁べん願いたかった。

　だが、そのときだ。部下を伴ともなって部屋を出ようとしたボーメスニルの前に、ぬっと大きな影が立たち塞ふさがった。一いつ瞬しゆん、〈ブリュム・ド・シャルール〉のあの男が廊下で待まち構かまえていたのかとも思ったが、違う。また別の巨漢だ。ただし、こちらはアンリのよく知る顔だった。

　ヴィドック!?　という驚おどろきの声は、さすがに喉のどの奥に押し込めたけれど。

「お～っと、ちょい待ちな。行く前に少し話を聞かせてもらおうか」

「ッ、そこをどかれよ、御ご仁じん！　吾わが輩はい、今は気が立っている！　急いでおるのだ！」

「だから待てって。……というかな、お前、とうとう他人の顔も見分けられないほど、頭のなかが筋肉一色に染まっちまったのか？　俺おれだよ、俺」

　虚きよを衝つかれたか、ボーメスニルが棒立ちになる。しかしすぐに彼は「おお！」と声をあげ、

「そ、その雄お々おしきモミアゲはヴィドック殿!?　ヴィドック殿ではありませぬか！」

「お前、俺をモミアゲで認にん識しきして……いや、まぁいい。ひさしぶりだな、エルネスト」

　どうも二人は旧知の間柄のようだった。世間は狭い。いや、ヴィドックの顔が広いのか。

　続けてヴィドックは、ボーメスニルと短く会話を為なす合間に、ちらりとこちらへ鋭く目配せしてきた。今のうちにずらかれ、ということらしい。事情はよく分からないが渡りに船だ。

　けれど、アンリはそこで僅わずかに躊躇ためらって、ダーウィンの様子を窺うかがった。助手の知られざる一面を目まの当あたりにし、あまつさえテロ組そ織しきに連れ去られもした彼は、さすがにショックが大きいらしく、今は消沈した面おも持もちでむっつりと押し黙っている。ただ、それでもこちらの視線に気づくと微かすかに顎あごを引いてみせた。アンリは二人の男の気遣いに感かん謝しやする。

　腹を括くくれば、あとは早かった。アンリはヴィドックに気を取られている憲けん兵ぺいたちに悟さとられないよう、近くの窓に駆かけ寄よって腰のポーチから取り出したロープを窓枠に装着。それを伝って一気に外へ出ようとしたのだ。だが、その寸前でまたしても埒らち外がいの邪じや魔まが入った。

『──雄お雄おぉぉぉぉおおおおあああああああッッッ！』

「ッ!?」

　ぎょっと後ろを振り返る。ボーメスニルたちも唖あ然ぜんと辺りを見回していた。どこからか聞こえてきた常じよう識しき外はずれの大だい絶ぜつ叫きようが、明らかにこの建物のなかから響ひびいたものだったからだ。

　屋内!?　嘘うそっ、なんで!?　そう思うも既すでにタネは読めていた。視界が奪うばわれた先の混乱のなか、自分たちは窓ガラスが割れる音を耳にしただけで、実際にあの二人が外に出る姿は見ていない。奴やつらは一芝居打って、国こつ家か憲けん兵ぺい隊たいが入ってきたほうとは別の、部屋にもう一つある後ろの出入り口からこの場を脱し、そのまま屋内を移動して別ルートから逃走を図る気なのだ。

　そして何より、アンリにとっては叫び声の主こそが重要だった。

「慧けい太た郎ろう!?」

　どうやらあのお人ひと好よしの助手は、既に件くだんの二人組と剣を交えているらしい。




　　　　○




　なんだこいつは!?　二人の襲しゆう撃げき者しやが頭ず巾きんの奥で、まざまざと驚きよう愕がくの念を露あらわにした。

　場所は本ほん棟とうの二階。軍人たちの押し入りが理由か、付近に人ひと気けはまったくない。スキナーを奪うばって首しゆ尾び良よく敵を出し抜き、あとはどこへなりと姿を眩くらますだけと、そう気を抜いていた黒ずくめたちの足元を掬すくうように、慧太郎は愛刀を携たずさえて通路の陰から身を躍おどらせた。

「雄雄ぉぉぉぉおおおおあああああああッッッ！」

　弾はじける咆ほう号ごう。取るは示じ現げん流りゆうが『蜻蛉とんぼ』の構かまえ。放つは『二にの太た刀ち要いらず』が雲うん耀ようの一いち撃げき。

　狙ねらいは手前の矮わい躯くの女で、まずは袈け裟さ懸がけに無む垢く嬢じよう矩のり安やすの斬ざん撃げきが飛んだ。

「チィ！」

　舌打ち一つ、完かん璧ぺきな奇き襲しゆうに思われたこの一刀を、女が辛からくも真後ろに退ひいて躱かわす。跳とんだのではない、まるで地を滑すべるように背後へ移動したのだ。瞬しゆん間かん的てきに為なされたとは思えないその俊しゆん敏びんな動作に、慧太郎は先の研究室の一戦を密ひそかに見たときから感じていた確信をいよいよ強くする。膝ひざを抜いた重心操そう作さ──もはや疑うべくもない、この女は東洋の武術を扱うのだ。

「何、者ダ……ッ！」

　巨きよ躯くの男が誰何すいかと同時に、馬ば鹿かでかい拳こぶしを叩たたきつけてくる。だが遅い。もう一方の腕に抱えたスキナーが邪じや魔まで腰が入っていない。慧太郎は外はずれた雲耀の振り抜きに己おのが身体からだを預け、そのまま半はん身みになって突きをいなすと、雲に乗るが如ごとき歩法で敵の懐ふところへ入り身した。

　目的は相手の撃破ではなくスキナーの奪だつ還かん。今は〈ブリュム・ド・シャルール〉に対する個人的な感情は後回しにする。慧太郎は煮にえ立たつ闘とう志しの底でそう誓っていた。

　しかし、スキナーにぎりぎり指先が届きかけた矢先、横合いから三条の銀光が迸ほとばしり来きてこちらを阻はばむ。矮わい躯くの女だ。一秒を五分割してもまだ足りぬこの刹せつ那なのなかで、退ひくと同時に片手の一振りで三打もの暗器を放っていた。馬ば鹿かなっ、速過ぎる──内心で悲鳴をあげるが、近くに大男がいる以上、毒物を併用できる類たぐいのものではあるまい。即座に決断して胸に迫せまった二条を素手で捌さばき、額ひたい目掛けて飛来した一条を首の捻ねじりでなんとか処理した。

「ッ……!?」

　身体からだが傾かしいだのは次の瞬しゆん間かんだった。太ふと腿ももに激げき痛つう。先の三打を目め眩くらましにした本命の四打目が存在したのだ。失態を理解したときには既すでに、やり過ごした大男の拳こぶしが、返しの裏うら拳けんとなって肩を打っている。咄とつ嗟さに打点をずらすが、なんたる馬鹿力か。廊下を二メートル近くも吹き飛ばされた。やにわに腰を落として着地するが、そのまま更さらに数歩も後退させられる。

　そして、ここでようやく各おの々おのが初手を打ち終え、仕切り直しに一足一刀の間合いを置いて対たい峙じした。こちらの正体が分からないためか、二人組も迂う闊かつには攻め立てて来ない。

　そのあいだに慧けい太た郎ろうは、太腿に刺さっていた投具を抜く。幸さいわい傷は浅い。血に塗まみれた得え物ものはどこか苦く無ないに似た形をしていた。たぶん『鏢ひよう』だろう。大陸の得物だ。

　対して〈ブリュム・ド・シャルール〉の二人組は、こちらの太腿を見るや血相を変えた。

「ッ、おい見ろ！　奴やつの傷が！」

「……塞ふさガッテユク、カ……シカシ〈裸蟲ミルメコレオ〉デハ、ナイナ……血ガ、化石化シナイ」

　ならば魔ま術じゆつで治ち癒ゆを？　それとも他の要因？　そのような会話を為なす二人を、慧太郎は燃え立つ瞳ひとみで静かに睨ねめつけた。三ヵ月前、イースで事を構かまえて以来、その存在を長らく風聞でさえ認められなかった宿敵が、今ようやく姿を現したのだ。多くの想おもいが胸を去来した。

　もはや問答は無用。相手方がまだ彼ひ我がの因いん縁ねんを解しておらずとも知ったことではない。まずはスキナーを取り戻し、可能ならばどちらか一方を生け捕りにする。ルクレール号での冤えん罪ざいを晴らすため、左目の秘密を解き明かすため。何よりテロ組そ織しきを逃がすわけにもいかなった。

　だが、それでも慧太郎は差し当たって口を開くことにした。気になることがあったからだ。

「──一つ、訊ききたいことがある」

「「？」」

「今の攻防のさなか、お前たちの外がい套とうの内側に、一瞬、七色の輝きが見えた。……その『七つの宝石をあしらったテントウムシのブローチブロツシユ』は、いったいなんだ？」

　場違いともいえるこの質問に、しかし二人組が揃そろってハッと肩を跳はねさせた。

　慧太郎は構わず続ける。脳のう裏りを掠かすめるのは、ある手て練だれの〈裸蟲ミルメコレオ〉のことだった。

「前に戦った、お前たちの仲間の一人が、同じものを身につけていた。その男だけが類たぐい稀まれなる使い手だったことを考えると、それは組織で何か特とく殊しゆな地位にいる人間が──」

「……ッ、ミーシャァア！」

　こちらの台詞せりふを叩たたき切きるように叫んだのは矮躯の女だった。ミーシャ、というのは背後に佇たたずむ巨漢のことだろう。彼女はそちらに振り返りもせず更さらに相棒へと言いい募つのった。

「こいつだ！　間違いないっ、こいつがジョゼフを殺やった奴やつだ！」

「アア……ソノ、ヨウダ……ツマリ『四人目』カ。ナントイウ、巡めぐリ合あワセ、ダ……」

「くそっ、何が東洋人の男だ！　男装をしているだけで女じゃあないか！　どうりで情報が錯さく綜そうするわけだ！　いつまで経っても見つからんわけだッ！」

　女の人並み外はずれて小柄な体たい躯くが、その瞬しゆん間かん、何倍にも膨ふくれ上あがったように錯さつ覚かくする。それほどの怒気、それほどの殺気が、なんの誤ご魔ま化かしもなく今や慧けい太た郎ろうに叩たたきつけられていた。

　そうか、とわけもなく理解する。この二人組は単にジョゼフと同じ組そ織しきに所属しているというだけではない。彼を『識しっている』のだ。人柄を、力量を、嗜し好こうを、慟どう哭こくを。ジョゼフという人間のほぼ何もかもを。自分などよりも遥はるかに深く。

　友、なのだ。

　掛け値なしに、あのジョゼフの。

「……っ」

　きりりと差し込むような痛みが胸の奥で生まれ、慧太郎は懸けん命めいに歯を食くい縛しばってそれに耐える。片や女はいよいよ憤ふん激げきの度合いを増し、遂ついに己おのが容姿を隠していた外がい套とうに手をかけた。巨きよ躯くの男が慌あわてて、「待テ！」と制止の声を放つが、到底止まるものではない。

　曝ばく露ろされた女の顔立ちは、やはりというべきか東洋人風だった。

　中国人だろう。黒くろ目め黒くろ髪かみの童女だ。ただし、先の手腕や言葉遣いから鑑かんがみるに、実じつ年ねん齢れいのほうはなんともいえない。怒りに吊つり上あがる眼も、子供にしては苛か烈れつ過ぎた。纏まとっているのは龍りゆうの刺し繍しゆうが走った長ちよう袍ほうで、各所に小型の武器類が見て取れる。いかにも凶きよう手しゆといった趣おもむきだ。

「──〈ブリュム・ド・シャルール〉が精鋭、〈七星コキシネル〉第五席、『黄』の雪シユエ蘭ランだ！　貴き様さまに斃たおされし同胞、元四席『青』のジョゼフが仇あだ討うち、今ここで果たさせてもらう！」

　友の報復に燃える女が、とうとう己おのが名前まで晒さらす。

　雪蘭。そして〈ブリュム・ド・シャルール〉が生はえ抜ぬき〈七星コキシネル〉。

　俄にわかに得られた新たな情報に、しかし喜ぶゆとりなどあろうはずもない。慧太郎はこの時点で不殺の戒いましめを完全に解いた。相手があのジョゼフと同格だと確定した以上、もはや毛ほどの手加減も許されないからだ。捕ほ縛ばくに拘こう泥でいしていては瞬またたく間まにこちらが落命しかねなかった。

　大いに猛たける雪蘭に対して巨躯の男はまだしも己おのれを律しているようだったが、

「……落チ着ケ、雪蘭ッ……俺おれタチノ任務ハ、ウィリアム・スキナーノ……ッ！」

「悪いが今度は止まってやれん！　征ゆくぞ、『あり得ざるダルタニアン』！」

　その諫かん言げんを振り切るように雪蘭が踏ふみ込こんできた。旋回しながら目を疑うほど複雑な軌き道どうで、狭い廊下をまるで激げき流りゆうの只ただ中なかで踊るように。おまけに、まさかの無手だ。てっきり得え物ものを抜くと踏んでいただけに、これには慧太郎も瞬間的な目測と判断を誤あやまった。

「くっ……雄お雄おぉッ！」
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　放った斬ざん撃げきに混ぜ物が生じる。微ぬ温るい刀勢と判じたか、雪シユエ蘭ランが捩よじるような半はん身みでこれを躱かわし、交こう叉さ法ほうでまずこちらの上半身に跳とびざまの側そつ挙きよ腿たい。続けてもう一方の蹴け足そくを放つや閃せん光こうのように突きへ転じる白はく鶴かく亮りよう翅しの連続套とう路ろ。なんとか受けるが、どちらも絶大な威い力りよくだ。目方の軽さなど微み塵じんも感じさせない、力の流れが渦うずを巻くように芯しんへ抜けるこれは──

「ッ、纏てん絲し勁けい!?　太たい極きよく拳けんか！」

「ほう、詳くわしいな！」

　言葉と同時に迫せまった二に起き脚きやく、続く開かい門もん肘ちゆうを際きわどく回避し、当然だと心中で吐き捨てる。

　武芸一八般に通じれば、元となった大陸の武芸にも詳しくなるのは道理。だが、知ち識しきだけでいつまでも捌さばけるものではない。刀を振るにも近すぎるこの間合いは危険だった。

「チッ……！」

　剣けん客かくが遺い憾かんにも散打を強しいられる。得意の先見で相手の次手を読んで崩くずしにかかるが敵も然さるもの。至近距離での応おう酬しゆうでこそ物を言う聴ちよう勁けいが冴さえに冴えて生なま半なかには突き放せない。

　身長差があり過ぎて常つねに下方から放たれる技の継ぎ目に、慧けい太た郎ろうは半ば強引に当て身を捻ねじ込こんで敵の連れん撃げきを途切れさせた。そして、こちらの死角へ回り込まんとするそこへ柄つか打うちの一撃。が、これは虚きよ手しゆだ。本命は雪蘭がそれを凌しのいだところに繰くり出だす渾こん身しんの後ろ蹴りだった。

　しかし、その後ろ蹴りが不発に終わる。いや、確かに命中はしたが、なぜか手て応ごたえがない。

　その刹せつ那な、徹とおし切きったと思ったはずの力が別方向へ逃げた。吹き飛ぶはずだった雪蘭は蹴りの側面を半回転しながら抜け、揺れる柳やなぎの如ごとくふわりと慧けい太た郎ろうの内うち懐ぶところに踏ふみ込こんでいる。

　化か勁けい!?　そう判じる暇ひまこそあれ、蹴けりの威い力りよくを丸々奪うばい取とった雪シユエ蘭ランは既すでに眼前だ。手に入れた勁力に己おのが発はつ勁けいを上乗せし、震しん脚きやくも高らかに放たれるは何者であれ絶倒必至の背はい折せつ靠こう。

　しかし、その背折靠もまた不発に終わる。いや、確かに命中はしたが、やはり雪蘭も数すう瞬しゆん前まえの自分同様に、殆ほとんど手て応ごたえらしきものは感じなかったはずだ。

「……ッ、貴き様さまも化勁を!?」

　瞬間的に踵かかとを浮かした猫足立ち──相手の流りゆう儀ぎに合わせて表現すれば『地ち脈みやくを断った』状態──で、靠こうの一いち撃げきをやんわりと吸収した慧太郎に、雪蘭が凝ぎよう然ぜんと叫び声を叩たたきつけてくる。

　呼び方はなんでもいい。が、力の逆利用は何も中国武術のお家芸ではない。

　慧太郎は粘り足気味に残した爪つま先さきで床を蹴り、柔術やわらの技法で雪蘭を引き込みながら全重心を後方へ一挙に排出。後ろ蹴り、当て身、二人ぶんの体重。それらを束ねて半なかば倒れ込みながら投げを打った。寸すん毫ごうとて踏ん張り切れず、雪蘭が蹴け鞠まりの如く軽々と宙を舞まう。

　ここで俄にわかに間合いが空き、ようやく自分の番となった。慧太郎はすかさず跳はね起おきて蜻蛉とんぼに構かまえるや、四よつん這ばいになって着地した敵影に滑なめらかな足あし捌さばきで肉迫する。

「ヅァ──ッ！」

　雪蘭がこの一いつ騎き打うちで初めて得え物ものを用いた。袂たもとから抜き打ったのは流りゆう星せい錘すい、鋼こう線せんの先に錘おもりがついた軟なん器き械かいだ。僅わずか二回転で極限まで加速させ、音速超ちよう過かの破裂音を撒まき散ちらしながら、蛇へびもかくやの挙動でこちらへ迫せまる。慧太郎はそれに大上段からの打ち落としで応じた。

　否いな、打ち落としどころか、大理石さえ苦もなく砕くだく鋼はがねの打だ撃げき部ぶが、火花を散らして真っ二つに断ち割られる。雪蘭が愕がく然ぜんと目を剥むいた。慧太郎は構わずなおも疾しつ駆くし、振り上げ直した愛刀で拝み打ちを狙ねらう。相手は腰の後ろから一対の月げつ牙が刺しを抜いて受けにかかるが──

「躱かわセ、雪蘭！」

　という大男の警けい告こくかあるいは己おのれの戦せん闘とう勘かんに従い、新たな得物さえ手離してこのときばかりは形なり振ふり構かまわず床に身を投げ出した。

　慧太郎の一ひと太た刀ちが中空にあった月牙刺をまとめて断つ。が、相手の命めい脈みやくを断つまでには至らない。続けて二撃目に移ろうとするも、雪蘭は地を転ころがって刃圏から逃のがれ、近くにあったドアを体当たりでぶち破ると、その向こうに飛び込んだ。一いつ瞬しゆん、追撃を躊ちゆう躇ちよする。罠わなの可能性を疑ったからだ。しかし、元より示じ現げん流りゆうは不退転。すぐに意を決して敵のあとを追った。

　無人の室内は広かった。おそらく講こう堂どうなのだろう。長なが机づくえと椅い子すが整然と列を為なしている。

　雪蘭は部屋の中央に佇ちよ立りつし、泰たい然ぜんとこちらを待ち構えていた。

「……驚おどろいたぞ、倭わ刀とう使つかい。まさか受けが通じん剛ごう剣けんとはな。厄やつ介かい極きわまる」

　そう吐き捨ててみせるも、表情からは僅わずかに喜き悦えつが覗のぞく。どこか満足げですらあった。

「だが、納得もいった。ジョゼフを討うち取とったのは、どうやら伊だ達てではないらしいな」

「当たり前だ。彼との立ち合いは尋じん常じようなものだった」

「ふん、最初にあいつが逝いったと聞いたときは、どんな卑ひ劣れつな手を使われたかと腸はらわたが煮にえくり返ったが……武ぶ林りんに身を置く者の手で、というなら、まだしも浮かばれような」

　僅わずかに哀切を含んだ呟つぶやき。だが、直後に雪シユエ蘭ランがおぞましい笑みを浮かべた。次いで懐ふところに両手をやり、それを抜いた頃ころには指の股またすべてに、計八枚にも及ぶ円えん月げつ輪りんが挟まれている。

「女だてらに武ぶ侠きようとなれば、わたしも気兼ねなくやれる。接近戦も嫌いではないが、やはり一番の得え手てはこちらでな。隘あい路ろでは難なん儀ぎしたが、この広さなら独どく壇だん場じようよ──っ！」

「なっ……!?」

　いったいどのような力加減の精妙さが為なせる技か。振り抜かれた両腕より一いつ斉せいに投射された円月輪は、ただの一枚とて同じ軌き跡せき、同じ速度で飛ぶものがなかった。ブゥゥゥン、と羽虫の如ごとき怪音を奏でながら、それぞれ大きく弧を描いて部屋の壁かべや天井を擦こすりつつ、慧けい太た郎ろうの左右はおろか頭上や背後にまで回り込んでくる。そして、そのあいだも雪蘭は一息とて休まない。円月輪八枚を放ち終えるや、即座に両手を引き戻して鏢ひよう、匕ひ首しゆ、飛ひ鉈なた、如によ意い珠しゆを数打ずつ緩かん急きゆうをつけながら次々に投じ、駄だ目め押おしに両手首に巻いてあったカラクリ式の矢──六連装の袖ちゆう箭せんまで全ぜん弾だん発射する徹てつ底ていぶりだ。それらが慧太郎に殺到する頃には、先んじて飛ばしておいた円月輪が、囲いを狭せばめるようにほぼ全方位から襲おそいかかる寸法である。

　所要時間、僅か二秒弱。擲なげうった兵器群、実に三五打。その手しゆ練れん、まさしく魔ま技ぎか。

　しかし、ここにもまた例外が一人いる。大国がその三千年の歴史のなかで磨き抜いた超ちよう絶ぜつ技ぎを、島国の閉へい鎖さ環かん境きようにて育はぐくまれた妄もう執しゆうの如ごとき奇剣で覆くつがえさんとする者が。

「……噴ふんッ！」

　薩さつ摩ま示じ現げん流りゆうが秘中の秘──『左さ肱ひ切せつ断だん』。

　さながら自身の左ひだり肘ひじを、切り断たれたかの如く固定する、言うなれば雲うん耀ようの最さい秘ひ訣けつだ。

　示現流の代名詞たる雲耀と共に伝えられてきた技術のため、左肘のみが強調されてこのような名称で呼ばれているが、本来は身体からだの全部位で同じことが行なえるのが望ましい。

　肉体の固定化。即すなわち急制動。それによって起こる反動を利用し、位置エネルギーである重心作用を合わせた、極端な再加速と出で鱈たら目めな方向転換の連続。

　その刹せつ那な、雪崩なだれれ打うつ暗器群の針の穴めいた隙すき間まを、慧太郎は竜たつ巻まきと化して駆かけ抜ぬけた。

　前後左右に短距離で瞬しゆん転てん・瞬動を繰くり返かえし、躱かわせぬものあらば刀で打ち払い、はたまた打ち払った得え物もので別の得物を撃げき墜ついし、果ては翻ひるがえった服の裾すそやそれによって巻き起こる風圧さえも利用して、唯ゆい一いつの安全地帯と判じた右斜め前方の空間へ疾とく速く。

　降り注ぐ雨滴を避けるようなものだ。ただの一度為なし得えただけでも奇き蹟せきといえる。だが、それも数十回と続けばもはや必然、紛まぎれもなく入神の域にある運足術だった。

　いや、あるいは──

「ッ!?」

　その神技さえあらかじめ見越して、意図的に慧太郎が逃げ込めるスペースを空けていた雪蘭の狡こう猾かつさこそ、やはりこの場においては魔ま性しようと評すべきであったかもしれない。

　ようやく死線をくぐり抜けたその先に、なぜか凶きよう相そうを浮かべた敵の姿があった。

　嵌はめられたッ──遅きに失して理解する。先の連投連打のみならず、飛び道具が得意云うん々ぬんと語った前言も、初手から披ひ露ろうしてみせた拳けん法ぽうの冴さえすらも、すべてが布石だったのだと。

　雪シユエ蘭ランが鬼おに札ふだとして選んだのは迫はく撃げき。しかも太たい極きよく拳けんの螺ら旋せんの動きに目が慣れ切ったここで、最短距離を貫つらぬく直線軌き道どう。三体式から砲ほう弾だんのように突きを放つそれは、単純さゆえ積んだ功夫クンフーがそのまま威い力りよくへ昇しよう華かされる、形けい意い拳けん・五ご行ぎよう拳けんが一つ崩ほう拳けん。疑う余地なく絶ぜつ招しようと知れた。

「キエエェェェエエエエエッ！」

　怪鳥の雄お叫たけびめいた雷らい声せいの轟とどろき。震しん脚きやくが鉄てつ杭くいの如ごとく床に打ち込まれる。

　回避・防ぼう御ぎよはまず不可能。到底、間に合わない。迎げい撃げきも無理だ。刀は最後の暗器を打ち払ったまま、今も横よこ薙なぎに振り抜かれている。ならば活路は一つ──前に出る！

「雄お雄お雄おぉぉぉおおおおおッ！」

　暗器攻撃をやり過ごした力の勢いは、未いまだ逃げずに下か肢しで留まっている。それを爆ばく発はつさせて僅わずか半歩を迅じん雷らいの踏ふみ込こみで制し、慧けい太た郎ろうは加速し切る前の相手の拳こぶしに自みずから激げき突とつした。

　直後、胸の中央で発破が炸さく裂れつしたような衝しよう撃げき。肋ろつ骨こつがまとめてへし折れ、内ない臓ぞうを大いに傷つける。たまらず体勢が崩くずれた。だが、雪蘭もまた棒立ちだ。微妙な打点のズレから拳を痛めたらしい。ゆえに、慧太郎は前のめりに倒れながら身を捻ひねると、

「……ぁぁああッ！」

　がら空きだった彼女の側頭部へ、起死回生の浴あびせ蹴げりを見み舞まった。

　雪蘭の頭部が凄すさまじい勢いで横に弾はじかれる。次いで首から下がそれに追従し、錐きり揉もみしながら矮わい躯くが吹っ飛んだ。今度は化か勁けいも受け身も果たせなかったか、そのまま机つくえや椅い子すを巻き込んで重々しく地に倒れ伏す。同時に、慧太郎も蹴りの体勢のまま床に叩たたきつけられた。

　そして、ひとときの静寂が訪れる。

　両者共にすぐには動かない。いや、動けない。

　ただ、二人ぶんの荒い呼吸音だけが、暫しばらくのあいだ講こう堂どうに満ちた。

　しかし、ほどなくして慧太郎は立ち上がる。口から鮮血のあぶくを溢あふれさせ、それでも無む垢く嬢じよう矩のり安やすを構かまえながら。やや遅れて身を起こした雪蘭は、額ひたいから夥おびただしい量の血を流していた。

「くそっ、くそっ！　よくもわたしをここまで……ただでは済まさんぞ、貴き様さまッ！」

　顔の半分を緋ひ色いろに染めて雪蘭が吼ほえる。口元には修しゆ羅らの笑みが刻まれていた。どうやら根っからの武芸者気質らしく、戦意が衰おとろえるどころか更さらに昂たかぶっている。重ねて捲まくし立たててきた。

「だいたい貴様、どういうつもりだ!?　なぜ〈蟲天の瞳エレクトロン〉を使わない!?　貴様が本物の四人目だというなら、その証あかしである〈儚きものエフエメラ〉をわたしに見せてみろ！」

「……だったら逆に訊きく。なんでお前は擬ぎ態たいを解かない？」

　慧太郎が切り返せば、雪蘭がぐっと二の句に詰つまった。その答えを予想するのは容易たやすい。

「ジョゼフを斃たおした僕を、あくまで武人として圧倒したいから、だろう？　その拘こだわりをとやかく言うつもりはないけれど、少なくとも僕は〈蟲天の瞳エレクトロン〉を常人に使う気はない」

　もっとも、治ち癒ゆ力りよくだけは慧けい太た郎ろうの意思に拘かかわらず常つねに向上した状態なので、折られた肋ろつ骨こつも徐々にではあるが治りつつあった。片や〈裸蟲ミルメコレオ〉も平時からして高い再生力を誇るため、雪シユエ蘭ランも額ひたいの裂傷や砕くだけた拳こぶしを既すでに回復させ始めている。まぁ、このあたりはお互い様だろう。

「……ふん、確かにな。半はん端ぱな拘りなどわたしらしくもなかったか」

　雪蘭が嘯うそぶく。その体表がざわりと波打ったのを見て、いよいよかと慧太郎は固唾かたずを呑のんだ。

　左目の力はまだ十全に御ぎよし切きれておらず、特に〈儚きものエフエメラ〉など満足に顕けん現げんするかも怪あやしかったが、こうなっては是ぜ非ひもない。擬ぎ態たい中でさえ超ちよう人じん的てきな技量を誇るこの相手に、果たしてジョゼフ戦のときと同様、上う手まく運が味方してくれるかどうか。

「いいだろう、四人目！　ならば、ここから先は技比べではなく、どちらがより外げ法ほうの眷けん属ぞくたるかの競い合いだ！　醜しゆう怪かいなる我が姿っ、とくと拝ませて──」

「……イイ加減ニ、シロ……雪蘭」

　そのときだった。人じん外がい魔ま境きようの領域に踏ふみ込こみつつあった戦局は、講こう堂どうのなかに入ってきた例の大男の一言で水入りとなる。雪蘭が振り返って「ミーシャ!?」と相棒の名を叫んだ。

「ツキ合ッテ、イラレン……コレ以上、時間ヲ掛ケレバ、軍人タチガ……ヤッテ来ル」

「だ、だが!?　こいつはジョゼフを！」

「ダトシテモ、ソノ娘ハ、『四人目』ダ……女王ノ予言ニ在あル、最後ノ騎き士しダ」

　雪蘭が鼻はな筋すじに皺しわを寄せる。認みとめ難がたいとばかりに、激はげしくかぶりを振ってみせた。

「何かの間違いではないのか!?　我らを導く存在が、なぜ我らを害する!?　おかしいではないか！　現にこいつはまだ〈儚きものエフエメラ〉を見せていない！　だから、わたしがっ──」

「騎士ノ真価ヲ、問ウノハ、俺おれタチノ役目デハ……ナイ」

　どこまでも揺らがず言葉を連つらねた巨漢は、やがて激げつ昂こうする雪蘭の傍かたわらに並び立つと、抱えていたスキナーの身柄を彼女に預けた。というより、彼女の上にぽいっと落とした。

「ふぎゅっ」

　と悲鳴をあげて下した敷じきになる雪蘭。巨漢は続けて意外な行動に出る。

　先刻は相棒の軽挙を嗜たしなめていたくせに、ここにきて何を思ったか、やおら自みずからの外がい套とうを剥はぎ取とってみせたのだ。明かされた彼の容姿は、雪蘭に輪をかけて奇抜極きわまった。

　まず人相だが──これは依然分からない。頭ず巾きんがなくとも別のものが、相変わらず彼の素顔を隠いん匿とくしていたからだ。頭部を丸ごと覆おおうそれは、なんの冗じよう談だんか金属製の仮面である。目の部分に小さな穴が二つ穿うがたれている以外、味も素っ気もない、つるりとした卵型をしていた。

　身体からだは予想どおり極限まで鍛きたえ抜ぬかれていた。着ている衣服こそ簡かん素そだが、まるで名工が手がけた神像か何かだ。しかし、そんな完かん璧ぺきとさえ思われる肉体にも瑕か疵しが一つ。剥むき出だしの右腕だけが、自然的なそれでは決してあり得ない、凄すさまじい無骨さを呈ていしていたのだ。

「……義腕？」

　義腕だ。それも機械仕掛けの最新式らしい。確か『自じ動どう義ぎ肢し』とか呼ぶのだったか。本人の意のままに動かせる逸いつ品ぴんなのだと耳にしたことがある。スキナーを小こ脇わきに抱えていたほうの腕なので、外がい套とうの裾すそに隠れて今の今までまったく気づけなかったのだ。

「〈七星コキシネル〉第四席、『白』ノ……ミハイール、ダ」

　仮面の巨漢、ミハイールが静かに名乗りをあげた。慧けい太た郎ろうは眉まゆを顰ひそめる。

「四席？　さっきお前の相棒が、確かジョゼフを『元四席』と──」

「アア……ダカラ、彼ガ抜ケタコトデ……雪シユエ蘭ラント共々……席次ガ、繰くリ上あガッタ」

　どうもそういうことらしい。慧太郎は続けて問とい質ただした。

「……なぜ自分から正体を明かした？　どういうつもりだ？」

「俺おれハ、ドノミチ目立ツ……服一枚ノ差ナド、大シタ違イデハ、ナイ……ソレニ……」

「？」

「ジョゼフ殿どのノ仇かたきニハ、俺モ一応……挨あい拶さつシテオコウカト、思ッテナ……」

　ミハイールは言いつつ不意に背中へ手を回すと、そこから何か巨大な機械の塊かたまりを引き抜いた。

　どうもベルトか何かに留めて背負っていたらしい。よく見ると他にも円筒形の容器めいたものを担かついでいる。次いで彼はその用途不明なカラクリを、あろうことか右の義腕にがっちりと装着し、こちらに向けて腰こし溜だめに構かまえてみせた。慧太郎のなかで俄にわかに警けい鐘しようが鳴なり響ひびく。

「……マズハ、受ケ取レ」

　ミハイールがそう言った直後、いきなり視界が紅ぐ蓮れんに染まった。ほぼ直感で身を翻ひるがえしていた慧太郎は、数すう瞬しゆん前まえまで自分がいた空間で躍おどり狂くるったモノの正体に戦せん慄りつする。

　炎ほのおだ。

　例の機械の先端から、突然、猛もう烈れつな勢いで炎が吐き出されたのだ。

「ッ、火を吹く武器!?　なんだそれ!?」

　素すっ頓とん狂きような声が口から転まろび出でる。大型のものなら中国の古代史などには、たまにああいった奇き天て烈れつな兵器が登場するが、並外れた大男とはいえ人間が携行できるサイズでとなると、さすがに見たことも聞いたこともない。逆立ちしても剣では応じようのない攻こう撃げきだった。

「お、おい、ミーシャ！　他人に偉そうに説教を垂れた奴やつが、自分だけやりたい放題というのは、正直ずるいという意見もあるぞ!?　ないか!?」

「ナイ、ナ……ナゼナラ、報復ガ目的デハ、ナク……撤てつ退たいノタメ、ダカラダ……」

　スキナーの下でばたばた暴れる雪蘭に、ミハイールが至し極ごく当然とばかりに応じる。そのあいだも灼しやく熱ねつの猛もう威いは室内を吹き荒れ、やがて慧太郎は遂ついに廊下まで追い立てられた。辺りには既すでにあちこち火が燃え移り、このまま火か炎えんの放射など続けられたら、最悪、大だい惨さん事じにもなりかねない。耳を澄ませばどこからか火の手を見み咎とがめたらしい人々の騒さわぎ声ごえが聞こえた。

　慧太郎は奥歯を強く噛かみ締しめ、講こう堂どうから出てきたミハイールを睨にらみつける。

「今すぐそれを止めろ！　こんな場所で火なんて使えば、大勢の人間が巻き込まれる！」

「心配、スルナ……コチラトテ、無む駄だナ犠ぎ牲せいハ、望ムトコロデハ、ナイ……」

　と、驚おどろいたことにミハイールが、ここであっさりと義腕を下ろしてみせた。まさか本当に止めるとは思っていなかったため、叫んだ慧けい太た郎ろうのほうが毒気を抜かれて口を噤つぐむ。

「貴き様さまト、雪シユエ蘭ランガ……途中デ、戦場ヲ変エタセイデ、少々慌あわテサセラレタ、ガ……シカシ、ココマデ戻ッテ来レバ、余計ナ巻キ添エヲ……気ニスル必要モ、ナイ」

「？　なんだって？」

　つい率直に訊きき返かえしてしまう。だが、ミハイールは取り合わなかった。

「……デハ、サラバダ」

　一方的に告げるやいなや、彼はおもむろに生なま身みの左腕を振り上げ、それを足元の床に思い切り叩たたきつけてみせたのだ。続く異変はまったくの出し抜けだった。

「ッ、なん……!?」

　いきなり足場がなくなった──そうとしか表現しようのない、あまりにも唐突過ぎる支点の消失。俄にわかに浮遊感を得たのち、視界が高速で上方に流れた。自分が立っていた位置の床だけがなぜかピンポイントで崩くずれたのだと、そう事態に気づいたときには既すでに階下の床は目前だ。

　なんとか姿勢を制せい御ぎよして無難に着地を試みたが、その着地点が今度は足をつける前に勝手に崩れ落ちたため、慧太郎はその穴を抜けて更さらに下へ下へ落ちてゆくしかない。

　途中で取っ掛かりを見つけ、落下を止めようとしたが、それもあえなく無む駄だに終わった。連れん鎖さ的てきに崩ほう落らくを起こした床や天井の一部が、狙ねらい済すましたように自分目掛けて降り注いできたため、空中で身を捻ひねって押おし潰つぶされないよう回避するので精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　そして気づけば、慧太郎は二階の通路から地下一階の、どこか物置きのような部屋まで落とされていた。瓦が礫れきのなかに独ひとり佇たたずみ、頭上の破は砕さい孔こうを仰あおいで思わず毒づく。

「……くそっ、やられた！」

　あのミハイールという大男のほうは、外見に似合わずかなり冷静そうだったので、雪蘭との対決をただ傍ぼう観かんしていたのは奇妙だと思っていたが、どうやらそのあいだに何か足場に仕掛けられていたらしい。それも周囲の被害を最小限に抑おさえるよう、わざわざ各階で人ひと気けのない区画ばかりをぶち抜き、火を吐き出す武器で自分をそこまで誘ゆう導どうする余裕さえ見せた。

　急いで神経を研とぎ澄すまして二人を探すも、今度は念入りに姿を眩くらましたらしく、雪蘭とミハイールの気配は一向に感じられない。再さい捕ほ捉そくはもはや不可能に近いだろう。

　スキナーも、連れ去られてしまった。

「…………ッ」

　無力感と怒りがごちゃ混ぜになり、思わず握にぎり締しめた拳こぶしを手近な壁かべに叩きつける。

　遠くで自分を呼ぶアンリの声がしたが、慧太郎は暫しばらくその場から動くことができなかった。













　　　　間章







　日中一いつ杯ぱい、パリ市内をあちこち見て回り、ひさしぶりの余よ暇かを大いに満まん喫きつした。

　無論、たったそれだけの時間で巡めぐれる場所など、所しよ詮せんはたかが知れている。本音を言えば、まだまだ遊び足りない気分ではあった。が、そもからして自分たちはこの街まちに観かん光こうをしに来たわけではない。少し後うしろ髪がみ引かれる思いを得ながらも、きっぱりと日の当たる世界に別れを告げ、太陽が沈むのと同時に慣れ親しんだ暗い世界へ戻ることにした。

　暗い世界。修しゆ羅らの巷ちまた。血臭と悲鳴と剣けん戟げきが渦うず巻まく場所。

　実を言ってしまうとノエにとっては、こちらもまた遊び場みたいなものなのだけれど。

「──あはっ♪」

「おぅおぅ、ご機き嫌げんだねぇ」

　つい小さく笑みを零こぼせば、傍かたわらから駄だ目め人間の合いの手が入った。ノエは得たりと頷うなずく。

「当然ですのっ。だって今回がノエの初うい陣じんですのよ？　燃えずにどうしますの」

「お前はいつだってやる気満々じゃねーか。昼間もアイスクリーム一つであんなに大はしゃぎしやがって。いや～、パパン恥ずかしかったなぁ、あれ」

「そ、そういうときは、親として微ほほ笑えましい気持ちになるものですのよ!?」

　二の腕をばしばし叩たたきながら言ってやれば、父が人を小こ馬ば鹿かにしくさった薄うすら笑わらいを浮かべた。どうしてこう、いちいち頭にくる態度を取るのだろう。

「ま、いいさ。やる気があるのは結構なこった。せいぜい空回りしない程度に頑張ってくれ」

「む～……そ、それより、本当にここで合ってますの？　待ち合わせの場所って」

　ノエたちは現在、パリの郊外に存在する、とある廃工場を訪れていた。しかし、立ち入り禁止の看板を無視して柵さくを越え、締しめ切きられていた扉とびらを開けてなかに入っても、辺りは真っ暗で誰だれの気配もない。またぞろ父が凡ミスを犯し、場所を間違えたのではないかしらん。

「阿あ呆ほう。人ならいるだろ？　そこらじゅうに。ただ、息を潜ひそめてるだけだ」

「え？　あっ……」

「ったく、いつなんどきでもすぐ気配を探さぐる癖くせをつけろよ。──おい、明かりを点つけてくれ」

　父が闇やみに向けて声をかけると、周囲でぽつぽつと照明具に火が灯ともり始はじめ、工場のなかが淡あわく照らし出される。元は織おり物ものか何かを作っていたのか、近代化の波に押されて用を為なさなくなった古臭い機はた織おり機きが、そっくりそのまま幾いく台だいも至るところに残されていた。

　壁かべ際ぎわには、黒いローブ状の外がい套とうで容姿を隠した、のべ二〇人余りにも及ぶ人影の群れ。このなかにノエの知人はいないだろうが、彼らは皆、志を同じくする大切な仲間たちだ。

　そして、そんな仲間たちの視線が向かう先、さして広くもない工場の一室の奥に、二人の両極端なシルエットの持ち主が佇たたずんでいた。一方は馬ば鹿かげて小柄で、一方は冗じよう談だんじみて大柄だ。

「──毎度毎度こう時間に遅れる奴やつは、いずれ周まわりの信用をなくすという意見もあるぞ？」

　開口一番にそう言ったのは小柄なほうだった。東洋人風の容姿をした女性だが、あいにく日本人ではなさそうだ。次いで口を開いたのは大柄なほうで、こちらは鉄の被かぶり物ものをしていた。

「二時間ノ、遅刻ダ……何カ手違イデモ、起キタカ……？」

「いんや特に何も。単に『主役は登とう壇だんが遅れる』って世の習わしを守っただけだ」

　止よせばいいのに軽口を叩たたく父に、黒くろ髪かみの女性は腹立たしげに鼻を鳴らし、仮面の大男はまるで無反応だった。父は肩を竦すくめながら二人に近づき、女性のほうを軽く見やってから続ける。

「なんだ、雪シユエ蘭ラン。妙にピリピリきてるな？　ミハイールと喧けん嘩かでもしたか？」

「……ふん、あながち間違ってもいないな。少なくともミーシャが邪じや魔まさえしなければ、ここまで煮にえ切きらん思いはせずに済んだ。そうだ、今いま頃ごろは奴をっ──」

「ダガ、ソノ場合ハ……目標ノ達成ガ、困難ニ、ナッテイタ……イイ加減、機き嫌げんヲ直セ」

「なっ!?　なんだその子供に接するみたいな言い方は!?　あ、こら、頭を撫なでようとするな！　お前の力でぐりぐりされたら背が縮ちぢむだろうがッ！」

　雪蘭とミハイール──噂うわさはよく耳にするコンビだ。外見も性格も対照的なのに、妙に馬が合って見えるのは、つき合いが長いためだろう。組んで動くことが多い二人なのだと聞く。

　で、そんな彼らのやり取りには構かまわず、父が「……奴？」と微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

「昼間、連絡員から報告を聞いた限りじゃ、滞とどこおりなく目標を確保したって話だったぞ。誰だれかとやり合ったのか？　おい、ミハイール。詳くわしく説明しろ」

「……アトデ、話ス。ソレヨリ……マズハ俺おれタチニ、紹介スベキ人物ガ……イルダロウ？」

　ミハイールがたどたどしく応じ、次いで彼と雪蘭、他の面々の注意がこちらに向いた。

　ノエは少しほっとする。このまま自分を無視して話が進行したら、どうしようかと思っていたのだ。父に促うながされるまでもなく前に進み出て、居並ぶ仲間たちに上品に会え釈しやくしてみせた。

「初めまして、皆様。ノエと申しますの。オヒケェナスッテ！」

　ちなみに土下座はしない。日本人でなければ、あの完成された美は理解できないからだ。

「話には聞いていたが……本当に若いな。最後の掛け声はわけが分からんが」

　雪蘭が唸うなった。絶対言われると思っていたので、ノエは余裕たっぷりに返してやる。

「あら、歳としのことを言うなら雪蘭様のほうが、ずっとお若いではありませんの」

「……そして、どうやら父親同様、まったく礼れい儀ぎを知らんと見える。死ぬか、小娘？」

「へ？　あ、あれ？　ノエ、褒ほめ言こと葉ばのつもりで言いましたのよ？」

「雪蘭ハ、モウ三み十そ路じニ近イ歳ダ……アマリ、触レテヤルナ」

「み、三十路？　嘘うそっ、だって……せいぜいその三分の一くらいじゃありませんの！」

　殺すッ、と叫んで暴れる雪蘭の頭を、ミハイールが掌てのひらで押さえつけて留める。逆にこちらの頭は隣となりの父が押さえつけてきた。別に自分は暴れたりしないのに。

「あ～、悪ぃな。どうもこいつ、ずけずけ物を言うところがあってよ。誰だれに似たんだか」

「貴き様さまだ！　間違いなく貴様だ！　自分の娘くらい、きちんと躾しつけろ！」

「へいへい。──ところで、あと一人足りなくねぇかい？」

『あぁ、忘れられてなかったんだ。ひやひやしたよ。ただでさえ影薄うすいしさ、僕』

　どうやらノエと同じ心配をしていた者が他にもいたらしい。突然、物もの憂うげな声が響ひびいた。

　ただし、その声は空気を渡って耳に届く常じよう識しき的てきなものではなく、あくまでこの場に集つどった人間たちの頭のなかだけに響いたものだった。父が怪け訝げんな顔つきになって口を開く。

「おいおい、なんで『蟲むしの報しらせ』なんだ？　あんた、今どこにいる？」

『中ちゆう心しん街がいのほうだよ。まだ仕事中でね。悪いけど中継役を介して念話で参加させてもらうよ』

「仕事？　……あぁ、そうか。そういや『その件』もあったな」

　ひどく億おつ劫くうそうに頭を掻かく父に、雪シユエ蘭ランが「……忘れていたのか？」と呆あきれた目を向け、

「で、どうするんだ？　いっそ我々も念話で話すか？」

「必要、ナカロウ……中継役ガイルシ、何ヨリ……複数人デノ念話ハ、少シ混乱スル……」

　ミハイールの視線を受けて、部屋の隅すみにいた一人の黒衣が無言で頷うなずく。彼が『中継役』──つまり、この場での会話を蟲の報せに変換して飛ばす係なのだろう。ここから街まちの中心部となると少し距離があるため、もう一人くらい中継ぎを行なう人間がいるかもしれない。

「にしても何年ぶりだ？　最近とんと『城』のほうに顔を見せないじゃねぇか、あんた」

『スパイの性さがでね。毎度の如ごとく騙だまし騙され、あちこちで楽しくやってるよ』

「結構なことじゃねぇか。役やく者しや冥みよう利りに尽つきるってもんだろ、ええと…………おい、どの名前で呼んだらいいんだ？　今は『セルジュ』って名乗ってるんだったか？」

『仲間内での呼び方まで毎回変えてたらキリがない。これまでどおり、マクシムで頼むよ』

　マクシム、と名乗った若々しい声の主もまた、大おお雑ざつ把ぱな概がい要ようだけならば心得ている相手だった。間かん諜ちようと暗殺を主な任務としており、潜せん入にゆうのため殆ほとんど本部に戻ってこない人物だ。

『そこにいる新人さんは、ノエだっけ？　きみもよろしくね』

「あ、はいですの、マクシム様。ヒカエオローッ！」

『はは、元気があっていいね。後半は斬ざん新しん過ぎて、なんとも評ひようし難にくいけど』

　気け怠だるげな調子で所感を述べるマクシムに、次いで父が口角を吊つり上あげて語りかけた。

「──聞いてるぜ？　最近、大だい活かつ躍やくだってな。ちょっと前もバチカンのお偉いさんを片づけたばっかりだってのに、この街でも遂ついに大物を仕留めたそうじゃねえか」

『僕はもう少し地味な役どころがいいんだけどね。上がなかなか楽をさせてくれない』

　大物？　誰だれのことだろう？　そう思っていたら、雪蘭が低い声音で会話に割り込んだ。

「……それに関しては、わたしも貴様に言いたいことがあるぞ、マクシム」

『ん？　やあ、雪蘭か。ひさしぶり。ミハイールもね。相変わらず仲良しかい？』

「挨あい拶さつなぞどうでもいい！　それより貴き様さまっ、その大物の暗殺で何か下へ手たを打たなかったろうな!?　こちらは昼間、あやうく憲けん兵ぺい隊たいに先を越されかけたんだぞ!?」

『らしいね。報告は受けてるよ。殺しの証拠は残さなかったし、組ウ織チに繋つながるような手掛かりも処分したはずだけど……ま、ないとは言い切れないかな。何しろ用心深い相手だったし』

「？　なんだ、雪シユエ蘭ランが殺やり損そこねた相手ってのは、軍ぐん警けい察さつの誰だれかなのか？」

　尋たずねたのは父だった。雪蘭は苛いら立だたしげにかぶりを振り、

「違うっ、それとはまた別の……えぇい！　おい、ミーシャ！」

「……ソウダナ。ソロソロ、本題ニ入ルト、シヨウ……」

　ミハイールが嘆息と共に語り出す。パリ大学で為なされたという彼らの任務を邪じや魔まし、今後の作戦にも場合によっては介入が予想される、無視できないある一人のイレギュラーついて。

　ともあれ、それぞれ時間も経路もばらばらにパリヘ侵入した、〈ブリュム・ド・シャルール〉の幹部たちによる作戦会議が、こうしてやっと始まったのだった。




「「「「「……………………………………………」」」」」

　ミハイールがすべてを話し終えたあと、場は暫しばらく重苦しい沈黙に包まれた。

　皆、無言だ。父も、雪蘭とミハイールも、マクシムも。周まわりにいる構成員たちも全員。

　ノエとしては少し同調しにくい空気だった。組そ織しきに加入してまだ日が浅く、あまり知人もいない自分には、今このとき仲間たちが胸に秘めた想おもいを共有することが適かなわない。

　ただ、それはきっと、先立った何者かに対する鎮ちん魂こんの念であり、最重要人物のまさかの登場に対する驚おどろきであり、そして女王の予言に対する畏い怖ふでもあったのだろうと思う。

　やがて、どれくらい経った頃ころか。父がぽつりと言った。

「──強かったんだな？　そいつは」

「ああ」「紛まぎレモナク」

　言葉少なに応じたのは雪蘭とミハイール。それを皮切りにマクシムも口を開いた。

『なるほどね。奥ゆかしいミハイールはともかく、負けず嫌いの雪蘭にそこまで素直に実力を認めさせるとなると……ジョゼフを殺った件も含めて、いよいよ本物って線が濃厚か。四人目は生まれれば、必ず以降の事変にすべて立ち会うと、女王も言ってたしね』

「……わたしは、まだ奴やつを四人目と認めたわけではない」

　雪蘭が吐き捨てる。怒りによるものか、語ご尾びが微かすかに揺れていた。

『肝かん心じんの〈蟲天の瞳エレクトロン〉を確認できなかったから？』

「違う、そうではなくて……ッ、分かっているだろう!?　だいたいマクシム、貴様こそどうなのだ!?　納得できるのか!?　ジョゼフとのつき合いは、貴様が一番長いはずだ！」

『うん、そりゃさ。内心は割と複雑だけど。でも、個人的な感情を優ゆう先せんはできないよ』

「ナラバ……四人目ノ性別ニ関シテハ、ドウ考エル？　奴ハ男、トイウ……話ダッタガ？」

『ルクレール号で見たときは、たぶん男だろうって思ったんだけど、こうなってくると確信はないなぁ。何しろ、あのときは暗かった。陽ひの下で相手の容姿を確認したのは、きみたちを除けば、あとはジョゼフと一緒にコルアーノ暗殺の任に着いていた二人だけど──』

「警けい察さつニ、捕マッタアト……脱走シテ、行ゆく方え知レズニナッタ……ノ、ダッタナ」

「脱走？　くだらんっ、ティエールの奸かん計けいに決まっている！　我らに対する交渉材料として、四人目の情報を独占しようとしたのだ！」

　難しい話が続く。これまで訓練と雑務にばかり明け暮れてきたノエにとっては、初めて耳にする情報も多く会話についていけない。ふと傍かたわらを見やれば、父は初めに口を利いてから黙して語らず、床にじっと視線を注いでいた。傍はた目めにはいかにも散さん漫まんな様子に見えたが、

「ふふ」

　ノエには分かる。これは『駄だ目め人間ではないとき』の父の顔だ。

　まったく、いつもこの調子でいてくれれば、娘としても鼻が高いのに。

「──とりあえずは、だ」

　間もなくして再び喋しやべった父の語調が、先刻までのそれと何か気配を違たがえていることに、三人の幹部たちは敏感に気づいたらしい。示し合わせたように口を噤つぐんだ。

「そのスキナーって奴やつに会わせてくれよ。いるんだろ？」

　雪シユエ蘭ランとミハイールが顔を見合わせる。ややあって一方が壁かべ際ぎわに立っていた黒衣たちに合図を送ると、彼らが奥にあった扉とびらから部屋を出て行き、すぐに一人の男を連れて戻って来た。

　ウィリアム・スキナー。組そ織しきの協力者だという、頼りなさげな風ふう貌ぼうの男性だ。

　父の目の前まで連れて来られた彼は、ちょっと哀あわれなくらい怯おびえていた。

「な……何か、私に……？」

「あんたに用なんて一個っきゃねえだろ。ウチが頼んでた例の件についてさ」

　実際どうなんだ？　そう目線で問いかけられ、スキナーはしゃくりあげるように応じた。

「ま、間違いない。座標は……もう、完全に特定し終えた」

「確かか？」

「と、とと当然だっ。そのためにダーウィン先生の元で助手を続け……ち、地質学にも精通したのだから。魔ま術じゆつ的てきな観かん測そくも既すでに、か、過不足なく終わっている」

『詳しよう細さいナ資料ヲ、受ケ取ッタガ……ソノ男ノ見立テハ、オソラク正シイ……』

　ミハイールからも補足説明が飛び、父が「ふぅん」と納得したんだか違うんだか、よく分からない相あい槌づちを打つ。それを不安に思ったのか、スキナーが縋すがりつくように言葉を重ねた。

「な、なぁ、きみたち……ちゃんと約束してくれ。ほ、本当にきみたち〈ブリュム・ド・シャルール〉は、世界を変えてくれるんだろうな……？」

「？　やっぱりあんたも〈裸蟲ミルメコレオ〉になって、色々と酷ひどい目に遭あったクチか？」

「あ、ああ、そうだともっ。死ぬような思いを、何度も味わった……」

　それ相応の辛しん酸さんを舐なめてきたのだろう。スキナーが憤ふん怒ぬと悲ひ愴そうに表情を歪ゆがませ、喘あえぐように述じゆつ懐かいした。幼いとき〈裸蟲ミルメコレオ〉化したことや、擬ぎ態たいが可能になるまで散々に苦労したこと。しかし自分だけ仮かり初そめの安あん寧ねいを手に入れても、同じように苦しむ〈裸蟲ミルメコレオ〉が大勢いることに耐えられなかったこと。だから、恩師を裏切ってまで組そ織しきに協力を決意したこと──等々。

　父は黙って彼の言葉に耳を傾けていた。たぶん、それが筋すじだと考えていたからだろう。

　やがて、スキナーの話が終わると、父は珍めずらしく真剣な面おも持もちでこう請うけ負おった。

「安心しな。確約するぜ。俺おれたちは必ず『新世界』を創つくる。今あるこの腐り切った世を一掃して、〈裸蟲ミルメコレオ〉たちにとっての安住の地をどんな方法を使っても絶対に創ってみせる」

「お、おぉ……なんと力強い言葉だ。これで先生への不義も少しは報わ──」

　結局、彼の台詞せりふは最後まで続かなかった。

　それよりも早く、突とつ如じよ、一条の銀光が迸ほとばしったからだ。

　チンッ、という鍔つば鳴なりは役目を終えた得え物ものを、父が無言で腰の鞘さやに戻した音だった。

　その音から一いつ拍ぱく遅れて、喜よろこび噎むせぶ表情のまま固まったスキナーの頭が、ごとんっと無造作に床に落ちた。更さらに一拍遅れて、文字どおり立ち往生を果たした彼の身体からだが、首の断面から鮮血を噴き上げ、失せた頭部の行ゆく方えを追うように重々しく横倒しとなる。

「──そうだ。もう何も案ずるこたぁない。黄よ泉み路じ迷わず、さっぱりと逝ゆきな」

　父の声は、ひどく凪ないでいた。たった今、前触れもなく凶きよう刃じんを振るった男のものとは思えないほどに。だがこれは、少なくともノエにとっては、さして驚おどろくに値あたいしない展開だ。父が雰ふん囲い気きを一変させてスキナーを呼びつけた時点で、ほぼ確信に近い予感を得ていたのだから。

　ただ、どうやら他の皆にとっては、存外そうでもなかったらしい。

　雪シユエ蘭ランは僅わずかに顔をしかめ、マクシムは『きついね』と端的に一言。黒衣の面々もたじろいだ様子の者が大勢いた。なかでも取り分け過敏な反応を見せたのがミハイールだ。

「……ッ、貴き様さまァ！」

　これまでの口くち下べ手たで物静かな様子とは打って変わり、大気がびりびりと震えるほどの怒声を放つや、仮面の巨漢は大おお股またに父へ歩あゆみ寄よって、その胸むな倉ぐらを掴つかみ上あげた。

「ナゼ殺シタ!?　ドウイウツモリダ!?」

「色々と知り過ぎてる奴やつだ。口封じするのは当たり前だろ？」

「フザケルナ！　彼ハ役目ヲ十全ニ果タシタ！　命マデ奪うばウ必要ハ、ナカッタハズダ！」

　父の足が床から離れた。よほどの怪力なのか、片腕で宙に吊つるし上あげられたのだ。

「……ま、そうだな。確かに堅かた気ぎを殺やるのは、俺もあんまりいい気分じゃない」

「ダッタラ、ナゼッ──」

「けどな？　俺たちと関わっておいて、未いまだに堅気でいられることが、もう既すでに問題だろ？」

　父がミハイールの腕にぶら下がったまま、物言わぬ骸むくろとなったスキナーに一いち瞥べつをくれた。

「こいつは、ウチが今まで何度も正式に同志になるよう持ちかけたのに、最後まで『いち協力者』って姿勢を崩くずさなかった奴やつだ。断じて身内じゃあない。所しよ詮せんただのテロ組そ織しきに過ぎない俺おれたちの最大の武器は鉄の結束で、外と様ざまの人間までそのなかに含めるのはご法はつ度とだろ？」

「ッ……ダ、ダガ！」

「ダガーもナイフもねぇよ。これから大事が控えてんのに、小石をそのまま道みち端ばたに残しとくのか？　蹴け躓つまずく危険性を僅わずかなりとも？　それこそ身内を何人も礎いしずえにしてきた計画だぞ」

　ミハイールが震えた。何をそれほど憤いきどおっているのか、内で暴れる衝しよう動どうを必死で呑のみ込こまんとするかのように。背後から雪シユエ蘭ランが心細げな声で「……ミーシャ」と彼の名を呼ばわった。

　一同の肺はい腑ふが緊きん張ちように捩よじれる。『大事を前に躓く危険性』というなら、内うち輪わ揉もめが起こりかけているこの状況だって充分そうだろう。下へ手たをすれば致命的な亀き裂れつを生みかねない。

　しかし、暫しばらくしてミハイールはゆっくりと父を下ろした。襟えり首くびからも手を離し、背を向けて雪蘭の傍かたわらに戻りながら、先刻までのぎこちない口調に戻って述べる。

「……筋すじ違ちがイナ批難ヲシテ、スマナカッタ……続ケテクレ」

「ああ」

　父が衒てらいなく頷うなずいた。それで手打ちとなったのだろう、場の空気もたちどころに弛し緩かんする。

『やれやれ、いきなり喧けん嘩かとかやめてくれないかな。僕は小心者なんだからさ』

「この場にいない奴が抜け抜けとよく言う。小心者が聞いて呆あきれるぞ」

『ひどいね。──で、計画のほうはどうする気だい？　位置も特定できてるなら、大筋に変更はなしだろ？　となると、あとはやっぱり四人目だけど……作戦中に現れたら？』

　雪蘭と軽く言い合ったあと、マクシムが続けて父に水を向けた。必然的に、他の皆の視線も父に集中する。雪蘭などはいかにも自分に任せろといった風ふ情ぜいだったが、

「皆まで言わすな。俺が相手をするさ」

「……始末するのか？」

「いや、まずは試す。順当にな。それでもし四人目に相応ふさわしくない奴だと感じたら──」

　果たして、父は獰どう猛もうに歯を剥むいた。さきほどスキナーを斬ざん殺さつした直後に垣かい間ま見せた、どこか静せい謐ひつとも取れたあの表情とは似ても似つかない、それはまさしく豺さい狼ろうの如ごとき笑みだった。

「──そんときゃ仕方ねえ。俺が手ずから〈蟲天の瞳エレクトロン〉をほじくり出してやる」

　父の宣言を聞きながら、ノエは頬ほおに手を当てて、うっとりと溜ため息いきをつく。

　ときに自みずから手た折おった命に誠意を示し、ときに闘とう争そうを前に獣じゆう欲よくめいた悦よろこびさえ覚おぼえる。己おのが流りゆう儀ぎのみを己が規き範はんとした、ただただ、ひたすらなまでに自己完結的な在あり方かた。

　なんて傲ごう慢まん。なんて残ざん酷こく。

　そして、なんて救いようのない潔いさぎよさ。

　ノエの目にはそんな父の在り方が、とてもとても眩まぶしく映るのだった。

「ふふ、本当にわくわくしますの、お父様♪」













　　　　第二章　終わりの刻を目前に







　違和感は最初からあった。得え物ものを抜き合わせてみるまでもなく明白に。

　誰だれしも調子が悪いときはままあるものだ。だから敢あえてその点には触れず、暫しばらくは様子を見てみることにした。身体からだを動かせば自然と意気も上がるだろうと考えたのだ。

　しかし、一合二合と剣けん戟げきを重ねるうち、相手は却かえって気を散らし始め、遂ついには呆ぼう然ぜんと立たち竦すくみまでする始末。慧けい太た郎ろうは仕方なく手製の木刀を下ろし、きっぱりと告げることにした。

「よし、やめよう。今日の稽けい古こはここまでだ、クロエ」

「……ぇ」

　クロエが呆ほうけた呟つぶやきを洩もらす。乗馬服のような衣装に身を包んだ彼女は、練習用のレイピアとマンゴーシュを構かまえてこちらと対たい峙じしていたが、目の焦点が微妙に合っていなかった。考えごとでもしていたか、どうやら完全に意い識しきを外へ飛ばしていたらしい。

　聖カトリーヌ学園聖せい歌か隊たい・パリ出張公演の旅、その五日目。

　まだ日も昇らないうちにホテルを出て、ほど近くに存在する小さな公園で日課の朝稽古を始めた慧太郎たちだったが、どうにも先刻からクロエの様子がおかしい。普段は寧むしろもう少し肩の力を抜いたほうがいいくらいなのに、今け朝さはなぜか集中力がからっきしだった。

「あ……も、申し訳ありませんっ、ケイ！　つい、ぼ～っとしてしまって！」

「いいよ、誰だってそういうときはある。ただ、今日はもうやめにしておこう。本調子じゃないときに無理をすると危ないよ」

「な、何を仰おつしやいます！　まだ始めたばかりだっ、調子などすぐに──あ！」

　言って気合いを入れるように大小二刀の得物を構え直してみせるクロエだが、力んだ拍子に手元が狂いでもしたか一方のレイピアを取り落としてしまう。慌あわてて拾おうとするも、今度はそれを自みずから遠くに蹴け飛とばしてしまい、もう無茶苦茶だ。これでは殆ほとんど素人しろうと同然だった。

　イチョウの樹きが梢こずえを鳴らす並木道を、剣を回収してとぼとぼ戻って来た彼女に思わず訊きく。

「クロエ、本当にどうしたんだ？　今朝はきみ、ちょっと普通じゃないぞ？」

「…………いえ」

　小さくかぶりを振って、それっきり黙りこくってしまうクロエは、しかしもう練習を再開しようとは言い出さなかった。さすがに今の体ていたらくのあとでは憚はばかられたのだろう。

　それから身み支じ度たくを整えて人ひと気けのない公園を出たのだが、宿までの道すがらクロエは暫らく無言だった。騎き士し道どうを奉ずる者として先の失態を恥じているのかと思えば、どうもまったく別の悩みに頭を占領されているようだ。歩きながら強こわ張ばった顔つきで地面ばかり眺めている。

　これはいよいよ重症だな、と慧けい太た郎ろうは思った。

　朝、宿を出たときから兆ちよう候こうはあったが、何かよほどの問題を抱えているらしい。

　しかし、本人に尋たずねてみても満足のいく回答は得られないだろう。元より些いささか強情なきらいがある娘だ。弱味を手前から明かしたりはすまい。クロエは慧太郎にとって数少ない友人の一人なので、できれば力になってやりたいと思うが、さてどうやって聞き出したものか──

「……あの、ケイ。一つお尋ねしても宜よろしいですか？」

　などと色々考えながら歩いていたら、意外にもクロエのほうから話を振ってきた。

　好機だ。おそらく彼女は悩みを素直に打ち明けられず、質問という体てい裁さいを取って相談を持ちかけようとしているのだろう。なので慧太郎は、これ幸さいわいと微ほほ笑えみを浮かべて頷うなずき、

「うん？　何かな、クロエ」

「ケイは同性愛をどう思います？」

　そして、そのまま危あやうく石いし畳だたみと接せつ吻ぷんしそうになった。

　もっと端的に言って、前のめりに倒れかけた。クロエが慌あわてて言ってくる。

「ああ!?　ケ、ケイ、大丈夫ですか!?」

「……う、うん。大丈夫、大丈夫だけど……なんだ急に!?　今の質問は何!?」

「え？　あ、あぁ、いえ……た、他意はありませんよ？」

　他意はないと言われても、意図なしで出てくる問いかけではあるまい。予想を大きく斜め上にぶっちぎられて、ずっこけかけてしまったではないか。示じ現げん流りゆう剣士なのにアリエナイ。

「ど、どうって訊きかれても……まぁ、愛のカタチは人それぞれだから？　当人たちが望むならそういうのもありかなぁとは思うけど」

「そ、それではっ、やはりケイは肯こう定てい派はだと!?　　ついてない同士、どんと来いと!?」

　途端、凄すさまじい食いつきぶりを見せるクロエ。そのくせ、話はてんで要領を得ない。

　ついてないって、いったい何が？　しかも「やはり」ってどういうこと？

「そ、そうですか。思ったとおりケイは魔ま性しようの……む、むむ」

「……よく分からないけど、なんか変な場所に不時着しようとしてないか、クロエ」

　不可解な反応を連発するクロエに、だんだん慧太郎も本気で心配になってきた。

　ただ、それでも今のやり取りが何か契機になったのか、彼女の瞳ひとみに心なしか活力が戻ってきたように思う。相変わらず表情は曇くもっていたが、これなら率直に尋ねられるかもしれない。

　実を言ってしまえば、一つ心当たりがあるのだ。彼女の様子がおかしい理由に。

「もしかして、だけど──昨日きのう、何かあった？」

「っ」

　クロエが僅わずかに睫まつ毛げを震わせた。思いつきだったけれど、どうやら正解らしい。

「昨日、僕とアンリが宿に戻ったとき、クロエいなかっただろ？　聖せい歌か隊たいの練習にも一人だけ参加しなかったし、就寝時間になってやっと帰って来たと思ったら、すぐに寝ちゃって」

　そう、そうなのだ。クロエは昨日、ほぼ丸一日、行ゆく方え知れずになっていたのだ。彼女に黙ってアンリと出かけた手前、宿に帰ったら何か言われるだろうと身み構がまえていたのだけれど。

「昼間、マザー・テレーズに尋たずねてみたら、『クロエは所用で朝から出てる』って、それしか教えてもらえなかったんだ。あれ、どこに行ってたんだ？」

「そ、それはっ……」

「何か厄やつ介かい事ごとにでも遭あった？　もしそうなら、話してくれれば力になるよ」

　根気よく続ける。稽けい古このときと同じように、彼女の盾剣の守りをどうにか崩くずそうと。

　けれど、結局、説得はすべてが無む駄だだったことを、慧けい太た郎ろうはすぐに知ることとなった。言葉を尽つくせば尽くすほど、逆にクロエの表情は昏くらく沈み、頑かたくなさを増すばかりだったからだ。

「……心配してくださって、ありがとうございます。ですが、これはわたし個人の問題ですから。ケイに迷惑はかけられません」

「いや、迷惑だなんてそんなっ──」

「先に帰ります」

　話を一方的に切り上げ、クロエが小走りに駆かけ出だす。呼び止める暇ひまもなかった。

　やがて曲がり角の向こうへ消えた彼女の後ろ姿を、慧太郎は無為と知りつつも暫しばらくのあいだ目で追っていたと思う。わたし個人の問題、というクロエの台詞せりふが脳のう裏りで谺こだましていた。

　随分、他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方をするじゃないか──とは、もちろん責められない。

　誰だれだって言いたくない悩みの一つや二つあるだろうし、何よりクロエ以上に仲間内で水臭い真ま似ねを続けているのは他ならぬ慧太郎自身だ。責められた義理はなかった。

「……それでもさ、やっぱりそんな寂しい台詞は全然きみらしくないよな、クロエ」

　鬱うつ々うつと独ひとりごちて、ほどなく歩き出す。どうやら自分もあまり本調子ではないらしい。

　それから三〇分ほどかけてホテルに戻った。色々と考えることが多過ぎて、行きの倍近くも時間を要してしまったのだ。

　ホテルの玄関をくぐった途端、カウンターから慇いん懃ぎんに「お帰りなさいませ」と挨あい拶さつしてくれる従業員たち。慧太郎は彼らに軽く会え釈しやくを返し、昇降機に乗り込もうとそのままロビーを横切った。帰室してどんな顔でクロエと会ったものかと、僅わずかに思い悩みながら。

　そのときだ。ロビーの窓まど際ぎわに並んでいた座席の一つから、ふとこちらを呼ぶ声があった。

「また朝っぱらから剣の練習？　旅行先だってのによくやるわね、あんた」

「……アンリ？」

　アンリだった。既すでに制服姿の彼女が、なぜか新聞を広げてそこにいる。

「何やってるんだ、こんなところで？　まだ起床時間にはだいぶ早いぞ」

「なんか今け朝さは目が覚さめちゃってね。そうしたら、あんたとクロエが部屋にいないじゃない？　ピンときてあたしも起きることにしたわけ。──で、なに？　喧けん嘩かでもしたの？」

　慧太郎は少し唇を尖とがらせながら、ガラステーブルを挟んでアンリの対面に腰を下ろす。

「……相変わらず鋭いな。どうして分かるのさ？」

「そりゃ分かるわよ。ばらばらに帰ってきたうえ、クロエは難しい顔であたしに全然気づかないで行っちゃうし。あんたはあんたで餌えさ場ばの争そう奪だつ戦せんに負けたクリワユガカタヌみたいになってるし」

「……別に、喧けん嘩かなんてしてないよ。ただ、クロエの様子がちょっと変だっただけで」

　あっそ、とアンリが相あい槌づちを打つ。そして何気なく新聞に視線を落とした。彼女が愛読している日報紙の『フィガロ』だ。一面にはでかでかと『空くう賊ぞくキャプテン・ラフィット、フランス領空に現る！』などという見出し。掲載されている写真には、飛行船らしき船影が小さく映っている。気き嚢のう内ない蔵ぞう型がたの最さい新しん鋭えい艦かんなのか、剣つるぎの如ごとき鋭角的な形状をしていた。

「それで、わざわざロビーなんかで待ち伏せして、何か人目を憚はばかるような話？」

「あら、あんたも結構、鋭くなってきたじゃない」

「まぁね。まだ三ヵ月とちょっとのつき合いだけど、四六時中、きみと一緒にいればこれくらいは当ぜ──待った、アンリ！　なんで急に鉄てつ砲ぽうを出す!?」

「責任取らせるって言ったでしょ!?　あんた最近、思わせぶりな発言が多いの！」

　懐ふところから銃じゆう把はだけ覗のぞかせ、引き金をカチャカチャやってくる。おっかないったらない。

「ったく……昨日の一件のことよ。大学での大立ち回り」

「あぁ、うん。まぁそうだろうとは思ったけど。何か新聞には出てた？」

「これがもうさっぱり。見事に揉もみ消けされてるわ。……ダーウィンの奴やつ、平気かしらね？」

〈ブリュム・ド・シャルール〉の二人を取り逃がしたあのあと、慧けい太た郎ろうはアンリと合流して速すみやかにパリ第一大学を脱出した。そのため、あれから事態がどのように収束したのか、いまいちよく分かっていないのだ。ダーウィンは十中八九、憲けん兵ぺい隊たいに捕まったろうけれど。

　アンリは心中穏おだやかではないようだったが、ややあって己おのれに言い聞かせるように呟つぶやいた。

「……うん。大丈夫よね、きっと。ボーメスニル少佐は軍人にしては話が分かる人だって言うし、それにダーウィンだって仮にも名が通った一ひと角かどの学者なんだから」

「そうそう無茶な尋じん問もんは受けない、か。──なら、ヴィドックさんのほうは？」

「や、あいつは問題ないでしょ？　なんかボーメスニル少佐と知り合いっぽかったもの」

　確かに、と慧太郎も思う。昨日の騒そう動どうで〈ブリュム・ド・シャルール〉が現れたとき、アンリを案じてすぐに場へ踏ふみ込こもうとした自分を、ヴィドックは次のように諌いさめてきたのだ。

　──あの筋肉オヤジと憲兵隊なら俺おれが引きつけられる。アンリエットが自力で逃げ出す程度の時間は稼かせげるはずだ。それよりお前さんは、あっちの凸でこ凹ぼこコンビのほうに気を張っとけ。

　──エルネストの奴は、昔から詰つめが甘いところがあってな。しくじるかもしれん。

　果たして彼の読みは的中した。ヴィドックとボーメスニルが知ち己きなのは、アンリの言うとおりほぼ間違いないだろう。だが、それで肝かん心じんの慧太郎が下へ手たを打っていたら世話はない。せっかく貰もらった〈ブリュム・ド・シャルール〉と相対する機会を自分は活いかせなかった。

「やっぱり例の二人組……え～っと、雪シユエ蘭ランとミハイール？　あとムッシュ・スキナー。そのうちの誰だれ一人、確保できなかったのは、ちょっと痛いわね」

「……面めん目ぼくない。僕が不ふ甲が斐いないばっかりに」

「あぁ、違う違う。別に責めてるんじゃなくて。っていうか、あんたに無理なら、もう他の誰がやったっておんなじよ。だって相当ヤバイ奴やつらだったんでしょ？」

　慧けい太た郎ろうは迷わず頷うなずく。瞼まぶたの裏に雪シユエ蘭ランとミハイールの手腕を克こく明めいに思い描きながら。

「断言できるよ。あの二人はジョゼフと同じ夜や叉しや羅ら刹せつの類たぐいだ。平ひらの構成員やベノワあたりとは格が違う。常人じゃ戦車や自じ動どう甲かつ冑ちゆうで武装した大部隊でも歯が立たないと思う」

「……そっか。だとすると、なおさら取り逃がしたことよりも、お互い無事だったことを喜ぶべきね。それに、あたしの推論にも信しん憑ぴよう性せいが出てきた。たぶん、チャンスはまだあるわ」

「推論？　チャンス？」

「連中、近々またパリで動くわよ」

　あっさりと告げられ、慧太郎は目を皿のようにした。アンリは真剣な面おも持もちで続ける。

「ムッシュ・スキナーが〈ブリュム・ド・シャルール〉とどういうふうに繋つながってたのかは知らないけど、たった一人の内通者の回収に幹部が二人も出張るのは不自然だもの。……あんたは思い出すのが辛つらいでしょうけど、コルアーノの暗殺のときがいい例よ」

　アンリの言う「思い出すのが辛い」とは、件くだんのエドアルド・ヴァルテス・コルアーノ枢すう機き卿きよう──慧太郎としては苦い感情しかない、暗殺事件の生き残りだったあの男が、つい一ヵ月ほど前、まさかの事故で他界したからだ。なんでも自室の窓から転落死したらしい。

　アンリはそれについて「タイミング的に事故は不自然だ」と主張しているけれど、まぁそれは今はいいだろう。ここで悩んでも詮せんはない。問題なのは当面のことだった。

「その〈七星コキシネル〉とかいう地位だか部隊だかは、組そ織しきにとって虎とらの子こなんでしょうね。だって、枢機卿の暗殺だけじゃなく、裏切り者から〈蟲天の瞳エレクトロン〉を取り返すなんて重要な任務まで、部下を数人宛あてがっただけでジョゼフ一人に任せちゃうんだもの。よっぽどじゃない？」

「なのに、ムッシュ・スキナーを連れ去ったのは二人の〈七星コキシネル〉……」

「ええ。たぶん、もっとずっと大きな任務のために動いてるんだわ。スキナーとの接触は、あくまでその一いつ環かんでしかない。そう考えたほうが妥だ当とうな気がする」

　つまり、再び〈ブリュム・ド・シャルール〉が動くとすればそれは大々的なもので、自分たちがパリに滞在しているあいだなら食いつける目もあるということか。

「……でも、『大きな任務』っていうのは、いかにも不吉だな」

「まーね。ヴィドックなら何か掴つかんでそうだから、できれば話を聞きたいんだけど」

「？　ヴィドックさんはパリに住んでるんだろ？　だったら──」

「もう昨日のうちに、あいつの事務所には手紙出したわよ。『ホテル・グロワールまで来られたし』って速達でね。読んでその気があるなら、今日中にでも顔を見せると思う」

　さすがだ。仕事が早い。となると、あとは慧太郎が覚悟を決めておくだけだった。

　いつ敵と相見あいまみえてもいいように、常じよう在ざい戦せん場じようの心こころ構がまえを常つね日ひ頃ごろ以上に堅く強く。

「にしても……う～ん、雪シユエ蘭ランにミハイールかぁ」

　と、そこでアンリが眉み間けんに皺しわを寄せ、何やら訝いぶかしげに唸うなった。

「？　あの二人がどうかした？」

「や、どーも連中、多た国こく籍せき軍ぐんめいたところがあるなぁって」

　なるほど。確かに同じ疑問は慧けい太た郎ろうも感じていた。

「雪蘭ってのは間違いなく中国人でしょ？　で、ミハイールとかいうあの巨漢は、ミーシャって愛称からするにロシア系よね？　ジョゼフはたぶんフランス人だし……」

「きみ、言ってたよな？　二ヵ月前の事件のときベノワが妙なことを口走ってた、って」

「……そう、あたしもそれが気になってるのよ」

　当時の会話を思い出そうとしてか、アンリがこめかみを指で叩たたきながら続ける。

「ベノワの奴やつはフォンタネル砦とりでで確かに『〈ブリュム・ド・シャルール〉は世界のあちこちで、名を変え姿を変え暗あん躍やくしてきた』みたいな話をしてた。それを鵜う呑のみにするなら、もしかしたら連中ってフランスで発足した組そ織しきじゃないのかもしれないわ」

「でも、ベノワの話はいちいち大おお仰ぎようだったから、話半分くらいに留めておくべきなんだろ？」

　他ならぬアンリが二ヵ月前に述べたことだ。彼女は僅わずかに考える素振りをしたのち、

「うん、その考えは今も変わってない。ただ、〈ブリュム・ド・シャルール〉に対する認識はちょっと改め直したほうがいいのかなって。少なくとも初めの頃あたしたちが思ってたより、相手はもっと大きくてヤバイって感じがするもの」

　こりゃ気合いを入れてかないとね、と表情を引ひき締しめるアンリ。まったく心強い限りだ。しかし、だからこそ慧太郎は、そこでふと自問してしまった。

　そんな強大な相手と事を構えるのに、今後も変わらず彼女を頼って良いのか、と。

　普段の自分なら延々と悩み続けてもおかしくない命題のはずだが、やはり相手がクロエやマルティナとは何か違うからだろうか？　困ったことにあっさりと結論が出てしまった。

「──アンリ」

「ん？」

「これからもいっぱい面倒をかけると思う。難なん儀ぎな弟で申し訳ないけど、よろしく頼むよ」

　少し面おも映はゆいものを感じながらも、しっかりと己おのが気持ちを言葉にして伝えた。

　アンリがハシバミ色の瞳ひとみをぱちくりさせる。

　で、その直後。

「ぷっ、くくく……ふふ、あはははっ」

　彼女の表情が一挙に蕩とろけた。それはもう、楽しそうに、こそばゆそうに。

「やだ、慧太郎ったら。おっかしーんだ。なぁに？　今日はやけに男の子じゃない」

「い、いや、改まって言うのもどうかと思ったんだけど、その……ほ、ほら、親しき仲にも礼れい儀ぎあり、みたいな？　そういう……っていうか、なんで笑うんだよ!?」

「あははははは！　ご、ごめんごめん！　でも、慧けい太た郎ろうがあんまり素直でかぁいいから！」

　遂ついには爆ばく笑しようまでされてしまう。当然、慧太郎のほうは甚はなはだ面白くない。せっかく勇気を出して言ったのに散々だ。なんだか持病の不ふ整せい脈みやくも急に酷ひどくなってきた気がするし。

　なので、アンリがようやく笑いを収め、話を締しめ括くくろうとしたとき、

「さて、と。これで今後の方針はだいたい決まったわね。ま、後手に回るばっかりなのは、あたしとしては、ちょっと気に入らないんだけど──他に何かある？」

「……ある。すごく重要な説明が一つ抜けてる」

「？　何よ？」

「アンリ、クロエがおかしくなった原因、知ってるだろ？」

　大笑いされたお返しとばかりに、半眼でいきなり深く切り込んでやった。

　アンリが気まずげにサッと視線を横に逸そらす。大変、分かりやすい反応だ。

「よし、不意打ち成功。次からはこの手を使おう」

「～～～ッ、ほんとに鋭くなってきたわね、あんた……っ！　ってか、お姉ちゃんに一いつ杯ぱい食わせるとか生意気よ！」

「言ったろ？　毎日一緒にいるって。きみの不審な挙動くらい見抜けて当然だ」

　クロエの様子が云うん々ぬんと語った瞬しゆん間かん、既すでに読み終えていたはずの新聞を、急に興味なさげに捲めくり始はじめるのだから、そりゃいくら自分が鈍にぶくても気づく。あんまり舐なめないで欲しい。

「あと、たまには弟の反はん撃げきに遭あうのも、立派な姉の努めだと僕は思うよ？」

「るっさい！　あーもうっ、可愛かわいくない可愛くない！　得意げな慧太郎とか可愛くない！」

　うがー、と怒るアンリは残念ながら可愛い。あ、不整脈もなんだか落ち着いてきた。

「で、原因はなんなのさ？　隠そうとしたってことは、やっぱり僕には言いにくいこと？」

「……ううん。でも、あたしが喋しやべっちゃうのは、なんか反則っぽい気がして……」

　反則？　意味がよく分からない。慧太郎としてはできれば弁わきまえておきたい話なのだけれど。

　とはいえ、さすがに無む理り強じいはできないので、暫しばらく無言で相手の反応を待ってみることにした。アンリは難しい顔で逡しゆん巡じゆんしたのち、やがておもむろに手招きして、

「わたしも人が話してるのを偶然、聞いただけよ。だから詳くわしくは知らない。ただ──」

「う、うん？」

　慧太郎が顔を近づければ、事の次第をそっと耳打ちしてきた。




　　　　○




　許婚いいなずけ。

　現れるなりそう名乗ったあの青年、アルテュール・リグワールは、果たしてクロエが抱いた第一印象をまったく裏切ることがなかった。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、才さい色しよく兼けん備び。貴族でこそないものの、上流階級にも顔が利く大だい富ふ豪ごう。既すでに若くして家か督とくを継いでおり、自身も多くの事業を成功させている社交界の華はな。人となりも文句のつけようがなく、気さくでチャーミングなうえ、ブルジョワ特有の鼻持ちならなさも、まったくない。あまつさえ趣味が剣術と馬術とあっては、もうクロエと話が合わないわけがなかった。

　すべて昨日きのう、彼と一日行動を共にして分かった事実だ。

　ホテルのロビーで衝しよう撃げき的てきな対面を果たしたあのあと、半なかば混乱状態のままデートに誘われて街まちを一緒に回ったのだが、打ち解けるのにそう時間はかからなかったと思う。

　無論、初めは警けい戒かいしていた。何しろ親が勝手に決めた許婚いいなずけなど青せい天てんの霹へき靂れきだったし、曰いわくを持つロシュジャクラン家には良からぬ輩やからも数多くすり寄って来る。詐さ欺ぎの類たぐいだとしても、なんら不思議はない。そう疑って──いや、心のどこかで『期待して』いた。

　だが、リグワールが見せてくれた書類には、確かに父の筆跡で「両者の許婚関係を双そう家けの合意の下ここに証明す」と記されており、押されたロシュジャクラン家の捺なつ印いんも偽いつわりなく本物だった。加えて言ってしまえば、わざわざそんな書きつけを残す生き真ま面じ目めさも、生まれて間もない娘の将来の伴はん侶りよを早々に決めてしまうという拙せつ足そくぶりも、実に父らしい話ではあったのだ。

　ともあれ、リグワールは語った。今年で三〇になるという青年実業家は微ほほ笑えみながら、

　──私はね、マドモアゼル。貴女あなたにずっと恋焦こがれていたんですよ。

　──はは、信じられませんか？　無理もない。何しろ私たちは今日こうして会うまで、お互い満足に面めん識しきさえなかったのですから。しかし、神に誓って嘘うそはありません。

　リグワールの話によれば、クロエの意固地さをよく知る父は、時間をかけて娘の結婚に対する考え方を矯きよう正せいし、それから事情を明かすつもりでいたらしい。そのあいだリグワールがクロエのことを知る手掛かりといえば、毎年届けられる手紙と写真だけだったそうだ。

　──初めて家に届いた写真は、貴女が八歳さいのときのものです。当時は映っている女の子が幼過ぎて、正直、これが許婚だと言われてもピンと来ませんでしたね。

　──ですが、その女の子が写真のなかで美しく成長してゆくにつれ、次第に私も彼女に心奪うばわれていきました。ええ、会えないからこそ想おもい募つのる、というやつかもしれない。

　──実は去年、聖せい歌か隊たいのコンサートを密ひそかにパリで拝はい聴ちようさせて頂いたんです。出来心だったんですが、今思えばあれがいけなかった。私が侯こう爵しやくとの約束を反ほ故ごにし、今回こんな思い切った行動に出た理由は……まぁ、早い話がそういうことです。

　それでもなんとか一年は堪こらえたが、とうとう我が慢まんできなくなったのだと彼は釈しやく明めいした。

　だからこそ、かねてから学園の出資者だったことを利用し、聖歌隊にオファーを持ちかけてパリ行きの日程まで調整させ、今日この日、こうしてクロエに会いに来たのだと。

　──マザーは何も知りません。すべて私一人で計画したことです。前以もって貴女に話を伝えなかったのは……嗤わらってください。面会すら拒こばまれたらと考えると怖かったからなんです。

　──突然のことに気分を害されたのなら謝あやまります。ただ、どうか分かって欲しい。

　──私は貴女あなたに恋をしている。他など顧かえりみる余裕もないほどに。

　クロエは驚おどろきはしても怒りはしなかった。いや、それどころか少なからず嬉うれしくさえあったのだ。異性にここまで一途に想おもわれて、胸がときめかない年とし頃ごろの乙女おとめなどおるまい。

　だって、今のフランスは『望まぬ結婚』が、さして珍めずらしくもない国なのだ。

　存在が形けい骸がい化かしつつある貴族は富欲しさに。歴史を持たない市民富裕層ブルジヨワジーは血ち筋すじ欲しさに。どの家も子息子女を道具として扱い、最大限、有効利用するのが当然の時代なのだ。

　ロシュジャクラン家もまた然しかり。領地を殆ほとんど持たないくせに、体面を保つことばかりに苦心し、今では貯蓄を切きり崩くずす一方となっている。完全に没落するのも遠い話ではあるまい。

　だから、それを良しとできなかった父の苦悩は理解できる。そのうえで娘の幸せも最大限に願ってくれ、リグワールを選んだであろうことも想像に難かたくない。

　おまけに、ただでさえ非の打ちどころがないその相手が、単に家の都合から『貴族の娘』を求めているのではなく、クロエ個人にはっきりと執着を見せ、熱ねつ烈れつに愛の告白までしてくれたのだ。至いたれり尽つくせり過ぎて、いっそ怖いくらいだった。

　ならば、これは素直に良談と解かい釈しやくすべきなのかもしれない。

　落ち目の家を再興でき、またとない親孝行にも繋つながり、自分も幸せが保証されているなら──例たとえ与あずかり知しらぬところで定められた許婚いいなずけでも、喜んで受うけ容いれるべきなのかもしれない。

　自分が胸に秘め続けている、この恋心と呼んでいいのかどうかさえ疑わしい感情など、ぐちゃぐちゃにすり潰つぶしてなかったことにしてしまって。

「…………無理ですよ、そんなの」

　ケイと別れてホテルに帰って来たクロエは、思わずそう独白して部屋の前で足を止めた。

　付近にある姿見に映った自分の顔は、なんだか今にも泣き出しそうに見える。あんまりひどい顔だから、ケイに見られなくて良かったと、この期ごに及んで馬ば鹿かなことを考えてしまった。

「本当に、救いようがない……彼女はそんなこと、気にも留めないでしょうに……」

　気にしない。のではなく、気にされない。そのことが少し悔しかった。

　理り不ふ尽じんな怒りだということは、もちろん承知しているのだけれど。

　実際のところ、自分は大馬鹿者なのだろう。リグワールは多くの女性が相手に望む、およそすべてを兼ね備えた人物なのに、秤はかりにかけるもう一方は殿との方がたですらない──など。

　真っ当な人間の思考ではない。だから、ケイに悩みを打ち明けることもできなかった。

　もし打ち明けて、それで彼女に「いい縁談はなしだね、おめでとう」などと寿ことほがれたら、さすがに何を口走ってしまうか分かったものではなかったからだ。

　正しよう味みの話、その可能性はかなり高かったと思う。だって、例えケイが魔ま性しようの女で『ついてない、どんと来い』な気質だとしても、彼女の瞳ひとみに映っているのはいつだって──

「何やってるの？」

「わひゃっぷ!?」

　出し抜けに横から声をかけられ、ちょっと変な悲鳴が口を衝ついて出た。慌あわててそちらに振り向けば、部屋のドアが僅わずかに開いており、隙すき間まからマルティナが顔を覗のぞかせている。

「び、びっくりさせないでください！　心しん臓ぞうが止まるかと思ったではないですか！」

「こっちの台詞せりふよ。前ぜん衛えい的てきな悲鳴で威い嚇かくしないで」

　淡々と言いながらマルティナが廊下に出てきた。彼女は既すでに制服に着替えており、クロエは珍めずらしいなと目を丸くする。マルティナはケイと同じで、比較的、朝には弱いタイプなのだ。

「今け朝さは早起きですね？　あと一時間は起きないと思っていました」

「ぱたんぱたん」

「？」

「ドアが開いたり閉まったり、うるさかったもの」

　開いたり閉まったり？　ケイがどこかで自分を追い越したとは考えにくいから、ひょっとしてアンリエットも部屋にいないのだろうか？　そう疑問符を浮かべていたら、

「けーたろは？　一緒に稽けい古こに行ったのではなかったの？」

「あぁ、いえ……そうなのですが、わたしだけ一足先に帰って来たのです」

　マルティナが眼鏡めがねのレンズ越しに、じっとこちらを見み詰つめてきた。別々にホテルに戻って来た理由をたちどころに暴かれた気がして、クロエはなんとなく首を竦すくめてしまう。

「そ。ならいい。ロビーで待つ」

「……ッ、待ってくださいマルティナ！　も、もしや貴女あなたはケイに──」

「違うわ。別件。そんな無む駄だなことしない」

　やはり見透かされているのか、くだらない早とちりは即座に訂正された。

　マルティナは昨日、ロビーでリグワールと会っているため、ケイにそのことを話しに行くのかと勘かん繰ぐったのだ。まったく、どうかしている。彼女がそんな真ま似ねをするはずもないのに。

　だが、思い違いについて謝しや罪ざいする暇ひまもなく、続けて核心を衝く台詞が放たれた。

「そのぶんだと、まだ答えは出せてないみたいね」

「っ!?　な、なん……!?」

「分かるわ、それくらい。顔に書いてあるもの」

「い、いちいち先回りしないでください！　意地悪ですよ、マルティナ！」

「か～お～に～か～い──」

「そういう意味ではありません！」

　贅ぜい沢たくね、とマルティナは寝言めいた声音で呟つぶやき、次いであっさりと踵きびすを返した。

「別にいいけど。でも、後悔だけはしないようにね」

「……マルティナ？」

「もうじき色々なことが終わりになるから。気持ちの整理くらいはつけておきなさい」

　背中を向けたまま、去さり際ぎわにそんなことを告げてくる。常つねらしい意図不明な物言いだ。

　けれど、このときばかりはマルティナの語調に何か奇妙なささくれがあったように思え、クロエは言葉の真意を問とい質ただすこともできず遠ざかる小しよう躯くを見送ってしまった。

　なんだったのだろう今のは。色々なことが、終わる……？

　何が何やらという感じではあったが、あいにく現在のクロエに些さ細さいな疑問を追求していられるほどの余裕はない。頭のなかはまたすぐに自分のことで一いつ杯ぱいになり、やがて夢遊病者みたいな足取りで部屋に入るとベッドに倒れ込んだ。枕まくらに顔を埋うめて、うんうん唸うなってしまう。

　クロエ・エマニュエル・ド・ラ・ロシュジャクラン。

　女の身なれど剣に秀ひいで、現代の騎き士しを自負する、由ゆい緒しよ正しき貴とうとき血が末まつ裔えい。

　祖父の過あやまちと正しさを胸に、二ヵ月前の事件の折、自みずからの騎士道を定め直したばかり。

　ちなみに好みの男性のタイプは、『シャルルマーニュ一二勇士』のローラン様。

「……なら、ムッシュ・リグワールは理想的ではないですか」

　なのに親の期待を裏切って、血の責務からも逃げ出して、大多数の人間の理解さえ得られぬ懸け想そうを優ゆう先せんするのか。そんなことをすれば、自分は騎士でも貴族でもなくなってしまうのに？

　きっと勝算などありはしないと──『彼女』には勝てないと、そう分かっていながら？

「っ」

　昨日、リグワールは言っていた。どうか許婚いいなずけという言葉に縛しばられないで欲しい、私は本当の意味で貴女あなたの心を手に入れたいのだから、と。

　ただ、もし少しでも気持ちが動いてくれたなら、まずは普通におつき合いから始めてみないか、とまで提案された。答えは急がなくて良いという話だったが、だからといって相手の寛かん容ようさに甘えるわけにもいかない。今夜には、彼の屋や敷しきで催もよおされるパーティーに、自分を含め聖せい歌か隊たい全員が出席するのだ。それまでには最低限、決めておかねばならないだろう。

　自分が何を取り、そして何を捨てるのか。

　剣か、女か。あるいは友か。




　　　　○




　芸術の都パリには、美術館と名のつく建造物が、とにかく呆あきれるほど多い。

　事前に何も調べず街まちを訪れた観光客たちは、目移りしているあいだに時間を浪ろう費ひすること請うけ合あいだ。だが、そんななか一つだけ、「ここだけは」と誰だれもが思う美術館が存在する。

　言うまでもない。世に知らぬ者なき、ルーヴル美術館である。

　所蔵量、展示数、施設規模、格式──どれを取っても間違いなく世界最大級。ここを見ずして何がパリか、何が芸術の都か。そう高こう慢まんに断じてしまっても良いくらいだ。

　名画名品数あれど、なかでも抜きん出た目玉は二つ。

　一つは『ミロのヴィーナス』。ほんの二〇年前、エーゲ海のミロス島で発見されたばかりの彫像で、にも拘かかわらず早くも「ルーヴルの至宝」などと持もて囃はやされている造形美の極致だ。美術館に運び込まれた際、台座の部分がどこかに紛失し、両腕も未いまだに見つかっていないが、その不完全さが寧むしろ女神の美を際きわ立だたせていると語る評論家も多い。

　そして、もう一つが『モナ・リザ』。彼かの巨きよ匠しようレオナルド・ダ・ヴィンチの傑けつ作さくであり、フランソワ・ヴィドックの目の前で今、たおやかに微ほほ笑えんでいる貴婦人の絵がそれだった。

「──ンなご大層な代しろ物ものには、とても見えんけどな。俺おれに絵心がないからかね？」

「口が過ぎますぞ、ヴィドック殿どの」

　歴史的名画に何気なくケチをつけていたら、ふと隣となりに立った丸い人影が小声でそう咎とがめてきた。イタリアの絵画ばかり並ぶ広い画廊には大勢の客が認められ、その合間を縫ぬうようにして今しも自分に接近してきた男だ。こんな体形でまぁ抜き足差し足の上う手まいこと。

「よう、エルネスト。待ちくたびれたぜ」

「遅ち参さん申し訳ない。昨さく日じつの件の事後処理に追われておりましてな。……ですが、ルーヴル美術館で『待ちくたびれた』という発言は、やはり些いささか問題があるように思われますぞ」

　眉まゆ一つ動かさず、エルネスト・オージェ・ド・ラ・ボーメスニルが告げてくる。相変わらずの堅苦しさだ。今は軍服姿でこそなかったが、装よそおいにもまるで遊びがない。喋しやべるあいだも彼の視線はこちらに向くことはなく、ぴたりと目の前の肖像画にのみ注がれていた。

　一応、相手の姿を横目で確認したあと、ヴィドックも昔むかし馴な染じみに倣ならって前を向く。

「パリは俺の庭だぜ？　ルーヴルなんざ今まで飽きるほど来てら」

「そして、そのたびに難癖をつけて回るわけですか。なるほど、貴き殿でんらしい」

「言うようになったなぁ、お前。……で、誰だれかに尾び行こうされたりは？」

「そのような不ふ手て際ぎわは断じて」

　などと打てば響ひびくように応じてくるボーメスニルだが、ここぞというところで凡失を犯す悪あく癖へきは、昨日の騒そう動どうを見た限りだと直っていない。用心に越したことはなかろうと判断し、

「場所を変えようぜ。今日は客の入りがいい。さすがに少し人が多過ぎる」

「？　構かまいませんが……しかし吾わが輩はい、あまり長居はできませんぞ？」

　無論、分かっている。何しろ今はお互い立場が違うのだ。憲けん兵ぺい隊たいの少佐がたかが一介の探たん偵ていに呼びつけられ、こうして秘密裏に面会しているというだけで、本来なら大変な問題だろう。

「ただな、やっぱりこの場所はまずい。ひしひし敵意の視線を感じるんだわ」

「ッ、敵意の視線!?　よもや、どこぞに狼ろう藉ぜき者ものが!?」

「ああ。どうもさっきの悪口が聞こえてたらしくてな。警けい備び員いんの一人がすげぇ形ぎよう相そうで俺のこと睨にらんできやがる。……ったく、抱けもしない女の何がそんなにいいんだか」

　言いながらヴィドックは歩き出す。最後にモナ・リザを一いち瞥べつするが、やはり全然自分の好みではなかった。どれだけ絵が達者に描けても、ダ・ヴィンチの奴やつは女の趣味は悪かったらしい。

「……多少睨にらまれても我が慢まんすべきですな。貴き殿でんの場合、自じ業ごう自じ得とくです」

　やや遅れて背後から、一人ぶんの足音と文句、そして盛大な溜ため息いきがついて来た。




　もうかれこれ一〇年以上も前の話になるか。

　当時、まだ国こつ家か警けい察さつパリ地区犯罪捜査局の局長だったヴィドックは、とある難事件に直面しほとほと頭を悩ませていた。詳しよう細さいは割愛するが、極きわめて厄やつ介かいな事ヤ件マだったのだ。

　事件の内容それ自体もさることながら、国こつ家か憲けん兵ぺい隊たいの介入も捜査の難航に拍車をかけた。

　いわゆる軍警察であるところの憲兵隊は、管かん轄かつの関係上、国家警察とまことに折り合いが悪い。互いに相手のことを蛇だ蠍かつの如ごとく嫌っており、事あるごとに足の引っ張り合いまで演じる始末だ。そんな両りよう組そ織しきの反目ぶりは、現在に至ってもまるで改善されていない。

　しかし、一〇年余前のあのとき、そんな状況に業ごうを煮にやした一人の熱血漢がいた。

　誰だれであろう、若き日のボーメスニルである。下士官ながら既すでに憲兵隊で頭角を表し始めていた彼は、ある日いきなり局長室にやって来て、ヴィドックにこう訴えたものだった。

　──事件解決のために、我々は一致団結すべきだ！　そうでしょう!?

　そのとおり。まったく以もって正論だ。けどなぁオイ、だからって俺おれにどうしろってんだ？

　ヴィドックは初め、そう言って相手の幼よう稚ちさを笑い飛ばし、満足に話を取り合いもしなかった。無礼千万な若造は、部下たちの手ですぐに、局から摘つまみ出だされてしまったし。

　けれど、それから来る日も来る日も、ボーメスニルはまた懲こりずに現れた。

　捜査局で。路上やカフェで。果ては自宅の前で。でかい声で熱弁を振るい、ヴィドックに協力を持ちかけてくる。警察と憲兵隊の確執は根深い、トップの俺にもどうしようもない──そう説明したところで聞き入れはしなかった。こりゃ真正の阿あ呆ほだな、と思ったものだ。

　しかし結局のところ、折れたのはヴィドックのほうが先だった。

　ボーメスニルという男の愚ぐ直ちよくさに、ある種の期待を抱くようになったからだ。

「ふと思ったのさ。こいつはどうしようもない馬ば鹿かだが、それでも軍人のなかじゃマシな部類だ。上層部うえの席に座らせりゃ、組織改革なりなんなりに努めて、警う察ちと憲兵隊の不仲も少しはマシになるかもしれん、ってな。だからあのとき、個人的に協力を約束した」

「……光栄ですが、昔の話を持ち出すのは些いささか反則ではありませんかな？」

　美術館でもっとも奥まった場所にある展示スペース。その片隅にそっぽを向いた状態で設しつらえられた一組のベンチに、旧友と背中合わせに座ったヴィドックはくつくつと笑う。背後のボーメスニルは、かつての自分の青臭さを思い出してか、少しばつが悪そうだった。

　ともあれ、互いに密に連絡を取り合い情報を交換し、ヴィドックとボーメスニルは間もなく件くだんの難事件を見事に解決した。その後も幾いく度どとなく二人で捜査を行なったものだ。

「だってぇのに、お前は冷てー奴やつだよ。俺が局長を辞めたら急に音おと沙さ汰たなくなりやがって。そのうえ未いまだに少佐止まりってのはどういうわけだ？　俺の投資を返しやがれ」

「そう言われましても……吾わが輩はい、あまり出世には興味がありませんし、ヴィドック殿どのが肩の荷を下ろされたのなら、もうみだりに頼るべきではないと配慮した次第で。それに、音おと沙さ汰たがないと言うなら、それは貴き殿でんも同じではありませんか」

「当たり前だ。俺おれのほうから舎弟の元に出向いたら、なんか負けたみたいで癪しやくじゃねえか」

　ボーメスニルが肩越しにこちらを振り返る。厳いかめしい顔で子供みたいに面食らっていた。

　実際のところ馬ば鹿かげた話だ、とヴィドックはしみじみ思う。同じ街まちに住んでいながら一〇年余りも顔を合わせなかったなど、まったくお互い何をムキになっていたのやら、と。

「──逃げた、って思ってるか？」

　知らず口を衝ついて出たその問いかけに、ボーメスニルはただ「いえ」とだけ返答した。

　軽く息をつく。できれば煙草たばこを吸いたかったが、館内はどこも禁煙だ。なので諦あきらめ、

「そうかい。ンじゃま、昔話に花咲かせんのはこれくらいにして、ぼちぼち本題といくか」

「ですな。時間が惜しい」

「単刀直入に言うぜ。今回だけでいい、エルネスト。俺と手を組め」

　呼びつけられた時点で予想はしていたのだろう。応じるボーメスニルの声は早かった。

「吾輩は今や責任ある身で、貴殿は市井しせいに流れた者だ。昔のようにはいきますまい」

「なぜだ？　お国のためって名目をぶら下げてない奴やつは信用できないか？」

「信用はできます。貴殿は吾輩にとって恩ある方だ。しかし、節度は必要です」

「堅てぇなあ。利用できるモンは、なんでも利用しろって教えたろうに」

　だが、個人的に受けた恩を無視するのもまた、節度云うん々ぬんというボーメスニルの理屈からは外はずれる。つまり彼は言外にこう告げてきたのだ。最低限の義理は果たす、と。

「……どこまでなら譲ゆずれる？」

「簡かん単たんな情報交換までなら。協同歩調は歩あゆめません。一定以上の軍機に抵触する話も」

「っし、分かった。じゃあまず、こっちから先に手て札ふだを明かすが、俺は今〈ブリュム・ド・シャルール〉を追ってる。依頼人については訊きくな」

「それで吾輩には、どの札を晒さらせと？」

　ヴィドックはぴっと三本の指を立てた。そして、まず薬指を折ってみせる。

「一つ目。あのあと、ダーウィンはどうなった？」

「どうもなっていません。我々はあくまで重要参考人として彼を拘こう束そくしただけです。今は部下をつけてスキナーの所持品の検査に手を貸して頂いております」

　それはつまり、スキナーの持ち物のなかに何か専門家でなければ解し得ない類たぐいの証拠品がある、ということなのか。そう思し惟いを巡めぐらせながら、次にヴィドックは中指を折る。

「二つ目だ。こいつは一応というか、ただの確認なんだが……お前らは端はなからダーウィンをシロだと踏ふんでたな？　狙ねらいはスキナーのほうだけだった。違うか？」

「そのとおりです。絶対の確証まではありませんでしたが」

「……ふん。俺おれはてっきりダーウィンも絡からんでやがるんじゃないかと睨にらんでたんだがな。まあいい。なら、三つ目だ。なんたって、こいつが一番重要だろ」

　ヴィドックは最後に残った人差し指を折りながら、

「お前らいったい、どうやってスキナーに辿たどり着ついた？」

「…………」

　さすがに今度は即答とはいかなかった。だが、気難しげに押し黙った昔むかし馴な染じみの背中に、僅わずかに逡しゆん巡じゆんの気配があるのを見て取り、ヴィドックは更さらに手て札ふだを明かすことにする。

「俺がスキナーのことを嗅かぎ回まわってたのはな、それが依頼者からの指示だったからだ」

「……なんですと？」

「奴やつこさん、ダーウィンに関しては自信がなかったみたいだが、スキナーと〈ブリュム・ド・シャルール〉の癒ゆ着ちやくはほぼ確信してたぜ。あと、もう一個おまけで教えてやる。さっき依頼者については訊きくなと言ったが、実のところ俺も相手が誰だれなのかよく知らねぇんだよ」

　ま、察しはついてるけどな──最後にそう言葉をつけ足したのは、お前がスキナーまでの道みち筋すじを語れば、俺もそいつを開かい陳ちんしてもいい、というサインのつもりだった。依頼人に対する秘ひ匿とく義ぎ務むを負う探たん偵ていとしてはギリギリの譲じよう歩ほだ。果たして、ボーメスニルは僅かに唸うなると、

「貴き殿でんがそこまで腹を割ってくださるのなら、こちらも相応の見返りで以もって対するのが礼れい儀ぎでしょうな……ただし、吾わが輩はいが今から話すことは、くれぐれも内密にして頂きたい」

「分かった分かった。もったいぶるな。吹ふい聴ちようなんざしねえっての」

　では、とボーメスニルはそこで一いつ拍ぱく、呼吸の間を置いたのち続けた。

「──ルイ・ナポレオンを、ご存知か？」

「？　ああ、そりゃな。けど、なんで急に奴やつの名前が……」

「ほんの一週間ほど前です。パリ郊外で遺体となって発見されました」

「ッ、なんだと!?」

　思わず声量が上がった。慌あわてて口元を手で押さえ、周囲を確認してみると、客たちが何事かとこちらを見ている。叫んだ拍ひよう子しに半なかば身を乗り出していたヴィドックは、視線の集中砲ほう火かに愛想笑いを返して再び席に座り直した。背後のボーメスニルが静かに注意を投げてくる。

「ご内密に、とお願いしたばかりですが」

「……俺だって樹きの股またから生まれてきたわけじゃねぇ。驚おどろくときゃ驚く。つーか、それは掛け値なしに本当の話なのかッ？　ルイ・ナポレオンが……死んだ？」

　ルイ・ナポレオン。あのフランス皇帝ナポレオン・ボナパルトの甥おいに当たる人物だ。現フランス政府を牛ぎゆう耳じるオルレアン派によって、国の中ちゆう枢すうから追いやられたポナパルト一族のなかでは取り分け大物といえる相手で、おそらく今もっとも帝てい政せい復ふつ古こに熱心な男だろう。国外に亡命しながらも暗あん躍やくを続け、幾いく度どとなくフランス各地で武ぶ装そう蜂ほう起きを起こしている。

　情報の真偽を問とい質ただしたこちらに、ボーメスニルは重々しく猪い首くびを縦たてに振り、

「他殺です。死因は胸の刺し傷。至近から一突きに。現場に争った形跡はなく、また被害者が生前、相手に警けい戒かいを抱いていた節ふしもなし。おそらく身内による犯行かと」

「裏切りってわけかい、くそっ……野郎がフランスに戻って来てたなんて、俺おれはまったく知らなかったぞ。それに一週間前だと？　なら、どうしてまだ表おもて沙ざ汰たになってない？」

「緘かん口こう令れいが敷しかれているからですよ。事が大き過ぎるためボナパルト派がどう動くか分かりませんし、何よりそのことを知ればスキナーが雲隠れしてしまう虞おそれがあった」

　ヴィドックは自じ慢まんのモミアゲを弄いじった。ようやく話が見えてきたな、と。

「つまり、ルイ・ナポレオンも〈ブリュム・ド・シャルール〉と仲良しだったわけか？」

「のみならず、彼を手にかけた下手人も、おそらくは」

　なるほど。ルイ・ナポレオンは現政府の打倒を声こわ高だかに謳うたい、国中の革かく命めい組そ織しきに片っ端から声をかけていた男だ。〈ブリュム・ド・シャルール〉と繋つながっていたという線は充分あり得るし、八方美人の宿命で何かをきっかけに刃にん傷じよう沙ざ汰たというのも頷うなずける。

「スキナーの名には、ルイ・ナポレオンがフランス国内に所有していた隠れ家に、偶然残されていた資料から辿たどり着つきました。その隠れ家は持ち主の死後、なぜか火事に見み舞まわれておりましてな。本来ならすべて焼失していたはずですが、幸さいわいなことに地下室が存在していた」

「……肝かん心じんの死体のほうは放置して、細かな証しよう拠こ隠いん滅めつはきっちりか。テロ屋らしいな」

　周まわりを踊おどらせる気満々の手口だ。奴やつらが地下室の存在を見落としてくれたのは僥ぎよう倖こうだった。

「で、その資料に〈ブリュム・ド・シャルール〉の名前も出てきたわけだ？」

「はい。内容は主に資金工作についてでした。ルイ・ナポレオンを介して国内外問わず各地のボナパルト派と通じ、彼奴きやつらは多額の金を調達していたようで。ただ、その末まつ尾びにルイ・ナポレオンのものらしき筆跡で『騙だまされた、スキナーに確認を！』という走り書きが。ムッシュ・ダーウィンが逗とう留りゆうしている宿の名前と住所も記されていました」

　ヴィドックは黙考した。ダーウィン自身ではなくその助手を名指ししているあたり、やはりスキナーのほうこそが本命と見て間違いない。だがしかし、ボーメスニルの言と自分の手持ちの情報を合わせると、少しばかり面白くない事実が浮かび上がってくる。

「さっきの依頼主の話になるがな、俺はそいつをボナパルト派の人間と睨にらんでるんだ」

「……確度のほどは？」

「あくまで勘かんだ。だが、テロ屋の調査を依頼する時点で、だいたい素性も見えてくるだろ？」

　ボーメスニルが自慢のチョビ髭ひげを弄った。考えて納得したのか、ややあって無言で頷く。

「最近、俺のところに直接話を持ってくる奴が、やけに焦あせってやがってな。調査の進展はまだかと、うるさくて敵かなわん。俺は初め、連中が〈ブリュム・ド・シャルール〉のことを知りたがってるのは、ティエールの失権を狙ねらってのことだと踏ふんでたんだが──」

　ボーメスニルの肩が微細に跳はねる。アドルフ・ティエール首相と〈ブリュム・ド・シャルール〉が通じていることを前提に話を進めたため、軍人として思うところがあったのだろう。ただ、実際には何も言ってこなかったので、ヴィドックも敢あえて無視して言葉を連つらねた。

「──お前の話を聞いたあとだと、別の思惑も見えてくる気がするな」

「損得ずくめの協力関係ならば、有事の際に備えて相手の弱味は、できるだけ握っておきたいところでしょうな。吾わが輩はいとしては『最近になって焦あせっている』という点が気き懸がかりです」

「ああ。自分の派は閥ばつの大おお御ご所しよを消されたなら、意趣返しに逸はやってもおかしくねぇ」

　つまり、憲けん兵ぺい隊たいの努力も虚むなしく既すでにボナパルト派は、ルイ・ナポレオンの死を知り得ている可能性が高いということだ。そして、パリの事情通であるこの自分でさえ、つい今しがたまで知らなかった事件だけに、もし情報が洩もれたとすればそれは過失ではなく故意と弁わきまえるべきだろう。では、いったい誰だれがボナパルト派に情報を流した？

　無論、それは言うまでもない。問題なのはボナパルト派を刺し激げきするその意図だった。

「……まさか、ティエールに罪をおっ被かぶせて、両者をぶつける腹か……？」

　分からない。しかし、どちらにしても〈ブリュム・ド・シャルール〉はルイ・ナポレオンほどの協力者を切り捨てたのだ。ボナパルト派を取り込み、大規模な金策まで行なって進めていたなんらかの計画は、既に前準備の段階を完全に終えたと見るべきだろう。ティエールもいつ用済みと判断されてもおかしくはなかった。

「チッ、嫌な感じがしやがる。──おい、エルネスト。ティエールの所在は？」

「掴つかんでおります。が、何ぶん多忙な方なので外出が多い。今夜もとあるパーティーに出席する予定となっていますが……こうなってくると、控えて頂いたほうが良いかもしれませんな」

　ヴィドックは僅わずかに眉まゆを顰ひそめた。なぜ、たかだか一介の少佐風ふ情ぜいが首相のスケジュールを詳くわしく知っているのか。それに「控えて頂いたほうが」という言い回しも、まるでボーメスニル自身が忠言を為なすように聞こえる。いや、何より一番引っ掛かったのは──

「パーティー？　会談とかじゃなくてか？　そんなものに、わざわざ首相が？」

「多くの著名人が押しかける催もよおしなのですよ。その手の場所に赴おもむくのもまた政治の一いつ環かんです」

　ふぅん、とヴィドックは生返事をし、少し考えてから一冊の手帳を取り出した。

「──そのパーティーの主催者は誰だ？　あと、出席する奴やつの名前も分かる範囲で頼む」

「？　なぜそのようなことを？」

「例によって勘かんだ。俺おれのブラックリストと照らし合わせてやる」

　革命的思想の持ち主や、犯罪に携たずさわっていそうな資産家。そういう個人的に『きな臭い』と判断した人物名が、ずらりと並んだ手帳のページを示し、ヴィドックは口角を吊つり上あげた。

「ま、駄だ目め元もとだがね。当たりが出たら拍はく手しゆ喝かつ采さい、さぁさお代は帽ぼう子しのなかへ、だ」




　　　　○




　蝙こう蝠もりの羽を生やした醜みにくい怪物が、遥はるか高みから地上を睥へい睨げいしている。

　怪物像ガーゴイル。その元となった物ものの怪けはキマイラと呼ばれ、あのシメーラの語原であるという。

　そんな逸いつ話わをマルティナから聞いたとき、慧けい太た郎ろうは憤いきどおりにも似た思いに駆かられた。例たとえお門かど違ちがいだと分かっていても、ひどくやり切れないものに胸打たれてしまって。

「化ばけ物ものに憑つかれた人間もまた、やっぱり化け物として扱われる、か……」

　セーヌ川の中なか洲すに浮かぶ島、シテ島。紀元前二〇〇年頃ごろ、ケルト民族『パリシィ』が集落を築き、皆で住み始めた場所。つまり、言ってしまえばここは、パリ発はつ祥しようの地だ。

　そのシテ島の東側に築かれたゴシック建築の集大成、ノートルダム大だい聖せい堂どうのすぐ足元で、現在、慧太郎は件くだんのキマイラ像を挑いどみかかるように見上げていた。

　石像の数は一体ではない。大聖堂の双そう塔とう、北塔の張り出しに腰を据すえた彼らは、ある者は退屈そうに、またある者は嘲あざ笑わらうように、それぞれ下界をゆく人の子らを眺めている。

　だからだろうか？　ふと馬ば鹿かげた考えが脳のう裏りをよぎってしまった。

　こいつらは地を這はう虫を見るときも、同じ目つきをしているのかもしれないな、と。

「──睨にらめっこしても無む駄だよ、けーたろ。石像は分が悪いわ」

　呟つぶやいたのは傍かたわらの少女だった。それで慧太郎も我に返り、下らない思考を頭から追い出す。

　いつもどおり喪も服ふくめいた衣装を身に纏まとい、人込みのなかではぐれないように、こちらの袖そでをちっちゃな手で握っているのは、マルティナ・ロセリーニだった。

「分かってるよ。別に勝つ気なんてないし、そもそも睨めっこもしてないし」

「あらそ。その割には難しげな顔だったけれど」

「それは、その……ほ、ほら、歴史ある建築物を前にしたらさ。分かるだろ？」

「ええ。性せい的てき興こう奮ふんを覚おぼえるのね？　分かるわ」

「分かってないッ！　なんて罰ばち当あたりなことを!?」

　いっしょいっしょ、とばかりに己おのれを指差すマルティナだが、慧太郎は一緒にされたくない。

「……あのさ、マルティナ。僕をこんなところまで連れ出したんだから、何か用があったんじゃないのか？　わざわざ聖せい歌か隊たいの練習までさぼったんだし」

　今頃、皆は夜のステージに向けて懸けん命めいに最終調整を行なっていることだろう。ただの裏方である慧太郎はまだしも、マルティナがいないのは割と問題のような気がした。

「平気。たぶん怒られない。自信があるわ」

「……根拠は？」

「さ、わたしたちの番よ。なかに入りましょ」

「ないんだな!?　また面倒だからって、適当なこと言ってるな!?」

　ノートルダム大聖堂は観光名所のため、入場にもそれなりに時間が掛かる。入り口から伸びる長ちよう蛇だの列に並び、今やっと慧太郎とマルティナの順番が回って来たのだった。

　三つある門のうちの中央『最後の審しん判ぱんのポルタイユ』を、マルティナに手を引かれてくぐりながら、慧太郎はどうしてこんなことになったのかと、事の次第を想起する。

　発端は朝、ホテルのロビーでアンリの口からクロエの事情を聞き、急いで部屋に戻ろうとしたときのことだった。クロエと会って何を話せばいいのか分からないまま、それでも居ても立ってもいられず通路を進んでいた慧けい太た郎ろうは、途中でばったりマルティナと出くわしたのだ。

　──デートの時間よ、けーたろ。

　開口一番、マルティナはそう言った。続けてすべてを見透かした口ぶりで、

　──クロエのことは放っておきなさい。貴方あなたが何を訊きいてもあの子は絶対に答えないし、寧むしろ逆効果にもなりかねないから。今はそっとしておくしかないわ。

　──それより、貴方には貴方の、わたしにはわたしの問題があるでしょ？

　だからデートの時間よ、と彼女は繰くり返かえした。ひどく重要な事柄を告げるかのように。

　──さぁ、最後の審しん判ぱんを始めましょう。わたしに貴方を見み極きわめさせて、けーたろ。

　最後の審判。それが何を意味するのかは見当もつかなかったが、どこか気け圧おされるものを感じて慧太郎は彼女の誘いを受けた。そして今、マルティナの台詞せりふと同じ名を持つポルタイユの門を抜け、フランスのカトリック教会が総本山に足を踏ふみ入いれている。

　ただ、そんな大だい聖せい堂どうの内部は、端的に言って無む惨ざんなものだった。

　元は荘そう厳ごん精せい緻ちで鳴らしたろう大だい伽が藍らんは、今や殆ほとんど廃屋じみた様相を晒さらしている。

　壁かべや床、長なが椅い子す、奥に並んだ歴代諸王たちの彫像。その至るところが破壊され、世に名高い三つのステンドグラス『バラ窓』も、北側と西側のものは粉々に砕くだかれていた。唯ゆい一いつ、南側のものだけが奇跡的に無事で、黙もく示し録ろくを題材として扱ったそのバラ窓を前に、慧太郎は多少なりとも因果を感じてしまい、無む意い識しきのうちに瞼まぶたの上から左目に触れる。

「噂うわさには聞いてたけど……想像以上に酷ひどいな。フランス革命の悪あしき名な残ごりか」

　特にマリア像など見ていられなかった。ノートルダム大聖堂は聖母マリアを奉まつった教会なのだけれど、身廊を進んだ先で対面した彼女には貌かおが存在しなかったのだ。

「……暴徒たちの手で削られたのかな」

「でしょうね。あの頃ころの民衆たちにとって、ノートルダム大聖堂はそのすべてが、自由思想を穢けがす象徴だったのよ。あちこちで似たようなことが起きたそうだし」

　あまり知られていない事実だが、『我ノ々ーのト貴ル婦ダ人ム』の名を持つ教会堂は他にも存在する。ただ、そのうち欧州にあるものは殆どが、宗教を批判する者たちの手でかつて蹂じゆう躙りんされた。

　もう半世紀近くも前の話だ。憤いきどおるには遠い出来事だし、何より慧太郎は宗教観念をなんら持たない。ただ、そういう時代だったのだろうと、少し侘わびしい気持ちで納得するだけだった。

　それに、何も悲観することばかりではない。ノートルダム大聖堂は最近になって、再び周まわりの脚きやつ光こうを浴び始めているのだ。

　ナポレオン・ボナパルトがここで戴たい冠かん式しきを行ない、それを一つの契機に徐々に世情が変わり始めたのだという。決定打は文ぶん豪ごうヴィクトル・ユーゴーが九年前に発表した『ノートルダム・ド・パリ』という小説。そのヒットによって、現在、大衆のあいだで俄にわかに復興運動が起こり、大だい聖せい堂どうもこうして一般に解放されている。政府も修復に乗り気だからだろう。

「そのユーゴーって人の小説、僕は読んだことないんだけど、マルティナは知ってる？」

「…………ええ。でも、ひどくつまらない話よ」

　なぜかマルティナの語気が僅わずかに沈んだ。

「一人のジプシー女を巡めぐって男どもが馬ば鹿かを繰くり広ひろげるの。結局、痴ち情じようの縺もつれで最後にはみんな死ぬ。──貴方あなたは少し身につまされる話なんじゃない？」

「？？？　なんで？」

『……そう、無自覚なのね。ぶっ飛ばしたいわ』

　ラテン語ですごく短たん絡らく的てきな暴言を吐かれた。感情も込めずに言うことかと思う。

「っていうか、ほんとにそれだけの話なのか？　もしそうなら、どのあたりが人気に繋つながったのか、さっぱり分からないんだけど。もうちょっと詳くわしく説明してくれよ」

「嫌よ。わたし、あの小説、好きじゃないもの」

「あれ？　そうなんだ？」

「ええ、特に主人公のカジモドが苦手。見ていられないわ」

　見ていられない？　なんだか妙な言い回しだ。少し気になったので尋たずねてみようとするも、こちらの追及を嫌ったか、その前にマルティナは素早く身を翻ひるがえしてしまった。

「行きましょ。荒れた礼れい拝はい堂どうなんて、長く留まるものじゃないわ」

「へ？　あ、あぁ、うん……それはいいけど。でも、行くってどこに？」

「上よ」

　マルティナがぼんやりと手を掲げる。ぴんと伸ばされた彼女の白しら魚うおのような指は、吹き抜け構造となった教会の高い天井を指し示していた。




　損傷が激はげしく危険だという理由で、今のノートルダム大聖堂は二階以上のフロアが、すべて立ち入り禁止となっている。当然、階段も複数の警けい備び員いんにきっちり見張られていた。

　しかし、あろうことかマルティナは、どこからか取り出した匂におい袋ぶくろを相手に嗅かがせ、暗示にかけて自分たちの存在を強制的に黙認させると、平気の平へい左ざで上階に昇り始めてしまった。またぞろお手製の魔ま術じゆつ薬やくだそうだが、アンリといい少し乱用し過ぎではなかろうか。

　致し方なく彼女のあとに続いた慧けい太た郎ろうは、傷いたみ切きって稀まれに不吉な軋きしみを発する廊下を怖こわ々ごわと進み、三八七段にも及ぶ狭い石造りの螺ら旋せん階かい段だんを昇って、やがて南側の塔とうの頂いただきに出た。

　ちなみに途中、塔の内部に大きな鐘かねが吊つるされているのを見かけ、それに『エマニュエル』という名前がつけられていると知って驚おどろいたものだ。

「舌噛かみそ。改名すればいいわ」

「どっちが!?　鐘!?　まさかクロエ!?」

　ともあれ、そんなこんなで大聖堂のてっぺん、地上三三メートルの位置である。

　有あり体ていに言って、そこは絶景だった。昨日、シエルバレに乗って見た景色ともまた違う、まったく別のパリの街まち並なみが眼下に広がっている。手て摺すり代わりの石いし垣がきがところどころ崩くずれかけており、やや心こころ許もとなかったものの、幸さいわい今日は殆ほとんど風もない。絶好の観覧日和だった。

「綺き麗れいね」

　隣となりに佇たたずんだマルティナがふと囁ささやいた。やけに無防備な口調だったように思う。

「へえ、意外だな。きみがそんなこと言うなんてさ」

「心外ね。ここからの景色を見て、他にどんな感想を述べろというの」

「え？　いやほら、きみなら下半身の情動が抑おさえ切きれないとか、そういう感じに──」

「口を慎つつしめ、この罰ばち当あたり。気でも触れたの？」

「言われた！　絶対に言われたくなかった相手に言われた！」

　ショックの余り、ふるふると震える。そんなこちらを余よ所そにマルティナは繰くり返かえした。

「……だって、本当に綺麗な街じゃない」

「？　マルティナ？」

　ここにきて、彼女の様子が少しおかしいことに気づく。しかし、マルティナは呼びかけを振り払うように前に進み出て、塔とうの縁へりぎりぎりのところで足を止めた。慌あわてて注意を喚かん起きしようとしたが、振り向いた彼女の黒くろ瞳めに正面から射られ、慧けい太た郎ろうはたまらず口を噤つぐむ。

　そこには、やはり貌かおがなかった。

　無色。ただ無色。護まもるべき人々の手で慈じ愛あいを剥はぎ取とられた聖母のように。

　マルティナの無表情など、今に始まったことではないのに、いやに胸の奥がざわついた。

『でも、綺麗だということは、ときにひどく残ざん酷こくだわ』

「マル、ティナ……？」

『貴方あなただってもう知っているはずよ。人が取り澄ました表の顔を保つために、陰で何を踏ふみ躙にじり何を肥やしにするのか。二ヵ月前の事件を思い出してみなさい』

　ラテン語で流りゆう暢ちように言葉を吐き出し、マルティナが肩越しに背後を顧かえりみた。

『個人、集団、街に国。単位が大きくなればなるほど羊の数も増えてゆく。高みから見下ろしただけでは、流される血なんて目に入らない。入らなければ弁わきまえていても無ないのと同じ。靴くつの底にへばりついたモノの悲鳴なんか誰だれも気にも留めない』

　語られる話を聞きながら、ふと埒らちもないことを考える。マルティナは今、地上をどんな心境で眺めているのだろう、と。彼女が浮かべる対極の笑顔、その温度差を知っているがゆえに。

　すべてを虫けらのように嘲あざ笑わらう悪魔ガーゴイルか、表情を失ってなお透とう明めいに微ほほ笑えむ天使マリアか。

『ねえ、けーたろ。人が救われる日は、やって来るかしら？』

『………………』

『人は果たして本当に、「救われても良い」存在かしら？』

　なぜ彼女が自分をこんな場所に連れてきたのかは依然分からない。

　この問答の正確な意図も、審しん判ぱんと称して彼女が何を見み極きわめようとしているのかも、慧けい太た郎ろうにはまるで推おし測はかれない。ただ、訊きかれたことを素直に答えるだけなら迷いは不要だった。

『──ああ、いずれ必ず』

『即答するのね……「いずれ」なんて、そんな前向きに使う言葉じゃないのに』

『信じてるから』

『？』

『アルマスを、信じてるから』

　慧太郎は力強く断言する。真っ先にアンリの顔を思い浮かべ、続いてジャン、ジョゼフ、ベノワ、アルノー、フランスで邂かい逅こうした人々の姿を、順番に胸中で噛かみ締しめながら。

　不器用にぶつかって傷つけ合い、和解できた者もいれば、もう二度と会えない者もいる。

　ただ、彼らは皆、生きることに必死だった。誰だれもが痛切に『救い』を求めていた。それを慧太郎は知っている。知っているからこそ、「在あるか」と問われれば答えは一つだけなのだ。

　例たとえ誰だれに女々しいと蔑さげすまれようとも、それは血を流して手に入れた自分の『絶対』だった。

『ま、アルマスって言葉自体は、アンリの請うけ売うりだけどね』

『ギリシャ語ね。「荒れた土地」？』

『いや、楽園だよ。僕は可能な限り沢山の人と、そこを目指すと決めたんだ』

　マルティナがようやくこちらに視線を寄越した。

　ほんの僅わずかに瞠みはられた双そう眸ぼうが、憂うれいなく微ほほ笑えむ自分を映している。

『……楽園？　沢山の、人……？』

『ああ。だから僕は、いずれ必ず人は救われ──』

　しかし、そこで言こと葉ば尻じりが宙に浮いた。突然、猛もう烈れつな声量が辺りに轟とどろいたからだ。慧太郎は初め、それが目の前の少女が発した声だと、なかなか気づくことができなかった。

　笑っていた。

　あの、マルティナが。

　何一つ遠慮も呵か責しやくもなく、身を仰のけ反ぞらせて昂こう然ぜんと。

　天上に向かって吼ほえるように。けれど、決して揶や揄ゆ的てきではなく、はっきりと朗ほがらかに。

　今のマルティナの哄こう笑しようは、自分の知るいずれの彼女のものとも異なっていた。怒りの余り世を嘲ちよう弄ろうするでもなく、嘆きの果てに人を慈いつくしむでもない、まるで童女のような笑い方。

　あまりにも純粋過ぎて、どこか途方に暮れているようにも映る。

　そのせいか、不思議と腹も立たなかった。ただ、ひどく度ど肝ぎもを抜かれただけで。

『は、ははは……あはははっ……』

[image: ]

　発作めいた可お笑かしみの発はつ露ろは、しかし間もなく急速に萎しぼんでいった。肩で息をするマルティナの口元には、うっすらと笑みの残ざん滓しだけがこびりついている。

　凝ぎよう然ぜんと金かな縛しばりに遭あっていた慧太郎に、果たして彼女は力の抜け切った声音で言った。

『──そう。とても素敵な「ユメ」ね』

『え？』

『貴方あなたとアンリエットが思い描く楽園アルマスに、わたしも行ってみたかったわ』

　なぜか過去形でそう語り、マルティナは再び背後を振り返る。まるで己おのれの表情を隠そうとするかのように。続く台詞せりふはフランス語だった。

「お開きにしましょう、けーたろ。時間を取らせて悪かったわ」

「あ、え……も、もう帰るってことか？」

「ええ。でも、ホテルには一人で戻って。わたしはもう少しここにいたいから」

「いや、だったら僕もつき合うよ。せっかく来たんだし──」

「けーたろ」

　言葉が遮さえぎられる。決して強い語調ではなかったが、有う無むを言わさぬ何かがあった。

　なんだか、そのまま虚こ空くうに身を投げそうな口ぶりで、マルティナは最後にこう結んだ。

「……お願い。暫しばらく一人にして」




　ひょっとして自分は、白昼夢でも見ていたのだろうか。

　言われるままに南みなみ塔とうを出た慧けい太た郎ろうは、通路を進みながらそんなことを思う。手にはマルティナから渡された匂におい袋ぶくろがあり、どうやらこれでまた警けい備び員いんを騙だませということらしかった。

　大だい聖せい堂どうの二階を独ひとりとぼとぼと歩きながら、今しがた為なされたやり取りを思い返す。

　たった数分で終わった謎なぞだらけの会話。そして、マルティナが見せたあの反応。

　どうにも引っ掛かることばかりだ。先刻から喉のどに小骨が刺さったまま抜けないでいる。それがどうしてなのか、自分でも判然としないのが、なおさら救えなかった。

　けれど、しきりに首を捻ひねりつつも階段まで差し掛かったとき、

「ッ」

　不意に、頭上から歌声が降ってきた。

　分厚い石くれの壁かべを越えて微かすかに、けれど身体からだが怖おじ気け立だつほど鮮烈に。

　無論、誰だれが喉のどを震わせているのかは言うまでもない。こんな桁けた外はずれの歌唱力を有し得る人間など、世界広しといえどそう何人もいるはずはないのだから。

　曲名は知らない。けれど、それは哀かなしい歌だった。

　旋律は勇壮、歌声は明めい朗ろう。触りを耳にしただけだと、まるで行進曲のようにも聞こえる。

　なのに、どういうわけだか無性に涙が溢あふれてきそうで堪たまらない。おそらく、どこか聴きく者を突き放すようなニュアンスが込められているせいだろう。

　感動の共有を目的としない、他者を遠ざけるためだけに紡つむがれる歌。

　弧ウ狼オがー鬨クのラ声イ。

「……マルティナ」

　なぜ今、彼女は歌っているのか。どうしてよりにもよって、こんな歌を口ずさむのか。

　分からない。分かるはずもない。初めて出会ったときからミステリアスな相手ではあったけれど、ここにきてマルティナという少女は完かん璧ぺきに慧けい太た郎ろうの理解を超こえつつあった。

　ただ、それでも一つだけ。

　俄にわかに足元からじわじわと這はい上あがってくる疑念があって、

　──そう。とても素敵な「ユメ」ね。

　──貴方あなたとアンリエットが思い描く楽園アルマスに、わたしも行ってみたかったわ。

　慧太郎は遅おそ蒔まきながら思う。どうしようもなく、思ってしまう。

　あれは、決別の台詞せりふではなかったか。




　　　　○




　秋あき津つ慧太郎が立ち去り、ほんの思いつきで歌い始めて数分。

　不意にぴたりと大気を震わすのをやめ、マルティナはやおら首を横に巡めぐらせた。

　ノートルダム大聖堂の南みなみ塔とうが頂いただき、その石いし垣がきの出っ張り部分に、いつの間にか小さな虫が止まっていたのだ。いったいどこから飛んできたのか、それは一匹のテントウムシだった。

　マルティナは双そう眸ぼうを眇すがめ、暫しばらくしたあと呟つぶやく。

「……盗み聞き？　いい趣味ね」

『おや、気づかれてた』

　果たして、返答はテントウムシからあがった。いや、正しくはテントウムシを模した使つかい魔ま──人じん工こう精せい霊れいを介しての魔ま術じゆつ的てきな念話だ。たぶん遠とお見みの術も併用していることだろう。

　遠方から使い魔を操あやつっているとおぼしき相手は、続けて物もの憂うげな声を脳のう裏りに響ひびかせてきた。

『やあ、お見事。名調子だったじゃないか。思わず僕も聴きき入いっちゃったよ。本来ならここは拍はく手しゆなり口笛なりアンコールなりで感動を表したいところだけれど……』

「不要よ。それより、なぜわたしを監視していたの？」

　音声が拾えるよう調整された使い魔ならと、マルティナは敢あえて肉声で以もって応じる。我ながら冷たい声だった。対して術者の男は、『分かっているくせに』と悪びれもしない。

『第一、僕の存在なんて初めから気づいてたんだろ？　事の露ろ見けんが本意でないなら、声をかけるのが遅過ぎる。きみだってもう潮しお時どきだと判断してたんじゃないのかい？』

「………………」

『しっかし──なるほどね。あれが四人目か。確かに「ひどく中性的な相手ムツシユ・マドモアゼル」だな。雪シユエ蘭ランとミハイールが性別を取り違えたのも頷うなずけるよ』

「雪蘭？　ミハイール？」

『そうさ。会ったことあるだろう？　きみには計画のこまごまとした部分までは伝えていなかったけれど、あの二人が昨日きのうパリ大学で四人目とかち合ってね。学園の聖せい歌か隊たいが今この街まちにいるなら、もしかしたらと思ったのさ。ま、張ってて正解だったな』

「……よく言うわね。ずいぶん前から、わたしを疑っていたんでしょう？」

『ああ。でもまぁ、本格的にのっぴきならない状況になるまでは、とりあえず僕の胸の内に仕し舞まっておくつもりだったんだぜ？　きみの立場は「あの方」も容認していることだったし』

　そう、自分にはそういう特とく殊しゆな権限が与えられている。言うなれば『公認の獅し子し心しん中ちゆうの虫』とでもいうべき権限が。ときとして独自の判断で動いても良いという役割が。

「つまり、まだ他の構成員たちには、何も伝えていないのね？」

『そういうこと。けど、だからってもう見て見ぬふりもできないな。四人目がパリにいるなら今後どこで差さし支つかえになるか分かりゃしない。今回の作戦は絶対に失敗できないだろ？』

　だろうな、と思う。そもそもジョゼフともっとも親交が厚かったというこの男が、今の今まで自分の行動を黙認してくれていたことが既すでに異例なのだ。もはや誤ご魔ま化かしも限界だった。

『──で、どうかな？　答えは出たかい？』

「…………ええ」

　促うながされ、首しゆ肯こうする。あらゆる見み極きわめは今や完かん璧ぺきに終わった、と。

「四人目はただの『剣』だったわ」

『うん？』

「振るわれる武器ではあっても、武器を振るう担にない手てではなかった」

『おや。あの「楽園」という台詞せりふが、そんなにお気に召さなかったのかい？』

　まさか。いいユメだと思う。胸に抱く価値があるユメだと。それを嗤わらう資格は誰だれにもない。

　ただ常じよう識しき的てきな判断だけで「子供じみた願いだ」と、そう口にしてしまえる人間はきっと闘とう争そうを知らない。傷を負ったことがない。無念と苦痛と慟どう哭こくを経て、それでもなお手を伸ばさんとする人間の尊さを、おそらくは一生をかけても理解できない。

　だから、マルティナは認めていた。確かに彼のことを、そのユメを、心の底から。

「……でも、駄だ目めなのよ」

　それだけでは足りない。いくら高こう潔けつな理想があっても、貫つらぬき通とおす信念があっても、実行に移すだけの力があっても──まだ、足りない。全然足りない。どうしたって届かない。

「だって、彼には壊す覚悟がないもの。犠ぎ牲せいの意味を知りながら、流血を必要悪と割り切れないでいる。心を麻ま痺ひさせるだけの狂気さえ彼は持ち合わせていない。手を汚すたび、いちいち人一倍に苦しむなんて……そんな人間では、たぶん決定的な一歩を踏ふみ誤あやまるわ」

『なら？』

「ええ。彼がただの剣でしかないなら、それは相応ふさわしい者の手に委ゆだねられるべきよ」

『──女王、でいいんだね？』

　僅わずかに回答を躊躇ためらう。本当は、あと一人だけ期待している人間がいたからだ。

　けれど、どのみちもう何もかもが遅過ぎるだろう。土台、たかが一人の少女にそんな重責を負わせようというのが間違いなのだ。本来、彼女は事に関わるべき人物ではなかったのだから。

　マルティナの知人、アンリエット・ファーブルは。

「当然よ。女王の他に……あの子以外に、いったい誰がいると言うの？」

『そうかい、だったら決定だな。や、正直助かったよ。「詠うたい手て」であるきみの賛同が得られて、僕もほっとしてる』

　詠い手。そう呼ばれたマルティナは、塔とうの端からもう一度眼下を見下ろす。

　自分のさきほどの歌を聞いたのだろう。件くだんのムッシュ・マドモアゼルは何か不安に追われるような足運びで、大だい聖せい堂どう前の広場をあとにするところだった。自分なりにけじめをつけるつもりで歌ったのだが、きちんとこちらの意思が届いたようで何よりだ。

「……そうよ、それでいいの。振り返っては駄目」

　呟つぶやいて空を見上げた。あともう二、三時間もすれば、聖せい歌か隊たいのコンサートが始まる。件の貴族──アルテュール・リグワールがホテルまで迎えの車を寄越し、どこぞの豪ごう邸ていまで運ばれたのち、皆、歌手として務めを果たすことになるだろう。自分もまた同様に舞ぶ台たいへ上がる。

　けれど、それっきりだ。

　出張公演の旅・五日目。パリの滞在予定は、残り二日。

　その二日ぶんの日程は、何もかもがご破算になる。聖カトリーヌ学園聖歌隊のパリでの活かつ躍やくは、泣いても笑っても今夜がラストだ。だから、黒くろ髪かみの少年の後ろ姿が視界から完全に消える頃ころには、マルティナも自然と最後の踏ふん切ぎりがついていた。

　ゆえに、迷いなく口にする。裏切りの言葉を。

　終わりの、始まりを。

「──わたしが知る限りの四人目の情報、秋あき津つ慧けい太た郎ろうのすべてを教えるわ」













　　　　間章







　トンビが油揚げを産む。

　日本にはそんな諺ことわざがあるらしい。

「ええ、まさしくお父様とノエの関係ですの！」

「……わたしは日本の文化に詳くわしくないが、何か違う気がするという意見もあるぞ？」

「ちなみに意味は『ンなもん食えねーよ！』ですの」

「ソノ意味デ、ナゼ……オ前タチ、親子ノ関係ニ、当あテ嵌はマル……？」

　黄昏たそがれどき。人の見分けがつかなくなる誰たそ彼かれがとき。

　あるいは、逢おう魔まが刻とき。

　薄うす暗ぐらくなり始めた廃工場の周辺は、まさしくそんな言葉が似合いの有様だった。

　黒衣で己おのが本性を隠した無数の人影が輪を為なしているが、彼らを人間か化け生しようか判断できる材料はひどく乏とぼしいし、その中央に佇たたずむ三人に至ってははっきりと人じん修しゆ羅らの類たぐいだ。

　そんな人修羅の一人、ノエは目前に佇む両極端な二人に向かって、重ねてこう語った。

「だってだって、お父様ったらとんだキラコーズケノスケですのよ？　何かにつけてトノサマ発言でノエをこき使って、自分だけ美お味いしいとこ取りのヒダリウチワですのよ？　いいご身分ですのっ、あんちきしょう！　お二人はどう思いますの!?」

「い、いや、どう思うも何も……なあ？」

「ウム……何ヲ言ッテイルカ、八割方……理解デキン」

　ここまで身内の恥を晒さらしても、なぜか雪シユエ蘭ランとミハイールの返答は芳かんばしくなかった。おかしいな、正義は自分にあるはずなのに。半なかば暇ひま潰つぶしのつもりで始めた曝ばく露ろ話ばなしだったが、こうなってくるともう意地だ。なんとしても理解を得ようとノエも俄が然ぜん説明に力が入る。

「おまけに、お風ふ呂ろはいつも先に入るし洗せん濯たく物ものもよくノエのと一緒にするし、耳はほじるわ鼻毛は抜くわで、挙句の果てには人前でオナラまでしますのよ!?　さいてーですの！」

「そうか、確かに屁へはちょっとウザいな。そういう意見もある」

「オ前タチ……淑しゆく女じよ、ナノダカラ……モウ少シ、言葉ニハ気ヲ、遣エ……」

「この前やっと初めて一本取れたときなんて、『今のは無効だ。手違いだ。コーボーもフデよりは羽ペンが好きだ』とか散々に言い訳をきゃんっ！」

「それに関しちゃ異議ありだ、口だけは達者な娘。ありゃいくらなんでも反則過ぎる」

　唐突に聞こえたのは父の声で、いつの間にか背後を取られていたらしい。ノエの台詞せりふが末まつ尾びで跳はねたのは、臀でん部ぶを撫なでられたからだった。キッと後ろを睨にらみつけて思わず叫ぶ。

「と、年とし頃ごろの娘になんてことしますの!?　この駄だ目め人間！　変態パパン！」

「あ？　ンじゃ何か？　また千年殺しのほうが良かったか？」

　真後ろに立っていた父が、すかさず両の手で妙な形を作る。途端、ノエは真っ青になってお尻しりを押さえながら後退した。冗じよう談だんではない、あんな折せつ檻かんはもう二度とご免だ。

「で、念のために話の補完説明をしとくとだな？　こいつが俺おれから一本取れたのは、そのとき俺が満足に動けなかったからだ。……この阿あ呆ほう、俺の飯に一服盛りやがってな」

「ほう、毒か。やるな新入り。わたしもたまに使う」

「……褒ほメル、トコロカ……？」

　弁べん護ごしてくれた雪シユエ蘭ランにそう疑問を呈ていしたあと、次いでミハイールが今しも工場から出てきたばかりの父に目を向けた。昨晩、一ひと悶もん着ちやくあった二人なだけに、周まわりが少し緊きん張ちようしたと思う。

「ヤケニ……遅カッタ、ナ……何ヲ、シテイタ？」

「供く養ようだよ。スキナーを埋うめてきた」

　あっけらかんとした返答。ミハイールが仮面の奥で僅わずかに驚おどろく気配がした。

「…………ソウ、カ…………声ヲ掛ケテ、クレレバ……俺モ手伝ッタノ、ダガナ」

「構かまうな。単なる習い性だ。ホトケさんには可能な限り墓作ってやることにしてる」

　手を振って父が応じ、ミハイールが頷うなずいた。どうやら二人のあいだに、もう特に蟠わだかまりはないらしい。それがはっきりしたからか、他の面々も胸を撫なで下もとろす。

　なかでも雪蘭の反応は非常に顕けん著ちよで、ほっと息をついたあと傍かたわらのミハイールを、ちょっと不ふ貞て腐くされたような目つきで見み詰つめていた。「わたしをハラハラさせるなんて、罪作りなデカブツめ」といったところか。分かりやすい女ひとだな、とノエは思う。

「──で？　マクシムの奴やつから何か連絡は？」

「今しがた来た。概おおむね順調だそうだ。目標の何人かは欠けているらしいがな」

　父の問いかけに雪蘭が肩を竦すくめて返す。それにミハイールが追従した。

「ヤムヲ得マイ……数ガ、多イノダ……予定ノ範囲内、ダロウ」

「だな。お得意様のオーダーに応こたえてやるのも大変だわ」

「そのお得意様は少し遅れて到着するそうだ。ふん、貴き様さまの言う『阿呆は大物ぶって登とう壇だんを遅らせたがる』というアレ、あながち間違っていないかもしれん」

「……モウ一ツノ、案件……『錦にしきノ御み旗はた』モ、既すでニ確認シタ、ソウダ……」

「そいつは重ちよう畳じよう。となると、あとは──」

「お父様っ！」

　と、そこでノエは声を張り上げて三人の会話に割り込んだ。

　さも嫌そうな顔をする父に、構わず強い視線で主張を続ける。言いたいことはそれですべて伝わるはずだった。また、雪蘭も自分と同じ心情なようで、眼光鋭く父を睨ねめつけている。

「……おい、ミハイール。うちの女どもがすげー鬱うつ陶とうしいんだが、こいつらご執心の例の相手はどうなんだ？　姿を見せたのか？」

「アア……現レタ、ラシイ……障害トナルノハ、モウ、確実ダロウナ……」

　さいで、と父が溜ため息いきを一つ。次いでこちらと雪シユエ蘭ランに軽く目配せして、

「ノエ。あと雪蘭もだ。お前ら、ちったぁ弁わきまえろ。この話は昨日きのう、もう済んだだろーが」

「……分かっている。というより、わたしは何も言っていないぞ」

　雪蘭は簡かん単たんに引き下がったが、ノエはそうもいかない。昨日とはもう事情が異なるのだ。

　何しろ、数時間前にマクシムから齎もたらされた新情報を信じるなら、今宵こよい、作戦遂すい行こうの過程で最難関の敵となるだろう相手はおそらく──

「お父様、これって運命だと思いますの！　ぜひノエにお役目を譲ゆずってくださいまし！」

「却下だ。今回が初うい陣じんの足あし軽がる風ふ情ぜいは、でしゃばらず露つゆ払はらいに徹てつしとけ」

「で、でも！」

「──おい、いいか？　何か心得違いしてるみたいだから言っとくが、こいつは『命令』だからな？　違反かますような不届き者は、例たとえ娘でも容よう赦しやなくけじめ取るぞ俺おれは」

　父の語調が怖さを帯びる。ぐっとノエは言葉に詰つまった。慌あわてて周まわりを見回してみるも援えん護ご射しや撃げきが飛んでくる気配はない。さっき父の傍ぼう若じやく無ぶ人じんをあれだけ説いてやったのに味方ゼロだ。

　納得し切れず終しまいには俯うつむくと、そんなこちらの頭を、父が優やさしい手つきで撫なでてきた。

「ま、意気込みは買ってやる。だが、どのみち今夜は前ぜん哨しよう戦せんだ。お前は少し肩の力を抜け」

「…………はい、ですの」

　不承不承、それだけを口にした。

　と、そんなこちらのやり取りに何か思うところでもあったのか、

「分かったか、ミーシャ？　わたしの頭を撫でるときは、あのようにやるんだぞ？」

「了解シタ……コウ、ダナ？」

「ふぎゅっ、ち、違う！　それでもまだ強ふぎゅっ！　よせ馬ば鹿かっ背が縮ちぢふぎゅっ！」

　ミハイールが雪蘭を鳴かせ始めた。変わった楽器ですの。

「な～にやってるんだか……おら、お前ら行くぞ！　そろそろ出発だ！」

　父が景気づけに声をあげる。雪蘭とミハイールも、周りに集つどった仲間たちも、それを合図に態度を一変させた。緩ゆるみ切きっていた空気が、心地良くもただならぬそれへと改められる。

　父は満足げに笑むと、やがて外がい套とうの裾すそを翻ひるがえし、颯さつ爽そうと先陣を切って歩き出した。

　時刻は既すでに黄昏たそがれどきを越え、今や空には青あお褪ざめた覗のぞき穴あながぽっかりと一つ。綺き麗れいに真円を描いたそこに、父は果たして何を見たのだろう？　皆に背中を向けたまま飄ひよう々ひようと言った。

「い～い月だ。この国のウサ公どもは、なかなか物見高いらしい。──だからお前ら、どいつもこいつも死に遅れるな？　ここでイモ引きゃ末代までの笑わらい種ぐさぞ」

　斯かくて、人ならざるモノの群れが闇やみの底を征ゆく。













　　　　第三章　抗えぬ分岐に声を嗄らし







　パリの西、セーヌ川を越えた先。

　郊外に広がるブーローニュの森からさして遠からぬ場所に、アルテュール・リグワールの邸宅は存在していた。豪ごう奢しやな建築物が軒のきを連つらねる、パッシー地区のほぼど真ん中だ。

　事前に聞いたアンリの説明によれば、パッシー地区はブルジョワジーたちが多く住む高こう級きゆう住じゆう宅たく街がいであり、また催もよおされるパーティーもかなりの規模だという話だったので、慧けい太た郎ろうも相応の豪邸を目まの当あたりにすることになるだろうと覚悟は決めていた。

　だが、甘かった。

　真の金持ちという存在を、自分はまだまだ軽んじていた。

　夕刻、ホテルの前に用意されていた蒸気バスに乗り込み、向かった先で慧太郎や聖せい歌か隊たいの皆が見たものは、個人邸宅という概がい念ねんを悉ことごとく覆くつがえしてなお余りある威い容ようだった。

　城だ。

　もはやそれ以外に表現のしようがない。

　天を衝つくように画かく然ぜんとそびえ立つ屋や敷しき本ほん邸ていも、それこそシエルバレのレースが開けそうなほど広い庭も、敷地内のあちこちに建てられた別べつ棟むねの数も豪奢さも、すべてが完全に桁けた違ちがい。人の住すみ処かと呼ぶのも躊躇ためらわれる、まるで巨大な一個の芸術品のようだった。

　当然、外そ観とのみならず内な側かも凄すさまじい。有名建築家にゴシック様式を踏とう襲しゆうさせ、そのうえで敢あえて独自色を強く押し出してもらったという邸内は、設しつらえられた数あま多たの調度品や美術品も相あい俟まって、格式高くも見事に鮮鋭さを醸かもし出だしていた。喩たとえるならそれはマリー・アントワネットの宝石箱のなか。金銀財宝と一緒に仕し舞まわれた人間は、くらくらする以外ないだろう。

　そして、なんといっても極きわめつけはパーティー会場。

　これまたリグワールのほうで用意してくれていたお揃そろいのイブニングドレス──途方もなく値が張りそうな──に着替え、聖歌隊の面々がおっかなびっくり案内された場所は、いったいなんの冗じよう談だんか『劇場』だった。

　もう一度言う。劇場だ。

　屋敷のなかに、なぜか劇場がある。

　四階まで吹き抜けとなった目を疑うほど広い円形のホール。等間隔に並んだ客席こそなかったものの、中央にはシャンデリアのスポットライトを浴びる舞ぶ台たい。ホールの周まわりを囲う回廊も『パーティー会場の一部』であるらしく、所狭しと並んだテーブルには早くも熱々の料理が運ばれてきている。立っているだけで五感が爛ただれ落おちそうな光景だった。

　慧けい太た郎ろうはそのとき、はっきりと頬ほおを引ひき攣つらせたと思う。住んでいる世界の違いを、まざまざと見せつけられた気分だった。

　聖せい歌か隊たいのメンバーたちも反応は概おおむね同上だ。皆、もう間もなく自分がここで歌うのかと、夢心地と畏い怖ふがない混ぜになった顔つきをしていたし、クロエなどは己おのが許婚いいなずけの実力を肌で実感してか、雑多な感情を表によぎらせ眼おも差ざしを険けわしくしていた。

　特に酷ひどかったのはアンリだ。いや、もう酷いというか、いっそ無む惨ざんだった。

　実家があまり裕福ではなく、既すでに働いて親に仕送りまでしている吝りん嗇しよく家かの彼女は、屋や敷しきの門もん構がまえを認めた時点で双そう眸ぼうを凶きよう眼がんに変え、それから寸刻みに不ふ機き嫌げんさを増して小声でくだを巻くようになり、ホールに到着する頃ころには「広いわー、焚たき火びをするのにもってこいじゃない」とか「あ、大きな天窓がある。撃うち抜ぬいて風通しを良くしてあげなきゃ」とか「地震っ地震っ♪」とか微ほほ笑えみながら口走り始めて大層怖いのでもうこのへんで勘かん弁べんしてあげてくださいムッシュ・リグワールッ！　慧太郎は若き実業家に必死で祈りを送った。

　そうこうするうちに、招待客が次々に会場に現れ、早くも聖歌隊の大一番がやって来た。

　主催者たるリグワールの言葉のあと、パーティー開始の合図を歌で以もって告げるのが、今宵こよいこの場における聖カトリーヌ学園聖歌隊の役割だったからだ。

　結果のほうはといえば──まあ、可もなく不可もなくといったところか。

　別段どこも失敗はしなかったし、きっちり練習の成果も出ていたけれど、特筆すべきほどの成功も収められなかった。おそらく皆、絢けん爛らんな会場の雰ふん囲い気きに呑のまれてしまったのだろう。実力以上のものを発揮した、二日前のサル・プレイエルでのコンサートに比べれば、やはり些いささか見劣りする出で来き映ばえになってしまったと思う。

　ただ、それでもリグワールは大変満足そうだったし、豪ごう勢せいな衣装で身を固めた客たち──あとに聞いた話では、二〇〇〇人近い数だったという──も盛大な拍手と賛辞を向けてくれた。

　で、お役目ご免となった聖歌隊に代わり、名のある楽団が舞ぶ台たい上でゆったりとした音楽を奏で始め、解放された女生徒たちはそこでようやくほっと人心地。あとは一招待客としてパーティーを大いに楽しむという運びになった。

　の、だがしかし──

「あれ？　アンリたち、どこに行った……？」

　自由の身になってからほどなく、慧太郎は途方に暮れる羽目になった。

　皆とはぐれてしまったのだ。アンリ、クロエ、マルティナ、というお馴な染じみの三人で料理に舌した鼓つづみを打っていたはずが、いつの間にか全員が全員共に視界から消えている。辺りを見回してみるも、それらしき人影はない。他の聖歌隊メンバーや教師たちもだ。

　何しろ人が多い。そのうえ広い。一度、相手を見失うと、再び発見するのは困難を極きわめた。

　唯ゆい一いつ、シスター・ミレーユだけはすぐに捕ほ捉そくできたのだが、

「ほわわ～、これすごく美お味いしいですね～。あ、こっちの煮に込こみ料理もたまりませ～ん。や～ん、このままじゃ先生、太っちゃいます～。でも気にしませんよ～？」

　という間延びした歓声を聞いた時点で、即座に放っておこうと決めた。

　それから慧けい太た郎ろうは、暫しばらく場内を方々探し歩いたのだけれど、知り合いは誰だれ一人として見つからず、そればかりか先々で他者の目に留まり、なぜか足止めを食う始末だった。

「ほほう、きみは日本人女性ジヤポネーズだね？　男装とは風変わりだが、しかしよく似合っている」

「あら、素敵っ。なんて凜り々りしい方なのかしら。お名前を聞かせて頂いても？」

「やあ、そこのきみ！　良かったら、こっちの席に加わらないか？」

「なんと、日本人？　おぉ、ならば是ぜ非ひとも意見を伺うかがいたい。この前、古こ物ぶつ商しようから買いつけた伊い万ま里りの壺つぼなのだが、値段に見合うものだったか今になって不安が……」

「ムッシュ・マドモアゼル。良ければ一曲、わたくしと踊ってくださらない？」

　等々、どうにもやはり自分の容姿がいたく目を惹ひくらしいのだ。本当にもう呆あきれるくらい、いちいち声をかけられる。そのたびに誘いを丁重に断わるのは一苦労だった。

「……やっぱり男の格かつ好こうはまずかったかなぁ？」

　間違いなく悪目立ちに拍はく車しやをかけている。元はアンリの一言が原因だ。ただのイタズラなのかそれとも相手を困らせようと思ったのか、彼女が更衣室で「この子、男装が趣味なんです」と慧太郎をリグワールに紹介したのである。意外だったのは、それに彼が「面白い！」と乗ってしまったことで、結果、自分だけがこうして紳しん士し服ふくを貸し与えられる次第となった。

　動きやすいため慧太郎も一いつ旦たんは了承したのだけれど、返す返すも失敗だったという気がしてならない。

　おまけに背中には、いつものとおり刀袋に収まった無む垢く嬢じよう矩のり安やすがある。これについても、肌身離さず所持していたいと頼み込み、リグワールに持ち込みを許可してもらったのだが──やはり今日ばかりは置いてきたほうが良かった気がする。

「ま、今さら言っても遅いけどさ……」

「そーそー、後悔なんて先には立たないわよ？　もうこうなったら目め一いつ杯ぱい、楽しまなきゃ」

　背後から明るい声。人込みに紛まぎれて近づいてきたらしく、気配をまるで察知できなかった。振り返れば案の定、秋あき津つ慧太郎を弄いじくることにかけては人後に落ちない困った友人がいる。

「──ちゃんと楽しんでるよ、アンリ。それより、よく僕を見つけられたな？」

「ふふん、道に落ちてた溜ため息いきを拾ってきたの。みんな言ってたわ。『つれないけど、そこがまたいい』って。金持ち連中の誘いを片っ端から蹴けるなんてやるじゃない、慧太郎」

　そりゃどうも、と苦笑しつつ応じながら、慧太郎は改めてドレス姿のアンリを見た。

　学生という身分にそぐうようにか、決して華か美びになり過ぎないデザインの、けれど贅ぜいを凝こらした素晴らしい衣装。それに袖そでを通した今の彼女は、なんだか普段よりもぐっと大人びて映った。おかげで慧太郎の不ふ整せい脈みやくも今夜はお祭まつり騒さわぎだ。

　アンリは手にワイングラスと、料理が盛りつけられた皿を持っていた。グラスの中身はまだ半分ほど残っているが、ほんのり顔が赤いところを見ると一杯ぱい目めではあるまい。よく「フランス人にとってワインは水」みたいな言い回しは聞くけれど、本当に大丈夫だろうか？

「あっ、あんたそれ何飲んでるのよ？　葡ぶ萄どうジュースじゃない？」

「いかにも。葡萄ジュースだけど？」

「もう、お酒飲みなさいよ、お酒！　ワイン！　パーティーなのに素面しらふでどうすんの！」

「きみだって知ってるだろ？　僕は下げ戸こだ。グラス一杯でも目が回っちゃうんだよ」

「じゃ、何か美お味いしい料理はあった？」

「僕はあっちのテリーヌと、臓物詰めソーセージアンドウイエツトが口に合ったかな」

「あたしはこれ、鴨カ肉ナのーオルレ・ンアジ・ソローラスンがジけユ。一口どう？」

　と、こちらに皿の料理を勧めるあいだも、アンリは手持ちのグラスを呷あおって空にし、通りかかった給仕から新しいワインを貰もらう。メイドの格かつ好こうをした彼女は、驚おどろいたことに自動人形だ。多少、表情が無機的であることを除けば、動きも滑なめらかで殆ほとんど人間と遜そん色しよくがない。

　会場には他にもかなりの数のメイドが給仕に携たずさわっていたが、その半数近くがやはり機械仕掛けのマドモアゼルだった。どれも最新式というのだから、またとんでもない話だと思う。

「や、ほんと驚おどろいたわ。学園の出資者の一人だって聞いてたけど、これはちょっと生なま半はん可かな成金じゃないわね。だって、招待客も名立たるところがズラリだもの」

「へえ、そうなんだ？」

　名立たるところ、と言われても、あいにく慧けい太た郎ろうはピンと来ないけれど。

　しかし、アンリは「ええ」と律りち儀ぎに頷うなずくと、ホールを囲む回廊の二階部分を指差して、

「ほら見て、あそこ。詩人のジェラール・ド・ネルヴァル。フランス・ロマン主義の筆頭よ？　それに、彼と話してる二人のうち一方は、たぶんテオフィル・ゴーティエ。こっちはまだ新進気鋭だけど……そっか、二人が同じ学リ校セ出身って本当だったんだ。で、もう一方は作曲家のエクトル・ベルリオーズね。これまた洒落しやれにならない大物で──……って、え？　え!?　ちょ、ちょっと待って！　今、ベルリオーズに近づいて行ったのッ！」

「？　うん、いるね。誰だれかがひょこひょこ歩いてく」

「あれ、ショパンじゃない!?」

　未いまだかつて彼女がここまで素すっ頓とん狂きような声を出したことがあっただろうか？　というほどの仰ぎよう天てんぶりに、どうやらよほどの人物らしいと知り、慧太郎は顎あごに手をやってむむっと唸うなった。

「……誰？　なんか冴さえない感じの人だけど」

「あんた、ぶっ飛ばすわよ!?　ショパンよ、ショパン！　フレデリック・フランソワ・ショパン！　『ピアノの詩人』ッ！　天才のなかの天才！　物知らずも大たい概がいにしなさい！」

「い、いや、そんなこと言われても……」

　あまりの剣幕に慧太郎は鼻白むが、アンリはびたいち聞いちゃいない。彼女は続けて頭を抱えるや、何やらその場でうんうんと煩はん悶もんし出だした。

「ああああぁ……信じられない！　あたし、ショパンの前であんなひどいオルガン弾いちゃったわけ!?　サイン欲しいのに、これじゃ頼めないじゃない！」

「僕が、ムッシュ・ダーウィンのを貰もらってあげるから、それで我が慢まんしなよ」

「いらないわよ！　あんな変態のサインなんか！　貰ってもすぐに質屋行きよ！」

　ひどい話だ。とはいえ、アンリの言うとおりそれほど多くの著名人がこのパーティーに出席しているなら、確かにアルテュール・リグワールは並みの資産家などではなさそうだった。

「……クロエの許婚いいなずけ、か」

　口に出してみると、なんともいえない気分になる。

　なぜそんな気分になるのかは、自分でもよく分からないのだけれど。

　親の都合で勝手に決められた相手、というくだりが腑ふに落ちないのか。はたまた、今け朝さ方がたのクロエがひどく悩ましげだったことが、胸の奥でしこりとなっているのか。あるいは、もっと別の要因が関係しているのか。

　とにかく、あまり愉ゆ快かいな気分ではない。

　さきほど少し挨あい拶さつをした限りでは、寧むしろリグワールには好印象を持ったぐらいなのに、彼とクロエの関係について思いを馳はせると、どうしてか自然と眉み間けんに皺しわが寄ってしまう。

　そう、考えてみれば今朝の一件以来、慧けい太た郎ろうはクロエとまだ満足に話せてもいないのだ。

　言葉は何度か交わしたものの、それはお互い本ほん筋すじを慎しん重ちように避けた末の、上っ面だけの会話であったように思う。正直、何をどう切り出せばいいのか分からなかったからだ。

　そして、それはマルティナに関しても同じことが言える。

　マルティナ自身は普段どおりに振ふる舞まっているのだけれど、やはりノートルダム大だい聖せい堂どうでのやり取りがあるせいか、慧太郎のほうが今は上う手まく彼女との距離感を掴つかめなくなっていた。

　先刻までクロエやマルティナと一緒にいたときなど、会話が妙な沈黙で途切れてしまうことが多々あり、そのつどアンリのフォローに助けられたぐらいだ。

　諸しよ処しよの事情をよく知らないアンリは、さぞかし訝いぶかしく感じたことだろう。

　事実、ようやく煩はん悶もんから立ち直った彼女は、ふと、その点について問とい質ただしてきた。

「ね、あんたさ。朝のことがあるから、クロエとぎこちなくなるのは分かるけど、マルティナとも何かあったわけ？　昼間、一緒に出かけてたみたいだけど」

「いや、それが……あったと言えばあったし、なかったと言えばなかったような……」

　アンリが疑わしげな目つきになる。でも、怪しまれたところで他に答えようがない。

「──誤ご魔ま化かしてる、って感じじゃないわね。なに、ほんとに分からないの？」

「うん、全然。僕はただ訊きかれたことを、率直に答えただけなんだけど」

　なのに、マルティナのあの歌を聴きいてから、どうにも言い知れぬ不安が拭ぬぐえない。ただの気のせいだと一笑に付せない、何か焦しよう燥そう感かんのようなものが胸を炙あぶり続つづけている。もっとも、それを素直に本人に訊いたところで、満足のいく答えが返って来ないことも分かっていた。

　いつもそうだ。マルティナは基本的に己おのが本心を他者には明かさない。

　慧けい太た郎ろう自身にしろクロエにしろ、なんだか皆、仲間内で隠し事ばかりしている気がした。けれどそれは、たぶん各おの々おの秘密が増えてきたとかではなく、元からあったものが関係の進展と同時に、ただ浮き彫りになってきただけなのだろう。相手のことをもっと知りたいという欲求の表れにも感じた。

「もう、あんまり空気悪くしないでよね。ただでさえ〈ブリュム・ド・シャルール〉のことで頭が痛いんだから。身内といるときくらい、もっとスッキリ過ごしたいわ」

「……そうだな、ごめん。きみには悪いと思ってるよ」

　アンリが腕を組んで、ジトッとこちらを見み詰つめてきた。が、ややあって許容の溜ため息いきをつく。

「ハァ、しょーがないなぁ……いいわ。クロエのほうは、あたしがどうにかしてあげる。その代わり、あんたはマルティナとよく話し合って、きちんと問題を解決しときなさい」

「？　クロエのほうをどうにかって、いったい何をするつもりさ？」

「さあ？　ま、良くて口くち喧げん嘩か。悪けりゃ殴り合いね」

　ボッコボコよ、と物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐くアンリ。慧太郎はもちろん慌あわてた。

「ちょ、ちょっと待て！　なんでそうなる!?」

「だって他にないでしょ？　あいつの悩み事って、わけ分かんないもの。そりゃクロエにはクロエの事情があるんでしょうけど、でも貴族がどーとか好きな人がアレだからとか、そんなのあたしには全然理解できないし。なら、できない以上はもう、小細工抜きでぶつかるしかないじゃない？　……ま、ライバルに塩を送るなんて、とんだお人ひと好よしだけどね」

　ライバル？　あぁ、おっぱい競争か。どちらに軍ぐん配ばいが上がるかは、うん、自明の理だけれど。

「だから、あんたはマルティナのことだけ考えてなさい。あの子、口数が少なくて分かりにくいけど、あんたには甘いところがあるから、たぶん深く突っ込めば腹割ってくれるわよ」

「……そうかな？」

「とーぜん。お姉ちゃんの言うことを信じなさい」

　お姉ちゃん──その言葉に、つい笑いが込み上げた。

「アンリはさ、『僕の』っていうより、『みんなの』お姉ちゃんだよな」

　この面倒見の良さは、いかにもといった感じだ。結局、友人全員の世話を焼いている。

　アンリは微かすかに目を瞠みはり、次いで頬ほおを紅こう潮ちようさせて、む～っと膨ふくれっ面つらになると、

「あんたねー、弟って立場に甘んじてどうするのよ？　たまにはもっとこう、一人前のムッシュらしいところを見せてみなさいな」

「へ？　あ、あぁいや……それはそうかもだけど、でもムッシュらしいところって？」

「そうね。例たとえば──」

　アンリがこちらにスッと手を差し伸べてきた。無論、それが何を意味する行為か知らぬ慧太郎ではない。しかし、だからこそ全身から俄にわかに、どっと嫌な汗が噴き出した。

「…………冗じよう談だんだろ？」

「むっ、何よ？　あたしをエスコートするのが、そんなにご不満？」

「い、いや、エスコート自体は別に構かまわないけど……」

　語ご尾びを濁にごしながらホール中央を見やる。そこでは楽団の音楽に合わせて、何人もの男女が優ゆう雅がにダンスを踊っていた。アンリはつまり、あの輪のなかに加わろう、と言っているのだ。

「ぼ、僕はダンスなんて踊ったことないぞっ？」

「へーきよ。あたしもそんなに場数は踏ふんでないから。カンカンなら得意だけど」

「社交場でカンカンはまずいだろ……いや、そうじゃなくて！　踊っても醜しゆう態たいを晒さらすだけかもしれないしっ、それにきみの足を踏んじゃうかもだし！」

「それもへーき。踏まれても怒らないわ。だって、あたしもすぐに踏み返すから」

「それ絶対、怒ってるだろ!?」

　アンリがくすくすと笑う。たまに見せる、あの上品な仕草で。

「なら決まりね」

「？」

　けれど、そこから一転。続いて彼女が見せた悪童の如ごとき笑みこそ、アンリエット・ファーブルの本性にして真骨頂だと、慧けい太た郎ろうは早はや鐘がねを打つ胸を押さえながら痛感するわけだ。

「──思いっっっっきり足の踏み合いっこして、周まわりでお高く止まった連中み～んな引かせてやりましょ！　あはは、どいつもこいつも腰抜かすわよ？」

「き、きみって奴やつは……っ！」

　困ったマドモアゼルだ。本当にまったく、困ったマドモアゼルだ。

　そして更さらに困ったことに、そんな彼女に秋あき津つ慧太郎はからっきし弱くて、こうなってしまうともうどうしたって逆らうことができないのだった。

「ッ……ええい、分かった！　せいぜい紳しん士しらしくエスコートして、吠ほえ面づらかかせてやるさ！　この根性のひん曲がったマドモアゼルめ！」

「うぃうぃ♪　期待してるわよ、ムッシュ・慧太郎？」

　ムシ好き女の手を取って、崖がけから飛び降りる気持ちで、ホールの真ん中に躍おどり出でた。




　　　　○




　ケイたちとはぐれて暫しばらく経った頃ころ、二階の回廊を独ひとり上の空で進んでいたクロエは、不意に階下から聞こえてきたどよめきに眉まゆを持ち上げた。

　はて、なんだろう？　また何か新しい出し物でも始まったかしらん。

　そう思って手て摺すりに近づき、下を覗のぞき込こんでみると、一階のホールで周囲の注目を浴びまくっている、とんでもない男女がいるではないか。他ならぬクロエの友人たちだった。

「……ケイ。それに、アンリエット……」

　ひどいものだ。いや、何がって──その、二人のダンスが。

　クロエは実家にいた頃ころ、貴族の務めとしてよく社交界にも顔を出したから、上流階級のマナーはもちろんダンスだって既すでに一通りこなせる。そんな自分の目からすると、ケイとアンリエットのそれは、てんで話にならないおふざけとしか評しようがなかった。

　何せケイはダンスのなんたるかを弁わきまえておらず、かといってアンリエットのほうも殊こと更さらに彼女をリードするわけではない。互いに好き勝手動いて当然のように身体からだが縺もつれ、挙句の果てにはぎゃーぎゃー言い争いをしながら相手の足を踏ふむことに躍やつ起きになり始めた。もう無茶苦茶だ。

「……なのに、どうしてでしょうね？」

　不思議と呼吸だけはぴったりで、どのペアよりも活いき活いきして見える。

　クロエはそんな二人のことを、なんだか無性に羨うらやましく思った。

　いいな、と素直に感じてしまう。どうして自分ではないのだろう、とも。

　だって、ああしているケイとアンリエットは、誰だれが見たってお似合いの二人だ。

　おそらく会場じゅうの人間が今、同じ心境を味わっていることだろう。唖あ然ぜんとする者や吹き出す者はいても、二人を蔑さげすむ失笑や罵ば倒とうの類たぐいはまったく起きなかったから。

　いいな。楽しそうだな。すごく素敵なカップルだな。

　心中でそんな誤ご魔ま化かしの利かない感想を垂れ流すたび、同時に胸の奥できつい疼とう痛つうが生じてクロエは唇を噛かみ締しめた。──あぁ、まったく。

「……どうして今、ケイの隣となりにいるのが、わたしではないのでしょうね？」

　知らず知らずのうちに、そんな惰だ弱じやくな独白まで零こぼしてしまう。

　と、そのときだった。

　出し抜けに、アンリエットと目が合った。

　踊りながらケイの肩越しにこちらを仰あおいだ彼女は、その一いつ瞬しゆんだけ何もかも忘却したかの如ごとき完全なる真顔。己おのれのもっとも情けなくて卑ひ怯きような一面を、もっとも見られたくなかった相手に見られた気分で、クロエは羞しゆう恥ちの余りなんだか死にたくなる。

　けれど、直後にアンリエットが浮かべた表情は、予想の斜め上を行くものだった。

「ッ」
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　彼女はにんまりと意地悪げに相そう好ごうを崩くずし、目元をいかにも挑発的に歪ゆがめてみせたのだ。

　軽けい蔑べつもしなければ同情もしない。お安い友情ごっこで叱しつ咤た激げき励れいなんて願い下げ。自分から立ち止まるような奴やつには、せいぜいあたしの後こう塵じんを拝させてやるのみよ。そう言わんばかりに。

　──ほらほら、見なさい負け犬クロエ。あたしと慧けい太た郎ろうってば、こんなに仲良しよ？

　──あんたが立ち入る隙すきなんて、しょせん端はなからなかったのよ。あぁ、残念。ご愁しゆう傷しよう様さま。いえ、お生あい憎にくさま？　とにかくこれが、あたしとあんたの差ってわけ。

　──……ってまぁ、こう言われておめおめ引き下がるようなタマなら、確かに好きでもない許婚いいなずけとよろしくやってるのがお似合いかもね。じゃ、お幸せに～。

　クロエはそのとき確かにアンリの声ならぬ声を聞いた。

　彼女はそれっきり、もうこちらを見向きもしない。あとは澄まし顔でせいぜい見せつけるようにケイとのダンスに興じるだけだ。一いつ拍ぱく後ご、クロエは不覚にも笑みを零こぼしてしまった。

「ふ、ふふふ……くく、くははははははは……」

　我ながら地じ獄ごくより復活を遂とげたサタンのような爽そう快かいさで笑ったと思う。

「……さすがですね、アンリエット。ええ、さすがは我が校きっての問題児だ」

　人をムカつかせるのが最高に上う手まい。あの「あたしはなんでもお見通しよ？」みたいな上から目線で挑発され、かつてクロエも幾いく度どとなく噴火に至ったものだ。ここ最近は鳴りを潜ひそめていたけれど、そういえば自分とアンリエットの関係は、元々こういう感じではなかったか。

　おめおめ引き下がる？　これで引き下がれる奴やつがいるなら、ぜひ見てみたい！

「上等ですよ、アンリエット……っ！」

　愛すべき宿敵。もはやそう呼んでも差さし支つかえなかろう。

　ようやく気づいた。

　本当に、今ようやく。こんな簡かん単たんなことに。

　自分は出会ってからずっとケイの隣となりに並び立ちたいと考えてきたが、それと同じくらいたぶんアンリエットにも置いて行かれたくないのだ。あの二人とは常つねに対等でいたい。そして、そのうえで自みずからの気持ちに正直になって負けたくない。

　敵に勝つのは騎き士しの常道。恋こい敵がたきに引け目を負わないのは乙女おとめの王道。

　自分はどうやら、剣も、女も、友も、すべて捨てられないらしい。

　まったく我わが儘ままなことだ。自分自身でも出てきた結論に少し呆あきれてしまう。きっとケイとアンリエットでなければ、こんな気持ちにはならなかったろう。

　けれど、それが例たとえ家の存続を危あやぶませる道だとしても、胸に抱いたこの想おもいになんらかの決着がつかない限り、とてもではないが他の相手など考えられない。

　ケイが殿との方がたでないことなど、たぶん大きな問題ではないのだ。だってもう、自分の気持ちは走り出してしまっている。それをアンリエットが今教えてくれた。だから──

「あぁ、ここにいらっしゃいましたか！　マドモアゼル・クロエ！」

　声はすぐ近くで聞こえた。そちらに振り向けば、周囲の視線を独占しながら回廊を歩いて来る、輝かんばかりの精せい悍かんな若者がいる。言わずもがな、アルテュール・リグワールだった。

　来るべきときが来たのだと理解し、クロエは正面から彼と対たい峙じする。もう答えは出ていたからだ。例えそれが多くの者を不幸にする答えだとしても。

「ちょうど良かった、ムッシュ。わたしも貴方あなたを探しに行こうと思っていたところなのです」

「おや、それは嬉うれしいですね。私に何かご用でも？」

「ええ。とても大切なお話があります」

　強い語調で即答すれば、リグワールが暫しばし黙り込んだ。

　曲が終わる。そこで一ひと際きわ、盛大な拍はく手しゆが起きた。どこからか安っぽい口笛や、「いいぞー、お二人さん！」という野や次じ紛まがいの歓声まで聞こえたため、たぶんケイとアンリエットに対するものなのだろう。我に返った二人がそそくさと環かん視しのなかを逃げる姿が目に浮かんだ。

　そのあいだ、クロエはリグワールから片時も視線を逸そらさなかった。

「……どうやら、私にとってあまり好ましくない話題のようですね？」

　大方の事情を察したか、リグワールがそう言って嘆息する。クロエはただ頷うなずくのみだ。

　次いで、彼はこちらの傍かたわらまで歩あゆみ寄よって来ると、手て摺すりに身を預けて一階を見下ろした。貴婦人めいて秀しゆう麗れいな横顔には、言葉にならない哀あい愁しゆうが満ちていたと思う。

「こんな卑ひ怯きような言い方しかできない私を、どうか許して頂きたいのですが──」

「？」

「それで、両家の繁はん栄えいについては、いったいどうなされるおつもりです？」

　クロエはつい目を伏せた。その点を指摘されることは覚悟していたのに。

「私と貴女あなたの許婚いいなずけ関係は、ロシュジャクラン家とリグワール家、共に期するものが多い話だったはず。ご家族の期待に背を向けてしまわれて良いのですか？」

「……ムッシュ、貴方はわたしの心が欲しいと仰おつしやられていたはずですが」

「ええ、まさしく。だからこそ、こうして家の事情を盾に取ってまで、貴女の決心を鈍にぶらせようとしている。情けない話ですが、私にはもうこれ以外に、貴女あなたの気を惹ひく手だてがない」

　それだけ真剣ということなのだろう。こんな自分に。こんな勝手な女に。

　胸が痛んだ。向けられた誠意を踏ふみ躙にじってしまって、本当に心から申し訳なく思う。

　けれど、だとしても揺らぐことは許されなかった。我わが儘ままな道を選んだ以上、せめて我がは最後まで貫つらぬき通とおすべきだ。でなければ、自分はこの先、誰だれにも顔向けできなくなってしまう。

「すみません、ムッシュ。わたしの心はもう、ある人の元へ送ってあるのです」

　確かくと述べた。万に一つも貴方あなたに可能性はないと、彼が縋すがる微かすかな希望まで打ち壊すように。

　とてつもなく重い沈黙が降りる。リグワールは無言で階下を見み詰つめ続つづけていた。

　一秒か一分か、あるいはもっとか。気の遠くなるような時間にも感じた。

「……困った女ひとだ」

　やがて、ぽつりと声が響ひびく。

「これでも引く手数あま多たな身なのですがね。唯ゆい一いつ恋した女性に、ここまでアプローチをかけて、なお袖そでにされるとは……まったく、世のなか上う手まくいかないものです」

　そこに批難の色はない。ただ、さっぱりと区切りをつけるような、そんな物悲しい清すが々すがしさだけが込められていたと思う。

「申し訳ありません」

　クロエは重ねて謝あやまった。それ以外にできることなど何もなかったから。

「止よしてください。敗者に情けをかけるのは逆効果ですよ？　わたしも次第に惨みじめな気持ちになってくる。毅き然ぜんとなさってください、マドモアゼル」

「で、ですが……」

「それにね、これは半なかば予期していたことでもあるのですよ」

　リグワールがこちらに向き直った。意味が分からず、クロエは疑問符を浮かべる。

「真まっ直すぐで傷つきやすく、そのくせ少し強引で。そういう長所と短所をごちゃごちゃに併あわせ持もったところが、損得を抜きにして奇妙なほど人を惹ひきつける。ええ、そうでなくては」

「？　あの、ムッシュ・リグワール……？」

「はは、そう困惑しないで。簡かん単たんな話です、クロエ。貴女はとてもよく似ているのだ」

　似ている？　いったい誰に？　その疑問を口にする前に、リグワールが回答を提示した。

　彼はなぜか、その瞬しゆん間かん──ぞっとするような微ほほ笑えみを、浮かべていた気がする。

「それはもちろん。アンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯こう爵しやくに、ですよ」

「………………………………ぇ？」

　頭が、真っ白になった。

　祖父のフルネーム。既すでに墓ぼ碑ひに刻まれて久しい名前。

　自分が生まれて来るずっと前に死んだ、ロシュジャクラン家の悪あく名みようが元げん凶きよう。

　かつて正しさと過あやまちを同時に犯し、クロエにとっての生き方を定めた人。いや、半ば強制的に定められた、と言えば良いか。尊敬している反面、心のどこかで憎くもある。

　だが、何度でも言う。祖父はもう他界しているのだ。半世紀近くも昔に。

　なのに、似ている？

　自分と祖父が？

　どうして、そんなことが言い切れる？　今年で三み十そ路じを迎えたばかりのリグワールに、なぜ祖父を知ち悉しつしているかのような発言ができる？　おかしいではないか。

「あ、貴方あなたは……」

　極度の混乱から少し立ち直り、ようやくそれだけを口にした。

　リグワールはまだ微ほほ笑えんでいる。小首を傾かしげ「何か？」という具合に。

　直後、パンッ！　という乾いた音。

　呆ぼう然ぜんとしながらも、半なかば義務感のようなものに衝つき動うごかされ、クロエは音が響ひびいた一階のホールに視線を転じる。舞ぶ台たいの上、楽団員たちを押おし退のけるようにして、そこに誰だれかが立っていた。手には小さな鉄の塊かたまり。その先端はこちらへ向けられている。

「？？？」

　わけが分からない。いつの間にか万事が自分を置き去りに進行しているような気分。理解できないことばかり起こっている。それでもクロエは、やはり使命感のようなものに無む意い識しきを炙あぶられ、再び傍かたわらに佇たたずむリグワールへ視線を戻した。

　彼は相変わらず淡あわい笑みを浮かべていた。

　じわりと、胸元に赤い染みが広るあいだも、ずっと。




　　　　○




　大恥をかいた。おまけに足が痛い。

　アンリは言い出しっぺのくせに、あとになって己おのれの馬ば鹿かさ加減を痛感したのか、なんだか全部こっちが悪いみたいな言い草をするし。反論すればバシバシ叩たたかれるし。もう散々だ。

　けれど、とても楽しかった。

　客たちの呆あつ気けに取られた顔と、どこか羨せん望ぼうの入り混じった眼まな差ざし。

　最後なんて拍はく手しゆで迎えられてしまった。思い出すと、顔が独ひとりでにニヤけてくる。たぶんアンリも同じ気持ちだろう。しかめっ面をしながらも、唇の端をぷるぷると震わせていた。

　色々な意味で貴重な体験をしたと思う。素敵なひとときだったことは間違いない。

　しかし、だからこそ──

「こんばんはボンソワール。ひさしぶりだね、きみたち」

　アンリと連れ立って人目のない場所まで退散しかけた矢先、ふと横から声をかけてきた相手を認め、慧太郎はすべてを台だい無なしにされた気分になった。

　浮き立っていた心など、ひとたまりもない。反射的に全身がぎくりと強こわ張ばった。

「あ、あんた!?」

　アンリが愕がく然ぜんと叫ぶ。それを攻こう撃げき的てきな反応と警けい戒かいしたか、四人の護ご衛えいらしき男たちが前に進み出ようとした。だが、当の護衛対象が手を上げて、そんな彼らを制してしまう。

「いやはや、なかなか面白い見み世せ物ものだったよ。単なる社交ダンスのはずなのに、妙にスリリングなものだから私も胸が躍おどった。きみたちは興行の素質があるのかもしれないね」

　饒じよう舌ぜつにそう喋しやべる男は、実に恰かつ幅ぷくの良い相手だった。身なりも一流で煌きらびやかなまでに着飾っている。瓜うり実ざね顔がおはそれ以外の表情を知らぬが如ごとく柔にゆう和わ、けれど穏おだやか過すぎる物腰が逆に果てしなく胡う散さん臭くさい。そして何より、慧けい太た郎ろうとアンリにとっては誰何すいかが不要な人物だった。

「……ティエール首相」

　慧太郎はその名を呼ばわる。三ヵ月前、イースの街まちで出会って以来となる、フランス王国の現首相が一人の名を。果たして、彼は突き出た腹を揺すって軽く応じた。

「然しかり。威い厳げんもへったくれもないと世間で評判の、ご存じアドルフ・ティエールだとも」

「ッ、茶化さないで！　どうしてあんたがここに!?」

「どうして？　異なことを言う。お呼ばれに与あずかったのなら、出向くのは紳しん士しの礼れい儀ぎだろうに」

　たかが個人主催のパーティーに首相が招かれていた？　いや、あり得るのか。さっきのアンリの口ぶりからするに、招待客には錚そう々そうたる顔ぶれが揃そろっているようだし。

「それに、私と鉢はち合あわせしたことを驚おどろくのも、ちょっと見当違いという気がするね。マドモアゼル・ファーブル、そしてムッシュ・秋あき津つ？」

「あ、あたしたちの名前を……っ！」

「無論だとも。イースであれだけ私に情報を握られておいて、まさか未いまだに素性がバレていないとでも思っていたのかな？　いつかこんな日が来ると、きみたちも弁わきまえていたはずだよ？」

　ぐうの音も出ない。その可能性は以前、アンリも示し唆さしていたことなのだから。

「……何が目的なんです。僕たちを捕まえに来たんですか？」

「捕まえる？　うん、まぁそれもいいかな。ルクレール号沈没事件の犯人と、将来有望な軍ぐん属ぞく魔ま術じゆつ師しを、いっぺんに確保する。悪くない。悪くないが……しかし、大して面白くもないね」

　面白い？　と訊きき返かえす間こそあれ、ティエールは肩を竦すくめて飄ひよう々ひようと続けた。

「や、私も今しがた到着したばかりでね。ムッシュ・リグワールに遅刻をどう詫わびたものかと悩んでいたのだが、幸さいわい劇の良いところはなんとか見み逃のがさずに済んだようだ」

「待ってください！　劇っていったい……」

「今夜のメインイベントだよ。もうじき始まる。だから、お互い積もる話もあるけれど、とりあえず今はあとにしたまえ。余計なことに気を取られていると大おお怪け我がをするかもしれない」

　言って、ティエールがちょいちょいと、こちらの背後を指差した。

　振り返る。たった今、慧太郎たちがあとにして来た、ホール中央だ。新あらたな曲を演奏しようと楽団員が準備を進めていた舞ぶ台たい上に、突然、客の一人が駆かけ上あがって懐ふところから何かを抜いた。

　短たん銃じゆう。

　掲げられた筒先の仰ぎよう角かくは、高く定められていた。

「なっ……!?」

　到底、間に合うものではない。次の瞬しゆん間かんには発はつ砲ぽう炎えんが瞬またたき、味気ない銃声が一つ。咄とつ嗟さにその射線を目でなぞれば、二階の回廊で立たち尽つくすクロエとぶつかった。

　一瞬、総毛立ったと思う。だが、すぐに標的は別の人物であったと知れた。クロエの傍かたわら、手て摺すりの近くに佇たたずんでいたアルテュール・リグワールの胸が、やにわに真しん紅くに染まったからだ。

　撃うたれたリグワールは体勢を崩くずし、そのまま手摺りを乗り越えて一階に落下した。ぐしゃりと酷ひどい音が響ひびいて、あっと誰だれかが呆ほうけた声を洩もらす。なんて場違いな呟つぶやき。

　そしてそれっきり、場がしんと水を打ったように静まり返った。

　誰も何も言わない。物音さえ立てない。唐突過ぎる惨さん劇げきに意い識しきが追いつかない。

　けれど、やがてホールに朗ろう々ろうと声が谺こだまする。他でもない、凶きよう弾だんを放った例の客だ。いや、そのふりをした刺し客かくなのか。その男が舞台の上で高らかに何事かを謳うたい始はじめたのだ。

「思い知ったか、裏切り者め！　これは正当なる裁さばきの鉄てつ鎚ついぞ！　〈ブリュム・ド・シャルール〉と結けつ託たくし、ルイ・ナポレオンを謀ぼう殺さつした貴き様さまへのな！」

「……ッ!?」

〈ブリュム・ド・シャルール〉と結託!?　ムッシュ・リグワールが!?

　ルイ・ナポレオンというのが誰かは知らない。が、名前から察するにナポレオン・ボナパルトの親しん縁えんなのだろう。では、その復ふく讐しゆうのために引き金を絞しぼったあの男は──

　しかし、ゆっくりと考えを纏まとめている暇ひまなどなかった。

　直後、会場の至るところで銃声が鳴り響いたからだ。どうやらリグワールを撃った男と同じように、招待客に成り済まして場に紛まぎれ込こんでいた者がまだ他にもいたらしい。己おのが存在を誇示するように隠し持っていた銃を抜き、皆が一いつ斉せいにそれを虚こ空くうに向けてぶっ放したのだ。

「我らはナポレオン皇帝の遺志を継ぎし者！」「今日この瞬間より大いなる革命の一歩を踏ふみ出だす！」「帝てい政せい復ふつ古こを！　再び欧州にフランス帝国が覇はを唱となえんために！」「会場に集つどいし蒙もう昧まいなるオルレアンが狗いぬどもよ！　しかと聞け！　存分に慄おののけ！」「正義は我らにあり！」

　大声で唱和する男たちの叫びこそが合図だったか、続けて通路から銃で武装した別の一群が姿を見せ、辺りの窓を蹴け破やぶって室内に踏み込んで来る者まで現れた。

　そんな馬ば鹿かな、と内心で悲鳴をあげる。警けい備びはいったい何をやっているんだ、と。

　この段に至ればもう会場にいる客たちも事態を悟さとっていた。女性の一人が金切り声をあげたのを契機に、恐きよう慌こうはほぼ一瞬で全員にまで伝でん播ぱし、誰も彼もが我先にと逃げ惑い始める。そして、その間かんも銃声が立て続けに鳴り響いた。おそらくボナパルト一族──もはや疑いようはあるまい──の手勢が狙ねらう標的が、リグワール以外にもパーティー出席者のなかにいるのだ。

　だが、大勢の人間が右往左往するこの只ただ中なかで、正確に対象だけを射殺できるわけがない。

　それを分かったうえで敢あえて己おのれらの存在を喧けん伝でんし、デモンストレーションを演じたというのなら、敵はほぼ虐ぎやく殺さつを行なう気でいるのに等しいということだ。慧けい太た郎ろうは眦まなじりを吊つり上あげた。

「おい、いたぞ！　あそこだ！　ティエールだ！」

「奴やつは絶対に逃がすなッ！　なんとしても初代皇帝の威いを示せ！」

　そのような台詞せりふを口々に叫び、襲しゆう撃げき者しやたちが武器を構かまえて突っ込んでくる。

　慧太郎は仕方なく刀袋から無む垢く嬢じよう矩のり安やすを取り出した。アンリがスカートのなかから短たん銃じゆうを抜くその背後では、今まさに命の危機に瀕ひんしているティエールがおどけた仕草で怯おびえている。

「あぁ、恐ろしいな。このままだと祖国に捧ささげると誓った尊い我が身が、下げ賤せんな者たちの手にかかってしまう。うん、さすがにそれはマズイのではないかな？」

「あんた……っ！」

　アンリが苛いら立だちも露あらわに後ろを顧かえりみた。慧太郎は敵を睨にらんだままティエールに問とい質ただす。

「……ティエール首相っ、これは貴方あなたの差し金ですか!?」

「まさか。私は殺されかかっているんだよ？　寧むしろ被害者の側さ」

「信じられるはずがないでしょう！」

　だろうね、とティエールはあっさり前言を翻ひるがえし、

「けれどもまぁ、まずは生き残りたまえ。さすれば私もすべてを話そう。──ほら、一度イースで経験しているし、お手の物だろう？　私の掌てのひらの上で私を護まもってくれれば良いのだよ」

　食わせ者過ぎる発言に、さしもの慧太郎も血管が切れかけたが、あいにく文句を飛ばしている余裕はない。敵はもう眼前だ。クロエやマルティナ、聖せい歌か隊たいのみんな、招待客たちのこともある。犠ぎ牲せいを最小限に抑おさえるためにも、諸もろ々もろは棚たな上あげにして今は刀を振るう以外なかった。

「……くそっ！」

　悪態をつきながら慧太郎は思う。まただ、またこの感覚だ、と。

　まるで蒸気機関車に揺られているような気分。誰だれが操あやつっているのかも分からず、先行きの不透明さも拭ぬぐい去されず、ただ目的地へ運ばれてゆくしかないという不安。

　フランスで問題に直面するたび強くなってきた胸むな騒さわぎが、ここにきてとうとう実体を伴ともない始はじめた。慧太郎はおそらくこのとき初めて、自分やアンリのみならず、もっと多くの者たちの足元に敷かれた、巨大な一本のレールの存在をはっきりと自覚したのだ。
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「ええい、ちきしょう！　本当におっ始まりやがった！」

　予感的中。自分の有能さが恐ろしい限りだが、しかしこの場合はあまり嬉うれしくない。

　パッシー地区にあるホテル四階、そのテラスから双そう眼がん鏡きようでリグワール邸を監視していたヴィドックは、内部の異変を察知するや速すみやかに夜空へ曳えい光こう弾だんを撃うち上あげた。

　屋や敷しきの周辺には有事の場合に備え、警けい備び員いんに勘かんづかれない程度の距離を置いて、ボーメスニル率いる国こつ家か憲けん兵ぺい隊たいが待機している。曳光弾の合図に気づけば、すぐさま邸内へ踏ふみ込こむ手て筈はずとなっていた。リグワールが上流階級や政治家にまで顔が利く大物で、おまけに今夜開かれるパーティーがその規模からいって中止はあり得ないものだったため、あらかじめ事件の匂においを嗅かぎつけていながら、やむなく事が起きてから動くという苦肉の策を取ったのだ。

　なんにせよルーヴル美術館でボーメスニルからパーティーの主立った出席者を聞き出したときは驚おどろいた。当たりが出たら拍はく手しゆ喝かつ采さい、どころの騒さわぎではない。殆ほとんど入れ食い状態だったのである。ブラックリストと一致する名前がまぁ出るわ出るわ。

　革命的思想の持ち主や、反オルレアン派の人間、果てはボナパルト派の協力者まで含まれていた。ボーメスニルも独自の調査で何人かは突き止めていたようだが、ヴィドックのリストと照らし合わせて判明したその数に、さすがに危機感を募つのらせたらしい。今度は向こうから協力を申し出てきた。ヴィドックと憲兵隊が現在、連携を取っているのはそういうわけだ。

「とはいえ、まだ誰だれが仕掛け人で誰が道化なのか、よく分かってねぇんだよな……」

　主催者のリグワールに関しては、完全にノーマークの相手だった。名前はあちこちで耳にするが、あまり悪い噂うわさは聞いたことがない。しかし、こんな恣し意い的てきな面子めんつばかり客として呼ぶ以上、何一つ後ろ暗いところがない潔けつ癖ぺきな人物ということは、まかり間違ってもないだろう。

　今、屋敷で何が起きているのか。銃じゆう声せいを響ひびかせているのは何者なのか。

　もし招待客たちのなかにどこかの派は閥ばつの刺し客かくが紛まぎれ込こんでいたとして、果たしてそれは本当に首しゆ尾び良よく自力でパーティーに侵入した刺客だろうか？

「……馬ば鹿かげてるぜ。賓ひん客きやくが何人も訪れる催もよおし物ものなら、もっと徹てつ底ていして身体検査くらいするだろうに、そう何なん挺ちようも銃を見落とすなんてことあり得るかよ……」

　と、そんなことを呻うめいているあいだに、いよいよ憲兵隊が屋敷の前に到着した。

　双そう眼がん鏡きようの丸い視界のなか、ボーメスニルたちが狼狽うろたえる門もん衛えいを押しのけて、ずんずん屋敷の敷地内を進んでゆく。けれどそのとき、異様な音がヴィドックの耳を掠かすめた。

「な、なんだ、この音？　どっから聞こえ──うおお!?」

　双眼鏡から目を離して頭上を仰あおいだ瞬しゆん間かん、何か黒い塊かたまりが猛もうスピードで上空を通り過ぎて行った。それも一つではない。次々にホテルのすぐ真上をかっ飛んでゆく。数はおよそ一〇余り。すべてがリグワール邸のほうに向かっていた。泡あわを食って再び双眼鏡を覗のぞき込こむと、その黒い塊は人らしき影を背に乗せた、何かの生物だと朧おぼろげながら分かった。

　否いな、正体など考えるまでもないことだ。

　人間を乗せて空を飛ひ翔しようできる生物など、この世にはたった一いつ綱こうしか存在しない。

「〈蟲ギヴル〉!?　〈蟲ギヴル〉を使し役えきする人間だと!?　まさか連中……っ！」

　そのまさかだった。暗くて仔し細さいは認められないものの、件くだんの〈蟲ギヴル〉の群れは大半が屋敷に辿たどり着つくや、そのまま窓から内部へ侵入してしまう。が、ただ一匹だけ別行動を取った個体がいたのだ。その〈蟲ギヴル〉は敷しき地ち内ないに建てられていた本邸とは別の建物──おそらく車庫だろう──の屋根に、己おのが騎き手しゆを降ろすと、あとは彼方かなたへ飛び去ってしまった。

　問題だったのは、屋根に降り立った人物が、遠目にも分かるほどの偉い丈じよう夫ふだったことだ。

「……あいつだ！　パリ大学に出やがった、あのデカいの！」

　となれば、もはや異論の余地はないだろう。フランス最さい凶きよう最さい悪あくのテロ組そ織しき〈ブリュム・ド・シャルール〉が、満まんを持じして鉄てつ火か場ばの中心に現れたのだ。




　　　　○




「ぬぅ、何事!?」

　一個中隊ほどの部下を引き連れ、リグワール邸の庭を駆かけていたボーメスニルは、不意に響ひびいた異音を聞きつけて夜空を見上げた。満月を背景に凄すさまじい勢いで空中を通り過ぎてゆくのは、全長およそ四、五メートルほどのハエの姿をした〈蟲ギヴル〉で、自分たちを無視して屋敷の大窓に体当たりをかますと、一〇匹以上もの数がそこから屋内へ飛び込んでゆく。

　最後に残った一匹だけが、悠ゆう々ゆうと庭の上空を旋回すると、やがて車庫とおぼしき建物の屋根に止まった。ボーメスニルはそこで初めてハエ型の〈蟲ギヴル〉が人を乗せていたことを知り、更さらにその背から降りた巨漢を認めて目を瞠みはる。あの規格外の筋肉、見み紛まがうはずもない。

「あやつは、あのときの……っ！」

　パリ大学で拳こぶしを交えたときは容姿を確認できなかったが、今宵こよい現れた巨漢は外がい套とうを身につけていなかった。鈍にび色いろの鉄仮面と、前方に翳かざされた右腕が、月光を照り返している。

「？　あの右腕、自じ動どう義ぎ肢しか？　いや、けど……なんだありゃ？」

　言ったのは部下だった。確かに『なんだありゃ』としか表現しようのないものが、大男の右腕には装着されており、今、その先端が屋根の上からこちらに向けられている。

　車庫までの距離は三〇メートルほどか。この間合いで使う道具となれば──

「各自、速すみやかに遮しや蔽へいを取れぃ！」

　ボーメスニルの一いつ喝かつに部隊は即応した。ある者は庭の木立の陰へ、ある者は天てん蓋がいつきの屋おく外がい休きゆう憩けい所じよ──四阿ガゼボの下へ、それぞれ素早く身を寄せる。

　次の瞬しゆん間かんだった。

　大男の構かまえた右腕が、視界を灼やくほどの銃じゆう火かを瞬またたかせたのは。

　殆ほとんど一ひと繋つなぎに聞こえる銃声。それによって齎もたらされたのは、秒間一〇〇発にも達しようかという、想像を絶する硝しよう煙えん弾だん雨うの洗礼だった。広大な庭の芝生が瞬またたく間まに耕され、射線上に存在した樹きやガス灯が粉こな微み塵じんに砕くだかれてゆく。全身の産うぶ毛げが逆立つような光景だ。

「おのれっ……まさかとは思ったが、連射式の銃だと!?」

　信じられない。現在、軍がようやく構想に着手したばかりの、しかも飛行船や戦せん闘とう機きに据すえて使う予定であるそれを、埒らち外がいの怪力の持ち主とはいえ人間が携行できるサイズで既すでに実戦投入しているなど。フランスのみならず世界のいずれの国でも、そんな兵器の実用化に至ったという話は未いまだ聞かないというのに。

「なんという技術力！　世界の水準を大きく上回っている……っ！」

　完全に次世代の兵装だ。〈ブリュム・ド・シャルール〉の強大さは承知していたし、単なるテロ組そ織しきという枠わく組ぐみでは済まない相手とも聞かされていたが、よもやこれほどとは。

　ともあれ、まずい。こんな開けた場所では、物陰から飛び出した途端いい的まとだし、かといって隠れたままでは邸内の争いを阻そ止しできない。ボーメスニルは決断した。

「吾わが～輩はい～……起死・回・生ッッッ！」

　魔ま術じゆつを発動。ボーメスニル家秘伝の錬れん金きん術じゆつで、ブロックごとに分けて軍服の下に隠していた特とく殊しゆ合ごう金きんを、あらかじめ設定してある鎧よろいの形状に復元して纏まとうや、篭こ手てに守られた拳こぶしを全力で地面に叩たたきつけた。再び魔ま法ほう円えんが空間を走り、土砂が分解されて一いつ瞬しゆんで大量の土煙に化ばける。

　相手がこちらの姿を見失ったその隙すきに、ボーメスニルは傍かたわらの部下が背負っていた銃じゆう撃げき戦せん用ようの大盾を借り受け、続いて皆に手早く指示を飛ばした。

「今から吾輩が奴やつを押さえ込む！　お前たちは構かまわず先に邸内へ向かえ！」

「し、しかし！　少佐お一人を残してゆくわけには！」

「ならぬ！　民間人の救助が最さい優ゆう勢せんと心得よ！　良いな!?」

　ボーメスニルはそう言い捨てると、部下の返事を待たずに駆かけ出だした。

　遮しや蔽へいを捨てて土煙のなかから現れたこちらに、敵がすかさず右腕の大型機関銃を照準してくる。構えた盾など意に介す様子もない。そんなものは、なんの役にも立たないと踏ふんでいるからだろう。無論、ボーメスニルとて百も承知していた。

　ゆえに、この大盾は防ぼう御ぎよのために使うものに非あらず。攻こう撃げきのために用いるのだ。

「吾輩、逆ぎやく・襲しゆう！」

　吼ほえると同時、盾の裏側を拳で一撃。魔法円が展開するも、相手からは視認できまい。盾の中央がいきなり尖とがり、かと思いきや鉄てつ杭くいに変じて己おのれ目掛けて飛来するという事態は、さすがに敵も予想外だったようだ。盾はしょせん身を守る道具、という先入観が仇あだとなった。

「ヌゥ……!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、串くし刺ざしになるのを回避した大男だが、射撃が途切れたと見るやボーメスニルは手近にあったガス灯を殴りつけ、再び即席の飛礫つぶてを射ち出して体勢を整えることを許さない。

　あっという間に三〇メートルもの間合いを走破すると、魔術で地面を隆起させて発射台に見立て、その勢いを利用して車庫の屋根まで一息に跳とび上あがった。そして、そのまま大男に向けて自じ慢まんの豪ごう腕わんを振りかぶる。狙ねらいはもちろん、あの厄やつ介かいな機関銃だ。

　敵が咄とつ嗟さの判断で右腕から得え物ものを取り外し、宙に舞まったそれをボーメスニルの左フックが捉とらえた。機き関かん銃じゆうは丸められた紙かみ屑くずの如ごとく変形すると、放物線を描いてあさっての方角に消える。

「……いい判断だ。右腕ごと貰もらうつもりだったのだがな」

「ソウハ、イカン……俺おれノ、体格ニ合ワセテ、造ラセタ……特注品、ダカラナ」

　大男が途切れがちの口調で応じながら、身体からだに巻いていた弾だん帯たいを解き始めた。

　ボーメスニルは戦意を昂たかぶらせ両の拳こぶしを構かまえる。部下たちはきちんと命令を守り、今しも屋や敷しきの玄関に辿たどり着ついたところだ。しかし、敵はそれを止める素振りさえ見せなかった。

「随分と簡かん単たんに行かせるものだな。良いのか？」

「……貴き様さま一人、釘くぎヅケニ、デキレバ……御おんノ字じダ……」

「そうか。高く買われて何より。だが、吾わが輩はいはそちらの都合につき合うつもりは毛頭なし！」

　相手の狙ねらいを散らそうと、ゆらゆらと八の字を描くように上体を揺らしながら、ボーメスニルは懐ふところに飛び込む機会を窺うかがう。何しろこのリーチ差だ。立ち回りには注意を払わねば。

「では──征ゆくぞ、類たぐい稀まれなる筋肉の男！　吾輩の上腕二等筋の唸うなりを聞けぃ！」

「ミハイール、ダ……鉄てつ鋼こう男だん爵しやく、殿どの……俺ノ大胸筋ヲ、自じ慢まんノ拳こぶしデ、貫つらぬケルカ……？」

　次の瞬しゆん間かん、ボーメスニルは車庫の屋根を拳で散弾に変え、それを牽けん制せいにしてダッキングで一挙に前に出た。ミハイールは背中から新あらたな武装を抜いて右腕に装着する。

　もはや互いに言葉もない。辺りに響ひびくのは肉体を打つ鈍にぶい音のみ。芬ふん々ぷんたる雄おすの臭しゆう気きと汗と火花が存分に散る。月下の筋肉比べが始まった。




　　　　○




　クロエが自失から立ち返ったのは、不覚にも場内でもっとも最後だった。

「……そ、そうだ！　ムッシュ・リグワールは!?」

　当然ながら真っ先に気遣われたのは彼の安あん否ぴだ。いや、寧むしろ遅過ぎたくらいか。

　悲鳴と怒号が渦うず巻まくパーティー会場で、クロエは二階の手て摺すりから身を乗り出し、撃うたれて階下に落ちた彼の姿を探した。逃げ惑う人々の隙すき間まから垣かい間ま見えたリグワールは、床にうつ伏せの状態で倒れていたが、僅わずかに手や足が動いており──

「ッ、生きてる！」

　それが分かればクロエの行動は早かった。いちいち回廊を使っていては手間だと、迷わず手摺りを蹴けって一階まで飛び降りる。そして、着地するやいなや一度前転して衝しよう撃げきを逃がし、立ち上がる動きそのままにリグワールへ駆かけ寄よった。身体を抱き起こしてみれば、息はおろか意い識しきもある。どうやら銃弾は僅わずかに急所を外はずしていたらしい。

「ムッシュ、お気を確かに！」

「……あ、あぁ……マドモアゼル。これは……ぐっ、とんだ醜しゆう態たいを……」

「何を馬ば鹿かなことを！　ほら、立てますか？」

　傷の具合がどの程度かは分からないが、出血量から見てかなり危ない。本来ならば動かすなど以もっての外だろう。が、あいにく状況が彼に寝ていることを許さなかった。

「くそっ、見ろ！　リグワールはまだ生きてるぞ！」

「なんてしぶとい奴やつだ！　必ず殺せ！」

　リグワールの生存を見み咎とがめた襲しゆう撃げき者しやたち──ボナパルト派の手の者であるらしい男らが、すかさずこちらに突進を開始する。クロエは一いつ旦たん、リグワールを柱に凭もたれかけさせると、スカートのなかに手を入れ、愛用の得え物ものを取り出した。アンリエットの真ま似ねをして、自分もパーティーに武器を持ち込んでいたのだ。騎き士しは常つねに剣を携たずさえるのが大原則だからして。

　太ふと腿ももに巻きつけてあった鞘さやから抜いたのは、肉厚の剣身を有すマンゴーシュの『ガルディアンヌ』。さすがに伝家の宝剣たるレイピアの『タンペット・ド・ネージュ』は隠し持てなかったため、今はこれ一本でなんとかするより他にない。

「──ふッ！」

　仕掛けてきたのは三人。弾たま切ぎれを起こしていたか、全員、白はく兵へい戦せんを仕掛けてきたため、都合が良かった。短剣、手て斧おの、サーベルの斬きりかかりを苦もなくいなし、それぞれ急所から外はずした部位へガルディアンヌを打ち込んで無力化する。敵は脆もろい。素人しろうと同然の練度だ。

　クロエは敵の一人が持っていたサーベルを失敬し、すぐさまリグワールの元に戻った。彼の傍かたわらには、いつの間にか執しつ事じらしき男がいる。主人の危機に駆かけつけたのだろう。

「執事の方マジヨルドム、ムッシュの容態はっ？」

「マ、マドモアゼル……それが、あまり芳かんばしくはないかと……」

　おそらく大した医い療りようの心得はないのだろう。いかにも自信なさげな返答だった。それでも主人を労いたわり肩を貸す執事だったが、そんな彼の手をリグワールのほうがやんわりと拒こばむ。

「だ、旦だん那な様！　ご無理をなされては！」

「いい……この状況では、足あし手で纏まといになる……それより、お前は客人たちの避難を」

　息も絶え絶えに下げ知ちを言い渡すリグワールに、執事はなんとか反論を試みようとしたが、

「ッ、急げ！　私には主催者として彼らを護まもる義務があるのだ！」

　という厳きびしい叱しつ責せきに背中を押され、躊躇ためらいがちにそばを離れた。去さり際ぎわ、クロエに「……マドモアゼル、どうか旦那様をよろしくお願いします」と、あとのことを頼んで。

「格かつ好こうをつけ過ぎですよ、ムッシュ……」

　そう声をかけながら執事に代わって肩を貸す。そのとき、リグワールの身体からだから何かぽろぽろと白い砂のようなものが零こぼれ落おちた。だが、火急のためクロエはあまり気に留めなかった。

「はは……フラレた男の、せめてもの矜きよう持じというやつです」

「それだけ軽口が叩たたければ安心だ。──さあ、行きましょう。ここに留まってはまずい」

　実際、会場は惨さん憺たんたる有様だった。ホールからは既すでに大半の招待客が逃げてしまったあとだが、まだ回廊では人々が押し合い圧へし合あい、幾いく度どとなく銃じゆう声せいと絶ぜつ叫きようがあがる。

　ホールには蹴け散ちらされたテーブルや料理が散乱し、それらに混じって決して少なくない数の骸むくろが血ち溜だまりに伏していた。今もまた、撃うたれたか足をすべらせたか、階上から人が落下してきて床に叩たたきつけられる。クロエのすぐ目の前だ。それっきりピクリとも動かなくなった。

「ッ……」

　酸さん鼻び極きわまる光景に、激はげしい怒りとやるせなさが込み上げる。

　民たみ草ぐさを護まもるのが騎き士しの務め、などと日ひ頃ごろから偉そうに主張しておきながら、いざとなれば自分はリグワール一人助けるのが関の山なのだ。無力感に涙が出そうだった。

　と、そこでホールの四方にある出入り口の一つから新あら手てが現れた。先刻あがった仲間の声を耳にして、リグワールにトドメを刺しに来たのだろう。今度は一人だが銃じゆうを持っていた。

　咄とつ嗟さにリグワールを庇かばおうとする。しかし、相手が引き金を絞しぼるよりも早く、別の方角で銃声があがった。こちらにマスケット銃を構かまえた男が、いきなり肩から鮮血を噴いて膝ひざをつく。

「何やってんの、クロエ！　ムッシュ・リグワールを連れてとっとと逃げなさい！」

　声は頭上から聞こえた。見上げれば二階の回廊に、短銃を握ったアンリエットがいる。

「アンリエット!?　なぜそんなところに!?」

「あんたと合流しようと思ったの！　なのに、どうしてそっちが下にいるのよ!?」

　なるほど、行き違いになったらしい。自分が一階に飛び降りてしまったせいだ。

「とにかく、ムッシュ・リグワールは生きてるのね!?　だったらあんたは、彼を護ることに専念しなさい！　他はこっちでなんとかするから！」

「な、なんとか？　いえ、しかし!?」

「今、慧けい太た郎ろうが怒いかれるダンゴムシと化して、敵を千切っては投げしてる！　聖せい歌か隊たいのみんなも無事よ！　ちったぁ信頼しろ、馬ば鹿かクロエ！」

　言って駆かけ出だそうとした彼女だったが、しかしそこで何かを思い出したのか、

「っと、そうだ！　あんた、マルティナを見なかった!?」

「マルティナ……？　い、いえ、わたしは誰だれも！　彼女がいないのですか!?」

「ええ！　マザーの話じゃあの子だけ姿がまだ──」

『国こつ家か憲けん兵ぺい隊たいが来てくれたぞぉぉおおおおッ！』

　アンリエットの言葉を遮さえぎるように、どこからか大音声が轟とどろいた。

　そのとき会場じゅう、のみならず屋や敷しきじゅうの人間が、ホッと胸を撫なで下おろす気配がしたと思う。逆に襲しゆう撃げき者しやたちにとっては、悪い知らせ以外の何物でもなかったろう。

「……憲兵隊が、もう来た？」

　リグワールが鋭い目つきで訝いぶかしげに呻うめく。確かに救援に現れるには早過ぎるタイミングだったが、しかし些さ細さいな事々の詮せん索さくなどあとで構かまわない。今はとにかく助勢を喜ぶべきだった。

「ムッシュ・リグワール、憲兵隊だ！　助かりますよ！」

「え、ええ……そう、ですね……」

　応じた彼の口調はどこか煮にえ切きらなかった。やはり傷が深いのだろう。急がねば。

　そう考えて踏ふみ出だしかけたクロエだったが、矢先にまたしても頭上から声が降ってきた。

「アンリッ！」

　いや、自分に対してではない。三階の回廊からアンリエットに呼びかけたのは、手に抜き身の得え物ものを提さげたケイだった。こんな短時間でもうあそこまで移動したのかと驚おどろく。

　彼女はいつになく険けわしい面おも持もちで、続けて二階のアンリエットに叫んだ。

「──〈蟲ギヴル〉だ！　奴やつらが現れた！」

　アンリエットの表情が、たちまち凝ぎよう然ぜんと強こわ張ばった。




　　　　○




　三階から齎もたらされた慧けい太た郎ろうの台詞せりふに、アンリは知らず鋭く舌を鳴らしていた。

〈ブリュム・ド・シャルール〉の登場──パーティーにティエールが出席していた時点で、この騒そう動どうはただのボナパルト派の襲しゆう撃げきなどではなかろうと踏んでいたが、連中まで現れるとなるといよいよ事態は最悪だ。間違いなく自分たちは大きな陰いん謀ぼう劇げきの渦か中ちゆうにいる。

　できれば今すぐティエールを締しめ上あげたいところだが、あの男、「私を護まもれ」などと抜かしておきながら、気づけば護ご衛えいと共に姿を消していた。おそらく『襲撃があったパーティー会場に姿を見せた』という事実が、既すでにしっかりと出来上がったからだろう。

「あんにゃろっ、やるだけやってバックレやがったわね!?」

　などと、憤いきどおりのまま床に蹴けりをくれる間もあればこそ──次いで、会場の天窓がけたたましい音と共に砕くだけ散ちって、何かが凄すさまじい勢いでホールに急降下してきた。

　背に黒ずくめの人影を乗せた、牛さえ丸まる呑のみにしかねない馬ば鹿かでかいハエ。

　そうとしか呼べない生物の出現に、『彼』が慧太郎の話にあった〈蟲ギヴル〉なのだと悟さとる。

「嘘うそッ、『屍漁バエムーシユ・ベルゼブブ』!?　初めて見た！」

　ハエ型の〈蟲ギヴル〉のなかでは最大級の種だ。獰どう猛もうさも一線を画かくしており、生き物の老廃物を好むが生肉も全然嫌いではない。本来はもっと熱い地方に棲せい息そくしている。

　屍し漁りようバエはそのままホール上空で滞空を続け、ほどなく二階の回廊を逃げ惑っていた客たちに狙ねらいを定めた。

　憲けん兵ぺい隊たいの到着という朗ろう報ほうで気が緩ゆるんでいた直後のうえ、ただでさえ常人が生理的嫌悪を催もよおしやすい〈蟲ギヴル〉の登場だ。皆の反応はさきほど襲撃者たちが姿を見せた際の比ではなかったと思う。身も世もない悲鳴の合唱が会場をびりびりと震しん撼かんさせた。

「うわ、やっば……ッ！」

　アンリは駆かける。駆けながら三階から二階に飛び移ろうとしていた慧太郎と、未いまだにホールでもたついていたクロエに、それぞれ制止と発破をかけた。

「『彼』の相手はあたしがするわ！　それよりあんたらは自分の役目を果たしなさい！」

「ッ、アンリ!?」「アンリエット!?」

「慧けい太た郎ろうは敵を少しでも減らして！　黒い奴やつら優ゆう先せんね！　クロエはムッシュを安全な場所まで逃がすの！　で、もし憲けん兵ぺい隊たいに会ったら状況説明！　分かった!?　分かったら返事っ！」

　僅わずかに躊躇ためらいの間を置いたのち、慧太郎とクロエが同時に「了ウ解イ！」と返してくる。それでアンリも二人への注意を切り、回廊で早くも一人目の犠ぎ牲せい者しやを出した屍し漁りようバエに集中した。

　真っ先に血祭りにあったのはボナパルト派の手勢の一人。半身を噛かみ千ち切ぎられてもなお痙けい攣れんを起こしたように震えている。因いん果が応おう報ほう、と言うには些いささか酷こくな死に様だった。

　そのあいだにアンリは、走りながら短たん銃じゆうの発射準備を整え、すれ違ったマダムから肩掛けストールをひっぺがして顔に巻き、更さらに落ちていた誰だれかの外がい套とうを羽は織おって可能な限り容姿を隠す。で、今まさに老ろう紳しん士しを組み敷いて喰くらおうとしていた屍漁バエに向けて、

「──『アポミコイオス！　汝なんじ、ゼウスの名に能あたわじ！　天空神が裁さばきを受けよ！』」

　短銃を両手で構かまえ、ギリシャ語の短たん詠えい唱しようで強化した魔ま術じゆつ弾だんを発射した。

　しかし、敵も然さるもの。先んじてこちらに反応していた黒衣の男が、その直前、屍漁バエに何かを鋭く囁ささやいていた。手元では案の定、魔ま法ほう円えんが展開している。

　次の瞬しゆん間かん、屍漁バエが恐ろしい俊敏さを見せた。翅はねを振るわせるや前触れもなく一気にトップスピードにまで加速し、回廊から再びホールの上空に飛び出したのだ。アンリの放った雷らい気きを帯びた魔術弾は、あと一歩というところで壁かべを穿うがつに終わった。

「思ったとおりっ……やっぱ速いか！」

　あの巨体で信しんじ難がたい速度だ。しかし、元からしてハエという昆虫は、生物界でも群を抜いた機動力を誇る。この場合、広い会場で戦わねばならない不遇を嘆くべきか、それとも屋内だからまだ動きは制限されていると己おのれを慰なぐさめるべきか。

「ッ、なぜ魔ま女じよがここに!?　貴き様さま、何者だ！　軍のスパイか!?」

「そんなの答える馬ば鹿かがどこにいんのよ！」

　黒衣の男にそう返しながら、スカートの内側から抜き出した手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てき。虚こ空くうで盛大に爆ばく裂れつの花が咲く。屍漁バエは速すみやかに身を翻ひるがえしてそれを回避したが、その隙すきにアンリは倒れていた男──最初に『彼』に喰われた襲しゆう撃げき者しやだ──が抱えていたマスケット銃を回収していた。まだ弾たまは発射されていないことを確認し、筒先をほぼ真上に向けて迷わず発砲する。

「ハッ、馬鹿め！　どこを撃うっている!?」

　嘲あざけりの笑みを浮かべた黒衣の男が、続いて屍漁バエをけしかけた。手榴弾で一いつ旦たんは遠ざけた『彼』がＵターンして、今度こそ一直線にこちらへ迫せまり来くる。

　が、その途中、光り輝く何か巨大な物体が上から落ちてきた。

　シャンデリアだ。

　天井に四つも設しつらえられていた豪ごう勢せいなシャンデリア、そのうちの一つが先の手榴弾の衝しよう撃げきで接合部を限界まで軋きしませ、今、アンリの撃うった弾だん丸がんで駄だ目め押おしされて落下を始めたのだ。

「なん──!?」

　さすがに避け切れるものではなかった。的まとは大きいが速過ぎて捉とらえ切きれない。なら、今度は弾たまのほうを大きくしてやればいい。アンリの作戦勝ちだ。

　思いもよらぬ方向から大質量に激げき突とつされ、屍し漁りようバエがシャンデリアを抱いて心中するように墜つい落らくを始める。黒衣の騎き手しゆはその前に、衝しよう撃げきで空中に投げ出されていた。

　床に叩たたきつけられるまでの数秒間、墜おちてゆく『彼』と目が合った気がして、アンリはやり切れない想おもいに駆かられる。人を襲おそった〈蟲ギヴル〉は必ず駆く除じよするのが人世の理ことわりだけれど、魔ま術じゆつで操あやつられていた『彼』に果たして罪はあるだろうか？

　本意ではない殺生に手を染め、ムシ好き女としては感傷的にならざるを得なかった。

「……ごめんなさい」
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　果たして謝しや罪ざいは届いたかどうか。

『彼』は最さい期ごの瞬しゆん間かん、甲かん高だかい断だん末まつ魔まの声をあげた。




　　　　○




　死ぬほど退屈な任務だ──標的と憲けん兵ぺい、合わせて二〇名ばかりを屠ほふった雪シユエ蘭ランは、早くも宛あてがわれた己おのれの仕事に飽あきが来始めていた。

「なんなんだ、この歯は応ごたえのなさは？　弱い者いじめをしている気分だぞ」

　リグワール邸の一階通路で、パーティー会場から逃げて来る客たちと、玄関方面からやって来る憲けん兵ぺいたちを待ち伏せして早一〇分。足元は既すでに死し屍し累るい々るいの有様だが、それを為なした凶きよう手しゆの自分はといえば、我ながらどうかと思うくらい、だらけ切っている。正直、暇ひまだ。

「まったく……憲兵隊がまさかここまで雑ざ魚こ揃ぞろいとはな。厄やつ介かいなのは鉄てつ鋼こう男だん爵しやくだけか」

　今夜、憲兵隊がこの場に登場するのは完全にアクシデントだが、寧むしろ雪シユエ蘭ランはそれを喜んでさえいたのだ。それほど鼻が利く手合いなら、さぞや精鋭で事に臨のぞむことだろう、と。

　なのに、いざ蓋ふたを開けてみればこの体ていたらく。拍ひよう子し抜ぬけもいいところだった。

　雪蘭はミハイールと違い、さほど道徳観念が強いほうではないが、だからといって殺人そのものに意義は見出さないし、機械のように滅私できる性た質ちでもない。というか我が慢まんは嫌いだ。

　望みはただ一つ、強者との尋じん常じような立ち合い。即すなわちそれが雪蘭の『趣味』だった。

　故郷ではたびたび「凶手向きでない」と評されてきた自分だが、根本的な性分というのは生なま半なかには改あらため難がたいものだ。短気で趣味に走りがちな己のこういった気質が、〈ブリュム・ド・シャルール〉内でも低評価に繋つながり、〈七星コキシネル〉で下位に置かれる原因となったことも知っている。

「……だが、嫌なものは嫌なのだ！　なのに、どいつもこいつも普段はわたしを子供扱いするくせに、ここぞとばかり『もういい歳としなんだから』とか不届きなこと言うし！」

　子供扱いされるのは腹立たしいが、年ねん齢れいの話を持ち出されるのも割と傷つく。そのへんの微妙な女心がウチの連中には解せないらしい。デリカシーのない奴やつらばかりで困る。

「ふ、ふんっ……まあいい、いいだろう。ミーシャの奴は歳とかあんまり気にしなさそうだしな。そういう意見もあ──ん？」

　複数の足音が接近してくる。全員かなり大柄だ。いや、装備品を足せばちょうどか？

　そこまで瞬しゆん時じに判断して待まち構かまえていると、やがて予想どおり通路の角から憲兵隊が現れた。数は四人。こちらの存在に気づき、「なんだ子供か」と露ろ骨こつに油断した顔つきになるが、

「人を見た目で判断するな、という意見もあるぞ？」

「「「ッ!?」」」

　言葉と同時に雪蘭が神速で抜き打った鏢ひように、先頭にいた男が額ひたいを射抜かれれば、さすがに残る三人はそこそこ機敏な対応を見せた。もっとも、雪蘭から言わせればそれでもまだ欠伸あくびが出るほどに鈍にぶく、一〇度殺してもお釣つりが来るほどだったのだけれど。

　慌あわてて通路の奥に取って返し、これでひとまずは安心と高たかを括くくったか、続いて角から銃じゆう口こうを覗のぞかせた憲兵たちに、雪蘭は物も言わず円えん月げつ輪りんを三枚飛ばした。広い通路を直進した円えん盤ばん状じようの刃やいばの群れは、しかし途中で魔ま法ほうのようにかくんっと軌き道どうを変え、そのまま角の向こうに吸い込まれるようにして消える。もちろん、あがった悲鳴はきっちり三人ぶんだ。

　ただ、殆ほとんど勘かん頼だのみの投とう擲てきであるため、これで都合良く全員必殺とはいくまい。

　ゆえに雪シユエ蘭ランは、円えん月げつ輪りんを投じ終えるや、すかさず敵方に向かって疾しつ走そうしていた。この程度の間合い、自分にとっては無にも等しい。

「なっ!?」「ば、馬ば鹿かな！」

　通路の角にいた生き残りは二人だった。どちらも浅手だ。一いつ瞬しゆんで距離を潰つぶされ、手品を見たような面おも持もちをしている。うち一方の右みぎ眼がん窩かに、雪蘭は袖そでから抜いておいた峨が眉び刺しを突き入れ絶命させ、なんとか反はん撃げきを試みようとしたもう一方の銃じゆうを五ご行ぎよう拳けんの劈へき拳けんで破壊。そのまま相手の腕を取って引き込み、捻ひねりを加えて深く仰のけ反ぞらせるように崩くずすや、

「殺シヤア──ッ！」

　振り上げた膝ひざで後頭部を、振り下ろした裏うら拳けんで顔面を、同時に挟み込むように強打した。

　金こん剛ごう搗とう碓たい。組み技らしからぬ、流れるような動作が特徴の、太たい極きよく拳けんが一いつ套とう路ろだ。

　頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつする手て応ごたえが腕を伝い、四人目の憲けん兵ぺいが完全に魂こん魄ぱくを失って仰ぎよう臥がする。苦痛を感じるゆとりもなかったろう。侠きよう客かくを自負する雪蘭なりの慈じ悲ひだった。

「──とはいえ、やはり退屈だな。さすがに少し虚むなしくなってきたし」

　難なく一個小隊を始末した雪蘭は、冷たくなった四人の憲兵にはもはや一いち瞥べつもくれず、元いた通路まで戻る。頭の隅すみでは、半なかば冗じよう談だん、半ば本気で、やましい考えに駆かられ始はじめていた。

　こうなったら指揮官の命令など無視して、懲ちよう罰ばつ覚悟で四人目を探しに行こうかな、と。

　ところがそこで、鍛きたえ抜ぬいた聴ちよう勁けいが再び人の気配を察知した。

　今度はパーティー会場の方面からだ。数は五人。おそらく逃げ出して来た客たちだろう──と一いつ旦たんは思ったのだが、こいつらは些いささか様子がおかしい。足運びが妙にのんびりしている。

　怪け訝げんに思いつつも見守っていると、ほどなく通路の奥から慮りよ外がいの人物が現れた。

　ここまで辛しん抱ぼう強く任務に徹てつしてきた雪蘭だったが、さすがにこのときばかりは殺意が理性を凌りよう駕がしかけたと思う。

「…………アドルフ・ティエール」

「おや？　賊ぞくと遭そう遇ぐうしてしまったか。まいったなこれは。ツイてない」

　面つらの皮かわの厚さは脂肪と比例でもするのか、ティエールは開口一番そんなことを言った。こちらの険けん呑のんさに警けい戒かいを示したのは、周まわりに侍はべっている四人の護ご衛えいたちだけだ。

　まったく白々しい。内心でそう毒づく。この男、自分が今どれほどの窮きゆう地ちに立たされているのか理解していないのか？　こちらは暗器を抜き打ちたくて、うずうずしているのだぞ？

「いやはや、なんとも怖い顔だな。それで、どうするね？」

　続けてティエールが、のほほんと尋たずねてきた。

「どう、とは？」

「私を殺すのかね、という意味だ。何しろこれでも首相なのでね」

　意外と重要人物なのだよ？　と語る肥満首相。聞ききしに勝まさるタヌキぶりだった。

　無論、答えなど決まっている。ティエールも分かっていて質問しているのだ。しかし、だからこそ雪シユエ蘭ランは、敢あえて返答を遅らせた。そうすれば相手も少しは焦あせるかと期待して。

　だが結局、先に根負けしたのは雪蘭のほうだった。

　ティエールの弛ゆるんだ鉄てつ面めん皮ぴは、待てども待てども一向に揺らがなかったからだ。

「……行け。貴き様さまの首を取ったところで、なんの自じ慢まんにもならん」

「ほう、見み逃のがしてくれると？　それはありがたいな。では、失礼して──あぁ、お前たちもちゃんと彼女に礼を言っておきなさい？」

　などと、こちらの前を通るとき、わざわざ護ご衛えいに会え釈しやくまでさせる。逐ちく一いち、人の神経を逆さか撫なでする奴やつだ。雪蘭は口端を歪ゆがめ、去りかけたその背中に、思わず挑発を投げかけていた。

「──そうそう、例の四人目だがな？　我々もようやく居所を掴つかんだぞ。貴様には悪いが、もはや交渉のカードとしては使えん。肝きもに銘めいじておくんだな」

　対してティエールは、振り返りもしなかった。ただ、ひらひらと手だけを振って、

「はて、四人目？　誰だれのことかなぁそれは。首相、全然分からないよ」

「貴様、すっとぼけるのも大概に……っ！」

「パーティーの出席者たち、標的以外にはなるべく手を出さないようにね。ダミーとして呼んだ客のなかには有名人も多いから。特にショパンとかベルリオーズは絶対駄だ目め。頼むよ？」

　こちらの抗議など受けつけもせず、言うだけ言ってさっさと通路の先に姿を消した。

　直後、自分が極大の癇かん癪しやくから怒声を撒まき散ちらしたとしても、それはまったく以もって致し方のない、ごく自然な成り行きだったと言えよう。少なくとも雪蘭はそう信じて疑わなかった。

「……くそったれめッ！」




　　　　○




　叫きよう喚かん渦うず巻まく戦場と化した屋敷を、黒い陣じん風ぷうさながらに駆かけ抜ぬける。慧けい太た郎ろうの怒りはとうに沸ふつ点てんを超こえ、今や煮にえ立たつマグマの奔ほん流りゆうと化していた。

「雄お雄おぉ！」

　鞘さやぐるみのまま振るった無む垢く嬢じよう矩のり安やすでボナパルト派の男を一人打ち倒し、と同時に傍かたわらにいたもう一人には駆け込みざまの当て身。あっという間に二人を片づけるが、敵はまるで雨う後ごの筍たけのこの如ごとく湧わいて出でる。三階通路の途中で固まっていた客たちの向こう、距離を隔へだてた場所に火器で武装した新あら手てが現れ、慧太郎は舌を鳴らすや床を蹴けって、邪じや魔まな人ひと垣がきをまとめて跳とび越こえた。そして、今まさに空を切って迫せまった銃じゆう弾だんを、悉ことごとく紙かみ一重ひとえのところで打ち落とす。

　空間に走る無数の火花。それを認めて事態を悟さとったか、敵も客も皆揃そろって唖あ然ぜんとなる。

　そのあいだに慧太郎は再び一陣の風となり、新手を片っ端から昏こん倒とうさせてゆくが、一息入れる暇ひまさえありはしない。今度は邸内の別の場所で新たな悲鳴が響ひびいた。

　この付近にはもう敵の気配はないと判断し、慧太郎は駆けながら護まもり抜ぬいた人々に告げる。

「上に逃げても意味がありません！　下へ向かってください！　早く！」

　客たちは青あお褪ざめ切きった顔で一様に頷うなずくが、本当に理解できたかは怪あやしいものだ。恐怖に染まった群集心理の為なせる業わざというべきか、屋や敷しきから脱出するのにこうして上階にやって来ている時点で、彼らが冷静な状態でないことは窺うかがい知しれる。

　慧けい太た郎ろうは歯を軋きしらせた。ボナパルト派に属している敵たちは、よくいる志が高い『だけ』の革命集団なのか、脅きよう威い度どはさほど高くない。しかし人数の多さは問題だった。

　この冗じよう談だんじみた広さを誇るリグワール邸の内部で、散り散りに逃げてしまった客たちを護まもりながら戦うには、どう考えても圧倒的に人手不足なのだ。憲けん兵ぺい隊たいも奮ふん戦せんしているようではあるが、他にも敵勢力がいるとなると、そうそう上う手まい具合には機能しないだろう。

「……ッ」

　と、そこでまたもや一ひと際きわ大きな悲鳴。かなり近いが、面倒なことに階下だ。ゆえに慧太郎は間かん髪はつ入れず、今宵こよい、何度目かのショートカットを敢行する。

　手近にあった窓に体当たりすると、ガラスを突き破ってその勢いのまま外に飛び出した。

　一いつ瞬しゆんの浮遊感を得た直後、夜気を切り裂いて猛もう烈れつに滑かつ降こう。あらかじめ溜ため置おいた重心を弾はじけさせ、一階ぶんの高さを『弓なりに落下する』という離れ業をやってのけた慧太郎は、手や足で外がい壁へきの取っ掛かりを一切掴つかむことさえなく、窓から矢のように二階の通路へ突入した。

　案の定というべきか、敵は〈ブリュム・ド・シャルール〉だった。

　黒衣の男が三人、そしてハエ型の〈蟲ギヴル〉が一匹。既すでに犠ぎ牲せい者しやが何人か出ている。

　慧太郎は激げき情じようのままに猿えん叫きようを迸ほとばしらせた。通路に躍おどり出でるや愛刀を鞘さや走ばしらせ、まず人を喰くらおうとしていた〈蟲ギヴル〉を一刀両断に。体液を撒まき散ちらしながらその巨きよ躯くが傾かしぎ、跨またがっていた敵が宙に投げ出されたところで、次いでそいつを別の一人目掛けて蹴けり飛とばす。そして、縺もつれ合あいながら転倒した二人の意い識しきを、峰打ちで纏まとめて一挙に刈り取った。

「ッ、四人目か!?」

　最後の一人が頭ず巾きんの奥で叫ぶ。このチームの隊長なのか、事ここに至ればさすがの対応を見せて、直後には擬ぎ態たいを解いて油断なくこちらと対たい峙じしてみせた。

　外がい套とうがあるため細部は分からないが、臀でん部ぶのあたりから幾いくつもの節を有す、何か長大な尻尾しつぽのようなものが生えている。その尻尾に無数の節足まで備わっているのを認め、おそらくはムカデの〈裸蟲ミルメコレオ〉なのだろうと慧太郎は推測した。

　本性を露あらわにした〈裸蟲ミルメコレオ〉は途端に手て強ごわくなる。特に肉体の強きよう靭じんさと再生力は油断ならず、無難に事を済まそうと思えば、それなりに弱らせてからでないと難しい。だが、未いまだ多くの敵が邸内に残っている以上、ここで一人にかまけている時間はなかった。

　慧太郎はやむなく刃やいばを返し、殺意を込めて蜻蛉とんぼに構かまえる。

「……投降しろ。無理ならせめて退ひけ。僕は追わない」

「ほざけ、四人目！　我らに仇あだなす背はい約やくの騎き士しが！」

　勧告は聞き入れられず、男がムカデの外見を模した尾おを、猛もう然ぜんと振り回し始めた。

　さながら掘くつ削さく機きだ。高速で蠕ぜん動どうする硬い甲こう殻かくが、通路をところ狭しと暴れに暴れ、壁かべや床、調度品など、ありとあらゆる物を削り荒らしてゆく。

　だが、慧けい太た郎ろうはその暴風圏内に、気負うことなく平然と足を踏ふみ入いれた。

　何せあれだけ巨大な尾だ。いかに自由自在に見えても、その実、尾の先端やうねった中間同士の衝しよう突とつを避けるため、必然的に出来る隙すき間まはかなり広くなる。速度を見切れる目と、超ちよう人じん的てきな体たい捌さばきがあるなら、あとは単に度胸の問題だった。

　最小の動きだけで尾の乱らん舞ぶをかいくぐれば、あっさり奥おう義ぎを突破された男が、目め尻じりが裂けそうなほど双そう眸ぼうを見開いてそこにいる。もはや逃のがれようのない必殺圏内だった。

「……これが最後だ！　仲間を連れて退ひけ！」

　頼む、という言葉を危あやういところで呑のみ込こんだのは、それが凶きよう器きを手にする者として守らねばならない最低限の礼れい儀ぎだったからだ。だが、声の震えは隠せなかったと思う。

「ッ、舐なめるなぁああああああああ！」

　男が腰の得え物ものへ手を伸ばした。慧太郎は僅わずかに目を伏せ、そして一切の加減と躊ちゆう躇ちよを捨てる。

　相手を徒いたずらに苦しませないためにも、刀勢にはひたすら圧倒を期した。袈け裟さ懸がけに雲うん耀ようの斬ざん線せんが走り抜け、遅れて凄すさまじい量の血ち飛沫しぶきが散る。今いま際わのきわの言葉さえなく、男が糸の切れた人形のように膝ひざから頽くずおれた。

　わざわざ検あらためるまでもない──即死だ。

　跳はね飛とんだ血ち糊のりで頬ほおを汚した慧太郎は、それでも仰ぎよう臥がした男の死に顔を横目に確認した。

　憤ふん怒ぬのまま永遠に固まった表情。それも間もなく化石化して白く染まってゆく。俄にわかに湧わき上あがった感情を抑おさえ込こむのは大変な苦労だった。

　けれど、轍てつ鮒ぷの急きゆうを告げる事態は、死者に黙もく祷とうを捧ささげる猶ゆう予よさえ与えてはくれない。

　直後、背後で激はげしい罵ば声せいと打だ撃げき音おんがした。ぎょっと振り返れば、辛からくも命を拾った招待客のうち何人かが、さきほど気絶させた黒衣たちに打ちよう擲ちやくを浴びせているではないか。

　馬乗りになって素手で殴りつける者もいれば、燭しよく台だいをどこからか見つけてきて頭部に振り下ろさんとしている者もいた。明らかに殺気立っている。

「止よせッ！　何をやってる!?」

　慌あわてて止めに入れば、彼らは慧太郎にこそ非があるかのような口ぶりで言ったものだった。

「それはこっちの台詞せりふだ！　あんたこそ、なぜちゃんとトドメを刺してくれない!?」

「なっ……!?」

「私はハエの化ばけ物ものに喰くわれかけたんだぞ!?　こいつらのせいで！」

「わたしなんて夫を喪うしなったわ！　長年連れ添った人だったのに……っ！」

「そうだ、復ふく讐しゆうして何が悪い!?」「あんただって今、一人殺したじゃないか！」「だったら殺せよ！　この二人も殺せ！」「絶対に赦ゆるすな！」「どうせ〈裸蟲ミルメコレオ〉だろ!?」

　口々に訴えてくる。皆、正気とは思えない目をしていた。

　だが、そんな彼らを浅せん薄りよと蔑さげすむことはできないだろう。報復の義はきちんと立っているし、何より今は全員ひどく怯おびえているのだ。助かりたい一心ともなれば無理からぬ話といえた。

　しかし、それでも慧けい太た郎ろうはかぶりを振った。どんな正当な理由があっても、無抵抗の人間を私刑にかけるような真ま似ねを、見過ごすわけにはいかなかったからだ。何より、いっときの感情に身を任せて人を殺あやめれば、彼らはいつか必ず今日の過あやまちを後悔することになる。

「……駄だ目めだ。その二人の処置はもう、憲けん兵ぺい隊たいに任せておけばいい」

「そんなッ、あんたいったい何様のつも──」

　更さらに言いかけた彼らの台詞せりふを、慧太郎は威い嚇かくで以もって遮さえぎった。出し抜けに近くの壁かべへ、白刃を振るったのだ。刻まれた鋭利な斬ざん痕こんを認め、客たちが怯ひるんだように押し黙る。

「行け！　裏口のほうへ回れ！　そちらの敵はもう粗あら方かた片づけてある！」

「だ、だがっ……我々はこいつらに！」

「今は自分が助かることだけを考えろ！　それとも僕に斬きられたいのか!?」

　再度、壁に向けて刀を振るう。語調には本気でやりかねないと思わせるだけの力を込めた。その甲か斐いあってか、客たちが一いつ斉せいに跳とび上あがり、あたふたと通路を駆かけ出だす。

「偽善者め……ッ！」

　誰だれかが悔しげに残したその台詞こそ、まさしく慧太郎の心中の代弁に他ならなかった。

　違いない。自分は度どし難がたい偽善者だ。最後には必ず相手を手にかけるくせに、非道はやめろと矛盾した台詞を吐はき連つらねる傲ごう慢まんな人間だ。そんな男の言葉になど、誰も耳を貸しはしないだろうに。そして結局は、やはり力で相手の意思を捻ねじ伏ふせる。情けない話だった。

「………………」

　慧太郎は通路に転ころがる死体を順じゆん繰ぐりに眺めた。うち一人は自分の仕し業わざだ。これまでも似たような惨さん状じようは、たびたび目にしてきたが、だからといって慣れるはずもなかった。

　人命を尊ぶ──いくら武士道をそう奉ほうじたところで、しょせん慧太郎はたかだか一個人に過ぎない。やれることには限度がある。すべての命を掬すくい上あげようとしても、必ず指の股またをすり抜けて取りこぼしは生まれる。自分の掌てのひらは悲しくなるほど小さい。

　分かっていたはずだ。この世は『ままならない』と。

　秋あき津つ慧太郎にできるのは、生者と死者を選より分わける天てん秤びんを、ほんの僅わずかに一方へ傾けることだけ。そのためには、ときに手ずから犠ぎ牲せい者しやを生み出す覚悟すら定めねば、助けられる命さえ助けられなくなる。何もかも叫び出したくなるほど承知していたはずだ。

　楽園アルマスは遠い。

　果てしなく、遠いのだ。

　敵も味方も救われてほしいと、どれほど強く願ったところで、今はまだそれは幻げん想そうでしかない。『いずれ』が来るその日まで、自分はあと何度両手を血で染め、何度人々の悲しみを目まの当あたりにするのか。それを思うと息ができなくなりそうだった。

「ちくしょう……っ！」

　慧けい太た郎ろうは胸の痛みに喘あえぎながらも再び駆かけ出だす。

　悠ゆう長ちように悔かい恨こんに浸ひたっている暇ひまはなかった。今こうしているあいだも、人々が生存できる確率は寸刻みで低下し続けている。こちらの未熟に状況は合わせてなどくれない。

　ほどなく、慧太郎はどこからか血臭を嗅かぎ取とった。既すでに少なくない犠ぎ牲せいが出ているらしく、これまでにない強きよう烈れつさで臭いが漂ただよってくる。それと同時、大勢の人の気配も感じた。

「……でも妙だな。その割には静か過ぎる」

　生存者がいるなら、悲鳴くらい聞こえてきそうなものだけれど。

　だが果たして、その理由はすぐに明らかとなった。

　血の臭いを辿たどって着いた先は、屋や敷しきの正面玄関だった。慧太郎が出たのは二階のテラス、ホールを見下ろせる位置だ。元は白かった大理石の床は、今や一面が赤黒く汚れていた。

　屍し山ざん血けつ河が。まさしくその言葉どおりの様相だ。手て向むかう者は誰だれ彼かれ構かまわず斬きり伏ふせたのか、折り重なった遺い骸がいは招待客、ボナパルト派、憲けん兵ぺいのいずれをも含んでいた。まだ生きている者も多かったが、惨さん劇げきを引き起こした張本人がホール中央に陣じん取どっているため、客たちは隅すみで肩を寄せ合って縮ちぢこまるばかりだ。ボナパルト派と憲兵たちも手を出しあぐねているようで、たった一人の敵を皆で取り囲むその様は、彼らが協力体制を敷しいているようにも錯さつ覚かくさせた。

「…………な」

　慧太郎はただただ絶句していた。放心、と言い換えても良いかもしれない。

　目にした光景が予想を上回る惨むごたらしさだったことも理由の一つだが、それ以上にもっとずっと遥はるかに由ゆ々ゆしき問題が眼下の地じ獄ごくに存在していたからだ。

　緋ひのなかの蒼あお。

　流血の河かわをひらひらと泳ぐ、若わか鮎あゆの如ごとき浅あさ葱ぎ色いろの小こ袖そで。

　下は女おんな袴ばかまを合わせ、履はき物ものは革かわ製せいのブーツ。フランスでは突飛に過ぎる出いで立たちだ。にも拘かかわらず、亜あ麻ま色いろの髪かみを有す少女には、その格かつ好こうが奇妙なほどよく似合っていた。

　そして手には、白木の鞘さやに納まった一振りの日本刀が──

「な、なんで……」

　こちらの呟つぶやきが聞こえたからだろう。少女がふとテラスを仰あおいだ。

　目が合うや、彼女があどけなく相そう好ごうを崩くずす。慧太郎はそのとき、自分がどんな面おも持もちで相手に応じたか、あとになって振り返ってみても、結局、思い出すことが叶かなわなかった。

「あぁ、やっとお会いできましたの、ケイ様っ！」

「……ッ」

　確かに。パリのどこかでまた会えたらいいなと、そう思ってはいたけれど。

　こんなかたちでの再会を、いったい誰だれが望んだというのか。誰に見越せたというのか。

　勝手な言い草かもしれないが、痛つう烈れつな裏切りを受けた気分だった。相手の素性がもはや半なかば確信できてしまったからこそ、名を呼ばわる際は語調に悔しさと怒りが滲にじんだ。

「──ノエッ！」

　この場にて多くの犠ぎ牲せいを強しいた〈ブリュム・ド・シャルール〉の構成員が、血ち腥なまぐささなど欠片かけらも感じさせない華はなやかな笑みを浮かべる。

　思わず胸のむかつきを催もよおすほどの、それはそれは愛くるしい笑顔だった。




　今宵こよいの宴うたげのなかでも、群を抜いて悪趣味な出し物だろう、玄関ホールの虐ぎやく殺さつ劇げき。

　運悪く場に居合わせてしまった者たちは、誰だれ一人として言葉を発そうとしない。緊きん張ちようと恐怖に手足を縛しばられ、満足に身じろぎさえできない。突然現れた慧けい太た郎ろうのことなど、皆、眼中にない様子だった。

　唯ゆい一いつ、観客を静まり返らせている演者のみが、場違いなほど愉たのしそうであり、

「はいですの！　ノエですのよ、ケイ様！　テヤンｄａｙッ！」

　先のこちらの呼びかけに応じてか、ぶんぶんと千切れそうなほど手を振ってくる。

　対して慧太郎は、未いまだ混乱の極きわみにあった。いや、事態は火を見るより明らかなのだが、しかし心が現実を直視できずにいる。まるで悪夢のなかを彷徨さまよっているかのようだった。

「……ッ、この化ばけ物ものめェ！」

　出し抜けに怒声。ノエが頭上を仰あおいでいる今を好機と捉とらえたか、ボナパルト派の一人が銃じゆう剣けんを装備したマスケット銃で、彼女の脇わき腹ばらに突きかかったのだ。

　刹せつ那な、剣光が目の覚さめるような三日月を描いた。

　大きく左から斬きり上あげる軌き跡せき──だったように思う。

　刺突を放った男のほうはといえば、なぜか突進した勢いのままノエの傍かたわらを通り過ぎ、五、六歩ほど進んだところで突然べちゃりと横倒しになった。

　いや、左脇腹から右肩にかけて走った太た刀ち筋すじに沿って、身体からだの上半分が斜めに滑すべり落おちたのだ。もう半分はそれから暫しばらくあとも、よたよたと歩き続けていた。

「なっ……!?」

　居い合あいだと遅れて気づいた。それも、ただの居合ではない。

　ノエの残心を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。相手に己おのが首を差し出すように極端な前傾姿勢を取り、腰をこれ見よがしに捻ねん転てんまでさせて、太刀は右斜め上方に振り抜かれたかたちで静止、即座に納刀さえしない。どれも一般に『居合』と呼ばれている技法──天てん文ぶんの大だい剣けん豪ごうたる林はやし崎ざき甚じん助すけが開祖とされる抜刀術の体系では、すべて固く禁じられていることばかりだった。

　宣むべなるかな。あれは林崎流の流れを汲くむそれらとは、主眼をまったく別にする居合なのだ。

「ッ、ヤクマルの『抜ぬき即そく斬ざん』!?」

　よりにもよって、としか言いようがない。

　なぜフランス人の彼女があの技を？　ヤクマルなどいったいどこで修得した？

「ほらほら、見てくださいまし！　ケイ様！」

　混乱を上塗りされて棒立ちとなる慧けい太た郎ろうに、たった今、人ひとり斬ざん殺さつしたとは思えない朗ほがらかさでノエが再び語りかけてくる。手にした刀を血振りしながら示してきた。

「これが汽車でお話した『剛ごう刀とうタヌキ』ですのよ！　ノエの愛刀ですの！」

　言われなくても既すでに分かっていた。あの話をよく吟ぎん味みしなかった自分の浅せん慮りよさを今になって嗤わらう。元幅と先幅が共に広く、それでいて切っ先まで深く反そった特徴的な刀身──『同どう田た貫ぬき正まさ国くに』だ。切れ味と頑丈さに定評がある、実用一点張りの名刀である。

「なんであんなものまで……っ！」

　呻うめいた瞬しゆん間かん、今度はボナパルト派と憲けん兵ぺいたちが、揃そろって一いつ斉せいに動いた。

　得え物ものを既に抜いているなら、抜ぬき即そく斬ざんは放てまいと踏ふんだか。四方八方から同時に攻めかかって、ある程度犠ぎ牲せいを払おうともノエを排除するつもりだ。最悪の愚ぐ挙きよといえた。

「駄だ目めだっ、早まるな！」

　急ぎテラスから飛び降りるが間に合わない。殺さつ戮りくはいっそ華か麗れいなまでに迅じん速そくだった。

「あはっ──」

　軽やかな笑い声と共にノエが瞬転。右側へ高速で体たいを捌さばいて一人目の首を撥はね飛とばし、包囲を崩くずすや速すみやかに刀を鞘さやへ回帰させて再び疾しつ駆く。標的を見失い図らずも密集してしまった敵勢へ、死角から抜即斬を見み舞まって二人目を、右掛かりで三人目を難なく仕留め、相手方が事態を悟ったときには既に四人目が胸から刃やいばを生やしている。五人目と六人目はそれぞれ振るってきた得物を互いの急所へ導き同どう士し討うちに。七人目は深く身を沈めて脛すねを薙なぎ、ひぃひぃ泣きながら床を這はいずったところで、助けに入ろうとした八人目もろとも真っ二つに。最後の九人目は逃げようとしたので、その背中目掛けて振り向きざまに小こ柄づかを──

「ふっ……ざけるんじゃないッッッ！」

　ここでようやく慧太郎が割って入った。

　風切り音と共に飛んだ小柄を、走り込みざまの抜きつけで弾はじき落おとす。

　危あやうく九人目になりかけた憲兵がこけつ転まろびつ逃げ出し、ノエは小柄を打った姿勢のままできょとん。少なからず浴びた返り血さえ一いつ顧こだにせず、

「まあ」

　一いつ拍ぱく後ご、実に女の子らしい所しよ作さで驚おどろいてみせた。

「ケイ様ったら、とてもお速いんですのね？　さすがはジゲンの雲うん耀よう使いですの」

　他に言うことは何もないらしく、心底感心したふうな口ぶりだった。床に新あらたに撒まかれた血と臓ぞう物もつはまだ生温かく、足裏から生命の残のこり香がを感じて、慧太郎はぶるりと満身を震わす。

　今、目の前でまた人が死んだ。立て続けに何人も。自分が呆ほうけていたばかりに。

　例たとえ相手が見知った顔だとしても、一目見れば状況は歴然だったのだ。即座に戦せん闘とうへ介入していれば、おそらく出さずに済んだ犠ぎ牲せいだった。

　いや、手遅れ云うん々ぬんの話をするなら、初めて会ったときが既すでにそうだ。

　汽車でぶつかり倒れかかったノエを助けたあのとき、引き込んだ手て応ごたえの軽さに慧けい太た郎ろうは内心で驚おどろきを得た。なんてことはない。あれは自分もよくやる重心操そう作さによって、ノエ自身が既に姿勢を戻しかけていた証左だったのだ。もっと早くに気づいて然しかるべきだった。

「……ノエ」

　ぎりっ、と奥歯を噛かみ締しめる。かつてない怒りに目め眩まいがした。そんなこちらの心中を知ってか知らずか、ノエは「はいですの」と素直に頷うなずいてくる。

「きみは……〈ブリュム・ド・シャルール〉なのか？」

「そうですの。ええっと、ケイ様もコレのことは、もうご存じですのよね？」

　彼女が言いながら指差したのは、腰帯に挟んでぶら下げられていた装飾品──七つの宝石をあしらったテントウムシのブローチだった。その意味するところは一つしかない。

「この際ですから、改めて自己紹介させてくださいましね？　三ヵ月前、ケイ様がお下しになられたジョゼフ様に代わって、このたび『青』の色を頂ちよう戴だいいたしました、〈七星コキシネル〉第六席ノエと申しますの。以後よしなに、秋あき津つ慧太郎様」

　ぺこりと頭を下げてみせる。自分よりも明らかに歳とし下しただろうノエが、組そ織しきの生はえ抜ぬきという点については、さして驚くに値あたいしない。先の剣けん舞ぶを思い返せば充分に納得がいく。

　少し気になったのは、彼女がこちらをフルネームで呼んだことだった。

　ジョゼフは自分のことを組織に殆ほとんど伝えていなかったはずだし、雪シユエ蘭ランとミハイールには結局あのとき名乗り忘れてそれっきりだ。どうやって知り得たのかは定かではないが、既に男であることもバレているだろう。もはや素性は完全に露ろ見けんしたと見ていい。

　けれど、今はそんなことはどうでも良かった。

「…………」

　慧太郎は眼光でノエを斬きりつける。彼女は微ほほ笑えみを絶やさなかったが、もうこの表情に騙だまされはしない。目の前に立つこの少女は、まともではないのだから。

　ノエがただ自衛のために戦っただけなら、例たとえ多くの人間を手にかけたとしても、ここまで頭には来なかった。けれど違う。彼女は自分やジョゼフ、雪蘭などとはまったく別の人種だ。武芸を修おさめてはいても、信念で活かつ殺さつ自じ在ざいを為なす『武芸者』ではない。

　それとも自分はまた、何か勘かん違ちがいをしているのだろうか？

　慧太郎は一いち縷るの望のぞみに縋すがるように、思わず正対のノエに問いかけていた。

「ノエ……きみは、自分がやったことを……ちゃんと理解しているのか？」

「？　ちゃんと、ですの？」

「きみは今、人を殺あやめたんだぞ？」

　再びきょとん。けれど、すぐに持ち前のふわふわした笑顔に戻って、

「はいですの。ノエがみんな殺しましたのよ？　会かい心しんの手て際ぎわだと思いますの。──ねね、ケイ様。ノエの居い合あいはどうでしたの？　ぜひケイ様の意見を聞かせて頂きたいんですの！」

「違うッ、そうじゃない！　僕が言ってるのは剣の話じゃなくて……っ！」

　訊ききたくない。だが、訊かねばならなかった。

「…………手にかけた人間のことは、なんとも思ってないのか？」

「はいですの♪」

　一点の曇くもりもない即答。たまらず、くらりときたと思う。

　剣けん鬼きだ。

　この娘は真正、剣に憑つかれている。

　先刻の立ち回りを思い返すと、未いまだに背せ筋すじが凍りつく。刀が鞘さやに納まっているあいだに、あらゆる決断を終えるべし──それが居合の最鉄則だが、そのことを差し引いても抜ぬき即そく斬ざんを含むノエのすべての斬ざん撃げきは、あまりにも『起こり』が早過ぎた。

　決断もへったくれもない。まるで雑草を刈り取るような手て捌さばき。

『人間を斬きり殺ころしている』という自覚そのものが、甚はなはだ希き薄はくなようにさえ映ったのだ。

　悪あく辣らつ極きわまる愉ゆ快かい犯はんでさえ殺生に至ればもう少し何かあるだろうに、ノエは過程の剣けん戟げきばかりに重きを置いて相手のことなどろくすっぽ見てもいなかった。

　戦せん闘とうに愉ゆ悦えつを覚おぼえるあたりは雪シユエ蘭ランと少し似ているが、彼女があくまで『競い合い』に目を輝かせていたのに対し、ノエが耽たん溺できするのは己おのが技の出で来き栄ばえばかりだ。それは決定的な差異だろう。彼女にとって敵対者は『動く試し斬りの的まと』でしかない。

　お遊ゆう戯ぎなのだ。

　この娘は単なるお遊戯で、何十人もの人間を惨ざん殺さつした。

　はしゃぎ回った末の至し極ごく当然な結果として、ただ相手の命は「不要」と消費されのだ。

「……ッ」

　誰だれだ。こんな娘にヤクマルを仕込んだのは。

　絶対にあってはならない。命のやり取りのさなかで、自分にしか目が向かない人間に剣を教えるなど、誰がなんと言おうと言語道断だった。

「あの、ケイ様……？」

　問答のあと暫しばらく動きを止めていたこちらに、ノエが少し不安げな面おも持もちで呼びかけてくる。

「もしかして、何か怒ってらっしゃいますの？」

「……ああ、そうだな。きみには理解できないだろうけれど、僕は今とても怒ってる」

　慧けい太た郎ろうはそう静かに応じ、おもむろに蜻蛉とんぼに構かまえた。

　細かいことはあとにする。とりあえず今はノエを完全に無力化しなければならない。彼女の歪ゆがんだ在あり方かたを矯きよう正せいするのは、屋や敷しきの敵を一掃してからでも遅くはないはずだ。幸さいわい今は相手もまだ擬ぎ態たいを解いていないため、雲うん耀ようならば峰打ちでも一いち撃げきで意い識しきを刈り取れるだろう。

　こちらの明確な意思表示を見て取り、ノエがまた朗ほがらかに笑みを零こぼした。なぜ慧けい太た郎ろうが気分を害しているのかよりも、蜻蛉とんぼの構かまえにいたく興味をそそられたようだ。

「なるほど、それが……確かにちょっと『違う』んですのね」

　ノエが言いながら刀を鞘さやに納める。やはり居い合あいが殊ことのほか得意であるらしい。

「ふふ、面白くなってきましたの。お父様には念を押されましたけど──ええ、そもそもの話をすれば、ノエとケイ様は約束していましたものね？　『また会ったら日本のことを色々教えて頂く』って。あとでお父様にこっぴどく折せつ檻かんされるでしょうけれど我が慢まんしますの」

　お父様。そういえば同どう田た貫ぬき正まさ国くにも、父から譲ゆずってもらったと語っていたか。

　では、その男がヤクマルの──

「ぜひご教授くださいまし、ケイ様。ノエの剣が四人目の騎き士しに通じるか楽しみですの」

「……違う」

「え？」

「僕は四人目じゃない。秋あき津つ慧太郎だ」

　多くの意味を込めて言った。だが、やはりノエには欠片かけらも伝わらなかったらしい。

「あ、はいですの……え～っと、知ってますのよ？」

「いいや、知らない。きみは何も分かってない」

　断言する。この娘は秋津慧太郎個人のことなど見ていない。ただ『四人目だから』『日本の剣けん客かくだから』『雲うん耀よう使いだから』、他の者よりも少しだけ執着を示しているだけだ。

　いいだろう。教授が必要だというのなら、全ぜん身しん全ぜん霊れいでつき合ってやる。

　ノエはまず剣の腕よりも先に、磨かねばならないものがある。

「……征ゆくぞッ」

「はい、いつでも♪」

　互いの言葉が後方に流れ、大気がどろりと粘性を帯びた。

　此これより先は韋い駄だ天てんの庭。音よりもなお疾はやき刹せつ那なの連続のみが意味を為なす。

　流れ雲の歩法で滑すべるように前に出た慧太郎を、地に倒れ込みそうなほど姿勢を低めたノエが迎え打つ。彼ひ我がの刃圏が接触すると同時、雲耀と抜ぬき即そく斬ざん、日本剣術界にあって共に異形と称される必殺剣同士が、孕はらんだあらゆる意を精妙に消して同時に放たれ──




「ノ～エ～、な～にをやってるのかな～？」




　そのときだった。甚はなはだ緊きん張ちよう感かんに欠ける呼びかけが、もはや止めようもなかったはずの双そう方ほうの激げき突とつを、たちどころに打ち切ったのは。










　　　　○




　外に通じる抜け道がある。

　リグワールがそう苦々しく零こぼしたのは、パーティー会場をあとにしてもう間もなくだった。

　そもそも道が狭過ぎるため、大勢が通り抜けることは不可能であり、もしそこで立ち往生でもして敵に察知されたら一巻の終わりとなる。だから、敢あえて客たちには黙っていたらしい。

　彼がなぜそんな事実を自分にだけ口にしたのかは分からない。このままでは本当に己おのれが足あし手で纏まといになると感じたからか、それとも屋や敷しきを脱出するという建前でクロエだけを先に逃がすつもりだったのか。だが、どちらにしても選せん択たく肢しなどありはしなかった。

「もうすぐですよ、ムッシュ！　頑張ってください！」

「え、ええ……」

　クロエが憔しよう悴すいの色濃いリグワールに肩を貸し、襲しゆう撃げき者しやたちをやり過ごしながら向かった先は彼の書斎だった。場所は東側の三階だ。室内は殆ほとんど図書館じみていた。

　なんでもここに地下に続く階段があり、最終的には離れへと出られるらしいのだ。

「ムッシュ、お怪け我がの具合は？」

「……そこそこです。思ったよりは、だいぶ良いですね……」

　無理をしているのは間違いない。が、幸さいわいすぐに命に別状が発生するということもないらしかった。それは彼の出血が収まってきていることからも窺うかがえる。大学で医学を専攻したという理由で、リグワール自身が応急手当を施ほどこしたのだが、どうもそれが良かったらしい。

「それで、その抜け道というのはどこに？」

「右手の書しよ架かのどこかに……『ファウスト』の本があります。第一部だけ、しかもドイツ語版ですが……その奥に抜け道の扉とびらを開く仕掛けが……」

　クロエは顔をしかめた。右手の書架といっても室内の壁かべすべてが本で埋うまっているような部屋だ。そんな大おお雑ざつ把ぱな説明では分からない。リグワールも自覚があったのか、

「……申し訳ない。幼い頃ころ、父に遊びで一度見せてもらったきり、私は触れてもいなかったものですから。平時にはまったく必要がない備えですし」

「あぁいえ、謝あやまらないでください。確かに言われてみれば、そのとおりだ」

　こうなったらもう虱しらみ潰つぶしにするしかないだろう。ドイツ語が分からないクロエは書しよ棚だなにある本を片っ端から検あらためてゆくことにした。リグワールも乱暴に扱ってくれて構かまわないと言ったので、遠慮なく引っ張り出してその奥に何かないか調べてゆく。ぽんぽんと本が宙を舞まった。

「……クロエ、貴女あなたは勇敢な女ひとだ」

　背後のリグワールが話しかけてくる。彼は床にへたり込んでいた。クロエは手が離せなかったので、多少の失礼を感じつつも、振り返らぬままに応じる。

「急にどうなさったのです？　褒ほめて頂いても何も出ませんよ？」

　僅わずかに茶化すような口ぶりになったのは、彼がまた話を蒸し返す気かもしれないと考えたからだ。悪いとは思うけれど、自分の気持ちはもう決まっている。変に期待させないほうがいい。

「いえ、何か含みがあるわけではなく……ただ、純粋に大したものだと思っただけです」

「それを言うなら、ムッシュも勇敢ではありませんか。怪け我がをしながら客人のことを第一に考えるなど、普通できることではありません」

「はは……そう言ってもらえると、私もなけなしのプライドが保てます」

　リグワールが力なく笑った。本が宙を舞まう。紙片が室内を躍おどる。

「ただ、結局のところ私や多くの人間は、決して貴女あなたのようにはなれないのですよ」

「？　わたしのように、ですか？」

「ええ。我々は人を導くような力は、どうやっても持ち得ませんから」

　本が舞う。抜け道の仕掛けとやらは、なかなか見つからない。

「わたしはそんな大層な者ではありませんよ、ムッシュ。今夜の騒さわぎでも自分の至らなさに恥じ入るばかりだ。他者を先導する力というのなら、わたしの友人のほうがよほど相応ふさわしい」

「友人？　あぁ、あのアンリエットとかいう」

　さきほどのパーティー会場での一幕。混乱のなか、クロエとケイにてきぱきと指示を出し、自分もまた果敢に〈蟲ギヴル〉に立ち向かって行ったアンリエット。誇らしいと思う反面、なかなか事態は深刻だ。何しろ彼女は目下、自分の最大のライバルなのだから。

「なるほど、確かに彼女も素晴らしい。けれど、あれは行動力があるのであって、人々を導けるかどうかとは、また別の話だと私は考えます」

「別？　そうなのですか？」

「ええ。人を導くとは、つまりどれほど多くの群集を惹ひきつけられるか、どれだけ多くの者に愛されるかということだ。あまりに『強過ぎる人間』というのは、思いのほか他者の反発を招きやすいものなのですよ。彼女もそういうところがあるのでは？」

　言い得て妙だ。確かに自分はアンリエットほど強い人間を他に知らない。心の強度だけでいえばケイよりも上だろう。しかし、そんな彼女は学園の同級生たちの多くに嫌われている。つっけんどんな態度以上に、まずあの自立的な在あり方かたが他者の顰ひん蹙しゆくを買うのかもしれない。

「ですが、それだと貴方あなたが『勇敢だ』と評してくれた、わたしも当あて嵌はまらないのでは？」

「勇敢であることと強いことは、必ずしも一致する要素ではありませんよ」

　リグワールの口調はいつの間にか滑なめらかになっていた。喋しやべっていたほうが傷の痛みも紛まぎれるならと、引き続きクロエも話につき合うことにする。

「というと？」

「真に勇敢と称たたえられるべきは、人並みに弱さを抱えていながら、それでも歯を食くい縛しばって立ち上がれる者。更さらに言えば、同じように蹲うずくまっている赤の他人へ、手を差し伸べられる者だ」

「それだったら、ケイのほうが理想的な……」

「──いいや、あのムッシュ・マドモアゼルも駄だ目めさ。『物理的に強過ぎる』からね。踏ふん切ぎりさえつけば大抵の物事をどうにかできてしまう。それもまた他者を遠ざける要因だ」

　クロエは息を呑のむ。本が宙を舞まう。

「人間でなければならない」

「…………」

「誰だれよりも人間である者だけが、民たみを導く錦きん旗しとなり得る。僕は過去に一人だけ、そういう者を知っているんだ、クロエ」

　本が舞う。何冊も何冊も舞う。

「そう、きみのお祖じ父いさんだよ。アンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯こう爵しやく。最後にはどこぞの〈裸蟲ミルメコレオ〉に毒塗りの短剣で暗殺された──」

　本が舞う。背後で今しも立ち上がったリグワールのちょうど目線の高さに。

　クロエはそうやって相手の視界を奪うばい、周到に自みずからの初動を隠したうえで、反転するやサーベルによる刺突を一挙に送り込んだ。無論、踏み込みはやや浅くする。剣けん尖せんはリグワールの胸元に触れるかどうかのところでぴたりと静止した。

　彼はほんの僅わずかに瞠どう目もくしたのち、どこか他ひ人と事ごとめいた口調で言ってきた。

「……驚おどろいた。そういう小技もできるんだな、きみは」

「ムッシュ・リグワール」

　呼びかける自分の声が冷たい。剣けん柄ぺいを握る手は微かすかに震えていた。

「──祖父の死因が毒だと、いったいどこで？」

「うん？」

「とぼけないでください。それは警けい察さつさえ知らないことだ」

　祖父の死は厳げん密みつには原因不明とされている。巷こう間かんに流れている暗殺云うん々ぬんという話はあくまで噂うわさだ。いや、暗殺があったことは確かなのだが、負わされた傷そのものは驚くほど浅く、それが人為的なものなのかどうかさえ、当時はまったく判断がつかなかったらしい。

　そして、結局のところ正確な死因も分わからず終じまいだった。

　警察が最終的に示した見解は、『襲しゆう撃げき者しやともみ合った末の心しん臓ぞう麻ま痺ひ』。肝かん心じんの傷は現場に散乱していた窓ガラスの破片によるものだろうと推測された。

　だが、祖父の死を唯ゆい一いつ看み取とった父だけは、ずっと毒物の可能性を疑っていたのだ。

「父が物音を聞きつけて寝室に駆かけつけたとき、祖父の身体からだには奇妙な斑はん点てん模様が浮き出ていたそうです。祖父が息を引き取ると、やがてそれは消えてしまったらしい。当時の父は祖父を喪うしなったショックが大きく、そのことを警察に上う手まく伝えられなかったと嘆いていました」

「へえ？　つまり、それを知っているのは、きみのお父さんと──」

「父から事の経けい緯いを打ち明けられたわたし。そして、あとは下手人だけのはずだ」

　腕に力が籠こもった。パーティー会場で彼が祖父を知っているかのような発言をしたときは、直後に銃じゆう撃げきが起きたこともあり、空耳だったのかとも疑った。けれど、違ったわけだ。年ねん齢れいが合わないため直接の面めん識しきはないだろうが、たぶん彼は祖父を手にかけた不ふ埒らち者ものを知っている。その相手から生前の祖父の人となりや、死因について詳くわしく聞いたのだろう。

「なるほどね。いや、これはとんだ失態だな」

　今や怪け我が人にんとは思えない余裕の態度で、口調まで一変させているリグワールは、胸元に突きつけられた凶きよう器きなど欠片かけらも気にしていないふうだった。

「役作りには割と自信があったんだけど、まさかこんな些さ細さいなミスでバレるとはね。てっきりきみは、事件のことを何も知らないのかと思っていたよ」

「……誤ご魔ま化かそうとしても無む駄だだ、ムッシュ。どのみち隠し通す気もなかったのでしょう？」

「はは、さすがに見抜かれてるか。うん、まあね。もう邪じや魔ま者ものの心配もなくなったから」

　リグワールはひどく適当なことを述べ立てて、

「でも、やっぱり脚きやく本ほんは劇的なほうが好ましいかな。『ば、馬ば鹿かな!?』みたいなノリってあるだろ？　ああいうお約束も僕は大事にする主義なんだ。──ほら、例たとえばこんなのとか」

　という最後の台詞せりふが聞こえるよりも早く、クロエは反射的に剣を引いて後退していた。

　サーベルの切っ先が一足先に、ふと違和感を察知したからだ。何かが小刻みに蠢しゆん動どうするような気配、とでも言えば良いだろうか。眉び宇うを顰ひそめて剣けん尖せんに視線を落とすも、そこにはなんの変化もない。クロエは再び視線を前に戻した。ほんの一いつ瞬しゆんだったはずだ。

「なっ──!?」

　しかし、その一瞬のあいだに、眼前に立つ人物はリグワールではなくなっていた。

　目鼻立ちのみならず、背せ格かつ好こうまでまるで違う。呆あきれるほどの美青年ぶりは共通していたが、それ以外は何もかもが似ても似つかない。目を離した隙すきに誰だれかと入れ替わったのかと、思わず馬鹿な考えに駆かられて辺りを見回したが、言うまでもなく室内に第三者などいなかった。

「いやいや、僕がリグワールで合ってるから。正確には『リグワール役』だけど」

「そ、それはどういう……？」

「本物のアルテュール・リグワールの居場所を奪うばって、長年、彼という人間を演じ続けてきたという意味さ。きみの許婚いいなずけくんは残念ながら、もうこの世にはいないんだ」

　やや長い金きん髪ぱつを気け怠だるげに掻かき上あげてみせる男。格好こそ一部の隙もなく燕えん尾び服ふくを着こなしていたけれど、どこか退たい廃はい的てきなものを匂におわせる若者だった。直感的に貴族だと判断する。

　そして彼の胸元では、男性が身につけるには些いささか不ふ釣つり合あいな品が──宝石を七つも散りばめた、テントウムシ型のブローチが輝いていた。

「……ッ、貴方あなたはいったい何者だ!?」

　クロエが眦まなじりを決して再び剣を構かまえれば、リグワールではない誰かはうっすらと微ほほ笑えんだ。

「あぁ、その台詞はなかなか悪くない。ありきたりで、いかにも観客が喜びそうだ。──いいよ、訊きかれたからには答えようか。僕は〈七星コキシネル〉第七席、『緑』のマクシム。〈ブリュム・ド・シャルール〉の名前は知ってるね？　言ってしまえばその幹部みたいなものだよ」

　芝居がかった仕草で一礼し、そう名乗ってみせるや続けて、

「そして何を隠そう、きみからお祖じ父い様さまと許婚いいなずけを奪うばった憎き仇かたきでもある」

　聞きき逃のがせるはずもない重大な事実を口にした。




　　　　○




　ボーメスニルが例の仮面男に掛かり切りになってしまった時点で、ヴィドックはもうここは自分が動くしかないと早々に決断を下していた。

　直後に向かった先は、ホテルの駐車場だ。あらかじめ借りて、そこに停めてあった大型の蒸気トラックに乗り込むと、ヴィドックは迷わずエンジンをスタートさせた。

「ったく、あの単細胞！　指揮官が真っ先にチームの連携から外はずれてどうするんだ!?」

　いくら相手が手て強ごわかろうが、邸内の状況が不鮮明な以上、仮面男には部下を当てるべきだろうに。無む駄だ死じにさせまじとでも思ったか、生来の甘さがまた悪い方向に出てしまっている。かつて共に事件の捜査をしたときも、それで何度もミスを犯しているのだ、あの男は。

「少しは成長したかと思えば、根っこはやっぱりガキのままか！　えぇい、世話の焼ける！」

　二ヵ月前の事件のときのように、自じ動どう甲かつ冑ちゆうでもあれば話はまた違ったのだが、あいにくあれはイースに配備されたばかりのところを、運良く知人の協力で持ち出せただけだ。憲けん兵ぺい隊たいのほうでも、事件発生に確信が持てない段階では、上から使用許可が下りなかったらしい。

「お役所仕事め……ッ！　起こってからじゃ遅いんだよ！」

　喚わめきながら猛もうスピードで道路を突き進み、正門を避けて屋や敷しきの裏手側に回ると、トラックの巨体に物を言わせてそのまま塀へいに激げき突とつ。大穴をこさえてなおも止まらず、そのまま裏庭を直進して、今度は邸宅の壁かべ目掛けて突っ込んだ。

　轟ごう音おん、激震、そして衝しよう撃げき。

　身み構がまえていたにも拘かかわらず、ハンドルに思いきり額ひたいをぶつけ、一いつ瞬しゆん、意い識しきが飛んだと思う。しかし、それでもヴィドックは半なかば意地でアクセルを踏ふみ続つづけた。

　ほどなくトラックが停まる。額の痛みに呻うめきつつも顔を上げれば、濛もう々もうと煙を噴くボンネットの向こうにはどこかの分厚い壁。これを突破できずに停車したらしい。背後を振り返れば、屋敷の外がい壁へきに巨大な破は砕さい孔こうが開いており、そこから瓦が礫れきの山を築きながら内部にまで長く道が出来上がっていた。ヴィドックはどうにか運転席からよろばい降りる。

「イテテ……トラックの弁べん償しよう代だいは、憲兵隊にツケていいんだろうな……？」

　自腹だと言われたら泣くしかないが、なんにせよ今の派手な音は邸内の隅すみ々ずみまで行き渡ったはずだ。

〈ブリュム・ド・シャルール〉や他の勢力たちの標的が招待客のなかにいるなら、当然、敵は一階の要所に見張りを置いて逃がさないように画かく策さくする。出口代わりの窓が幾いくらあったところで、辿たどり着つけなければ意味はないだろう。だから、こうして新しい脱出経路を作った。

　もし仮に客たちが、ここまで自力で来るのが難しくても、これだけの規模の破壊が起きたのだ。確認のため近場にいる敵のなかから、持ち場を離れる奴やつらが必ず出てくる。それが何かの隙すきに繋つながれば幸さいわいだった。

「とはいえ、俺おれも無茶し過ぎだな……もういい歳としだってのに」

「──その割にはなかなかの活かつ躍やくだな。褒ほめてやる、という意見もあるぞ？」

　声は真後ろからだった。咄とつ嗟さに懐ふところから短たん銃じゆうを抜こうとするが、先んじて背骨にとてつもない激げき痛つう。たまらず銃を取り落として、その場に膝ひざをついた。

　錆さびついた機械のように、首だけを背後に捻ねじれば、そこに東洋人の子供がいる。

　いったいどういう仕掛けなのか、中指を尖とがらせた拳こぶしで軽く背中を突かれているだけなのに、痛みの余り満足に身体からだが動かせなかった。

「て、てめっ……昨日、あのデカブツと一緒にいた……」

「ん？　どこかで会ったか？」

　少女が首を傾かしげる。しかし、すぐにどうでもいいことだと思ったらしく、

「まあいい。それよりやってくれたな、モミアゲ。よもやこんな無茶をしでかす奴がいるとは思わなかったぞ。貴き様さま、公こう僕ぼくじゃないな？　どこの馬の骨だ」

「た、探たん偵ていだ……ただの、一介の……私立、探偵……」

　少女が柳りゆう眉びを顰ひそめた。聞き慣れない単語だったからだろう。

「知らん。それは強いのか？」

「……基本、は……頭で、勝負だ」

「あぁ、軍師の類たぐいか。なるほど機転も利くわけだな。じゃあ、やり合ってもつまらんか……」

　少女が惜しむように拳を引いた。途端、激痛が嘘うそのように消えて、ヴィドックはそのまま床に倒れ込む。そんなこちらを放っておいて、なぜか相手はあっさりと踵きびすを返した。

「こんな真ま似ねをされた以上、本当は始末しなきゃならんのだが……まあ、いいだろう。あのタヌキの計画が狂うのは、わたし個人としては痛快だからな。サボるいい口実もできた」

　などと独白しながら最後にちらりと背後を振り返り、

「喜べ、モミアゲ。見み逃のがしてやる。そのガタイに免じてな」

　言った直後、フッと少女が視界から消えた。

　どうやら立ち去ったらしい。殆ほとんど瞬しゆん間かん移い動どうの域だ。なんだったんだ今の奴は。

　ヴィドックは身を起こしながら口をへの字に曲げた。なぜ命を取られなかったのかは見当もつかないが、あんな幼女に殺されかけたうえ情けまでかけられたのだ。甚はなはだ遺い憾かんだった。

　しかし同時に、今の奴は少し面白いことも言っていたな、と思う。

「タヌキ、ね……チッ、やっぱりそういう筋すじ書がきかよ」

　なんとなく企たくらみの全容が読めてきた。やはり大おお方かた想像していたとおり不ふ愉ゆ快かいな話のようだ。

「ふざけやがって、そうはいくかってんだ……っ！」

　ボナパルト派に雇われていた手前、今回の件はヴィドックも無関係とは言い切れないのだ。こんな馬ば鹿かげた騒さわぎでこれ以上、人死にを出すなど断じて許容できる話ではなかった。

　ヴィドックは短たん銃じゆうを拾って立ち上がる。自分一人の戦力などたかが知れているが、それでもここで手をこまねいて見ているだけなどできるわけがない。

　もう二度とおっかない奴やつに遭あいませんように──心のなかでそう何度も強く念じながら、ヴィドックは意を決して修しゆ羅ら場ばとなった邸内を駆かけ出だした。




　　　　○




　どこからか〈蟲ギヴル〉が現れたらしい。そんな客たちの会話を盗み聞いたマザー・テレーズは、屋や敷しきからの脱出をきっぱりと断念することにした。

　より正確に言えば『今すぐ逃げること』を諦あきらめたのだ。

　これだけ広い建物のなかを敵と遭そう遇ぐうする危険を冒おかして走り回るよりは、いっそほとぼりが冷めるまでどこかに隠かくれ潜ひそんでしまったほうが、遥はるかに賢明なのではないかと考えたのである。

　結論からいえば、自分の判断は正しかった。

　聖せい歌か隊たいの面々やシスター・ミレーユ、シスター・フランソワらと共に、屋敷の四階にある賓ひん客きやく室しつに籠こもってしまえば、これだけの事態のさなかだというのに、銃声も悲鳴もいっそ不ふ謹きん慎しんなほど遠かったからだ。最上階はやはり格かつ好こうの穴場だったらしい。

　マザー・テレーズは深く嘆息し、部屋の隅すみで震える少女たちを見やった。今、シスター・フランソワが必死で彼女たちを宥なだめているものの、そのフランソワからして既すでに冷静とは言いい難がたい状態だ。落ち着けるはずもないだろう。元がなんの不自由もなく育てられてきた貴族の娘たちであることを思えば、パニックに襲おそわれてところ構かまわず叫び出さないだけ気丈といえた。

　皆に申し訳なく思う。彼女たちをこんな騒そう動どうに巻き込んでしまった原因の一端は、間違いなくリグワールの要求を呑のんで旅の日程まで調整した自分にあるからだ。

　事の詳しよう細さいなどまともに何一つ理解できていないが、学園の出資者からの招待という珍ちん事じを受けた途端、これほどの災難に見み舞まわれたのだ。タイミング的にでき過ぎと言わざるを得ないだろう。あの青年実業家が何か深く関係していることだけは確かだった。

「……教育者失格ですね、わたしは」

「あはは～。マザーが失格なら～、わたしはさしずめ永久退場ですかね～」

　間延びした口調で言ったのは、この状況下でただ一人、普段どおりに振る舞っているミレーユだった。相変わらず妙に豪ごう胆たんというか、有事の際でも呆あきれるほど能天気だ。今もパーティー会場から失敬してきたというワインや食べ物を、女生徒たち全員に配って励ましてきたところで、フランソワのそれよりもよほど効果があったように見える。

「お疲れ様でした、シスター・ミレーユ。貴女あなたも少しお休みなさい」

「いえいえ～、このぐらい全然へっちゃらですから～。──それより、さっきの大きな音と揺れ、なんだったんでしょうね～？　地震でしょうか～？」

「さあ……ここからではなんとも。これ以上の厄やつ介かい事ごとは勘かん弁べんしてほしいものですけれどね」

「ん～、でもまぁ大丈夫ですよ、きっと～。神様の思おぼし召めしを信じましょ～」

　などと適当に請うけ合あうミレーユ。だが、彼女はこれでいいのだ。こういう闇やみ雲くもに前向きなところを期待して、何かあったときのために大勢で遠出するときは、必ず学園から連れ出すことにしているのだから。役目は十二分に果たしてくれていた。

「……わたしとしては～、ここにいない子たちのことが～、ちょっと心配です～」

　ミレーユの表情が微かすかに曇くもった。それに釣つられてテレーズも口を固く引き結ぶ。ただし、自分と彼女の不安はその意味合いを大きく違たがえていることだろう。

　この場にいない四人のうち、テレーズが特に気き懸がかりなのは二人──秋あき津つ慧けい太た郎ろうとアンリエット・ファーブルだった。突とつ如じよ〈蟲ギヴル〉が現れてあの二人の姿が見えないとなると、今、邸内にいる狼ろう藉ぜき者ものたちのなかには〈ブリュム・ド・シャルール〉が含まれているのかもしれない。それはテレーズにとって大きな後悔の種を呼び起こす要因なのだ。

　三ヵ月前のあの日、密ひそかに目をかけている教え子たっての頼みで、テレーズは秋津慧太郎を学園で匿かくまうことに決めた。本人の人柄も大変良さそうだったし、勘かんだが無実だという話も嘘うそではないと信じられたからだ。アンリエットの言い草ではないが、確かに迷える子羊に手を差し伸べるのは聖せい職しよく者しやの大事な務めだった。

　しかし、それから話が進むうち、秋津慧太郎に罪をなすりつけたのは、彼かのテロ組そ織しきであることが判明した。テレーズが当初考えていたより、話はずっと切せつ迫ぱくしたものだったのだ。

　例たとえ秋津慧太郎自身は潔けつ白ぱくでも、彼と関わるということはそれ即すなわち〈ブリュム・ド・シャルール〉と間接的に関わることをも意味している。因いん縁ねん巡めぐり巡ったその結果が今の状況であるとしたら──テレーズはやはり自分は教育者失格だなと思わざるを得ない。

　三ヵ月前の決断。

　誰だれに憚はばかるものでもなかったはずの些さ細さいな人助け。

　しかし、本当にあれは正しい行ないだったのだろうか？




　　　　○




「ノ～エ～、な～にをやってるのかな～？」

　出し抜けに玄関ホールに響ひびいた、甚はなはだ緊きん張ちよう感かんに欠ける呼びかけ。

　慧けい太た郎ろうは刹せつ那なの判断で急制動をかけるや、足首の返しで弾はじけるように後方へ跳とんでいた。

　まさか声に反応したわけではない。既すでに雲うん耀ようはいつでも放てる状態だったし、敵もこちらに必殺を見み舞まわんと眼前にいたのだ。余計な物事に気を取られている余裕などなかった。

　にも拘かかわらず慧太郎が間合いを空けたのは、その敵のほうが如によ実じつな反応を見せたからだ。

　前傾姿勢で地を舐なめるようにこちらへ迫せまっていたノエは、自分の名前を呼ばれるやいきなり起き上がりこぼしのように直立して、

「ふひゃいっ!?」

　と悲鳴だか返事だかをあげて、そのまま不動の体勢を取ってしまった。戦意の失うせた相手を一方的に打ち倒すのは慧太郎の流りゆう儀ぎではない。だから退ひいたのだ。

　驚おどろくべきは、ノエにそんな隙すきだらけの真ま似ねを強制した声の主だろう。今も彼女はがたがたと震えている。この剣けん鬼きをしてそこまで畏おそれさせる人物とはいったい何者なのか。

　探すまでもなく、相手はそこにいた。

　テラスだ。さきほど慧太郎が現れたのとは逆の通路から、ゆっくりと誰だれかが進み出てくる。進み出てきながらも言葉は続いた。

「パパンとの約束を破って、四人目をこっそり摘つまみ食ぐいしようたぁ、いい度胸じゃねえか。ええ、おい？」

「ひっ……ひえ、あの……ノ、ノノノエは、決してそのようなことは……」

「ま、ぎりぎり間に合ったけどな。──でもなー、命令違反は命令違反だしなー。こりゃあやっぱり千年殺しの刑かなー。ノエちゃん、また暫しばらくお通じ来なくなっちゃうのかなー」

　ノエはもはや顔がん面めん蒼そう白はくだった。両目はどんよりと沈み、脂あぶら汗あせがだらだらと滴したたり落おちる。

　そのあいだも闖ちん入にゆう者しやは足を止めなかった。殊こと更さらに急ぐでもなく、テラスの上を回って中央の階段まで進むと、まるでもったいつけるようにホールへ降りて来る。

　慧太郎もそれを待った。いや、待たざるを得なかったのだ。

　相手が今しがたノエと為なした暢のん気きな会話など、なんの気休めにもなりはしなかった。既に玄関ホールから人が失うせていたのがせめてもの救いだ。ここは死地と判断して別の出入り口に向かってくれたらしい。おかげで周まわりの被害を考慮する必要だけはなくなった。

　一目で分かった。

　別格だ。

　なんてことない歩き方一つで、それが嫌というほど感じられた。

　決して揺らがぬ体たい軸じく。完全に制せい御ぎよされた重心。足音はおろか衣きぬ擦ずれの音さえせず、上体の微細なブレすら完かん璧ぺきに消されている。男の挙きよ措その端はし々ばしに込められた膨ぼう大だいな技術の集積が、他の誰だれにできなくとも自分にだけは察せられた。それこそ己おのれのことも同然に、だ。

「──よう」

　そいつは言った。肩からぞんざいに羽は織おった、派手な女物の着物をマントの如ごとく翻ひるがえし、

「初見えだな、同きよう胞だい」

　色の抜け切った蓬ほう髪はつ、後ろの裾すそだけを伸ばして結った一本をたなびかせて、

「俺おれもおたくにゃ、個人的に興味があった」

　手にした三尺にも達しようかという鞘さやぐるみの長刀で軽く己おのが肩を叩たたきながら、

「何しろ雪シユエ蘭ランたちの話を聞いた限りじゃ、使う流りゆう儀ぎの特徴から言って示じ現げんの雲うん耀よう使いだ。そんなのが四人目に選ばれたってのは、俺としちゃなかなか刺し激げき的てきでね」

　やがて、ホールに降り立った。

　慧けい太た郎ろうから一足一刀の間合いを置いた位置に。

「……っ、お前が……」

　ノエの父。ヤクマルを修おさめ、それを彼女に教えたであろう男。

　どこかで予感はあった。他者にヤクマルの技を、あれだけ正確に伝えられるほどの人物となれば、それはもしかしたら──と。

　果たして、総そう白しら髪がという点を除けば男の容姿は、紛まぎれもなく若い東洋人のそれであり、

「やっぱり、日本人か……っ！」

「おうよ。ひょっとして異そ国とで同郷人に会うのは初めてか？」

　男の切れ長の双そう眸ぼうが弓なりになる。よく焼けた肌と相あい俟まって、野性味溢あふれる笑みだった。

「なんだったらお国言葉で話しても構かまわんぜ。──『ヌシがそのほうが良か言うなら、オイのほうは一向に構わんばい。まあ、ノエの奴やつめは置いてけぼりになるけんど』」

　訛なまりの強い日本語で話しかけられるに至り、いよいよ慧太郎は目つきを尖とがらせた。それが自分の故郷の言葉、薩さつ摩ま藩はんの方言だったからだ。

「彼女にヤクマルを……『薬やく丸まる自じ顕げん流りゆう』を授さずけたのは、お前だな？」

「当然だろ。薬丸流の手ほどきができる人間が、日ひノ本もとの外にそうそういるものかよ」

　こちらの問いかけに合わせてか、男もフランス語に戻って応じてきた。

　言いたいこと、訊ききたいことは、それこそ山のようにある。だが、まずは何を置いても確認しなければならない。

　この男を前にすると、なぜこんなにも──

「……お前は、誰だれだ？」

　自分の左目は激はげしく痛むのか。

「〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉が『右の剣』、クリザリッド」

　衒てらいのない名乗り上げと共に、男の右目が妖あやしい光を発する。

　比ひ喩ゆではない。突然、琥こ珀はく色いろの輝きが眼がん窩かの奥に、ぼんやりと灯ともったのである。

〈蟲天の瞳エレクトロン〉。

　バチカンが粗そ成せいした模造品を除けば、おそらく現在、世界に四つしか存在しないだろう幻まぼろしの石。『終末の騎き士し』と呼ばれる四人の存在を定義する謎なぞの物質。

　こちらにただ確認させるのが目的だったのか、すぐに男は右目の光輝を収めてしまう。だが、その瞳ひとみのなか潜ひそむ起き源げん虫ちゆうの影も確かに見て取った。一いつ瞬しゆんだけだったが、慧けい太た郎ろうの左目のそれと同じ『トンボ』だったように思う。翅はねはきちんと左右揃そろっていたようだけれど。

　この男が、と慧太郎は固い唾つばを呑のんだ。

　クリザリッド──フランス語で『蛹さなぎ』を意味する名を持つこの男が、〈ブリュム・ド・シャルール〉の指導者的地位にある〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉の一人なのか、と。

「…………」

「おいおい、なんだよ。急に黙りこくっちまって。俺おれはそんなに色男か？」

　忌き憚たんなく言ってしまえば、かなり意外な相手だった。

　見たところ、せいぜい二は十た歳ちかそこら。洋服の上から和服を着るという奇き天て烈れつさは、さすがノエの父親といったところか。歳としに見合わぬ威い圧あつ感かんと貫かん禄ろくを纏まとっているが、しかし同時に奇妙な魅み力りよくも併あわせ持もっている。肉にく食しよく獣じゆうであることは間違いないが、特定の人種を惹ひきつける何かがあるというか──争いごとに身を置く者なら、自然と憧しよう憬けいを寄せてしまいそうになる空気を発しているのだ。時代が時代なら英雄と持もて囃はやされていた人物かもしれない。

　慧太郎は相手に呑まれることを嫌い、かぶりを振って自みずからも姓名を告げた。

「……秋あき津つ、慧太郎だ」

「知ってるよ。ってもまあ、礼式は大切だわな。感心、感心」

「お前が本当に、〈ブリュム・ド・シャルール〉の……？」

「だから、そう言ったろ。なんだ？　同郷人がテロ組そ織しきに与くみしてるのがそんなに不思議か？」

　不思議だ。決まっている。つい最近まで鎖さ国こく状態にあった日本の人間は、そもそも諸外国で姿を目にする機会がまずないのだ。そのうえ〈ブリュム・ド・シャルール〉と関わるなど、接点がまるで見えてこない。あまつさえ、薩さつ摩まの民だなんて。

「んん？　っかしーなぁ……」

　こちらの疑念を表情から汲くみ取とったか、クリザリッドが眉まゆを立てて首を捻ひねった。

「お前、ジョゼフから俺の話とか聞いてないのか？　これっぽっちも？　日本人のお前が四人目だと知ったら、あいつも何か少しくらい言ってただろ？」

「それは……」

　言っていた、ような気もする。

　もっとも自分は、今の今までジョゼフのあの言葉を、完かん璧ぺきに履はき違ちがえていたようだけれど。

　──女王は言った。四人目は遠からずその姿を、我らの前に現すだろう、と。それがまさか東洋人。しかも〈裸蟲ミルメコレオ〉でさえないただの子供というのは、さすがに意外過ぎたがな。

　あれは『日本人が四人目になったこと』が『まさか』だったのではなく、『終末の騎き士しに二人も日本人が加わってしまったこと』が『まさか』だったのだろう。

　そもそも〈ブリュム・ド・シャルール〉は多た国こく籍せき軍ぐんめいた部分がある組織なのだ。人種だけならば驚おどろきの理由になりはすまい。東洋人という括くくりなら雪シユエ蘭ランという例もあるわけだし。

　けれど、開国したての東洋の島国から二人もとなれば、確かにそれは確率的にかなりの低さとなる。死しに神がみベノワの言によれば、終末の騎き士しとは『なる』ものではなく、〈蟲天の瞳エレクトロン〉に『選ばれる』もののはずだからだ。

「……日本人のお前が、いったいどこで〈蟲天の瞳エレクトロン〉を手に入れた？」

「ンな大した経けい緯いはありゃしねえよ。ただ、先代の『右の剣』から譲ゆずり受うけただけだ」

　あっけらかんと告げられ、慧けい太た郎ろうは目を白黒させた。

「譲り受けた？　先代の『右の剣』？」

「奪うばった──って言い方もできるかもな。ま、俺おれはこんなもん欲しかったわけじゃねぇし、先代も別に俺にくれてやろうなんて気はなかったと思うが」

「……要領を得ないな。つまり、どういうことだ？」

「宿主の意思なんざ、関係がないって話さ」

　クリザリッドはおもむろに瞼まぶたの上から己おのが右目に触れ、

「いいか？　コイツらはな、『強い奴やつが好き』なんだ。強くなきゃ騎士は務まらねえからな。だから、より強い奴が現れると、そっちに『乗り換える』。俺は五年くらい前に組そ織しきに迎え入れられたんだが、それは先代の『右の剣』を破ってコイツに気に入られたからだ」

「なっ……？」

「別段、そう珍めずらしいことでもないんだとよ」

　愕がく然ぜんとなるこちらを余よ所そに、クリザリッドは重ねて述べてきた。

「特に『右』の席は入れ替わりが激はげしいらしい。『左』も昔はそれなりだったそうだが、ババアの代になってからは割と長いって話だ。一度も〈蟲天の瞳エレクトロン〉の移動が起きてないのは、今んとこ『中央』の旦だん那なだけだって女王は言ってたな」

　移動？　〈蟲天の瞳エレクトロン〉が人から人に移る？　『左』のババアに、『中央』の旦那？

　あまりにも重要な情報が多過ぎて少し混乱する。だが、クリザリッドはやはりこちらの心の整理など待ってはくれなかった。首を回してごぎりと骨を鳴らし、

「おい、そろそろいいだろ？　俺はこんな無ぶ粋すいな場所でだらだら語り合う趣味はねえぞ」

「ッ、待て！　そっちは良くても、僕はまだ訊ききたいことが……」

　台詞せりふが途切れる。慧けい太た郎ろうはその瞬しゆん間かん、半なかば無自覚のまま再び背後に跳とんでいた。

　クリザリッドから脈みやく絡らくなく吹きつけてきた殺気に、このまま相手と一足一刀の間合いを保ち続けることを、理性よりもまず身体からだが拒きよ否ひしたのだ。

「──い～い反応だ」

　クリザリッドが破顔した。誤あやまって虎とらの巣すに鼻はな面づらを突っ込んでしまったような、物もの凄すさまじい悪お寒かんが頭頂部から爪つま先さきまで走り抜けてゆく。周囲の酸素が急きゆう激げきに薄うすくなったように錯さつ覚かくした。

「今の動きを見ただけでも、お前が並みの手合いじゃないってのが分かる」

「っ……」

「剣けん客かくが二人揃そろってよ、ごたく並べ合ってどうすんだ。間抜けだろ？　間抜けは好きになれねぇよ。……だからな、おい。もうちょい粋いきなハナシをしようや」

　何を求められているのかは、無論、慧けい太た郎ろうとて重々承知していた。

　まだ問とい質ただしたいことはごまんとある。だが、確かに状況が状況だ。悠ゆう長ちようにお喋しやべりを続けていては夜が明ける。慧太郎の第一目的は、あくまで人命を救うことなのだから。

「────ふっ」

　ゆえに気息を整え、そしておもむろに蜻蛉とんぼに構かまえた。身体からだをやや半はん身みに、八はつ相そう構がまえにも似た姿勢で、右肩から真まっ直すぐに刀身が伸びる。

　クリザリッドがじっと凝ぎよう視ししてきた。まるでこちらの手並みを値ね踏ぶみするかのように。

「おう、なかなか様になってんな。それに刀も業わざ物ものみてえだ。銘めいは？」

「無む垢く嬢じよう矩のり安やす」

「矩安？　聞かねぇな。掘り出しもんか。そんなところまで俺おれと一緒かよ」

　クリザリッドは苦笑し──次の瞬しゆん間かん、手に提さげていた刀を一挙動で抜き払った。

　やはり無音。刀身が一メートルもある長刀を、労せず小枝でも扱うように軽々と。

　かなり反そりが大きい造りで、刃は紋もんは艶あでやかなまでに乱れている。野の太だ刀ちの類たぐいと見て間違いない。それを誇こ示じするでもなく掲げたのち、クリザリッドはゆらりと構えを取ってみせた。

「『業ごう突つく丸まる重しげ近ちか』──昔、備び前ぜんのほうで偶然見っけた刀でな。重近って刀工が誰だれなのかは今以もってさっぱり分かってない。だが、聞いて驚おどろけ？　持ってた坊さんの話によりゃ、こいつは彼かの大だい剣けん豪ごう・佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうが愛用してたっていう例のアレの、元となった一振りなんだそうだ。ゆえに、別名『物もの欲ほし竿ざお』。すげー気合いの入った法ほ螺らだろ？」

　慧太郎は息を呑のむ。愚ぐにもつかない薀うん蓄ちくにではない。クリザリッドの構えにだ。

　あれだけの長物を使うという時点で、おそらく居い合あいではなかろうと踏ふんではいたけれど、

「……右蜻蛉」

「おう」

　薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうの代名詞的な構え。慧太郎の蜻蛉に酷こく似じした立ち姿だった。

　当然だ。名称からして既すでに両流派に関連があるのは明らかだろう。薩さつ摩ま藩はんにおいて『野の太だ刀ち自じ顕げん流りゆう』とも呼ばれる薬丸の剣は、元々は示じ現げん流りゆうという大きな流れのなかの一支流という立ち位置でしかなかった。が、近年ある人物の手によってそこから明確に袂たもとを分かち、独自の剣術一派として門を開くに至った。

　曰いわく、薬丸自顕流こそ真の『二にの太た刀ち要いらず』なり、と。

　開祖となった七代目薬丸のその言葉は、今では概おおむね世間の評価だ。こうして互いに構えてみると、示現流との違いがより明確に見えてくる。

　似ている。だが決定的に違う。同じ蜻蛉と名のつく構えでも、薬丸のそれはより深く腰を落とし、足幅はより大きく前後に開いて、右肩からやや斜めに立った刀は高く高く限界まで掲げられている。あからさまなまでの大上段。そして、あからさまなまでの『待ち』。

　薬やく丸まるの剣には正しく小細工がない。体たい捌さばきや足運びさえ極力削そぎ落おとす。

　何しろ、あの右みぎ蜻蛉とんぼの構かまえより放たれるだろう彼の奥おう義ぎは、その仕組み上、立て続けに二撃げき目めを放ったり身を翻ひるがえしたりといった真ま似ねが、そもそもできないようになっているのだ。

　紛まごうことなき一撃必殺。初しよ太だ刀ちの威い力りよくのみを徹てつ底ていして追求するが薬丸流の極ごく意い。

　ただ、雲うん耀ようの威力のみを。

「……ッ」

　込み上げたのは武む者しや震ぶるいなどでは断じてなかった。対たい峙じしているだけでも分かる。相手は純粋な技量で既すでに自分の遥はるか高みにいる男だ。素性はよく知れないが、近い年代にこれほどの薬丸剣士がいたとは。まったく以もって舌を巻く。いつ頃ごろ、日ひノ本もとを出た男なのだろう？

　いや、それも今はいい。余計な諸もろ々もろに神経を割さくべきではない。

　しかし、分かってはいたが、あと一つだけ。どうしても先に確認しておきたいことがあった。

「……なぜ」

「ん？」

「なぜ、彼女に薬丸を授さずけた？」

　クリザリッドの背後を見やる。そこにいるノエは、期待と不安の入り混じった目で、こちらを見守っていた。不安は父の身を案じてのことなのか、はたまた慧けい太た郎ろうを──せっかく見つけた『出来の良い的まと』を、駄だ目めにされないかと気を揉もんでいるからなのか。

「……ノエの歪ゆがみは尋じん常じようじゃない。分かっているはずだ」

「まあな。言っとくが、アレは俺おれが仕込んだもんじゃねえぞ？」

「当たり前だ。人の手になる在あり方かたなものか」

　壊れているならまだ分かる。だが、ノエは理性を保ったまま、狂気にも憑つかれないまま、もはや半なかば鬼き道どうに堕おちかけているのだ。生まれついての気質か、特とく殊しゆな環かん境きようによるものだろう。

「俺が拾ってやったときから、あいつはもう半はん端ぱじゃなかったぜ？　どっかの路地裏でよ、ガラスの破片を使って暴漢を殺バラしてた。あんまりにも淡々とやるもんだから、思わず『何やってんだ？　楽しいのか、それ？』って声かけたんだよ。そしたらあいつ、『楽しくない。上う手まくいかない』とか抜かしやがってな。だから、拾うついでに色々と教えてやることにした」

「茶化すな！　答えになってない！」

　クリザリッドとノエに血の繋つながりがないのは今いま更さらだ。ノエは容姿からするに純血の白人だろう。しかし、肝かん心じんの経けい緯いの説明にはまるで納得がいかなかった。

「いいや、充分になってるさ。剣なんてしょせんは殺しの業わざで、それを磨く過程で各おの々おのが手前の道を見つけるもんだろ？　だが、ときに信念ってのはえらく邪じや魔まになる。この俺でさえ例外じゃないんだ。そんななかで、ただ剣のためだけに生きられる──剣っていう手段を目的に据すえられる逸いつ材ざいに出会えたらよ。マズイとは思っても、そりゃ普通うずくだろ？」

「なっ……？」

　思わず呆あつ気けに取られた。あまりにも人でなし過ぎる理屈を、臆おく面めんもなく展開されて。

「だ、だから教えたのか!?　そんな理由で!?」

「ああ、あれには俺おれの培つちかったもんを全部くれてやると決めた」

　クリザリッドが背後のノエを顎あごでしゃくって示した。次いでホールの惨さん状じようを簡かん単たんに見回したのち、雑多な感情が同居したなんともいえない笑みを浮かべる。

「いや、正直、俺も自分の閃ひらめきと所業には、色々感じるもんがあるんだぜ？　何しろあいつ、殆ほとんど挫ざ折せつもなくここまで仕上がっちまったもんだから、最近、ますます手がつけられなくなってきてな。狙ねらいどおりっちゃあ、そのとおりなんだけどよ」

「……ッ、『貴様きさん！』」

　この一いつ髪ぱつ千せん鈞きんを引くなかで、激げき情じように囚とらわれるのは危険だ。怒りは判断を曇くもらせる。

　けれど、それでも猛たけらずにはおれなかった。先のクリザリッドの言葉遣いに触発されたか、フランスに来てから一度も発する機会がなかった、薩さつ摩ま弁べんが意図せず口から飛び出す。

『ふざけるんも大たい概がいにせえッ！　誤あやまりと分かっちょるなら、なしてそげん真ま似ねばした!?』

「はんっ──『ほんなら、野の垂たれ死じぬに任せときゃ良かったち言うんか？』」

『言わん！　そげな二者択一なか！　救う方法ならもっと他にもあったはずばい！』

『……さあて。ノエの奴やつめに本当にあるんかのう、他に「救われる道」なんぞ』

　クリザリッドがこちらを見み据すえる。ひどく冷さめた目つきだった。

『ヌシが言いよる方法っちゅうんは、結局、ヌシに理解できる範はん疇ちゆうの者もんしか救わんのじゃろうが？　世んなか「善良に生きるこつ幸せば繋つながらん」うつけもおるぞ』

　慧けい太た郎ろうは思わず反はん駁ばくの言葉に詰つまった。致命的な矛盾を突きつけられた気がしたからだ。

　お前がいくら足あ掻がこうとも、この世には絶対に救えない者たちがいる、と。

　敵のように泣く泣く切り捨てるしかない少数ではなく、秋あき津つ慧太郎が救いたいと願うその輪のなかに、そもそも初めから入れない者たちがいるのだ、と。

　ゾッとした。

　自分が進むと決めていた道に、不意に陥かん穽せいが開いたようだった。

「──ま、俺の我わが儘ままがあったのも確かだけどな」

　クリザリッドがフランス語に戻って続けた。

「まともに後継者も作れないまんまじゃ、いくらなんでも先祖に申し訳が立たん。故く郷にに残してきた連中はどいつもこいつも非才だったから、俺が心血注いで積み上げてきたモンを、綺き麗れいさっぱり託たくせる奴が欲しかったんだ」

「ッ、僕とそう変わらない歳としの人間が何を……！」

　冷や水を浴びせられたこともあって、慧太郎も自然と言葉がフランス語に戻る。けれど、語気は一層荒げざるを得なかった。己おのれのなかに湧わいた疑念を振り払うためにも。

「どれほどの腕前があったって、薬やく丸まるの一剣士がそんな軽々しく他者に──」

「違う」

　だが、これまでになく短い、それでいて絶対の否ひ定ていがあがった。

「薬丸の一剣士じゃない」

「……？」

「俺が、薬丸だ」

　その言葉、その自負。慧けい太た郎ろうは再び二の句を失った。

　身のほど知らずの愚おろか者もの、と単純に納得してしまうのは簡かん単たんだ。しかし、何かが引っ掛かった。クリザリッドの断言が、そこに込められた強きよう烈れつな意志が、一笑に付すことを躊躇ためらわせた。

「……クリザリッド、というのは異名だな？」

「ああ」

　だらだらと喋しやべるのはやめよう、あと一つだけ確認したいことがある──そう言っておきながら図はからずも随分言葉を交わしたように思う。だが、訊きかないわけにもいかなかった。

「本名は？」

　彼は答えた。

「七代目薬丸。薬やく丸まる長ちよう左ざ衛え門もん兼かね武たけ」
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　他でもない、さきほど慧けい太た郎ろうも内心で唱となえた、薬やく丸まる自じ顕げん流りゆうの開祖の名前を。




　頭を鈍どん器きで殴りつけられたような衝しよう撃げきだった。

　さすがに今度ばかりは、立ち直るのに相当な時間を要したと思う。

「……ばっ」

　馬ば鹿かな。あり得ない。ソレはこんな場所で出てきていい名前じゃない。

　薬やく丸まる兼かね武たけは、確かについ最近まで存命していた人物だが、しかしもう既すでに病やまいで亡くなっているはずだ。少なくとも話ではそうなっている。勝手に示じ現げん流りゆうから離れて新流派を起こしたことからも分かるとおり、かなり破は天てん荒こうな人物で他者の恨うらみを買うことも多かったらしく、遂ついには屋や久く島しまに流る刑けいとなってそこで生しよう涯がいを閉じたらしい。

　なのに、まだ生きていた？

　いや、百歩譲ゆずってもし何かの手違いで生き長らえており、その後〈ブリュム・ド・シャルール〉と関わりを持ったのだとしても──年ねん齢れいがあまりに若過ぎるではないか！

　たらればで考えて仮に命めい脈みやくを繋つないでいたとした場合、薬丸兼武はもう六〇歳さいを超こえていなければおかしいはずだ。クリザリッドはとてもそんな高こう齢れいには見えなかった。

「言ったろ？　〈蟲天の瞳エレクトロン〉は強い奴やつが好きなんだよ」

　こちらの戸惑いをやはり目め聡ざとく察したらしく、クリザリッドがつまらなそうに告げてきた。

「だからコイツらは、騎き士しに選んだ人間の身体からだを、必ず全盛期の状態に留め続ける。老いてたら強引に若返らせもする。〈裸蟲ミルメコレオ〉の持ってる再生力の延長にある力なんだとよ」

「そ、そんな……」

　頭がついてこない。俄にわかには到底信しんじ難がたい。

　だって、あの兼武だ。雲うん耀よう使いにとっては天てん上じよう人びとと言っても良い、偉大なる薬丸自顕流の開祖だ。示現流とはいがみ合うことも多い薬丸流だが、それでも源流亜流だからこそまことしやかに伝えられている逸いつ話わも多く、なかには耳を疑うような武勇伝まで残されている。寝物語に兼武の活かつ躍やくを聞き、胸躍おどらせなかった同年代の人間など、薩さつ摩まにはいなかったことだろう。

　なのに、生きていた？　そのうえ〈裸蟲ミルメコレオ〉で、終末の騎士の一人？

　自分の……敵？

「おい、それ以上、気を散らすのはやめとけ」

「っ」

　呼びかけられ、慧太郎は我知らず下ろしかけていた刀を、慌あわてて構かまえ直なおした。

「俺おれが誰だれかなんざ別にどうでもいいだろ。先せん輩ぱいヅラしたくて名乗ったわけじゃねえぞ」

「い、いやっ……ですが、しかし！」

「黙れ。敬語やめろ、糞くそ餓が鬼き」

　殊こと更さらに低まった恫どう喝かつの声が、こちらの台詞せりふを乱暴に叩たたき切きった。

　静かなる激げつ昂こう。昏くらく滾たぎった双そう眼がんがちりちりと危あやういものにひりついている。

「これから対等に死合おうってときに、なに手前ぇから下座に行こうとしてんだ。威い名めいを聞いた途端、相手に阿おもねるのがお前の礼れい儀ぎか」

「……ッ」

　そんなものは寧むしろ無礼だ──暗にそう言い聞かせられ、慧けい太た郎ろうの頭も一挙に冷えた。

　まったくだ。何を馬ば鹿かな真ま似ねを。

　相手の出自など関係ない。今、重要なのは〈ブリュム・ド・シャルール〉の最高幹部が目の前にいて、そいつが既すでに構かまえを取っているということだけだ。

　クリザリッドを斃たおせば、おそらく多くの問題が一挙に解決する。

　今夜の騒そう動どうも収まる。左目や組そ織しきについての情報も得られるかもしれない。ノエをこの男の手に委ゆだねておくのもまずい。自分の独ひとり善よがりかもしれないがそう思う。

　ゆえに──

「一合だ」

　告げた。

「あまり時間をかけたくない」

「ま、そうだろうな」

　相手も応じる。

「僕は雲うん耀よう使いだ」

「俺おれもだよ」

「二にの太た刀ちは要いらない」

「俺もだよ」

「だから」

「一合ってか？」

「ああ」

「分かりやすいな」

「不満なのか」

　まさか、とクリザリッドが笑う。

「──大好物さ」

　互いのあいだで空気が張はり詰つめてゆく。もはや余人では玄関ホールに立っていることさえままなるまい。ノエですら気き中あたりを受けて大きく表情を歪ゆがめていた。

　薬やく丸まるは突進力にはそこそこ優すぐれるが、それでもやはり相手はあの位置を一歩も動くまい。待ち構えて練ねりに練った一いち撃げきを、こちらの脳のう天てんへ落とす腹づもりだろう。必ひつ定じよう、高速移動とその反動を刀勢に変える処方である慧太郎が、相手の懐ふところ目掛けて飛び込んでゆく流れとなる。

　回り込みは使わない。近きん縁えんの剣同士、真っ向勝負だ。

「──ところで」

「んぁ？」

「お前たちが拐かどわかした彼はどうなった？」

「彼？　あぁ、スキナーか」

　最後の問答。実は初めから気になっていて、けれど口にするのが憚はばかられていた問い。

「ムッシュは、まだ生きているのか？」

「いや、俺おれが殺した」

　次の刹せつ那な、慧けい太た郎ろうは下か肢しを爆ばく発はつさせていた。

　縮しゆく地ち。さながら人智及ばぬ仙せん術じゆつが如ごとく、彼ひ我がの間合いが無む拍びよう子しで詰まる。二万分の一秒を生きる真の雲うん耀よう使いにとっては一ひと跨またぎで事足りる距離だ。交こう錯さくもまた一いつ瞬しゆんだった。

　凄すさまじい裂れつ帛ぱくの気合いが、袈け裟さ懸がけに走る一条の閃せん光こうが、身みも蓋ふたもなく万象を覆くつがえす。

　会心の一ひと太た刀ち。その手て応ごたえがあった。

　示じ現げん流りゆうの剣けん訣けつは煎せんじ詰つめれば先の先、もはや何人であれ自分を捉とらえられはすまい、と。

　だが、慧太郎は寸すん毫ごうののち目にすることになる。伝え聞いていた七代目薬やく丸まるの雲耀、雷らい公こうの威いに喩たとえられるその比類なき顕けん現げんを。

　あとより生じて此これを討うつ──即すなわち、後の先の最高峰にして終極形を。

　クリザリッドの右の瞳ひとみが、凄まじい喜き悦えつを湛たたえて燦さん然ぜんと輝く。

　そして、

　そして、

　そして、

「──────────────」

　神かみ鳴なる一いち撃げき。

　慧太郎の知覚できる悉ことごとくが稲光に呑のみ込こまれた。




　　　　○




　リグワールだと思い込まされていた相手──マクシムが自みずからの罪を白状すると同時、クロエは憤ふん激げきに駆かられるまま手にしたサーベルを解き放っていた。

　それは自分でも意外な行動だった。

　驚おどろきよりも、悲しみよりも、まず先に殺意が湧わき上あがったのだ。

「おっと、いきなりか」

　人を喰くった態度で速すみやかに後退したマクシムを、しかしクロエは唸うなり声ごえを発して追撃した。

　扱いに慣れぬサーベルがもどかしいが、この際、贅ぜい沢たくを言ってもいられない。得意の連突きで攻め立ててやれば、あっという間に相手の衣服がぼろぼろになり果て、身体からだの各所から血の飛ひ沫まつが散って化石に変ずる。回避するマクシムの動きに無む駄だはないが、決して洗練されたものとも言いい難がたい。武術の心得などはないと見た。速攻で決める。

「やれやれ、ひどいな。まだ色々と説明が残ってるんだぜ？　僕が〈裸蟲ミルメコレオ〉なら、どうしてパーティー会場で撃うたれたとき、血が化石化しなかったのか──とか気にならない？」

「黙れッ！」

　叫ぶや瞬しゆん発ぱつ。ケイと一緒に剣の練習をするようになり、最近、ようやくコツが掴つかめ始はじめた重心操そう作さで、ぬるりと滑すべるように前に出た。突とつ如じよ、思いがけない伸びを見せた一刺しが、狙ねらい過あやまたずマクシムの胸元へ突き込まれる。肉を抉えぐり、骨を穿うがち、そのまま心しん臓ぞうを貫つらぬく。

「っ!?」

　ところが、仕留めたと確信した矢先、ふと剣けん尖せんから相手の感触が消えた。

　いや、感触だけに留まらず、いつの間にかマクシムの姿さえ掻かき消きえている。目の前の空間には、何やら淡あわく発光する幾き何か学がく模様が刻まれていた。

「答えはね、芝居用の小道具を使ったんだ」

　声は横合いからだった。

　ぎょっと視線を転じれば、書しよ棚だなの一つに寄りかかったマクシムがいる。あろうことか、切り刻んでやったはずの衣服さえ、僅わずかな解ほつれもなく元通りになっていた。

「ほら、撃たれたあと一階に落ちて、暫しばらく仰あお向むけに寝てただろ？　あそこで持ってた血ち糊のり袋ぶくろを割って、服にそれっぽい染みをつけたんだ。実際は銃じゆう創そうなんてすぐに塞ふさがったし、噴いた血もきっちり化石になってたんだよ。きみに肩を貸してもらったとき、化石化した血が少し身体からだから零こぼれ落おちちゃって、あれが一番焦あせったね。バレるかと思った」

「これはっ……魔ま術じゆつ!?」

　幻げん覚かくか何かなのか。自分はマクシムの偽にせ物ものと戦わされていたらしい。

　こうなってくると、さすがに二の足を踏ふまざるを得ない。今、饒じよう舌ぜつに種明しをしている彼さえ本物という確証はないからだ。クロエは荒れ狂う衝しよう動どうを抑おさえながら、

「……では、あの執しつ事じの方もグルだと？」

「ジェルマンのこと？　ううん、彼は違う。あのときは、単に傷の具合を確認させなかっただけだ。適当に理由をつけて介かい抱ほうを突っぱねたんだよ。きみの場合もそれは同じだね。手当てを自分でやるって言ったのはそういうわけさ。あと、この屋や敷しきで僕の正体を知ってる人間は一人もいない。みんな、僕を本物のリグワールだと信じてる」

「ならば、なぜムッシュ・リグワールを手にかけたのです？」

「理由は色々ある。金持ちだから。社交界や政界に顔が利くから。あと、きみの許婚いいなずけだったから。入れ替わったのは二、三年前だけど、彼がきみにお熱だったのは本当だよ？　彼、隠れ反オルレアン派でね。ロシュジャクラン家には拘こだわってたみたいだ。ボナパルト派とも薄うすく繋つながってたから、僕が交替したあと、より熱心に関わり合いを持って、ついこの前、ルイ・ナポレオンをぐさり。それを足掛かりにして、今夜、連中に会場を襲しゆう撃げきさせるよう仕向けた」

「ッ、だったら！　この騒そう動どうはいったいなんのために!?」

「ある人の依頼だよ。ボナパルト派の急進と、客として呼んだ革命的思想の持ち主たちを、ごたごたに乗じて一いち網もう打だ尽じんにしろってさ。きみへの接触を並行して進めたのは……まぁ、やっぱり色々と都合が良かったからかな？　多少、僕の趣味も含んでるけど」

　何から何まで嘘うそだらけだ。この男は何年ものあいだ多くの人々を騙だまし続つづけ、こんな凄せい惨さんな舞ぶ台たいを演出した。クロエは鼻の周まわりに皺しわを寄せ、やがてもっとも訊ききたかった件に踏ふみ込こむ。

「ならば……ならば、祖父を手にかけたというのは……？」

「はは、一いつ旦たん牙きばを剥むいといてそれを尋たずねるのか。普通は最初に質ただすべきことなんだけどね？」

　マクシムは軽けい薄はくに笑い、やはり芝居がかった仕草で、ゆるりと両腕を広げた。

「真実だよ。彼は僕が殺した」

「……ッ、嘘だ！　だって、貴方あなたはどう見ても──」

「姿を自由に変えられる相手に、外がい見けん年ねん齢れいとか何か意味があるかな？」

　先回りされて口を噤つぐむ。相手の言うとおりだったからだ。それに、マクシムが本当に〈ブリュム・ド・シャルール〉の構成員なら、常人より長く生きていても不思議ではない。小耳に挟んだ程度の知ち識しきだが、〈裸蟲ミルメコレオ〉というのは高い再生力を持つがゆえなのか、たまに驚おどろくほど長命の者が存在すると聞く。マクシムの妙に枯かれた雰ふん囲い気きもそれが理由かもしれない。

「許婚いいなずけのフリをしてきみに接触したのは、きみのことをまず知りたかったからだ。昨日きのう、夕食の席でそれとなく話題を振って、だいたいのところは分かったよ。きみはお祖じ父いさんが犯した罪──『ヴァンデの反乱』の真相について殆ほとんど何も知らないらしい、ってね」

「……ヴァンデの反乱の、真相？」

「うん、これから話す。そのうえで決めてくれ」

　決める？　何を？　相手に剣けん尖せんを向けたまま、視線だけで続きを促うながした。

「僕たち〈ブリュム・ド・シャルール〉の旗はた印じるしになってくれるかどうかを、さ」

「なんっ……!?」

「僕はね、クロエ。きみを組織にスカウトしに来たんだ」

　何を愚おろかなことをっ！　クロエは怒りさえ通り越して殆ど呆あきれ返かえった。

　この男、気は確かなのか？　なぜ自分が祖父を殺あやめた相手に協力しなければならない？　逆はあっても、手を組むなど絶対にお断りだ。天地が引っくり返ったところであり得ない。

「いいや、きみにはその義務があると思うよ？　ロシュジャクランの末まつ裔えいを名乗り、祖父の行ないを払ふつ拭しよくせんと騎き士しを目指してきた、クロエ・エマニュエルには」

「戯ざれ言ごとはやめてもらおう！　わたしは貴方あなたに──」

　だが、喝かつ破ぱしようとしたそのときだった。

「駄だ目めよ、クロエ。彼の話をちゃんと聞いて」

　不意に、背中に何かが押し当てられる。それと同時に響ひびいた、ぼんやりとした声。

　あまりにも聞き慣れた声だった。まさか、という思いでクロエは肩越しに後ろを顧かえりみる。

「……マル、ティナ……？」

　そこに、マルティナ・ロセリーニがいた。

　手には変わった形状のナイフを握っており、その刃先をこちらの背に触れさせている。友人である彼女が、友人である自分に、なぜか害意を向けているのだ。わけが分からなかった。

「マ、マルティナ？　どうしてここに……いえ、それよりなぜそんな真ま似ねを？　や、やめてください。いくらわたしでも、刃物で刺されたら怪け我がをしてしまう……」

　引ひき攣つった笑みが浮かぶ。無論、ナイフを恐れてのことではまさかない。視界の隅すみでは部屋の右手側の書しよ架かが僅わずかにずれているのが認められ、なるほど秘密の抜け道というのは本当の話だったかと、千々に乱れる思考で無意味な感かん慨がいを抱いた。

「けーたろといい貴女あなたといい、つくづくお人ひと好よしね。言わなければ分からない？」

　マルティナが淡々と告げてくる。普段となんら変わることのない態度。だからこそ、これもまたマクシムが見せている幻げん覚かくなのではないかと疑った。

「昼間、ホテルで言ったはずよ。もうじき色々なことが終わりになるって」

「ま、待ってくださいマルティ──」

「まずは友情」

　ぴしゃりと彼女がこちらの言げんに蓋ふたをし、次いでマクシムが軽く拍かしわ手でを打つ。それに注意を呼び戻され、再び視線を前に移したクロエは、あり得ない光景を目まの当あたりにした。

　部屋が劇的な模様変えを果たしていたのだ。

　いや、模様変えというより部屋そのものが、完全に別のものになっていた。

　あれだけあった書しよ棚だなも、自分のせいで床に散乱していた本や紙片も、既すでにどこにもない。照明も消えていて、窓から差し込む冷さめた月光だけが、室内を仄ほのかに照らしていた。

　暗い部屋のなかには、二人の人影が佇たたずんでいる。一方はマクシムだ。彼は今も自分のすぐ目の前にいるのに、それとは別のマクシムが部屋の中央に佇んでいる。

　そして、彼と相対しているのは、ガウンを着込んだ老ろう齢れいの男性であり──

「ま……さか……」

「これは過去の情景だよ」

　言ったのは現在のマクシムだった。クロエは半なかば心しん神しん喪そう失しつの状態でそれを耳にする。

「『あの夜』の出来事を魔ま術じゆつで再現してる。昔の僕と話してる相手が誰だれか、分かるよね？」

　分かる。当たり前だ。実家には肖像画だって飾られているのだから。子供のときからその前を通るたび、何度も目にしてきた厳きびしい面おも差ざし。暗がりとて見間違うはずもなかった。

「……悪趣味ね」

　マルティナが呟つぶやいた。マクシムは「これが一番手っ取り早い」と肩を竦すくめ、

「クロエ、きみは彼に複雑な感情を抱いている。家名に泥を塗ったことが許せなくもあれば、同時に民たみのために立ち上がったその生き方を誇らしくも感じている。──そう、民衆を導くのはいつだって勇敢な人間だ。例たとえ真実がどうあれ、勇敢にさえ振ふる舞まっていれば、周まわりは自然とついて来る。人はただ信じたい事柄を信じる生き物だからね」

　でも、とマクシムが息をつく。

「侯こう爵しやくの孫娘であるきみまで、真実をなおざりにするのは、ちょっと頂けないな」

「…………あ、あぁ」

　クロエは限界まで目を見開き、かつてのロシュジャクラン邸の一室を眺める。そこに立つ二人のうち一方、故アンリ・ド・ラ・ロシュジャクラン侯爵から目が離せなかった。

「さて、お立会い。これより始まりまするは、ある男の波は乱らん万ばん丈じような生しよう涯がいを描いた喜き悲ひ劇げき。宮仕えをしていた一人の騎き士しが、その昔、悪名高き遊ゆう蕩とう王おう妃ひ──そう、彼かのマリー・アントワネットに抱いてしまった、あまりにも分ぶん不ふ相そう応おうな想おもいの成れの果て。涙なくしては観みれぬ聴きけぬ口の端にも昇らせられぬ三重苦の物語ではありますが、お客様には是ぜ非ひとも心ゆくまで彼の滑こつ稽けいな生き様をご堪たん能のう頂きたい。どうか静せい聴ちようあれ？　マドモアゼル・クロエ」

　マクシムが大だい道どう芸げい人にんめいた、定型の煽あおり文もん句くを口にする。不快な声が鼓こ膜まくに染しみ透とおってきた。

「これが、きみのお祖じ父い様さまの懺ざん悔げだ」




　　　　○




　まるで落らく雷らいでも起きたかのような耳を聾ろうする爆ばく音おん。それを聞きつけたアンリが、屋や敷しきの玄関ホールに足を踏ふみ入いれたときには、もうすべてが終わっていた。

　一面が血の海となっているそこで、まず最初に目に映ったのは青い着物姿の少女。かなり若く見えるが、テントウムシの装飾品を身につけている点からするに、例の〈七星コキシネル〉とかいう連中の一人なのだろう。だから必然的に、ホールの中央にいる白はく髪はつの東洋人もまた〈ブリュム・ド・シャルール〉ということになる。その男はなぜか床にしゃがみ込んでいたが、ダメージを受けて膝ひざを落としたとかではなく、手にした刀を今しも振り下ろしたところらしい。

　そして、その男のすぐ足元に、見知った少年が倒れていた。

「ッ、慧けい太た郎ろう！」

　反射的に通路の陰から飛び出してしまう。こちらの存在など初めからお見通しだったのか、すかさず反応した着物姿の少女が刀の柄つかに手を伸ばしかけたが、

「やめろ、ノエ。そいつは標的には入ってない」

　という白髪の男の制止を受けて、首しゆ肯こうするやあっさりと道を譲ゆずった。

　驚おどろいたのは、ノエという名前だ。行きの列車で慧太郎が会ったと話していた少女と、確かに特徴はだいたい一致するが、まさか〈ブリュム・ド・シャルール〉だったとは。いったい自分たちはいつから大きな策さく謀ぼうのなかにいたのか。もはや判断がつかなかった。

　アンリはノエの前を通り過ぎ、慧けい太た郎ろうの傍かたわらに駆かけ込こんだ。白はく髪はつの男は既すでに立ち上がって刀を鞘さやに納めている。振り返りながら短く告げてきた。

「生きてるぜ」

「……っ」

　確かに。一応、死んではいない。気を失っているだけだ。

　ただ、慧太郎の身体からだの前面には、斜めに深い刀傷が走っていた。傷の周辺はやや黒ずんでおり、肉の焦こげる異臭が鼻を衝つく。どう見ても半死半生といった具合だ。

　そして、どういうわけか床にも似たような斬ざん痕こんが刻まれていた。更さらにそこを中心に巨大なクレーターが出来上がっていて、ぶすぶすあちこちから煙が上がっている。何をすればこんな破壊が可能なのかは不明だが、普通に考えて床にまで達する斬ざん撃げきを受けたなら、慧太郎の身体も真っ二つになっていそうなものだ。

「見上げた奴やつだよ。曲がりなりにも俺おれの雲うん耀ようを相そう殺さいしやがった」

　男が遠ざかりながら言葉を紡つむぐ。喜んでいるのか、苛いら立だっているのか、ちょっと判然としない語調だった。ノエがそんな男にぱたぱたと近寄ってゆく。

「お父様、試験は終わりましたのよね？　それで結果は？」

「文句なしに合格だ。示じ現げん流りゆうの手を知しり尽つくしてる俺相手に、初見でここまで伍ごしてみせたんだ。言葉が見つかんねーよ。こいつが『四人目』ってことで俺は構かまわねぇ」

「なら、これでケイ様もノエたちの味方ですのね！」

　ノエが文字どおり跳とび上あがって喜んだ。無む邪じや気きな笑みを満面に浮かべてみせるが、血の池の中心でやることではないと思う。なんだか、ちょっと得え体たいの知れない感じがする娘だ。

　アンリは慧太郎の身体を抱きながら、白髪の男に向けて問とい質ただした。

「……あんた、いったい何者？」

「クリザリッド。〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉の一人だ。お前はなんとかファーブルって娘だろ？」

　相手がまさかの大物であったこと、自分の素性を完全に見破られていること、二重の驚おどろきを得ながらアンリは無言で頷うなずく。クリザリッドは横たわる慧太郎を一いち瞥べつし、

「だったら、そいつの左目のことも知ってるな？　俺の太た刀ちで出来た傷は、『さいぼう』とかいうのが焼かれて、傷の治りが極端に遅くなるらしい。とっとと魔ま術じゆつで治ち癒ゆしてやれ」

「えっ……ちょ、ちょっと待って！　あんた──」

「待ってくださいの、お父様！　ケイ様を連れて行きませんの!?」

　アンリも抱いた疑問を、先にノエが口にしてくれた。

「ああ。まだ俺らの理念やら目的やらを説明してないからな。首に縄なわつけて引っ張って行ったところで意味がねえだろ。ヤサも面も既すでに割れたんだ。別に急ぐこたぁねえよ」

「で、でも！」

「それにな、手段的にも連れて行くのは、ちょっと難しそうなんだわ」

　ノエが小首を傾かしげた。クリザリッドが呆あきれたような顔つきになる。

「お前、さては蟲むしの報しらせにまともに応じてねーな？　そこにいる嬢じようちゃんや憲けん兵ぺい隊たいがなかなか気張ったらしくて、ハエどもを思った以上にやられちまったんだとよ。誰だれかが騒さわぎを報せやがったのか、もうじき警けい察さつも来るらしい。余計な人間を連れて撤てつ収しゆうする余裕はねぇとさ」

「そ、そこをなんとか！　ノエ、ケイ様にまだ満足に技を披ひ露ろうしてませんのよ!?」

「無理だっつーの。それよかお前は、手前ぇの尻しりの心配でもしてろ」

　途端、ノエが臀でん部ぶを押さえて震え始める。クリザリッドが意地の悪い笑みを浮かべた。よく分からない二人だ。お父様、というからには義理の親子か何かなのだろうけれど。

「──やあ、もう終わったみたいだね？」

　と、そこで玄関ホールに新あらたな一組が現れた。邸内の二階へと続くテラスからだ。

「残念だな。少しくらい見物できるかと思ったんだけど」

　最初にそう言ったのは燕えん尾び服ふくの青年だった。胸に着けたブローチから、やはり〈七星コキシネル〉の一員らしきことが窺うかがえる。テラスを降りて来る彼に、クリザリッドが手を上げて応じた。

「おう、マクシムか。そっちは上う手まくいったのか？」

「まずまずだね。僕個人としてはあと腐れなく、このまま攫さらっちゃいたかったんだけど……まあ、欲張り過ぎは良くないかな。あの子は今夜のメインでもないし」

「なら、他の連中はどうしてる？　もう全員、撤収を？」

「半分くらいは。ミハイールが少し手こずってたみたいだから、さっき雪シユエ蘭ランを応援に向かわせたよ。──告げ口とかすごく心が痛むけど、雪蘭の奴やつ、途中からサボってたみたいだぜ？」

「あいつらしい。殺やれた標的は六割弱だったか？　……予定よりかなり少ないな」

　そんなやり取りを交わす二人だが、アンリは会話の半分もまともに聞いていなかった。

　マクシムと呼ばれた青年と共に場に現れ、たった今、ホールまで降りてきた小柄な人影に、完全に目を奪うばわれていたからだ。自分でも思いがけず大きな衝しよう撃げきに心揺さ振られていた。

「……マルティナ」

「ええ、わたしよ。アンリエット」

　彼女がスカートの裾すそを摘つまみ、ちょこんとお辞じ儀ぎをしてみせる。似合わない気取った仕草だけれど、面おも持もちは普段どおり冷さめ切きっていた。

　アンリは目まぐるしく頭を回転させる。どうして彼女が〈ブリュム・ド・シャルール〉と一緒に？　その理由を考えるのではなく、あまりにも明らかな解答から目を逸そらそうとして。

　だが無理だった。何をどう屁へ理り屈くつを並べても、この状況では自分を騙だませそうにない。

「裏切った、わけじゃなくて……最初からそいつらとグルだったのね？」

「そうね。簡かん単たんに言ってしまえば」

　更さらに頭を回転させる。マルティナは自分たちを泳がせていた？　たぶんそうだろう。しかし慧けい太た郎ろうがフランスに来るより前から、彼女は学園に在ざい籍せきしていた。となれば、当初の目的は別だったはずだ。ならば、それは何？　決まっている。アルテュール・リグワール。クロエの許婚いいなずけを名乗るあの男が現れ、屋や敷しきに招かれるや一気にここまで事態が動いたのだ。

「……クロエを監視していたのね？」

「さすがね。貴女あなたは話が早くて助かるわ」

「ッ、あいつは今どこ!?」

「三階の東側にある書斎よ。身体からだに危害は加えてないわ」

　身体に、という言い回しが凄すさまじく引っ掛かる。間違いなく何かあったはずだ。

「マルティナ、あんた……っ！」

「あら、批難するの？」

　勢い込んで言葉を叩たたきつけようとするも、残ざん酷こくなほど淡白な視線に射い竦すくめられた。

「意外ね。わたしと貴女あなたは別に、最初からそれほど深い間柄というわけではなかったはずだけれど。いつの間にそんな面倒な性格になったの、貴女？」

「……ッ」

　珍めずらしく口数多く告げられ、アンリは歯は噛がみした。分かっている。言われずともそれくらい。

　マルティナ・ロセリーニ。サルデーニャ王国からの留学生。聖せい歌か隊たいに所属しており抜群の歌唱力を誇る。元は孤児。だから貴族だらけの学園では例外的にウマが合った。でも謎なぞが多い奴やつなので、友人と呼べるかはちょっと微妙──

　分かっている。そんなふうに線引きして、必要以上に踏ふみ込こんだ関係を築こうとしなかったのは、他ならぬ自分のほうだ。最近になって慧太郎やクロエを含め、以前よりはだいぶ一緒にいる機会が多くなったものの、それだってたかだか二ヵ月のこと。何が変わるわけでもない。友人と呼べるかどうかさえ怪あやしい相手に、「友人を売ったのか？」など馬ば鹿かげている。

　でも……でもさ、マルティナ。

　本当にあんたにとって、あたしたちってその程度の存在だったの？

　あたしはなかなか素直になれないから、口に出してなんて到底言えなかったし、もしかしたら自分でも勘かん違ちがいしてたのかもしれないけど、それにしたってさ──

「……面倒って言い方は、あんまりなんじゃない？」

　一いつ瞬しゆん、マルティナの瞳ひとみが微かすかに揺れた。いつもは無感動を湛たたえるばかりのそこに、まるでカメラの閃せん光こう装そう置ちみたく様々な激げき情じようの色が瞬またたいては消える。

　けれど、返ってきた言葉は案の定、何も言えなくなるほどにべもなくて、

「どうでもいいわ。興味ない」

　マルティナが踵きびすを返す。彼女と話しているあいだに、他の〈ブリュム・ド・シャルール〉の面々は、扉とびらからホールをあとにするところだった。外には二匹の屍し漁りようバエが止まっており、一方の背に跨またがったあの凸でこ凹ぼこコンビ、雪シユエ蘭ランとミハイールが仲間たちを急せかしている。

「お前たち急げ！　そういう意見もあるぞ！」

「警けい官かんタチ、ガ……スグソコマデ、迫せまッテイル……パーティー、ハ、オ開キダ」

　アンリは何もできない。できるはずもない。一人で奴やつらに立ち向かうなど自殺行為だ。慧けい太た郎ろうを抱だき締しめながら、俯うつむいて肩を震わせるしかなかった。

　先のクリザリッドとマクシムの会話にもあったように、どうやら〈裸蟲ミルメコレオ〉たちの大半は既すでに撤てつ退たいを始めているらしく、今は邸内から響ひびく銃じゆう声せいも散発的なものに変わっている。が、当面の危難が去ったからといって、手離しに喜ぶには事態が些いささか混沌とし過ぎていた。

　当初アンリは、パリ大学に〈七星コキシネル〉二人が現れたとき、何か〈ブリュム・ド・シャルール〉の大きな作戦があるのだろうと踏ふんでいた。けれど、あのジョゼフと同格の手て錬だれが四人、しかも〈三蟲士レ・トロワ・ムスクテール〉の一人まで動いているなら、今度は戦力があまりにも集中し過ぎている。奴らが今夜の一件のためだけに、パリに集つどったとは到底考えにくかった。

　では、いったいなんのために？　何が狙ねらいで奴らはこの街まちに現れた？

「──っと、そうだ。一応、忠告しといてやるか」

　床にしゃがみ込んでいるこちらに、背後からクリザリッドが声をかけてきた。

「おい、魔ま女じよの嬢じようちゃん。あんた、これ以上、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるのが嫌なら、明日の朝一番にでも学園の連中とフィニステール県へ帰りな。この街、もうじきなくなっちまうからな」

「…………ぇ？」

　街が、なくなる？

　意味がまったく分からず後ろを振り返るが、扉とびらを出たところで立ち止まっているクリザリッドの前言は、どうやら『言葉どおりの意味』であったらしく、




「いや、だからな？　消えてなくなるんだ、パリは。明日か明後日あさつてのうちにもよ」




　続けて、そんなことを軽々しく述べてきた。

　頭のなかに漂ひよう白はく剤ざいがぶち撒まけられる。いったい何を言われたのか、アンリには皆かい目もく理解が追いつかなかった。たっぷり十数秒以上も呆ほうけていたように思う。

「ま、予言で生存が匂におわされてる四人目なんかは大丈夫だろうが、あんたは完全にイレギュラーみたいだからな。聞いた話じゃ〈裸蟲ミルメコレオ〉の俺おれらのために、色々と骨を折ってくれたりもしたんだろ？　だから、魚うお心ごころあれば水みず心ごころってやつだ」

　逃げろ、とクリザリッドは語った。

　今すぐ宿に戻って荷物を纏まとめて、可能な限り早く街から逃げろ、と。

　あとは目も耳も塞ふさいで都合の悪いことは全部忘れてしまって、それでもうこんな乱らん痴ち気き騒さわぎには金こん輪りん際ざい二度と首を突っ込むな、と。

　アンリは未いまだに呆ぼう然ぜんとしていた。それ以外に何ができる？　この大都市パリが、欧州の流行発信地『花の都』が、突然、消きえ失うせるなどと言われて、どんな反応を示せばいい？

　真しん偽ぎの程ほどさえ定かではない。しかし、冗じよう談だんと笑い飛ばすには口にした相手が相手だった。

「──分かるでしょ？」

　そんな自分を見かねたのか、クリザリッドが立ち去ったあと、必然的に最後にホールを出ることになったマルティナが、まるで今こん生じようの別れでも言い渡すように告げてきた。

「端は役やくは端役らしく舞ぶ台たいの袖そでにすっこんでいろと言っているのよ。貴女あなたは本来、なんの関わりもなかった人間なのだから」

　かつてないほど凝こった口調。自分たちの関係に、これでお終しまい、と判押しするみたいに。

　それがなんだか、たまらなく赦ゆるせなかった。思わず顔を上げて相手を睨にらみ据すえるも、マルティナはもはや振り返りもしない。決然とした歩あゆみで自分の前から去ってゆく。

「……ってよ……」

　手を伸ばした。届かないと知りつつも。

「……待ちなさいよっ……」

　友人の背に。おそらく学園で最初にできた友達だった彼女の後ろ姿に。

　アンリエット・ファーブルと、マルティナ・ロセリーニ。近い距離にあると信じていた二人のレールが決定的にずれてゆく。自分だけがどこか別の場所へと運ばれてゆく。

「なんなのよ、これ……どうして急に、わけ分かんないってば……せめて、ちゃんと、全部納得できるようさぁ！」

　慧けい太た郎ろうは起きる気配がない。クロエもこの場にはいない。

　血ち溜だまりのなかで迷い子のように蹲うずくまり、どうしようもない心細さに駆かられながら、アンリは今、なす術すべもなく大切なものを失おうとしている。

　別にいい。構かまわない。

　だって自分はムシ好き女だ。

　除のけ者ものにされるのは慣れている。

　イレギュラー？　端役？　すっこんでろ？

　結構だ。せいせいする。

　下らない荒あら事ごとのメインキャストに抜ばつ擢てきされるなんてこっちから願い下げだ。

　疎そ外がい感かんは毎度のこと。孤独は昔からいつも自分の傍かたわらにあった。

　絶対に『面倒』な女になんてなってやるもんか。去る者は追わずだ。人間の友達一人いなくなったところで、そんなのこれっぽっちもショックなんかじゃ、




「なんとか言え、マルティナァァ──────ッ！」




　メッキが剥はがれ落おちる。

　喉のどが痛くなるくらい大声で叫んだ。

　そして、目が真っ赤になるまで、わんわん泣いた。

　結局、マルティナは最後までこちらを振り返らなかった。













　　　　間章







　チャールズ・ロバート・ダーウィン。

　その名は『気持ち悪い』とほぼ同義である。

　とか抜かすのは大抵見る目がない連中で、きちんと分かる奴やつらはダーウィンのことを挙こぞって『天才』と評す。気持ち悪いけど天才。変人だけど天才。天才だから存在が許されてる。じゃなけりゃブタ箱行きだろ天才。などなど、これまで受けた賛辞を挙げればキリがない。

　ゆえに、ダーウィン自身もいつしか己おのれを素直に天才と定義するようになった。

「だというのに、なぜ私がこんな面倒なことをせにゃならんのだ……っ！」

　パリ某ぼう所しよに建つ高級ホテル。渡仏してからこっち長らく拠点としてきたその宿の一室で、現在、ダーウィンは大量の荷物相手に絶賛孤こ軍ぐん奮ふん闘とう中だった。

　自分の、ではない。主にスキナーの荷物と、だ。

　室内には二人の憲けん兵ぺいがおり、扉とびらの外には更さらにもう二人。皆、ダーウィンを監視している。

　昨日きのう、パリ第一大学で身柄を保ほ護ご──まことに馬ば鹿か馬鹿しい建前だが──されたダーウィンは、事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けたのち憲兵隊に捜査への協力を要よう請せいされた。

　自身はともかく、〈ブリュム・ド・シャルール〉に連れ去られた助手は、今、とてつもなく微妙な立場にいる。だから、僅わずかなりとも相手方の対応を軟なん化かさせようと渋々協力を承しよう諾だくしたのだが、大学に残されていたスキナーの持ち物を丸一日かけて検あらためさせられ、更に休む間もなく今度は宿に戻ってきてコレというのは、さすがに拷ごう問もんの域ではないかと思う。

「ええい、くそ！　私は天才なのだぞ!?　頭ず脳のう労ろう働どうが専門なのだ！　あとレディのおケツ専門だ！　なのに、どうして今、下着から間接的に野郎のおケツを感じているのだ!?」

「……ムッシュ・ダーウィン、いいから口ではなく手を動かしてください」

　室内に佇たたずんでいる憲兵の一方が、また小こ煩うるさく仕事の催さい促そくをしてきた。ダーウィンは助手の下着を握にぎり締しめたまま、背後に振り返って猛もう然ぜんと抗議する。

「お前たちは見ているだけだから、そんなことが言える！　私なんて昨日から殆ほとんど飲まず食わずだぞ!?　風ふ呂ろにさえ入っておらん！　さてはそういう趣味か！　はっは～ん！」

「いや、断じて違いますから。男の体臭に興味なんてありませんから」

「だって我々が荷物に触れようとすると、ムッシュが激げき怒どなさるじゃないですか」

「当然だ！　重要な資料や機材がどれだけあると思ってる!?」

　ダーウィンが一人で検査を行なっているのは、つまりそういう次第だった。憲兵たちがつきっ切りでこちらを見張っているのは、証拠を隠いん蔽ぺいされまいかと危き惧ぐしてのことなのだ。

「まったく実に愚おろかしい！　隠すわけがないだろう!?　私は寧むしろ丸出しが好みだ！」

「……すごく不思議なんですが、ムッシュってご結婚なさってるんですよね？」

「細さい君くんがどんな方なのか全然想像がつかんな……」

「ふん、それはお前たちの想像力が貧困だからだ。よし、私のワイフがどんな女か教えてやろう。彼女のプロポーズの言葉を聞けば一発で理解できる」

「へえ、求婚は奥様のほうからですか」「それで、そのプロポーズの言葉というのは？」

「彼女は言った。──『わたし、手て頃ごろなサンドバッグが欲しいの』と」

「物扱い!?」「なんでそんな方と結婚を!?」

「猛もう烈れつにシャドーしながら言ってくるんだから仕方ないだろうが！　首を縦たてに振らなきゃ、あの場でサンドバッグにされかねない勢いだったわ！　断われるわけが──ん？」

　ダーウィンは喋しやべるのをやめて、手のなかの書類に目を留めた。たった今、スキナーの鞄かばんから引っ張り出したものだ。こちらの様子を見み咎とがめたか、憲けん兵ぺいたちが近づいて来る。

「どうされました？　何か見つかりましたか？」

「シッ」

「？　ムッシュ……？」

「少しのあいだ静かにしててくれ。集中したい」

　ダーウィンは書類すべてにざっと目を通したあと、次いでテーブルの上からペンとインクを取り、旅行鞄を漁あさってパリ中心部の地図を見つけ、そこに素早く書き込みを施ほどこしてゆく。

　そして数分後、完成したモノを見て、ダーウィンは眉まゆ根ねを寄せた。

「……なんだこれは？」

「え？　いや、なんだって……ムッシュが今、自分でお書きになられたんじゃないですか」

　憲兵の一人がそう指摘してくるが、ダーウィンはかぶりを振った。

「違う。わたしはただ、この書類に記されているポイントに印をつけて、それを線で結んだだけだ。これが何を意味しているのかはまだ分からん」

「はあ、そうなんですか？」

　憲兵たちが怪け訝げんそうに顔を見合わせる。そんな二人を余よ所そに、ダーウィンは自みずから地図に描かいた模様をじっと見み詰つめ、ほどなく例の書類を再び手に取った。

　書類の一番初めには、スキナーのものらしき筆跡で、次のように記されていた。




　────第五封ふう印いん地ち、と。





〈ｔｏ　ｂｅ　ｃｏｎｔｉｎｕｅｄ〉












　　　　あとがき




　ヒーホウ！　やったねッ、装よそおいも新あらたに物もの草ぐさ純じゆん平ぺいです！

　まあ嘘うそですね。代かわり映ばえのしない物草です。今巻のボクシング関連の用語は、まさにそんな嘘の連続で、大半がまだこの時代にはなかったはずですが、気にせず読み進めて頂けたら幸さいわいです。ところで、どうですか？　挨あい拶さつもそこそこに言い訳から始まる作家って。

　はいっ、そんなこんなでミス・ファーブルの蟲ノ荒園アルマス・ギヴル３、いかがでしたでしょうか？　皆様もお気づきのとおり、今回は初の上下巻構成となっております。珍めずらしく並みの厚さだと思ったらそういう裏があったわけですね、ええ。四巻のほうもよろしければ是ぜ非ひ。

　で、三・四巻合わせて今回のテーマは、分かりやすくたったの一つ──『道／レール』。

　敵味方がそれぞれ何かに試され、何かの回答を示してゆく内容となっております。特に慧けい太た郎ろうは下巻において、ある意味、これまでの集大成ともいえる解を彼なりに導き出すので、見守ってやってくださいませ。また、物理的にもキャラたちが進む道に大きな変化が訪れます。特に三人娘はいつになく過か酷こく。そのあたりにも注目して頂ければと。

　っていうか、今回キャラ多いですね。新キャラだけで六、七人はいた気がしますよ？

　ひさしぶりな方もいれば、長らく声はすれども姿は見えなかった人もいますね。『おケツ』とか『ですの』とか『そういう意見もある』の人たちは、プロットの段階ではもうちょいマトモな連中だったはずなのですが、いったいどこで何を間違って変態に変態したのやら。

　そして、もちろんキャラが多いぶんの皺しわ寄よせは、その殆ほとんどが絵師の藤ふじちょこ先生に向かってしまうわけで……はい、すみません。さすがに反省しております。

　というわけで、このごめんなさいムードに乗って、息つく暇ひまもなく謝しや辞じです。

　担当の清きよ瀬せさん、拙せつ作さくに関わってくださった沢山の方々、分ぶん冊さつという試みを承しよう諾だくしてくださってありがとうございます。にも拘かかわらず遅筆だわ書き過ぎるわの僕を許してください。

　いつも美び麗れいなイラストを描いてくださる藤ちょこ先生には、多忙なスケジュールのなかご無理を言ってしまい、本当に申し訳なく思っております。特に今回は前述のキャラの多さもありますので、いつも以上に大変だったのではないでしょうか？　本当に感謝の念に堪たえません。

　そして、やや変わった作風の僕を見捨てずにいてくださる読者の皆様には、メガトン級のありがとうを。もう気分は喰くらえッて感じですね。下巻に相当する四巻はなんと来月発売なので、そのあとがき辺りでまたお会いできれば至福でございます。

　それでは──せーのっ、力の限りヒーホウ！





二〇一四年　五月某ぼう日じつ　　　　　物草純平
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